















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１．孵かえらない願い









『この世界の人間とは魂自体が違う。では何故なぜ──君と僕は、言葉が通じているんだ？』




　それは、旅の連れであるエリクに言われた言葉だ。

　ずっと傍そばにいたからこそ、彼は気づいたのだろう。魔法士であり、魔法文字の研究者でもあるエリクは、日本から迷いこんだ雫しずくの引率者を買って出てくれた。代わりに彼は雫から未知の言語を教わっていたのだ。そうして二人は魔法大国ファルサスまで旅をしてきた。

　だがファルサスの城でも帰る手段は見つからなかった。ただ王族から内密の口伝として、「世界外から干渉する呪具」と「それに対抗する呪具の使い手」の存在を聞いただけだ。だから次は、そのどちらかの手がかりを求めて出国するつもりだった。

　けれどその矢先、雫とエリクはお互いの抱える齟そ齬ごに気づいてしまった。

　──魔法が当たり前のこの世界では、全ての人間は生せい得とく的てきに言語を身につけている。

　子供たちは誰に教えられずとも、三歳までには最低限の言葉が話せるようになるという。これは雫の知る常識とはあまりにも異なる。ある意味魔法が存在するということ以上に異質だ。

　だがこの齟齬は、「生得言語の欠如という病」が子供に発生し始めた今、雫の身を危うくするものでしかない。雫が異世界から来たこと、そして元の世界では生得言語が存在しないことを知られれば、彼女自身が病の原因と疑われかねない。彼女にはまったく心当たりがないにもかかわらずだ。

　だからここから先はより一層慎重に旅をする、はずだった。





※






「さて、貴女あなたの意見を聞こうか。時間はない。私と一緒に来るか来ないか早く決めるといい」

「……は」

　雫は緊張で渇いた喉を鳴らす。

　──問いの形式は取っているが、男のそれは脅迫だ。

　雫はそう広くはない自室を目だけで見回す。ここはファルサス城内にある一室だ。本来なら不審な人間が入ってくるはずもない。にもかかわらず、二人の男が突然雫を訪ねてきたのだ。

　一人は、ファルサスに辿たどりつく前とこの城の中で二度出くわした、灰色の髪の魔法士。

　もう一人は、今雫に問いを投げているファニートという男だ。

　突然押しかけてきて「自分たちと一緒に来い」と言い出したファニートは、鍛えられた腕で弓に矢を番つがえている。その狙う先は、窓の外、中庭にいるエリクの背だ。

「そういうの……意見じゃなくて脅迫って言うんですよ」

　かろうじて絞り出した言葉に、魔法士の青年が煩わしげに返す。

「さっさと決めろ。結界を張っているから助けは来ない」

　扉の前で腕組みをしている彼は、棘とげを隠そうともしない。その態度は、雫をいくらか冷静にさせた。彼女は魔法士の青年を振り返ると、苦さを隠さず返す。

「さっさとって。この状態で決められるわけないよ。大体あなたたち何者？」

　まだそれさえ聞いていないのだ。こんな脅迫でしかない状況で雫の同意を取ろうとするのは、ただ単に「自分で決断した」というレッテルを彼女に貼らせたいだけだろう。

　微かすかな敵対意識を窺うかがわせる雫に、魔法士の青年は吐き捨てる。

「ファニートに聞け。俺には関係ない。大体、お前みたいなただの小娘に何の価値がある？」

「ただの小娘？」

「ニケ、やめろ」

　ニケと呼ばれた青年は鼻を鳴らす。どうやら二人は仲間であっても連携が取れているわけではないらしい。現に、今のやり取りからすると、ファニートは雫を「異世界から来た人間」と知っているが、ニケにはそれを知らせていないようだ。ファニートは雫の推測を裏付けるように頷うなずく。

「徒いたずらに貴女の事情を喧けん伝でんするつもりはない。大事なことは貴女の能力だ」

「能力なんてないよ……。第一、どこに私を連れていこうっていうの」

「行き先はキスク。この国の東にある大国だ」

「キスク？」

　その名は以前、エリクから聞いたことがある。大国であり、残酷で知られる王妹がいるという国。

　雫は扉の前のニケに問うた。

「あなた、キスクの人間だったの？　ファルサスの魔法士みたいな振りして」

「一度もファルサスの人間だと言った覚えはない。主人の命令があればどこにだって行くさ」

　その主人とは悪名高い姫のことだろうか。雫はぞっと戦慄して、ファニートに視線を転じた。

「……私を調べるつもり？　もう充分ここで色々やられたんだけど」

「知っている。ファルサス国王は執しつ拗ように貴女を試したようだからな」

「事実だけど改めて言われると嫌だ……」

　雫は大おお怪け我がをした時に内臓から血から一通り調べられている。その後もひたすら王に体力チェックや思考チェックをされてきたのだ。毎日のような走りこみは思い出すと食欲がなくなるが、代わりに体力も相当ついた。これに関しては感謝してもいいくらいだが、感謝する気はまったくない。

　だが、今はげんなりしていられる状況でもない。ファニートの弓を構える手は動かないままだ。弦を引いたまま保持するにはかなりの力がいると思うのだが、それをして平然としている辺り、彼も相当に鍛えられているのだろう。

「……キスクに来て欲しいっていうなら理由と待遇を教えて」

「やって欲しいことは姫の遊び相手だ。待遇は……貴女次第だが不自由しないことを保証しよう」

「遊び相手？　姫って小さい子なの？」

「今年十九歳になられる」

「同い年だった……」

　はたしてその姫が王妹本人なのか。

　だとしたら物騒な提案でしかない。また内臓を開けられてチェックされても困る。

　雫は少し考えた振りをすると、渋々と言った様子で頷いた。

「分かった……。行く」

「ならば仕度を。ここからニケが転移門を開く」

「荷造りはできてるよ」

　彼女はファニートの横をすり抜け自分のバッグに手を伸ばす。はみ出た私物を押しこみ、代わりに気づかれないよう中から小さな魔法球を取り出した。雫はバッグを肩にかけながら振り返る。

　ちょうどファニートは弓を下ろしかけていて、ニケは転移門の詠唱をしていた。

　──必要なのは一瞬の隙だ。

　ここはファルサスの城だ。騒ぎになればきっと誰かが気づく。

　雫は思いきり床を蹴った。魔法球の一つをファニートの顔目がけて投げつける。

「な……っ」

　ファニートは魔法球を手で弾はじこうとする。

　だがその瞬間、室内は白い閃せん光こうに埋め尽くされた。

　視界を焼くだけの強い光。その光にファニートは腕で目を覆う。

　一方、自ら目を閉じていた雫は、まっすぐ扉に向かって駆け出した。

　扉の前にはニケがいるが、彼も今の光で目が焼かれたはずだ。その間に押しのけて廊下に逃げればいい。雫は走りながら薄く目を開く。ニケは予想通り片手で顔を覆っていた。そんな青年に雫は肩から体当たりする。彼がよろめいた隙に扉に手をかけた。

「あ、開かない!?」

「……結界を張ってあると言っただろうが、馬鹿女」

　忌々しげなニケの声と同時に、後ろから腕を摑つかまれる。そのまま無造作に彼女の体を引きずったのは、ファニートの方だ。彼は雫の腕を摑んで半ば吊つり上あげると、彼女の顔を覗のぞきこむ。

「こういうことをしては、お互いの信用を損ねると思わないか？」

「信用して欲しい態度じゃないよ。最初っから」

　雫の言葉は、もはや敵意を隠さないものだ。ファニートは自嘲ぎみに笑うと弓を元通り背に戻す。

　雫はそれを見て安あん堵どした。これでエリクを人質として脅迫することはできない。そして彼らの目的が雫自身にあるのなら命を奪われることまではないだろう。あとは可能な限り時間を稼いで粘るだけだ。メアが戻ってくれば、きっと扉が開かないことに気づいて誰かを呼んでくれる。

「私は行かない。お姫様の相手はあなたたちがすればいい」

「姫の相手はいつだって誰かがしている。貴女が来なければ不具の子供がそれを担うだけだ」

「……子供？」

　ファニートは彼女の腕を放すと、改めて雫に手を差し伸べた。その大きな手に薄気味の悪さを感じて雫は後ずさりたくなる。男は手を差し出したまま、淡々と言った。

「姫の機嫌を上手うまく取れねば子供は殺される。あと三か月で城には赤子が産まれるが……病が出たと判断されればその子は闇に葬られるだろう。しかし貴女ならばどうだ？　例の病が病ではないと言うのなら、姫の期待に応えて子を育てられるのではないか？」

「え……？　子供が産まれるって……誰の？」

「さる貴人の子だ。事情があって身ごもっている母親を姫が保護している。だが姫の庇ひ護ごがいつまで続くかは、産まれた子次第だ。流行はやり病やまいに侵されたとなれば、姫にとって無用の存在となる」

「無用って……産まれただけでしょ」

　生得言語を持ちえないからなんなのか。そんなものはどうにでも取り戻せる。少なくとも言語の有無で「無用」とされていい人間などいないはずだ。ただ教えればいい。それだけで彼らは普通に育っていける。

　雫は軽い憤りに眉を寄せた。窓の外に視線を投げる。

「……連れに相談させて。行くなら一緒に行くから」

　騙だまされている可能性はある。だが無視するには嫌な話だ。

　だからこそエリクに話したい、と願う雫にファニートは首を横に振った。

「お勧めはしない。姫は、かの魔法士がファルサスの禁きん呪じゅを管理していたと知っている。そんな人間がキスクに来れば、間違いなく新たな火種になるだろう」

「火種って……禁呪を聞き出して使うつもりってこと？」

　ファニートは重々しく頷く。振り返ると扉の前のニケが軽く顔を顰しかめていた。

　──魔法士にとっての禁忌、禁呪。

　それが何を引き起こすのか、今までの旅で雫も散々見てきたのだ。ましてやファルサスが封印していた禁呪知識を他国に流出させれば何が起きるか分からない。エリクの持っている知識はそれくらい危険なものだ。そして彼は、きっと己の命を懸けてでもそれを口外することを拒むだろう。

　雫は最悪の可能性を想像して息をのむ。

　そんな彼女の前にファニートは丁重な仕草で膝をついた。動かない雫に向かって己の手を示す。

「無理を言っていることは承知だ。このやり方が不満なら謝罪しよう。だがどうか考えて欲しい。貴女は貴女の能力を以もって幼子の代わりに──姫の前に立つ気はないか？」

　雫は異物を見るように男の手に目を落とした。ふっとここまでの半年間の記憶が甦よみがえる。

　──はたして自分は何のためにこの世界に来てしまったのか。

　彼女はあまりにも少ない手がかりの中、その意味を改めてじっと考えた。





※






　移動は転移門で一瞬だった。

　窓から見える城の庭は、ファルサスのものとそう変わりがない。

　雫は窓まど硝子がらすから顔を離すと、つけてしまった指紋に気づき眉を顰ひそめた。ポケットからハンカチを取り出してそれを拭う。そのまま何となくあちこちの曇りが気になって窓を拭いていると、ドアが開いてファニートが入ってきた。彼は怪け訝げんな顔で雫に問う。

「どうして窓を磨いているんだ？」

「気になったから。一部だけ綺き麗れいって落ち着かなくない？」

　ファニートは理解を諦めたらしく、何も聞かなかったように続けた。

「仕度はいいだろうか？　姫は時間にうるさくないが、もう出た方がいい」

「相手が誰でも時間は守るものだよ」

「そうだな。ただ、あの方の部屋には時計がないんだ」

「そんな人がいるんだ……。さすが王族」

　どれだけ自由に生きてるのかとも思うが、その自由さが面白いと少しだけ思う。ラルスもそうだったが、王族という人種はやはり普通の人間からは理解しがたいところがあるのだろう。

　扉を出ながら雫は無意識のうちに自分の肩を見たが、そこにメアはいない。雫は使い魔である彼女を連れていきたいと二人に相談したが、却下されたのだ。雫に力を持たせたくないのだろう。当然と言えば当然だが、本当に一人きりになってしまったのはこの世界に来た直後以来だ。寂しいし心細い。

　それでも──「妖よう姫き」とあだ名される姫の前に、メアを伴って来られなかったのは幸運なのかもしれない。雫はきつく拳を握りしめながら控えの間に入る。

「遅い」

　待っていたニケは開口一番そう言った。雫は黒衣を着た青年をじろじろと睨にらみ返す。

　ファニートは無愛想ながらもそれなりの丁重さで雫を遇したが、ニケの方はとりつくしまもない態度だ。初対面から最悪だったので仕方がないが、これはもう相性が悪いに違いない。

　雫は、彼がファルサスの宮廷魔法士の格好をしていたことを思い出す。

「あんたいつもあんなことやってるの？　間かん諜ちょうが本業？」

「さあな。それよりお前は着替えても童顔は治らないのか」

　姫に謁見するために、雫は襟の立った長袖ブラウスとロングスカートという格好に着替えている。

　クラシカルな女教師といった風情だが、顔はどうにもならない。雫は冷ややかに返した。

「うるさいよ、サモトラケ」

「何？　何を言っている？　馬鹿かお前は」

「知らないことを言われたからって、すぐに相手を見下してちゃ進歩が見こめないよ」

「知る必要もないことに拘泥する必要があるか？」

　生産性のない応酬を続けようとする二人を、ファニートが留とどめた。

「礼儀を弁わきまえろニケ。姫の客人だ」

「客人？　玩具の間違いだろう。分を弁え無礼を働くなよ」

「それはこっちの台詞せりふだって」

　敵意を隠さない雫に、ニケは軽く舌打ちする。

「俺は先に姫に報告を済ます。その間にお前は自分の立場というものを弁えるんだな」

　言い捨てて彼は一人で奥の部屋へと歩み行った。雫は何となく、閉められていない扉の傍に寄る。奥からニケの声が聞こえてきた。

「失礼いたします、姫。この度のご報告を持って参りました」

　声色からして違う従順な挨拶。目を丸くする雫の耳に、女の声が聞こえる。

「さて、どんな話だ？　つまらぬものだったらお前の首を体の横に並べてやるが」

　笑いを含んだその言葉に、雫は思わず呟つぶやく。

「……ハートの女王？」

　自分で言っておいて、雫はその馬鹿馬鹿しさに呆あきれた。いくら魔法がある世界とは言え、あれは不条理な御お伽とぎ噺ばなしだ。現実に存在していいキャラクターではない。それを言うと、ファルサス国王も現実にいて欲しくない人格だったが、あれはもう存在してしまっているので仕方ない。

　だが、今聞こえてきているのもまた現実だ。触れたものの皮を、愉たのしんで削そいでいくような声音。それ自体に恐怖を感じて、雫は息を殺し、気配を殺す。

「申し訳ございません。ファルサスの禁呪の件についてはあれ以上分からず──」

　パン、と頰を打つ音が響く。

　雫は思わず、自分が殴られたかのように身を竦すくめた。氷のような女の声が続く。

「お前はまったく愚図だ。子供でももっとましな使いができるのではないか？」

「……ご期待に応えられず弁解の言葉もございません」

「聞き飽きたわ。雑用一つできぬのでは飼ってやっている意味がない。一つ家畜の餌にでもなってみるか？　腕の一本くらいなくなっても構わぬであろう？」

　嘲弄は、己の力を知っている者特有の空気に満ちていた。

　ぴりぴりとした緊張感が、部屋の外にまで染み出し、雫の足元を沈めていくようだ。

　──残酷な王族とは聞いていたが、悪い意味で噂うわさ通りだ。

　自分の部下にああなら、それ以外の人間はどんな風に扱うのか。雫は手で口を押さえる。

　今まで命の危険に曝さらされたことは何度もあった。エリクとばらばらになって一人で危機に立ち向かわざるを得なかったことも。

　だが今は、そのどれとも違う。自分から彼の傍を離れたのだ。何の連絡もなくファルサスを出てキスクに来た。彼の助けは借りられないし、むしろ巻きこんではいけない。この世界に来てから、今が一番一人だ。

　その恐ろしさを改めて肌に感じる雫に、艶のある声が聞こえてくる。

「妾わらわに取り入ろうとして失敗した人間どもが、どのような最期を迎えたか、お前はよく知っているはずだ。自分だけは違うなどと思わぬ方がいい」

「……弁えております」

　ニケは別人のように大人しく罵言を受け止め続けている。

　無意識のうちに深く息をついた雫は、傍にいたファニートに囁ささやいた。

「姫のあれって、単なる脅し？　ほら、苦言を呈した魔法士の目を抉えぐったとかいう噂が流れてるけど、さすがに尾ひれがついてる？」

「事実だ。つい先日も姫の怒りを買った貴族が一人、処刑された」

「…………そう、ですか」

　自分の部下を噓うそで脅してもすぐばれるだけだ。噂通り彼女は、気に入らない人間を処刑することに躊躇ためらいのない人間なのだろう。ファニートは雫の手が震えていることに気づいて付け足す。

「厳しい方だが、話の分からぬ方ではない。貴女が代わりのない働きができると知れば、相応に遇してくださるはずだ」

「代わりがない働きって……」

　異世界から来た雫が特異なのは事実だが、それを証明するのは難しい。ファルサスでラルスに「自分はただの人間だ」と主張した時とちょうど逆だ。雫はこめかみを押さえる。

「子供が産まれるって話だよね」

「ああ」

　そう聞いたからこそ、雫はこの国に来た。赤子に言語障害が出れば殺されてしまうからと。

　けれど今の今まで、どこかでその話を信じきれていなかったのかもしれない。さすがに子供にそんなことをする人間はいないだろうと、心のどこかで楽観視していた。

　だが、ファニートの言葉は事実だった。

　雫は混乱しそうな自分に気づくと軽くかぶりを振る。目を閉じ、己と向かい合う。

　──不安に凝り固まってはならない。

　覚悟を決めるのだ。今更どうこう言うつもりはない。もともと、姫の性格が苛烈だというからこそ、雫は一人でここまで来た。他の誰でもなく自分が姫の前に立つために。

　目的は二つ。

　一つは、禁呪の知識を持つエリクを、姫の標的にさせないこと。

　もう一つは、子供に流行りつつある言語障害に、教育という対処法を示すこと。

　これらが今、雫が果たすべき目的だ。そして前者はもちろん後者は、ファルサスにいては難しい。

　あの国にはラルスがいて、彼は決して雫を許容しない。子供の言語障害について触れれば、エリクが警告した通り雫ごと葬られる恐れがある。

　だが別の大国からなら、流行り病への懸念を払拭できるかもしれない。少しずつでも認められればいいのだ。生まれながらの言葉を持たないということは、決して子供にとって致命的なわけではないと。そうすれば病を恐れることも、子供の将来を嘆くことも人はしなくなる。

　もしかしたらこれこそ自分がこの世界に迷いこんだ理由なのだろうか──そんな肥大した妄想が脳裏をよぎって雫はつい微苦笑した。

　緊張が緩んだせいか、閉ざした視界にようやく、歩き出す自分の背が見える。

「……大丈夫」

　自分に言い聞かせる。今はまだ、踏み出してもいない。引き返すには早すぎる。

　それにここで退ひいたら、きっと後悔するだろう。臆病だったせいですべきことから逃げ出したと、いつまでも悔しく思う気がする。

　──だから、大丈夫だ。

　雫は顔を上げる。ファニートの低い囁きが聞こえた。

「発言に気をつけろ。ここから先、貴女を守れるのは貴女しかいない」

「分かってる」

　ファニートは、雫が同行する見返りとして、彼女が異世界人であることを自分だけの秘密にすると約束した。姫に対しても単なる病への対抗者として紹介し、雫が彼女の相手をしている間、自分なりに帰還の方法を調べてやると条件を付け加えてきたのだ。

　ファニートはファニートで優先順位があるのだろう。彼はとにかく雫が無事にキスクの城で立ち回ることを望んでいるらしい。

　そして雫はその条件をのんだ。彼女はファルサス王家の機密である「世界外から干渉してくる外部者」については話さなかったが、代わりに次の目標であった一冊の本を要求した。外部者の呪具かもしれない本。秘された歴史や禁呪が書かれたその本は、大陸北部で一人の女が持ち歩いていたという。雫はその女がカンデラの禁呪事件の黒幕かもしれないことを伝え、彼女の捜索を願った。

　だから後は、自分にできることをするだけだ。

「……よし、行ける」

　雫は緊張に震える足を踏みしめて扉の前に立つ。

　ここから先、自分の道を拓ひらけるのは自分だけだ。善意で彼女を助けてくれた魔法士も、一人の夜に付き添ってくれた魔族の少女ももういない。だから彼らの厚意に背くことになった今、せめて弱音は吐かないでいようと思った。

　元の世界に戻れるその時まで、足搔あがいてもがいてやれることをやる。その先にたとえ後悔が待つのだとしても、どうせ人は皆、先の見えぬ道を一人歩き出さなければならないのだ。

「──失礼いたします」

　声をかけて、奥の部屋に踏み入る。

　薄暗いそこは、むせかえるほどの香の匂いに満ちていた。淡く色づいているような気さえする空気に、雫は反射的に息を止める。だがすぐに彼女は自分に平常心を言い聞かせて歩を進めた。

　姫は部屋の中央に置かれた長椅子に寝そべり、しどけない姿を見せていた。

　彼女は顔を半ば扇で隠し、物珍しげに雫を見つめる。

　しかし雫は姫を直接見返すことはせず、軽く目を伏せたままその前に膝をついた。そうしろとファニートに教えられたのだ。足元の床を見たまま名乗りを上げる。

「お初にお目にかかります。雫と申します」

「お前があの男の気に入っていた娘か」

　雫は黙したまま姫の視線を受けた。

　姫が言うのはまず間違いなくラルスのことだろう。一体どういう誤解がはびこっているのか。謎の風評を地引網でも使って回収したい。だが、過ぎてしまったことを言っても仕方がないし、今はどれだけ自分の価値を高く見せられるかが重要だ。

「顔を上げよ」

　命じられて雫は顔を上げる。濡ぬれたような琥こ珀はく色いろの瞳と目が合った。

　キスク王妹オルティア──若く美しい彼女は、まるで妖艶な大輪の花だ。

　雫と同い年というが、少なくとも外見から年齢はよく分からない。角度によって色を変える珠たまのように、童女のようにも成熟した女にも見える。妖女というのが一番しっくりくるだろうか。

　淡い色の薄絹を何枚も重ねて躰からだに纏まとい、腰には紅布の帯を緩く巻いている。むき出しになった象牙色の腕は、同性の雫から見ても忌まわしい魅力を放っていた。

　レウティシアが絶世の美女と言われ、毅き然ぜんとした水晶に似たイメージの女性なら、オルティアは黒曜石のように鋭く得体の知れない引力を持っている。造作の妙みょうこそレウティシアに譲るが、その魅力に不思議と目が離せない。それを禍まが々まがしいと思うか蠱こ惑わく的てきと思うかは人それぞれだろう。

　オルティアは雫を見て目を細める。扇に隠された口元から弦を爪弾くような声が零こぼれた。

「連れの男も連れて来いと命じたのだが。ファニートめ、仕方のない奴やつだ」

　雫は射い竦すくめられたように硬直する。やはり姫は、エリクもキスクに呼び寄せるつもりだったのだ。

　だがそれをさせてはいけない。彼への興味をなくさせ、雫に関心を持たせなければ。

　雫は深く息を吸うと、ここに来るまでに準備していた言葉を口にした。

「恐れながら、彼はファルサス王妹によって機密に関する記憶を消されております。もはや姫のご期待に応えられる知識はございません」

「囀さえずるな。期待に応えられるかどうかは妾が判断する」

　鞭むちのようにしなる言葉に、雫はびくりと震える。

　打ち据えるような声音は雫の肝を冷やしめたが、釘くぎを刺す以上の意味はなかったようだ。姫は扇を畳みながらぼやく。
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「あの女は無粋なことばかりする。魔法士の頂点だか知らぬが、面白みのないことだ」

　それはレウティシアのことだろう。ファルサスとキスクはあまり関係がよくないとも聞くが、それは事実らしい。雫は不安を抱きながらも、できるだけ表情を変えないよう自分を律した。

　オルティアの瞳が、力を増して雫を見つめる。

「それで？　お前は何ができる？　自らの口で述べてみよ」

　──やはり来た。

　姫は、雫の名も連れてこられた理由も、既に報告を受けているはずなのだ。その上で、本人の口から改めて聞こうとしている。そうして器量を測ろうとしているのだろう。その意図が分かるからこそ、雫は覚悟を決める。

　雫はあえて自信に満ちた微笑を作ると、背筋を伸ばしオルティアを見上げた。

「姫。わたくしは、大陸に蔓まん延えんしつつある子供たちの病について、対処法を持ってまいりました」

「対処法とは？　防ぐのか？　治すのか？」

「治療を行います。実はわたくし、以前から似た症状の子供たちと接しておりました」

　全てが噓ではない。だが本当でもない答えを雫は返す。欲しいものは時間と機会だ。それさえ得られれば必ず食らいついてみせる。だからできるだけ興味を抱かせねばならない。援助するに足ると、この人間に任せてもいいと、姫に思わせなければならないのだ。

『本当はこういうの澪みおの方が得意なんだけどね』

　そうファニートにはぼやいたが、この世界に雫の家族を知る人間は誰もいない。

　二歳年下の妹は非常に弁が立ち、相手が誰でも怯ひるまず、いつも堂々と己の主張を口にしていた。それを煙たがる人間もいないわけではなかったが、雫はそんな妹のことを尊敬していたし、格好いいとも思っていたのだ。

　周囲から常に一目置かれる妹にも、弱いところがないわけではない。家族なのだからそれは知っている。だが澪ならば、ここで弱さは見せないだろう。毅然として自分の意志を通したはずだ。

　だから、雫は逸そらしたくなる視線を一度のまばたきで縫いとめた。口の中で呟く。

「……澪、お姉ちゃんにちょっと力を貸してね」

　甘い香の匂いが肺にまで満ちていく。それは感覚さえ侵されそうな淀よどみだ。

　オルティアの目が続きを話せと促す。雫は気を抜けば震えそうになる声を低く保った。意識をクリアに、精神を統御し落ち着かせる。

「姫様。あの病は防ぐことは困難なれど、対処ができぬものではございません。ただ彼らは従来よりも単語を取り出しにくくなっているだけなのです。ほんの数年、わずかながら人が手を加えれば、子供らは本来通りに言葉を取り戻すでしょう」

「数年とは。ずいぶん気の長い話だな」

「今までの子供も成長には時間が必要でございました。それに少し言葉の習得が加わるだけです」

　落ち着いた雫の返答にオルティアは目を細める。姫は閉じた扇を手の中で鳴らした。

「どのように手を加えるのだ？　魔法でも使うのか？」

「言葉によって言葉を引き出します」

　雫は、将来得るであろう確信を「今」に手た繰ぐり寄せて述べる。

　元の世界とは違うかもしれない、上手く教えられないかもしれないなどと、今は思わない。必ずできると信じるのだ。それが雫と子供たち、両方に未来を生み出す。

「既に言語を習得した人間の言葉が、子供たちの持つ単語への呼び水となって彼らの言葉を引き出します。魔力も魔法も必要ありません。ただ言葉を知る先達が手を加えることで、子供らはやがて本来通り支障のない会話をこなせるようになるでしょう」

「ふん……誰であってもできるものなのか？　お前でなくてもか」

「未いまだ誰もが摑めていない方法を確立できれば、でございますが」

　──ここから先はハッタリを混ぜた駆け引きになる。

　言語の教育とは、将来的には誰にでもできるものにならなければならない。

　けれど今、雫が不要だと思われては困る。だから雫はあえてもったいぶって姫を見返した。

　何を考えているのか分からないオルティアは、嘲弄にも見える笑みを浮かべた。華やかではあるが毒のある笑顔は、雫の意図など何もかも見透かしているようだ。

　無形の圧力を受けて、背に汗が浮く。だがそれを面に出さない雫に、オルティアは笑った。

「お前ならばそれが確立できるというのか？」

「姫がお許しくださいますのなら。わたくしは己の案を元に、この国にて成果をお見せいたしましょう。他国は皆、原因の究明にばかり目をやり、治療も魔法で試みるだけでございます。ですが魂の何たるかなどと議論を重ねても、まったく徒労にしか過ぎません。損なわれた子供が本来の能力を取り戻せば済むだけのことです」

「ファルサス王にも、そう弄したのか？」

　鋭い切り返しは、あらかじめ予想していたのでなければひやりとしたに違いない。だが雫はそう言われることも考えていた。第一、ラルスは何も知らないのだ。

「彼かの王には何も申しておりません。聞き入れられぬと分かっていながら口にする必要もございませんでしょう」

「ならば何故、お前はあの男の傍に留め置かれていたのだ？」

「ファルサス王はわたくしが何か得体のしれないものではないかと疑っていらっしゃいました。何故そう思われたのかは分かりません」

　オルティアは喉を鳴らして笑う。笑われたのはラルスか雫か、またはその両方なのかもしれない。

　──雫にとって幸運なのは、この病はまだ発生し始めてまもないということだ。

　彼女がやらずとも、いずれは誰かが教育によって言語を取り戻せると気づくはずだろう。

　だがその論拠や教育の方法を発表できるまで、そして発表された内容が広く人々に受け入れられるまでには、おそらく数年の年月が必要となる。それと比べれば元の世界の常識と知識がある雫は、予想できる結論に向かって先んじてスタートを切れる。初めから優位にある雫だからこそ、手の届く子供もいるだろう。それらの子供の手を取ることが、今の雫の目標の一つなのだ。

「ふぅん、なるほどな」

　オルティアは再び扇を広げた。琥珀色の瞳だけが雫を嬲なぶるように凝視する。

「結果を出せるか？」

「必ずや」

　澪ならばここできっと笑えるだろう。わずかも欠けない信念を持って、そう振舞ってみせる。

　だから雫も誇りに満ちた笑顔を浮かべるのだ。過剰なくらいの自信を見せて権力者の歓心を買う。

　まもなく生まれる赤子を擁するオルティアにとって、この申し出は興味深いもののはずだ。最善が病にかからないことであれば、次善はかかってしまった病の痕跡を失なくすこと。それができるという雫を保険として使う──その選択に雫は賭けていた。







　──いつの間にか強い香に嗅覚が麻ま痺ひしてしまったらしい。

　息苦しさを感じながら待つ雫に、オルティアはふっと笑った。畳まれた扇が彼女を指す。

「よかろう。そこまで言うならやらせてやろう」

「ありがとうございます」

「ただし、数年待って失敗を告げられても迷惑だ。その前に結果を見せてもらう」

　首筋に水を落とされたかのように、雫は震えた。

　こう言われるのではないかとも思っていたのだ。無条件で認められるはずがない。何らかのテストを課せられる可能性は十二分にあった。

　オルティアは扇を投げ捨てると頰ほお杖づえをつく。肉食獣に似た目が、隣に控えるニケを見上げた。

「この娘に、城内の部屋と子供を一人与えよ」

「すぐに手配いたします」

　姫の命めいが何を意味するのか、雫は瞬時に理解する。

　現キスク王ベエルハースの妹であり、この国の影の支配者とも噂される女。妖姫オルティアは優しさの対極にある笑顔で雫を見下ろした。棘というよりは湾曲した刃の美しさが、そこにはある。

「そういうことだ。一月やろう。その間に最低でも年相応にまで言葉を戻せ」

「かしこまりました」

「できぬ時はどうなるか分かるな？　お前も子供も諸もろ共ともだ。切り刻んで城の濠ほりに捨ててやろう」

「……っ」

　予想はしていたが、実際に聞くと息が詰まる。

　──命を賭けての実地試験。しかも猶予は一月しかない。

　雫は血が滲にじむほどに拳を握りこんで頭を下げた。

「この身を尽くして、ご期待に応えてみせましょう。姫様」

「精々妾を楽しませてくれ」

　雫は深く礼をして立ち上がった。気力を振り絞り退出する彼女の背を、全てお見通しと言わんばかりの笑い声が叩たたく。艶なまめいた女の声が背に圧のしかかってくるようで、雫はきつく唇を嚙かんでいた。





※






　控えの間を出て廊下にまで辿たどりついた雫は、その場にしゃがみこんだ。

　彼女に付き添っていたファニートが驚いて覗きこんでくる。

「どうした？」

「……疲れた」

　まったく柄にもないことをしてしまった。物騒で知られる王妹の前でハッタリ混じりの啖たん呵かを切るなど、自分でもどうかしていると思う。何を暴走しているのか我ながら呆れるし、後先顧みないにもほどがある。ただ──今はこれをやるしかないとも思った。

　雫は、せめて童顔に見られぬよう上げていた前髪を手でぐしゃぐしゃと崩す。後ろで結い上げた髪も解きたいのだが、女官がやってくれたのであちこちにピンが刺さっていてよく分からない。雫はピンを二本抜いた時点で諦めて手を下ろした。

「あれでよかったのかな……。見透かされてた気がするんだけど」

「問題ない。姫は自信家を好むからな」

「そ、そうなんだ？」

「──大口叩いた後に、失敗した奴を処刑するのがお好きなんだ」

　物騒な発言と同時に雫は後ろから頭を叩かれる。彼女が後頭部を押さえて振り返ると、そこにはニケが立っていた。姫の前にいた時とはやはり別人のような乱暴さに、彼女は眉を顰める。

「何すんの。痛いよ」

「こんなところで突っ立ってるな。さっさと来い。選ばせてやる」

「選ぶって何を」

　オルティアがニケに命じていたのは部屋と子供の手配だ。なら部屋でも選びに行くのだろうか。どんな部屋でも構わない、そう思いかけた雫はしかし、ニケの返答を聞いて啞あ然ぜんとする。

「子供に決まってるだろ、馬鹿が。お前が心中する子供だ。実験室に案内してやるから好きに選べ」

「……は？」

　一瞬のうちに聞き捨てならないことを複数言われた。言われたのだが自分に関することは脇に置き、雫は一番引っかかったことを聞き返す。

「実験室って何」

「言葉を与えると言った割には、実験室の意味も分からないのか？　まず自分の頭の不自由さを何とかしたらどうだ」

　──これは殴りたい。

　何故どこの国に行っても殴りたくなる人間がいるのか。雫は額に青筋を浮かべつつ笑顔を作った。

「実験室の意味は分かります。何故そこに子供がいるのかを尋ねたいんですが。文脈を読み取れない魔法士さん」

「何だと？」

「待て、二人とも」

　一触即発の二人にファニートが割って入る。彼は両者に充分な距離を取らせると雫に向き直った。

「病気の研究のために三か月ほど前から子供たちが極秘で城に集められている。貧民街の孤児や犯罪者の子が主だが、彼らは今、原因究明や治療のための実験台となっているのだ」

「何それ……実験台って……」

「いいから来い。童顔女」

　ニケは言い捨てると、雫が反撃する前にさっさと廊下を歩き出した。あわてて雫は後を追う。

　長い廊下を行き、何度も角を曲がった頃、聞こえてきたのは金属的な泣き声だ。それも一つではない。いくつかの泣き声が重なって反響している。

　雫は子供の泣き声に気づいてすぐ隣のファニートを見上げたが、彼は黙ってかぶりを振るだけだ。

　ニケは突き当たりの扉の前で足を止める。彼がドアに触れると、両開きの扉が重い音を立てて奥へ開いた。途端に大きくなる声に、雫の足は止まりかける。だがそれより早くニケが振り返った。

「ほら、さっさと来い。いちいちとろい女だな」

　男の嫌味にも腹は立つが、今は答える気になれない。

　黙って中に入った雫は広い部屋の様子を見回し……そして絶句した。

　激しい泣き声は、部屋の中央に描かれた魔法陣からのものだ。

　そこには、粗末な服を着た三、四歳の子供たちが、陣の中心に座りこんでいた。彼らの小さな足には例外なく鉄の足あし枷かせがつけられており、その足枷は鎖で床に子供たちを繫つないでいる。

「……何これ」

　子供たちは、ある者は大声で泣きながら暴れており、ある者は虚うつろな目で枷のつけられた足を搔かき毟むしっている。他にも部屋のあちこちには魔法陣や大型の魔法具が設置されていて、そこにも泣きじゃくる子供たちが拘束されていた。それぞれの魔法設備の前には魔法士たちがいて、子供を使っての実験にかかりきりになっている。

　雫は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。この世界に大分慣れたつもりだったが、あまりにも常識からかけ離れた光景に何も言えない。

　だが、作業に当たっていた男が煩わしげに子供の手を打った軽い音で、雫は我に返った。

「何してんの!?」

　怒り混じりの悲鳴はしかし、部屋に響き渡る泣き声に消され、ほとんどの魔法士に気づかれなかった。ただ一人、比較的近くにいた男が振り返って眉を顰める。

「何だ？　部外者か？」

「違う。姫の客人だ。実験体を一人もらいにきた」

　ニケがぶっきらぼうに答えると、男は不快げな表情になった。手元の書類に目を落とす。

「またか……。子供らも際限なくいるわけではないんだがな」

「文句があるなら姫に直接言うといい」

　切り返された男は瞬間で顔を赤くした。彼は侮蔑の目でニケを睨むと、ぼそりと吐き捨てて踵きびすを返かえす。雫にはそれが「犬め……」と言ったように聞こえたが、周囲がうるさいので自信はない。ニケの顔も見たが彼は眉一つ動かしていなかった。ニケは顎で魔法陣を示す。

「どれでも好きな子供を選べ。早くしろ」

「早くしろって……何これ。一体何なの？」

「見たままだ。病についての実験をしている。体内に魔力を通して反応を記録したり、構成を精神に埋めこんで魂の反応を見ようとしたりな」

「実験って、泣いてるよ!?」

「そうだな。気も散るし精神魔法をかけて黙らせられればいいんだが、余計な魔法をかけると測定に影響が出るからできない」

　意図的にはぐらかしているような答えは、雫を激げき昂こうさせただけだ。

　彼女はニケの胸倉を摑み上げようと手を伸ばす。だがその手が男の服にかかるより早く、背後からファニートが彼女の肩を叩いた。彼は平へい坦たんではあるが溜ため息いき混じりの声で雫を宥なだめる。

「はじめはここまで酷ひどくなかった。だが、一向に成果を出せずにいると貴族たちがうるさくてな。ファルサスより早く結果を出せとせっついてくる。魔法士たちも上の不興を買えば命にかかわるからな。実験は苛烈にならざるを得ず、事態は悪くなる一方だ」

「だからって……」

　それ以上の言葉は続かない。雫は、自分に気づいて手を伸ばしてくる子供を見つめた。

　──人権など、貴族の欲の前には無意味だ。

　いつか彼女にそう言ったのはエリクだが、ここまで惨むごい有あり様さまを目の当たりにするのは初めてだ。

　親のいない貧しい子や罪人の子には守られる権利さえ与えられない。痣あざだらけの体を抱えて部屋の隅に蹲うずくまる子と、その前でひたすら書類に何かを書きこむ女を、雫は穴が空くほど見つめる。

　悲痛な泣き声を誰も顧みない。大人も子供も自分のことで手一杯だ。広い部屋はわずかの光明も見えず停滞していた。

　雫は中央の魔法陣に歩み入る。

　小さな体で手を伸ばす女の子の前に、彼女は膝をついた。両腕を伸ばし痩せた体を抱きしめる。

　温かく柔らかい体は、血と汗の匂いしかしない。雫は涙が滲んで子供の肩口に顔を埋めた。

　同情かもしれない。偽善とも言えるだろう。

　だがこの時雫は──この国に来ることを選んでよかったと、本心からそう思ったのだ。

「大丈夫……怖くないよ」

　子供は驚いたのか腕の中でもがく。その体を雫はそっと包みこんだ。

「そいつにするのか？」

　無造作な声に子供が震える。雫は湧き起こる怒気に奥歯を嚙かみ締しめた。

　どこまで厚顔であれば気が済むのか。顔を上げると、ニケが鍵束を手に二人を見下ろしていた。

「この子にする。だから、他の実験はやめさせて」

「それはできない。この実験は王の命令だ。仮に姫が止めろと言っても止められない」

「こんなことをする必要はないって言っても？」

「誰がそれを証明する」

　情味のない宣告。だがそれは紛れもなくこの世界の現実なのだ。

　今はまだ誰も証明できない。踏み出そうにも確信がないだろう。ただ一人、雫を除いて。

　ニケは膝をつくと子供の足枷を外す。それを見て、自分もと思ったのだろう。蹲って足首を搔き毟っていた子が目を見開いた。雫に向かって手を伸ばそうとする。

　けれどニケは小さな手を無造作に払った。子供は尻餅をつくと火がついたように泣きだす。

「何すんの!?」

「一人だ。それ以上連れて行ってどうする。道連れを増やす気か？」

「あんたは……」

　人間じゃない、と、声を荒げかけた雫を、男は暗く沈んだ目で見返した。

　その視線は一瞬ではあったが、彼女と同じくらい強く、息をのむほど凍りついている。

　言葉に詰まる雫をニケは睨んだが、すぐに目を逸らすと、尻餅をついた子供に手を伸ばした。

「腹が立つならやり遂げろ。逃げるな」

　男の手に淡い光が見えた。光は子供の足首に絡みつき、皮膚に刻まれた傷跡を消していく。雫は信じられない思いでその光景を見やった。何も言えぬまま、選んだ子供を腕の中に抱きしめる。

　──ただ、自分にできることをするだけだ。

　今まで何度も、そう思ってきた。事実その通りに足搔いてきた。

　それでも……今ほどに自らの選んだ重みを感じたことはない。

　この子を守れるのは自分だけだ。他の誰にも代われない。雫はたくさんの吐き出したいことをのみこむと、掠かすれた声で言った。

「……一月後を、待ってなさいよ」

「ああ。逃げたくなったらいつでも言え。殺してやるから」

　それ以上、雫は一言も返す気になれなかった。沈黙する彼女の手からファニートが子供を抱き上げ、部屋を出るように促す。

　やまない泣き声は、背後で扉が閉まると同時に小さくなる。

　だがそれはいつまでも彼女の頭の中で響いて、消えそうになかった。
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　城の外庭の隅にあるその小屋は、もとは庭師のための物置だったのだという。

　そこに手を入れて人が住めるようにしたという離れは、小さな場所ではあるが子供と二人暮らすには充分なものだった。少し埃ほこりっぽい室内を見回す雫に、ファニートが紙を差し出す。

「これが必要単語だ」

「多い！　っていうか分からないのが混ざってる！」

　ファニートが差し出したリストには、細かい字で単語がぎっしりと書きこまれていた。その中には見覚えがある単語ももちろん多いが、そうではないものも三割ほどは見て取れる。

　雫が異世界人であることを知っている男は「分からないのはどれだ？」と聞いてきた。読み方を教えてくれるつもりなのだろう。だが彼女は一旦そのメモをポケットへとしまいこんだ。

「ちょっと待ってて。明日までにメモしちゃうから。そしたら教えて」

「明日でいいのか？」

　期限は一月しかない。そしてそれには彼女と子供、二人分の命がかかっているのだ。

　雫は苦笑すると、足元にいる女の子を見下ろす。淡い茶色の瞳には恐怖とも期待ともつかぬ感情が揺らいでいた。

「明日でいいよ。今日はちょっと掃除したいし。分かる単語からやっててもいいわけだから」

「そうか。必要なものがあったら言うといい。厨ちゅう房ぼうにも話は通ってる」

「ありがとう。あと、できたら今まで城でやった実験にどんなものがあるのかも教えて欲しい」

　さっき見た実験室の光景は惨いものだったが、何が効果がなかったかも一応知っておきたいのだ。魔法士でない自分がそれを知っても意味がないのかもしれないが、できるだけ情報は欲しい。

　ファニートはあっさり頷いた。

「分かった。ニケに言っておく。他にも何かあったら言ってくれ」

　男は無表情のまま小屋を出ていく。その後ろ姿を見ながら雫は息をついた。表情に乏しい相手というとどうしてもエリクを思い出してしまうが、ずっと一緒に旅をしていただけあって、彼の方が何を考えているか分かった気がする。雫はほんの数日前のことを懐かしく思い出したが、今は過去を振り返っている場合ではない。雫はしゃがみこむと、女の子と目線を合わせた。

「これからよろしくね。名前言えるかな？」

　ゆっくり話しかけると、子供はきゅっと唇を結ぶ。実験室での扱いで、人を恐れているのかもしれない。雫は相手が不安に思うよりも早く笑いかけた。自分の顔を指差す。

「雫。シズク、だよ。シズク」

「……シズ、ク？」

「そう。シズク。あなたは？」

　今度は子供の顔を手で示した。再び沈黙が生まれる。だが雫は目を逸らさず、笑顔も崩さない。

　信頼が欲しいのなら、まず自分から誠意を見せなければならない。それは相手が誰であっても同じだ。ここから新しく二人の関係を築いていく。だからお互いを確認して第一歩を踏み出すのだ。

　女の子はしばらく困惑を見せたが、恐る恐る雫を指差す。

「シズク？」

　雫が頷くと、彼女は遠慮がちに自分の顔を指さした。

「リオ」

　それは、咳せき一つすれば消えてしまいそうなか細い声だ。けれど雫は穏やかな微笑を向ける。

「じゃあリオ、これから一緒にがんばろう」

　両手を差し伸べるとリオは不安そうな目を見せた。だが、それでも彼女はおずおずと歩み寄り、雫の腕の中に収まる。雫は力を入れぬよう小さな体を抱きしめた。

　──この温かさが彼女に人の命を思わせる。走らなければという気にさせる。

　綺麗事で結構だ。綺麗事を望む人の心は綺麗なばかりではないと、皆が知っている。

　だがそれでも手を伸ばしたいと思うなら、それもまた人の性さがなのだろう。

　時には幻想も人の心を支えるために必要なのだから。

「がんばろう」

　返事のない呼びかけを雫は繰り返す。痩せた体をそっと抱く。

　そしてこの日を一日目として、彼女の新たな生活は始まった。
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　最初の日は小屋を掃除して食事を作り、リオに食べさせるうちにあっという間に終わってしまった。早々と寝入ったリオに掛布をかけた後、雫は「テスト範囲」に向き合う。一つ一つの単語と、自作の辞書ノートをつきあわせながら、彼女は単語の横に英語で意味を書き加えていった。

　──予想はしていたが、思っていたより数が多い。

　ほとんどは名詞と動詞だが、その数はざっと数えてゆうに六百以上はあるようだった。

　だが、その全部を覚えなければいけないわけではない。リオが生得単語を思い出せなくなったのは約五か月前。それ以前は彼女も従来通り言葉を身につけていたのだ。テスト対象外であるそれらの単語には既にチェックが入れられている。両者を差し引きすると、覚えさせなければならない単語はほぼ四百語弱だ。

　雫はあまりにも多いその数に、さすがに気の遠くなる思いを味わう。

「まだリオは三歳なんだもんね……いけるかな」

　しかし無理とは言っていられない。今考えなければならないのは可能かどうかではなく、どうやるかの問題だ。雫はすぐに気分を切り替えると、分かる単語の中から動物を示す単語を抜き出し始める。もらった紙束を使って一枚一枚イラストつきの単語カードを作っていく。

　文字は教えなくてもいい。必要なのは名称と対象の結びつきだけだ。

　ただ、本来生得的であったものを教育によって覚えさせるなら、言葉にどれだけ汎用性を持たせられるかが肝心だ。絵の猫を見て「猫」と言えても、実物を見て分からないようでは問題になる。それは今のところ、リオと向き合いながら対策していくしかない。

　カードを作りながら雫は同時に、自分が分からない単語の抜き出しも行う。

　これらがただ自作の辞書に載っていないだけならともかく、この世界特有のものだったら厄介だ。詳しいことをファニートに確認しなければならないし、そうでなくとも彼の協力は不可欠だろう。

　雫は五十枚のカードを作り、単語の抜き出しを終えるとリオと並んで眠りにつく。

　疲れ果てた体は、夢も見なかった。
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　翌朝やって来たファニートは、リオが遊んでいるカードを見て驚いた。一枚を手に取り注視する。

「器用なものだな」

「絵と単語が結びつけばと思って。こういうの得意なんだ」

「本職は何だったのだ？　職人か？」

「学徒だよ」

　男が納得の声を上げたのは、雫の年齢のことも大きく影響しているだろう。この世界では童顔もあいまって彼女はおおむね「少女」に見えるのだ。

　いい加減こちらに迷いこんでから半年が経過している。そろそろ十九歳と言っていいのかもしれないが、正確な暦が分からないので断言できない。もっとも「十八歳」と言っても胡う散さん臭くさげな目で見られるのだから、十九歳と言ったらどうなるのか、考えると頭が痛かった。

「それよりこれ。分からない単語を教えて欲しいんだけど」

「ああ、分かった」

　雫は隣に座るリオに細かく話しかけ、描かれた動物の名前を当てると「そうそう」「えらいね」と誉ほめていく。それをしながらファニートの説明を聞き、メモを書き取っていった。三歳児の覚える単語とあって、そう難しいものはないのだが、中には雫の知らない生き物も混ざっている。「ネタイ」という動物の名に彼女は眉を顰めた。

「それって何？　絵に描ける？」

「私は絵が得意ではない。妖精と動物の間くらいの生き物だが……絵本を探してこよう」

「お願い」

　確認が終わると雫はリストを見て頷いた。リオには見せない疲れが一瞬、瞳によぎる。

「試験ってどんな形式になるのかな。これ全部試されるの？」

「いや。中から百語を選ぶ。絵を示して名を問うか実物を示すかだが、実際どうなるかは不明だ」

「姫が問題を決めるの？」

「ニケだ。前回も奴が担当した」

「前回？　前があったの？」

　その言葉は雫の心胆を寒からしめた。今までこんなテストを受けるのは、自分の他にないと思っていたのだ。ファニートの言うことが何を意味するのか、分かっていながらも聞き返してしまう。

「あった。それぞれ別の主張をした人間が四人」

「……成功した？」

「していたら私は貴女を連れてこなかった。実験室で魔法士が『またか』と言っただろう？」

　雫はそれ以上の追及をやめた。形容し難がたい気分の悪さを、リオの前で言葉にしたくなかったのだ。

「貴女にだから言うが、このような試みは馬鹿げている。結果を出せない者に任せていてはいずれ取り返しのつかないことになるだろう」

　男の声は彼の心情とは別に空々しく響く。「取り返しのつかないことになるかも」というのは、彼が先を見ている人間だからこそ言える台詞だ。ファニートにとって、既に失敗してしまった人間はその中には入っていない。そして次は雫がそうなるかもしれないのだ。

　──そんな皮肉を考えてしまったのは、少し気がささくれているからだろうか。

　溜息をつく雫に、ファニートが書類を差し出す。表になっているそれを彼女は見下ろした。

「これは？」

「実験室で試みられた治療の一覧だ。欲しがっていただろう？」

「あ、ありがとう。……けど読めない」

「だとは思ったが。どれも魔法による試みだ。精神魔法だったり魂に触れようとしたり。言語を呼び起こすことを主眼としている」

「あー、じゃあやっぱりアプローチが違うんだ」

　呼び起こすのではなく、教える。それが雫の選んだやり方だ。元の世界では当然であった知識。

　雫の独断でその知識をこちらの世界に持ちこんでいいのかとも思うが、いずれは誰かが辿りつくだろう。「思い出せないなら教えよう」というだけだ。方策の一つとしてやがては浮かび上がる。

　──だが、それを待っていては今いる子供たちには間に合わない。

　雫は鋭く息を吐いて気分を切り替えた。ファニートは静かな諦観に似た空気を面に漂わせる。

「貴女にならば、できるのだろう？」

「できるよ」

　可能性がないのなら最初から引き受けない。ファニートはそれを聞いて微苦笑した。彼は出されたお茶にようやく口をつける。

「それにしても……出題者はニケか。私、あいつ苦手なんだけど」

「仕方ない。やつは姫のお気に入りだ」

「え。あの二重人格が？」

「だからだ」

　男の声音には好意的なものは感じられない。むしろ真逆の微粒子が含まれているような気がした。

　なんだかよく分からないが、同じ姫の臣下同士でも色々あるのだろう。お茶を飲み干した彼が立ち去ると、雫はリオとの会話に本腰を入れ始める。

「よし、じゃあもう一度最初からやってみよう」

　明るい声に、リオは頷いて単語カードに向かう。二人での生活は、そんな風にスタートを切った。
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　林りん檎ごの皮をくるくると剝むいていく。ナイフが果実を白くするに従って、リボンのように皮が伸びていくのをリオは期待の目で見やった。雫は大体を剝き終わると林檎を更に食べやすいよう切り分ける。こういったナイフ使いは、いつの間にか元の世界にいた時より大分上手くなっていた。

「ほら、林檎」

「りんご」

「そう。いい子ね。林檎どうぞ」

　小さな欠片かけらにして摘つまみ上あげると、リオは大きく口を開いた。その中に雫はそっと一片を差し入れる。この世界の林檎は、雫が知るものより小ぶりだが充分に甘い。だがこの味のよさは城に納入されるようなものだからだろう。雫は自分の分をかじると「美味おいしいね」と笑いかけた。リオは「おいしーね」と返してくる。

「皮は、『赤い』。中は『白い』。……分かる？」

「あかーい？」

「うん。これが赤」

「しろ」

　剝いた皮の表面を指差して言う子供に雫は苦笑した。だが、いちいち凹へこんでもいられない。彼女はもう何十回目になるかも分からない訂正を口にする。

「白はこっち。これも白、あれも……白。白い、色」

「しろ？」

「白」

　リオと暮らし始めてから二週間近くが過ぎたが、彼女は充分にのみこみの早い子だった。

　もっとも幼児期は爆発的に成長する時期とも聞く。実際彼女は、既に遊びで使う動物のカードはあらかた覚え、日に何度かは散歩に出て実物があるものを確認していた。

　実験室での記憶があるせいか、リオは度々怯おびえて癇かん癪しゃくを起こすことがあったが、雫はそれも何とか収めていた。子供と共に暮らし、遊びを兼ねた勉強に時間を費やす日々は、やがて待つ試験を考えなければ穏やかとも言えただろう。

　リオは白紙のカードを指さす。

「あか？」

「白だよ」

　のみこみは確かによいのだ。花の名前など、写実的に描いたカードを作ったおかげで、絵でも実物でも名を当てられた。ただどうしても、間違って覚えている単語がいくつかある。雫はそれらについて何度も訂正を入れているのだが、なかなか直ってくれないのが現状だ。

　リオは、雫の悩む気配に気づいたらしく心配そうな顔になる。雫は小さな頭をそっと撫なでた。

「いいよ。ゆっくり覚えればいいから。おやつ食べたら外に行こう」

　──焦ってはいけない。不安にさせてはいけない。

　雫はそう自分に言い聞かせてはいるが、単語の数と残り日数を考えるだに、緊張は拭えない。失敗した時に待っているのは追試ではなく、ただの死だ。それも自分とリオ二人分の。

　あの時、オルティアに対面した雫に「挑まない」という選択肢はなかった。だがそれでも壁の高さに苛さいなまれる時もある。後悔などしたくないのに「もっと別の道がなかったか」と思ってしまうのだ。そんな不安が色濃い時にリオが間違えると、つい「どうして分からないの？」という非難が口をつきそうになる。雫はその度に、自分の身勝手さを罵らざるをえなかった。

　厨房からもらった林檎の半分は、既に甘く煮てある。雫はそれを残りのおやつとしてリオに出すと、彼女が時間をかけて食べ終わるのを待った。汚れた手と口を拭いてやり、服を調える。

「よし、お外行こう」

　城の庭は広い。あまり表の方には行かないようファニートに言われていたが、裏庭を回るだけでも広過ぎるほどだ。その途中で、雫は瓶を抱えた女官二人と出くわす。

「あら、雫さん。リオも」

　笑顔で声をかけてきたのはユーラという名の女官だ。彼女は雫と同い年で、小屋に暮らし始めた二人を何かと気にかけてくれている。リオも度々様子を見にきてくれる彼女を認識していた。

　雫は笑顔で彼女に返す。

「こんにちは！　ユーラ、ウィレット」

「こ、こんにちは」

　ユーラの陰に隠れるようにして頭を下げた少女はウィレット。彼女はまだ十五歳で、今年から行儀見習いで働きはじめたのだという。ウィレットは人見知りらしく、出会っても大声で挨拶をしてくることはないが、近くを通った時は真っ赤になって頭を下げてくる。

　この国に来て、強烈なオルティアの他に、鉄面皮のファニートや意地の悪いニケなどとしか面識がない雫は、「普通」である二人を好ましく思っていた。

　ユーラは、雫と手を繫いでいるリオを見下ろす。

「二人でお散歩ですか？」

「です。厩きゅう舎しゃに行って馬を見ようと思って」

「あら、いいですわね。そう言えば厨房にいいデウゴが入りましたから。少し取り分けておきますわ。帰りに声をかけてください」

「ありがとうございます！」

　デウゴはこの世界にしかない果物だ。ファルサスなどではよく見る柑かん橘きつ類るいだが、この単語もテスト範囲に入っているので実物がもらえるのはありがたい。

　雫のお礼にリオも「ありがとーざいます」と復唱する。その様子の微ほほ笑えましさに、三人は相好を崩した。雫は二人に頭を下げると、リオの手を引いて厩舎へと向かう。

　馬は離れた場所から見ても、充分に大きく迫力があった。

　興奮するリオが近づいていかないよう注意しながら、雫は近くにあるものの名称を確認させていく。「馬」「草」「車輪」など一つ一つを指し示し「あれ、なーんだ？」と聞くと、リオは気が散るのか煩わしげにかぶりを振った。だが、雫が根気よく尋ねるとぽつぽつ答えてくれる。正答が二十を越えたところで休憩にして、彼女は遊びたがるリオを自由にしてやった。

「あと二週間か……それにしても二千六百って少ないよね」

　期間中に覚えさせなければならない四百単語は多いと感じたが、それはそれとして生得単語が約二千六百語、というのはやはり少なく思う。人の思考や会話で用いられる単語はもっと多いはずだ。

　なら残りは全て生得単語の組み合わせによって作られるという合成語なのだろう。

「合成語は教育で覚えるっていうんだから、生得単語も教育できるって発想にならないのかな」

　雫は厩舎を囲む柵に頰杖をつく。

　全ての単語を教育していく世界の彼女からすると、そう思わないことこそが不自然に感じるのだが、それはこの世界の常識ではない。ここでは生得単語と文法の理解があらかじめ備わっているからこそ、先も得られると思われているのだ。

　──仮に元の世界で、急に子供たちが泣けなくなったとしたら。

　それを教育によって取り戻そうと思う人間は、すぐには現れないに違いない。

　更には「生得的に泣くことができない世界」があったとして、その世界の人間に「教育を受ければ泣くこともできるのだから、まず教育すればいい」などと言われても、皆ぽかんとしてしまうはずだ。それよりは何らかの異常を疑い、原因究明しようとする様がありありと想像できる。

　有史以来染みついてきた常識を覆すことは難しい。コペルニクス的転回は誰もが到達できるものではないのだ。雫はそのことを理解しながらも、頭の痛い思いに襲われて溜息をついた。

　見るとリオは、少し離れたところで草をむしっている。

「壁は高い……。というか、私が教えてもいいのかな」

　そもそも雫自身、異世界人なのにどういう仕組みで言葉が通じているのか分からない。この状態で彼女が言語を教えても支障はでないのだろうか。

　同じ文章を翻訳しても、訳者によって大きな違いが出てしまうことはある。ましてや雫には、日本語と大陸言語の差異が感じ取れないのだ。せめてそれが分かれば慎重に訳語を選べるのだが、果たしてリオに雫の言葉は齟齬なく通じているのか。

「分からない問題がいっぱい……」

「──気が挫くじけたのか？　根性のない女だな」

　棘のある声が背中に刺さる。誰の声かなど考えるまでもない。雫はあからさまに舌打ちしながら振り返った。いつの間にか背後に立っている男を睨む。

「何の用？　喧けん嘩かなら他に売って欲しいんだけど」

「ずいぶん暇そうに見えるな」

「考えごとしてるから。子供の集中力は長く持たないし、計画的にやらないと」

「もうあと二週間だ」

「分かってる」

　ニケの言葉に、雫はぶっきらぼうに言い捨てた。期限が迫っていることなど、誰よりも自分でよく分かっている。与えられた期間は残り半分。覚えていない単語はまだ二百以上残っているのだ。

　毎晩雫は、覚えられた単語といつも間違う単語、そして残っている単語を数えて悩んでいるというのに、いちいち分かりきったことを言わないで欲しい。これでニケがわざわざ彼女をからかいにきたのだとしたら趣味がいいにもほどがあるだろう。

　早く帰れという本音を隠さず、雫は自分より少し背が高いだけの男を見返した。

「あんたこそ暇そう。仕事すれば？　姫様のところに行くといいよ」

「呼ばれてもいないのに行ったら不興を買うからな」

「ならぎりぎりのところで潜んでなよ。忍みたいに」

「シノビ？」

　ニケは眉を顰めたが、それ以上聞き返しはしなかった。雫はリオを呼ぶ。

「そろそろ帰るよー！」

　リオは呼ばれて振り返ったが、魔法着姿のニケを見ると硬直してしまった。一歩でも男が踏み出せば逃げ出してしまいそうな様子に、雫は苦い顔になる。

「さっさと帰ってよ。リオが怖がってる」

「俺を怖がっていては試験すらできないだろうな」

「……前もあんたが担当したんだってね。その時も試験にならなかったの？」

　痛いところを突かれた雫は、矛先を微妙に逸らしつつ返す。

　確かにこれでは試験どころではない。リオにはよく言い聞かせねばならないだろう。だがもとはと言えばリオのせいではないのだ。皮肉をぶつけられたニケは、怯える子供の方を見たまま返す。

「以前は試験にもならなかった。やつらは子供を教育しようなどとは思わなかったからな」

「じゃあ、何を？」

「魂の欠損を禁呪で埋めようとしたやつや、精神魔法で成人の知識を移行させようとしたやつ。肉体的な病だと言って魔法薬を投与し続けたやつもいたな。子供は途中で死亡したが。ああ……神の力に頼るやつもいた」

「……聞かなきゃよかったよ」

　予想の数倍は陰惨な内容だった。雫は頭を振りかけて、だが最後の一人に引っかかる。

「神の力って何？　新興宗教？」

「いや？　そいつは熱心なアイテア信徒だった。やつが言うには、かつて生得単語は固定されていなかったらしい。それが固定されたのは神代以降だからと言って、単語を取り戻すべく祈りに頼ったんだ。馬鹿馬鹿しい」

「え、ちょっと待って」

　──今の話の何かが引っかかる。

　その違和感を確かめるべく、雫はあわてて口を挟んだ。

「かつては生得単語が固定されてなかったって本当？」

「知るか。そんな記録は残ってない。ただの妄言だろう」

「だって、その人がそう思ったからには何か根拠があったんじゃないの？　聖典とかないの？」

「おかしなことを聞くやつだな。アイテア神教に聖典なんかない。どこの田舎の人間だ？」

「……黙秘権を使用します」

　さすがに出身を怪しまれてはまずい。雫は地蔵のような目で固まる。

　だが、冷静になったせいか違和感も霧散してしまった。何がおかしいと思ったのか、それももう思い出せない。第一本人に聞こうにも、失敗した人間はおそらく処刑されてしまったのだ。雫は自分の立場を思い出し陰鬱な気分になった。

　ニケは訝いぶかしげな顔になったがリオに視線を戻す。彼はその場にしゃがみこむと子供を手招いた。

「ほら、来い」

「リオに何するの」

「何もしない。童顔は黙ってろ」

　雫はつい作ってしまった拳を男の後頭部に向かって振るいたくなった。しかし、その前にニケはポケットから何かを取り出す。

「来い。これをやるから」

　彼がリオに向かって差し出したのは、色取り取りの紙につつまれた菓子だ。硬直していたリオの目の色が変わる。赤や黄色の紙は彼女の好奇心を激しく刺激したらしい。

　リオは視線をさまよわせた。そこに込められた不安や期待に、雫は迷いつつも笑顔を作る。

「大丈夫だよ。おいで」

　ニケがおかしなことをしないよう細心の注意を払いながら、雫は頷いてみせる。どのみち彼に慣れてもらわなければ試験も受けられないのだ。

　リオはそれを聞いて恐る恐る足を踏み出した。菓子を差し出したまま動かない男にそろそろと近づき、ついには飴あめの一つを手に取る。

「全部持っていっていいぞ。そっちの手も出せ」

　もう一つを取ろうとしていたリオは困った目で雫を見上げた。彼女が両手で器を作る仕草をしてみせると、同じように小さな手を揃そろえて上を向ける。ニケはその中に持っていた菓子を全て注いだ。

　目を輝かせるリオに、ニケはふっと微笑する。初めて見る柔らかな表情に雫は啞然とした。

「あんたって……」

「何だ？」

「……何でもない」

　立ち上がった男にリオはびくっと驚いたものの、すぐに菓子へと注意を戻す。そしてその様子を確認してから雫を振り返ったニケは、既にいつも通りの、人を小馬鹿にした目をしていた。

「子供と遊んでいる暇があったら、もう少し苦労するんだな。童顔がますます幼くなる」

「余計なお世話だよ！」

　やっぱりこの男の言動全てが癪に障ることに変わりない。雫は「帰れ」と言う代わりにリオを抱き上げると、彼を置き去りに自分からさっさとその場を後にした。





※






「リオ、おはよう」

　三週間が過ぎた。雫はリオを起こすと、よく絞った布で彼女の顔を拭く。服を着替えさせ、朝食をテーブルに並べると、リオは自分から席についた。

「シズク、おはよう」

「おはようジュースは林檎とデウゴ、どっち？」

「デウゴがいい！」

　勢いのある返事に雫は笑いを堪こらえながら厨房へ向かった。デウゴの皮を剝き、生ジュースを作る。

　教育に重点を置いているせいもあるが、リオは日に日に会話が流りゅう暢ちょうになっていく。そんな彼女と暮らしていると、毎日が発見だらけだ。元の世界にいた頃、家庭教師のアルバイトをしている友人が「教えることはすごく勉強になる」と言っていたが、今ならその意味がよく分かる。エリクに教えるにしてもリオに教えるにしても、教えるという行為は、自分に蓄積されていた知識を改めて整理し理解させる効果を伴っていた。

　匙さじを持つリオに、雫は微笑む。

「いただきます、は？」

「いたーきます！」

「うん、いい子。じゃあ私も、いただきます」

　雫は自分も朝食に手をつけ始めた。もっとも期日が迫っているせいか、最近はあまり食べられない。雫は最低限の食事を取ると、リオにだけお手製のプリンを出した。それは卵と牛乳で作った素朴な味のものだが、子供には評判がいい。リオはぱっと笑顔になる。

　──未修得単語は百二十前後が残っている。

　あと一週間で覚えられるか考えこんでいた雫は、ふと目の前に何かが押し出されたことに気づいた。見るとリオが、半分中身が残ったプリンのカップを差し出している。雫は目を丸くした。

「あれ、おいしくなかった？」

「おいしいよ」

「じゃ、何か中に入ってた？」

「はんぶん。シズクに」

　リオは早口でそう言うと片かた笑え窪くぼを作る。

　美味しかったから、半分にわけようと言うのだ。思いもかけない言葉を理解すると同時に、雫の胸は熱くなる。抱きしめたくなる気分とはこういうことを言うのだろうか。雫は両手を伸ばすとそっとリオの髪を梳すいた。

「ありがとう、リオ。でも全部食べていいよ。私はお腹なかいっぱいだから」

「いいの？」

「うん。召し上がれ」

　カップを抱えこんだリオは、戸惑いながらもやはり嬉うれしそうだった。匙ごとプリンを頰張る彼女を、雫はじっと眺める。




　──この生活を始めてから、母親と姉に改めて感謝するようになった。

　幼い雫の面倒を見てくれたのは主にこの二人だ。今思うと、よく忍耐強く付き合ってくれたものだと思う。それくらい幼児というものは不安定だ。

「──やだ！」

　派手な音を立ててグラスが倒れる。

　雫はその音に顔を顰めたが、リオ本人の方が「やってしまった」という目になったので、感情的な言葉は口にしなかった。雫は黙ってグラスを戻し零れた水を拭く。無言の行動にリオを責める態度が滲んでいないかどうか、今の雫には自信がなかった。

　彼女は片付けを済ますと、縮こまる子供を見下ろす。

「物に当たらないで。大丈夫だからもう一回やろう」

　午前中の勉強を終わらせた後、雫は昼食後にどうしても間違う単語ばかりを集めて、リオに復習させようとしたのだ。だが彼女は何度も同じ単語をやらされたせいか、今日は最初から嫌がって椅子にも座ってくれなかった。

　呼んでも一向に近寄ってこないリオを、雫はついに捕まえて椅子に座らせようとした。けれどそこで暴れたリオにグラスを倒されてしまったのだ。

「リオ、これは何色？」

　椅子に座らせた子供の肩に背後から手を置いて、雫は白い丸を指差す。しかしリオはぎゅっと口を噤つぐんで答えなかった。苛いら立だちとも悲しみともつかぬ感情が雫の心を占めていく。

「答えて、リオ」

「……やだ」

「リオ」

「やだ！」

　椅子から下りようとする子供の両肩を雫は摑んだ。茶色い瞳を覗きこむ。

「よく聞いて、リオ。あと一週間、一生懸命勉強するの。終わったら遊んでいいから……」

「やだ！　はなして！」

「もう少しだから。お願い」

「いやなの！」

「テストがあるんだよ。やらなきゃ駄目なの！」

　──何故分かってくれないのか。この一週間で、全てが決まってしまうのだ。

　命がかかっているから、とはとても言えない。教えたくはないし、言ってもリオには理解できないだろう。だがそれは口に出せないだけで、紛れもない事実なのだ。

　雫はリオを殺すために選んだわけではない。やれると思ったからこそ選んだのだ。たとえそれが、先の見えない一歩だったとしても。

　雫は手を離すと、床に膝をついた。下からリオを見上げる。まだ三歳の子供は、癇癪寸前の目で雫をねめつけていた。

「お願い、リオ。勉強しよう。今頑張ればきっと間違えなくなるよ」

「いや！」

　子供の手。真まっ直すぐに、それは雫の目に向かって振り下ろされる。

　突然のことに、避けることさえできなかった。

　激しい痛みが走る。視界が赤くなる。それは脳裏をも染め上げた。

「──リオ！」

　まるで自分のものではないような怒声。雫の冷静な部分が「今」を後悔する。

　止めたい、と思って、だがもう遅い。激情が喉を衝つく。

　だがその時……外からドアを叩く音が聞こえた。

　硬直し息をのむ彼女の背後で、軋きしみながら扉が開く。その向こうに立つファニートは二人の様子に気づいて眉を寄せた。

「どうした」

　入りこむ外の空気。緊張していた足が震え出す。

　カッとなり立ち上がっていた雫は、振り上げかけた己の右手に気づくと、五指をきつく握り締めた。リオは両手で頭を庇かばい震えている。




　助けたいから連れて来たのだ。

　こんなことをするためでは決してない。

　新しい痣など作りたくもない。

　もしそうなってしまうのなら──ここも実験室と何ら変わらないのだ。




「……ごめん、リオ」

　リオは震えたまま顔を上げない。雫は戸口に立つファニートを振り返った。

「ごめん。助かったよ」

「血が出ている」

「うん。顔洗ってくる」

　ファニートは不可解そうな顔をしたが、それ以上何も問わなかった。部屋を出て行く彼女に代わってリオの傍に歩み寄る。

　雫は小屋の裏に回り、桶おけに水を汲くみ上あげた。冷たい水で何度も顔を洗う。リオの振り回した手が瞼まぶたに当たり、彼女の目の上に切り傷を作っていたが、今は沁しみるとさえ思わなかった。

　ただ、あんな小さな子に手を上げかけた後悔だけが彼女を打ちのめす。

　──言葉だけで伝わることは、きっと多くない。

　だから人は、態度で示さなければならないのだ。それを知っていても、分かっていなかった。

　雫は両の手に透明な水を掬すくい取とる。

　水の飛ひ沫まつが服の裾を濡らす。腕を伝う水滴が袖の中に入りこんだ。

　けれどそれら一切に拘泥せず、雫は顔を洗い続ける。

　水はまるで、彼女の未熟さをたしなめるように止まらない涙をもさらっていった。




　顔を洗っているうちに、顔の傷も出血が止まっていた。

　雫は簡単に着替えて髪を結び直すと、二人の待つ部屋へと戻る。

　彼女がドアを開けた時、リオはファニートの指す絵を覗きこんでぽつぽつと単語を答えていた。一拍置いて四つの目が雫に向く。

「ごめん、二人とも。大丈夫だった？」

「ああ」

　いつもの鉄面皮で答えるファニートとは別に、リオはあわてて彼の背中に隠れた。やはり信用を失ってしまったか、とほろ苦く微笑んだ雫はけれど、次の瞬間耳を疑う。

　リオは、おどおどと男の後ろに隠れながら「ごめんなさい」と小さく呟いたのだ。

「……リオ」

「ごめんなさい」

　茶色の瞳には、捨てられるのではないかという不安がありありと見て取れる。いじらしくも痛ましくもある幼い目に、雫は再び熱くなる目頭を押さえた。

　──まだ期限は残っている。だから、まだ可能性はいくらでもあるのだ。

　雫は笑顔を作るとリオを見つめる。

「私も、ごめんね」

「リオべんきょうする」

「うん」

　雫が席に戻るとリオに隣に並んで座った。その小さな頭を、柔らかな髪を、雫は慈しんで撫でる。

　辛つらいことがあっても、今はある意味幸福なのだろう。こうして声をかけ、笑顔を向け、隣りあえるのだから。雫はリオに顔を近づけながら単語の勉強を再開する。

　寄り添う小さな体の温度が、ただ愛いとしかった。







「少し疲れているのだろう」

　勉強を終え、リオに昼寝をさせて戻ってきた雫に、残っていたファニートは平坦な声をかけた。お茶を入れようとしていた彼女は苦笑する。

「だよね。まだ三歳なのに、英才教育だってここまで詰めこまないよ」

「違う。貴女だ」

「私？」

　雫が自分の顔を指差すとファニートは頷いた。男の無骨な視線が雫の上で止まる。

「慣れない環境だ。子供と暮らすだけでも大変だろう。疲れているから感情が揺れやすくなる」

「そ、そうなのかな」

「限界だと思ったら半日くらい休むといい。やり方を伝えてくれればその間は私がやる」

　ファニートは「お茶はいい」と言うと立ち上がった。どうやら様子を見に来ただけらしい。

　無愛想な男は見送りに出た雫を振り返った。彼は、溜息には届かない表情で彼女を見下ろす。

「連れてきて悪かった、とは言わない」

「うん、いいよ。私が選んだんだし」

「だが貴女は……充分努力していると思う」

　ファニートは、軽く驚いた雫が何か答えるより先に、長身を翻し小屋から立ち去った。

　一人になった雫は言われた言葉を反はん芻すうし、思わず苦笑する。

　この半年間、今までにも何人かが言ってくれたのだ。「あなたは、頑張っているよ」と。それらの言葉は優しかった。足搔く自分を認められたようで嬉しく響いた。

　だが今は、彼の言葉を同じように嬉しいと思いながらも、それ以上に「結果が欲しい」と思う。

　結果さえ得られるのなら、どれほど苦労しても構わない。後できっと思い出話になるだろう。

　雫は深く息を吐き出すと、自作の教材を整理しにテーブルに戻る。

　少しだけ眠りたいとも思ったが、それよりも時間が惜しくて仕方がなかった。





※






「さて、あと五日か。調子はどうだ？」

　オルティアの声は、笑いを多分に含んだものだった。

　突然呼び出された雫は、床に両膝をついて頭こうべを垂れている。

　濃い香が焚たかれた部屋は今日も薄暗い。雫は気を抜くと浅くなっていってしまう呼吸を、意識してゆっくりと落ち着かせた。声に震えが出ないよう、腹に力を入れる。

「順調に進めております。意欲のある子で助かっております」

　実際のところは、進捗に関しては不安の方が大きい。

　だがそれをオルティアに馬鹿正直に告げるのは、リスクが増すだけだ。どういう狙いで雫を呼び出したのかは分からないが、大事なのはやりすごしてリオのところに戻ることだろう。

　姫の私室には二人の他に誰もいない。雫は礼儀を守って床を見つめたまま動かない。顔を上げる許可はまだ下されていないのだ。扇を扇あおぐ音だけが聞こえてくる。

「ほう。なら顔に傷を作っているのも順調か？」

「これはわたくしの単なる不注意です」

　リオにつけられた傷は、ほぼ塞がって薄い痕が残るだけだ。それよりよほど顕著なのは、目元の隈くまと顔全体に出た疲労の方だろう。急な召喚を受けたため化粧でごまかす時間がなかったのだ。

　そんな事情の全てが分かっているかのように、オルティアは鼻で笑う。

「呼び出したのは、試験形式についてまだ伝えていなかったことを思い出してな。ファニートから聞いているかもしれぬが、対象語から百語、内容を紙などで示して答えさせる」

「かしこまりました」

　雫は内心安堵する。もし当日テスト形式が違ったら目も当てられない。オルティアの口からそれが否定されたのは幸運だろう。

「ああ、何割答えられればいい、などということはないぞ。一問でも間違えたならそこまでだ」

「……承知しております」

　わずかな気の緩みを許さないオルティアの言葉は、雫を暗あん澹たんたる気分にさせる。

　残り五日で、百問を確実なものにするのは難しい。だが、それを誰に訴えることもできないのだ。エリクはいない。今は雫が守る側だ。

　あの日からリオは、嫌がるそぶりを見せつつも自分から勉強に取り組むようになっている。雫に怪我をさせたことを後悔しているのか、それともぶたれそうになったことが怖かったのか、彼女はそれまで以上に聞き分けのいい子になったのだ。

　だが、リオがいい子であればあるほど、雫は喜ぶよりも気鬱が湧き上がってくる。三歳の彼女がここまで努力しても、間近に迫ったテストに合格できなければ未来を断たれてしまうのだ。

　ぎりぎりまで足搔く──それは雫がいつも自身に課していることだが、リオにもそれを強制していいとは思えない。このままやっていて彼女の未来を保障できるのか、雫は薄らいでいく自信に日々苦悩していた。

　だがそんな時、リオは心配そうに聞いてくるのだ。──「シズク、だいじょうぶ？」と。

　子供は大人が思っているよりずっと聡さとい。

　いつも傍にいる大人が翳かげれば、すぐにそれに気づいてくる。この一か月、朝から晩までずっと二人で寄り添って暮らしてきたのだ。その絆きずなはもはや家族と変わらない。

　リオの体は、健康的な生活で柔らかな肉がつきつつある。髪にも艶が出て、よく笑うようになった。あと十数年も経たてば、可か愛わいらしい少女へと成長するだろう。人を気遣える心と笑顔を以て、友人たちや恋人に恵まれながら大人になっていくに違いない。

　だがそれも、試験を上手く越えられれば、の話だ。

　毎日の勉強で何度も反復練習をさせ、絵と音を結びつける。似たもの同士のグループを作り、動物なら動物、果物なら果物と関連づけもした。普段の会話もできるだけ範囲内の単語を使うようにしている。以前オルティアに「言葉を呼び水にして言葉を得させる」と啖呵を切ったように、会話を重ねることは学習の中でも大きな効果を果たしていた。

　──だがそれでも、まだ完璧には遠く届かない。

　あともう一月欲しいとまでは言わないのだ。せめてもう一週間あったなら。

　雫は陰鬱さを嚙み殺して無表情を保つ。オルティアが琥珀色の目を細めた。

「どうかしたか？　足りぬものでもあるのか？」

「いえ……」

「調子が悪いのなら、試験を延期してやろうか？」

「え……っ」

　思わず顔を上げる。

　そうして姫と目が合った雫は、その瞬間に後悔した。

　オルティアは、一瞬希望をよぎらせた雫を見て、心底愉しそうに喉を鳴らす。

「いや、まさかそんなはずはないな。お前は『できる』と大言壮語を吐いたのだから」

　美しい笑顔を前に、雫は両拳を血が出るほど握りしめた。

　──これは単なる姫の遊びだ。一抹の期待をさせて、それを奪うだけの退屈しのぎ。

　そんなものに引っかかって、隙を見せてしまったことがただ悔しい。

　オルティアはくすくすと楽しそうに笑う。

「失敗しても、たかだかお前と子供二人が処分されるだけだ。気楽なものであろう？」

　既に決まった未来を謳うたうような言葉だ。

　いや、事実そうなのだろう。オルティアは、雫が成功するなどと思っていない。ただ雫とリオが努力し、それが破れるまでの過程を鑑賞している。まるで飴玉を口の中で転がしているかのように。

　雫は己の感情を嚙み締めて再び頭を垂れた。

　断頭刃を思わせる声が鳴る。

「予定の変更はなしだ。とくと励め」

「……仰せのままに」

　雫は震える声で返す。乾いた口の中は、血に似た味がした。





※






　月が青い。

　雫は煌こう々こうと輝くそれを見上げて溜息をのみこんだ。腕の中の毛布を抱き直す。夜の庭に人影はない。ただ時折見回りの兵士が持つ松明たいまつが遠くを動いていくだけだ。

　雫は息を潜めて暗闇を移動し、厨房の裏口へ向かった。時折毛布の中に「もう少し」と囁く。

　やがて木々の向こうに扉が見えた。その戸口に立っていたユーラは、雫の姿に気づくと無言で手招く。雫は頷いて扉に駆け寄ると、木の扉の向こうに毛布ごと自分の体を滑りこませた。

　中にユーラとウィレットの二人しかいないことを確認すると、雫はそっと毛布を石床へと下ろす。

　毛布は独りでにもぞもぞと解けた。中から眠そうな目をしたリオが出てくる。

「もうしゃべっていい？」

「いいけど、静かにね」

　雫がそう返すと、リオは大きな欠伸あくびをして頷く。

　──試験はもう明後日あさってだ。

　しかし、リオの正答率は未だ九割を越えない。雫は、どうしても出てこない単語や間違って覚えている単語など数十個を前に、ここ二日食事も喉を通らぬほど悩みぬいた。

『テストを受け、合格すればいい』

　それが最上の結果だろう。当然分かっている。

　けれどそれは結果であって方法ではないのだ。合格できるかどうかは定かではない。

　そして雫は……どちらに傾くか分からぬ天てん秤びんに、リオの命を乗せることはできなかった。

　自分の命であれば構わない。その覚悟は必要とあればいつでもできる。しかし、リオは違う。彼女は守られるべき子供であるはずだ──その理想と現実の乖かい離りに、雫の心はついに折れた。

「朝一番で仕入れの荷馬車が来ますから。その帰りに紛れこめば城を出られます。帰りの馬車はほとんど調べられません」

「うん……よろしくお願いします」

　雫の手からユーラへと渡されたリオは、不安げな目で雫を振り返る。一体自分がどこに連れて行かれるのか怖がっているのだろう。小さな手を雫へ伸ばそうとするリオに、雫は苦笑する。

「大丈夫だからね。ユーラの言うことをよく聞いて」

　ユーラが毛布ごとリオを抱き上げる。その間ウィレットはしきりに城の中へと通じる扉を振り返っていたが、落ち着かないのか「見張ってます」と言うと廊下に出て行った。

　リオは雫と離れることに気づいたのか、泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。だがその声が洩もれ出る前に、雫は静かにするよう口の前に指を立てて示す。ユーラは小さな頭を撫でてリオを抱き直した。

「よろしいんですね、雫さん」

「はい」

　──二人がこの計画を立てたのは今日の夕方だ。

　いつも通り厨房に顔を出した雫を、ユーラは見み咎とがめて何があったか問とい質ただしたのだ。それは雫の様子があまりにもおかしかったからだが、ユーラに尋ねられた彼女は悩んだ挙句「リオを城から逃がしたい」と答えた。雫はそれ以上詳しいことを説明しなかったが、他国にまで響くオルティアの評判でユーラも察したのだろう。「夜にリオを連れて来てくれれば、外に出す手て筈はずを整える」と即座に返して、協力を約束してくれたのだ。

「本当に雫さんは来ないんですか？　リオがいなくなったと分かったら……」

「平気です。この子だけお願いします」

　リオを逃がしたと知れたら、オルティアは雫を許すまい。

　だが二人とも逃げてしまっては、その責はおそらくファニートにまで及ぶだろう。

　自分の未熟さのつけは自分で払う──それでいいと、雫は既に決心していた。一度ファルサスで捨てた命だ。リオだけが助かればそれでいい。雫はリオの手に小さな封書を握らせる。

「これは大事だから。失くさないでね」

　それはレウティシア宛ての嘆願書で、拙い文章で雫の世界では言葉は生得能力ではないことと、その教育の可能性、他にもキスクで行われている子供たちへの実験の現状などが記してあった。

　キスクの城を出れば、ユーラの手配によってリオはファルサスへ向かう乗合馬車に乗せられる。城都に到着し、レウティシアの手に封書が渡ればリオの未来は拓けるだろう。後はレウティシアが何とかしてくれるはずだ。

　雫は心の中で多くの人たちに詫わびながらリオの手を握る。小さな指がもどかしげに動いた。

「元気でね、リオ」

「シズクは？」

「私は行かない。だから──」

　その時、廊下から小さい悲鳴が聞こえた。

　雫とユーラは顔を見合わせる。次の瞬間二人は無言のまま動いた。ユーラはリオを調理台の陰に隠そうとし、雫は悲鳴の聞こえた扉に向かって走る。

　だが雫がドアを開けるより先に、戸は向こうから開いた。空気と、ウィレットの呻うめき声が厨房内に入りこんでくる。

　そこには、黒の魔法着を着た魔法士が一人立っていた。彼は片手で少女の腕をきつく捻ひねり上げながら、鋭い視線で雫を睨む。常夜灯が照らし出す男の顔は、凶相と言えるほどに険しい。

　雫はその目を見返して、思わず驚きの声を洩らした。

「ニケ……どうして」

「面白いことをしようとしているな、童顔女。子供をどこへ連れて行くつもりだ？」

「どこへって……」

　雫は背後を振り向かぬまま後ずさる。

　ユーラとリオは隠れているだろう。ならば何とか誤魔化さなければ。

　そう思った雫は圧されかけた足で踏みとどまると、男に向き直った。

「何のこと？　ウィレットを放してよ」

「とぼけるな馬鹿が。あの小屋は誰かが夜に出入りすれば分かるように結界を張ってある。先に小屋に見に行ったが誰もいなかったぞ」

　ニケは空いている方の手を上げる。詠唱の声に雫は顔色を変えた。男の手に飛びつく。

「やめてよ！」

「放せ、女。今死にたいのか？」

「死なせたくないの！　やめて！」

　雫は魔法を打たせないよう夢中で男の手にしがみついた。だが次の瞬間、舌打ちと共に衝撃が彼女の顔を打ち据える。

　何が起きたのか、分かったが咄とっ嗟さに理解できなかった。雫はニケを見上げる。

　ウィレットを放し、その手で雫の頰を打った男は、苛立ちの視線を彼女に注いでいた。

「死なせたくない？　それでお前はそいつだけを助けて他の子供を見捨てるのか。くだらない」

「見捨てるって……私は……」

「情が湧いた人間だけ助かればいいのか？　目の前の人間だけ何とかなればいいのか。大した綺麗事だ。お前も結局姫と同じなのだろう。気まぐれで人の生死を左右して楽しんでいる」

「違う！　私は！」

　──助けたかった。

　ただそれだけだ。彼女が知る他の子供たちのように、愛されて守られていて欲しい。幸せを当然と思って欲しい。笑って泣いて、温かい生を送っていて欲しいのだ。

　子供たちには、大人になるまでの長い猶予が与えられている。それなのに何故、生まれてからたった数年でその道を断たれなければならないのか。この世界でも言葉を教えることは確かにできる。リオはそうして、砂が水を吸うように雫から知識を得ていったのだ。

　だから、あんな実験は全て無意味だ。そのことを示して、雫は他の子供たちも救うことができる。

　──リオ個人への愛着に、目が眩くらんでしまわなければ。

「たまたまお前がそいつを選んだだけだ。仮にあの時別の子供を選んでいたらどうなる？　お前は別の子供を逃がして、そいつを見殺しにしていただろう。その程度の浅はかな感傷だ」

「……っ」

　ニケの言葉に反はん駁ばくできないのは、彼の言うことが事実だからだ。

　雫は打たれた頰を押さえたまま俯うつむいた。背後からリオのすすり泣く声が聞こえ始める。

　──どうやって足を踏み出せばいいのだろう。

　以前はできていたそれが、今は思い出せない。

　決断できない。未来が見えない。どこへ踏み出しても大切なものを失くしそうだ。

　立ち尽くしたまま崩れ落ちてしまいそうな雫を──だが小さな子供の手が支える。

「シズク」

　リオの手が服の裾を引く。振り返ると彼女は、短い指に力を込めてしっかりと雫の服を摑んでいた。涙で洗われた目が雫を見上げる。

「シズク、なかないで」

「リオ」

　幼い時、自分が何を考えていたのか彼女は思い出せない。

　覚えているのは家族が大好きだったということ。母親の笑顔や父の手の温かさ。断片的ないくつもの思い出ばかりだ。思えばもらうばかりでいた幼少期だった。だがその間に両親も、こんな思いを味わったのだろうか。

「がんばろう、シズク」

　愛するように愛されている。助けたいと思うほどに助けられる。

　お互いがお互いを支えて、少しずつでも歩き始める。

　──どうして今まで自分は、一人だと思ってしまっていたのだろう。

　雫はしゃがみこんでリオを抱きしめる。その姿をニケは感情を閉ざした目で見下ろした。彼は視線を転じると、震えているウィレットと自分を睨んでくるユーラに、冷めた声で言う。

「くだらぬ手出しをしたらお前らも処分だ。弁えておけ」

「申し訳ございません」

「で、童顔女」

「……何？」

　雫は顔を上げて魔法士を見つめた。立場の異なる二つの視線が交差する。

　男の双そう眸ぼうはこの時、まるで雪夜のように見えた。全ての音を吸いこむほどに静かで、冷たく、それでいてどこか懐かしい。

　いつの間にか相手と自分のどちらにも怒りがないことに気づいて、雫は息を零した。ニケは顔を顰めて彼女の泣き顔を注視する。

「努力を強いておいて裏切るな。お前の命は子供の尻拭いに使われるものだろう」

「…………」

「それも分からんようなら今、ここで殺してやる」

　男は彼女の答えを待たず詠唱を始めた。手袋を嵌はめた右手に炎の球が現れる。

　リオは怯えて身を竦めた。だがそれでも彼女は逃げ出そうとはせず、むしろ雫を庇うように前に回って抱きつく。しがみついてくる体はわずかに震えて、だがとても……強かった。

　雫は言葉にならぬ思いにゆっくりとまばたきをする。黒い睫まつ毛げを涙が一粒伝い、リオの髪の上へ滴っていった。




　ここまでがんばったのだ。その努力を、時間を、信じてやればいい。

　命を使うのはその後だ。それは、ずっと支えてくれていた彼女のために。




　雫はリオを胸の中に抱えこむ。

「ごめんね」

　返事はない。だが、握り返してくる小さな手に雫は微笑んだ。そっと幼い体を抱き上げる。

　まだ少しも終わりではない。それを決めていいのは自分ではない。

　あとたった一日。けれどその間にも進むことはできる。得られるものは残っているはずだ。

　雫は沈黙したままの三人に向かって深く頭を下げる。

　そうして彼女はリオを抱いて小屋へ戻ると、その晩は小さな寝台で二人手を繫ぎ、眠りについた。





※






　抱きしめる体は柔らかく甘い香りがする。雫は目を閉じてリオの肩に顔を乗せた。幼い声が問う。

「しけんおわったら、あそんでいい？」

「いいよ。いっぱい遊んで」

「シズクも、あそぶ？」

「そうだね……。遊ぼう。色んなことして」

　囁く声には万感の思いがこもっている。雫は腕を解くと代わりにリオの手を引いた。

　向かう先は城の奥。そこには恐ろしい姫君が二人を待っているのだ。




　オルティアの部屋に初めて足を踏み入れたのは一月前。

　あの時雫は一人で、姫に挑戦を申し入れた。

　そして今、結果を出すために彼女はリオと二人、オルティアの前に跪ひざまずいている。

　相変わらず香りのきつい部屋だ。だがその奥には以前はなかった白い紗しゃ幕まくが張られ、姫の姿を隠していた。紗幕の向こうから麗しい声だけが雫の頭上にかけられる。

「さて、いよいよ当日か。問題はなかったか？」

「はい。姫様のおかげでございます」

　一瞬、ニケが一昨日のことを報告していたらどうしようかと思ったが、オルティアはそれを知らないようだ。雫は頭を下げたまま安堵する。ニケとファニートもまた、主君に頭を垂れていた。

「では成果を見せてもらおう。準備はよいか？」

「いつでも」

　雫は平然とした表情で返しながら、緊張に縮こまるリオを力づけるよう小さな手を握る。

　繕った態度と相反するようなその仕草に、正面にいるのだろうオルティアは気づいているのかもしれない。だが雫は別にそれでも構わないと思っていた。

「下がれ。子供はこの椅子に」

　紗幕の前に立ったニケに指示され、リオは中央に置かれた椅子に腰かける。雫は更にその少し後ろに立たされた。リオの視界内に雫を置かないのは不正を防ぐためだろう。ニケがリオに歩み寄り、簡単に身体検査をする。

　一昨日夜のことのせいかリオはニケを見て身を震わせたが、彼の指示によって腕を上げたり下ろしたり、軽く服を確かめられているうちに不思議と緊張も解けたようだ。少し笑顔を浮かべているようにも見えるが、雫の場所からははっきり分からない。

　やがてニケは紗幕の前に戻ると、用意されていた大きな箱からカードを取り出した。それを見ただけで雫の心臓は跳ね上がる。

　──どうか受かって欲しい。

　それだけが今、雫の望むことだ。保身のためではなく、誰よりもリオのために。

　ここから先、試されるのはリオだけだ。初めから終わりまでリオが一人で答え、結果を出さなければならない。それはおよそ幼児が背負う重圧ではないだろう。

　代わってやることができたらどんなにいいか。雫は両手をきつく握る。

　──だからもし、この試験が失敗で終わったのなら。

　その時は自分の命と引き換えにリオの助命を請おうと、雫は既に覚悟を決めていた。




　カードに描かれているのは写実的な絵だ。雫のカードの絵柄よりも大分リアルだ。

　雫はそれを不安に思ったが、心配をよそにリオは出されるカードを見てぽつぽつと答え始めた。

　次々に捲めくられるカードを、彼女は迷ったり考えこんだりしながらも言い当てていく。まず間違いなく正答が出せる単語からテストが始まったことに、雫は無意識の内に息を浅く吐いていた。

　百という数は多い。雫は心の中で問題数をカウントしながら改めてそのことを実感する。それは答えても答えても終わらないようにさえ思えた。普段なら、一問正解するごとに「すごいね、えらい」と大げさなくらい誉めていたのだ。だが無言のまま捲られるカードに、リオはよくついていく。

　やがて試験は三十問を越えた。まだ誤答は出ていない。雫は握ったままの両手の平がじっとりと汗ばんでいることに気づいた。リオの集中力はどこまで続くのか、どこまで覚えているのか、考えたくない不安ばかりが思い浮かんでくる。

　隣のファニートを見上げると、彼は雫の視線に気づいて頷いた。何を考えているか分からないがいつも通りの無表情だ。

　だが雫はすぐカードを捲る音に顔を戻した。新しい一枚は「時計」。リオはそれを難なく答える。

　紗幕の向こうにいるのだろう姫もまた、テストが始まってから一言も発していない。本当にそこにいるのかさえ分からないほどだ。

　もっともニケは紗幕に半ば背を向けて立っている。姫にはカードが見えていないのかもしれない。

　問いはようやく五十問にさしかかろうとしていた。




　もし、この世界に来てしまったことに何か意味があるのだとしたら。

　それは雫自身にとって、或あるいはこの世界の誰かにとって、プラスに働くものだったのだろうか。

　雫は今までに出会い、別れてきた人々のことを思い出す。

　彼らを助けられたと思ったことは、今まで一度もない。むしろ彼女こそが助けられてきたのだ。きっと彼女がいなくても、彼らは彼らの未来を歩んだだろう。

　ならばリオは──

　リオは、雫と出会って……はたして救われるのだろうか？




　六十問を越えると、問いにカード以外のものが混ざるようになった。

　ニケは箱から実物を取り出してその名を問うたり、部分や色形を示して尋ねたりする。

　リオは特に、部分を答える問いには時間をかけて迷ったが、躓つまずきそうになりながらも何とか答えを出していた。雫がずっと心配していた「白」も、むしろ堂々とクリアする。正答を聞いた時、雫は安堵に座りこみそうになった。

　試験が始まってからどれだけの時間が過ぎたのか。確かめたくともこの部屋には時計がない。

　だが、いつもなら十分も経てば飽き出してしまうリオは、それよりずっと長い時間が経過してもきちんと椅子に座ったままだった。分かる単語などは示されてすぐ食らいつくようにして答える。

　──そのリオが止まったのは、八十九問目のことだった。

　動詞「読む」を問うカード。雫はそれを見た瞬間「まずい」と思う。

　何ということのない言葉だが、リオはずっとこれを間違って覚えていたのだ。今まで何度訂正してもそれは直らなかった。雫は息を止めて答えを待つ。

（「読む」だよ、リオ）

　心の声は届かない。カードには人が本を広げた絵が描かれている。

　だがリオはいつも、本を読んで欲しい時にはこう頼んできたのだ。「歌って」と。

「……ぁ」

　椅子に座るリオはもじもじと体を揺らした。雫を振り返りたそうにして、だが振り返れない。

　助けてやりたいのにできない。雫が己の無力さに歯を嚙み締めた時、だが男の「あ」という声が聞こえた。ぱさぱさと紙の落ちる音がそれに続く。

　床に何十枚も広がったのは試験用のカードだ。ニケが手を滑らせたらしく、彼は紗幕の向こうに頭を下げると急いでカードを拾い集めた。

　そして彼がカードを揃えて新しく示した一枚は、リオの知っている単語「眠る」であった。

　雫は黒い瞳を瞠みはって、試験を続ける男を見つめる。

　──そして百問目、ニケは箱から黄色い果実を取り出す。

　リオはそれをじっと見つめ……口を開いた。

「デウゴ」

　間違えようもない答えに、雫は肺の中の空気を吐き出す。

　胸が熱い。泣き出しそうだ。雫はリオを抱きしめたくなった。

　今日まで毎日何時間勉強してきただろう。遊びを兼ねていることもあったが、それは決して楽しいだけではなかったはずだ。けれどリオは努力の結果、たった一月で約四百語に追いついた。病の影響のない他の子らと比べても、遜色ないところまで並び立ったのだ。

　この覚えの早さは二人の苦心もあるだろうが、もしかしたら思い出せないだけで生得単語が彼女の中に刻まれているからかもしれない。雫はそんなことを考えながらもリオのもとに駆け寄りたくて仕方なかった。けれど表向きはオルティアの反応をじっと待つ。

　カードをしまったニケが紗幕に向かって頭を下げてからしばらく、艶つややかな女の声が響いた。

「見事であった。娘」

　雫は黙って頭を下げた。彼女へ言ったのかリオに言ったのか分からなかったから返事はしない。

　だがすぐにこの賞賛は雫にかけられたものだったと、彼女は知ることになる。賞賛は、雫にしかかけられなかったのだ。

「一月でよく応えてみせた。お前は妾の下で働いてもらおう。魔法士どもがこれを聞いてどのような顔をするのか楽しみだな？　ニケ」

「左様で。己の無能を恥らう心が残っていればよいのですが」

「そのようなもの、とうに擦り切れたであろうな。そうでなければ宮廷になどいられまい。それよりニケ、この娘をセイレネの側そば仕づかえにさせよ」

　聞いたことのない名に雫は内心首を傾かしげたが、隣のファニートが身じろぎしたことで、心当たりに思い当たった。

　──もともと雫は、この城でもうすぐ産まれるという赤子の教育のために呼ばれたのだ。

　ならば雫が側仕えを命じられる「セイレネ」がその母親なのかもしれない。

　姿勢を正す雫を置いて、紗幕の向こうのオルティアはニケにぽんぽんと指示を出していった。最後にまるで忘れていたかのように声を上げる。

「ああ、その子供はもう不用だ。処分しておけ」

「え？」

　反射的に聞き返した雫の他に、答える者はいない。

　リオは自分のことを言われたと分からないのか、まだ椅子の上に行儀よく座っていた。雫は彼女の後頭部ごしに白い紗幕を凝視する。

「姫様、試験は合格したのでは……」

「見事であったぞ。そう言っただろう。褒美としてお前には仕事を与える」

「私のことはいいです。リオを」




　──『処分しろ』と、あなたは言ったのか。




　愕がく然ぜんとした雫の声に、女の鼻で笑う音が重なる。

　愉しみのために人を害す──そう大陸中で恐れられるキスク王妹オルティアは、紗幕の向こうで喉を鳴らして笑っていた。無知を嘲あざ笑わらう声は、鈴よりも軽く鳴って空気を伝う。

「どうした、娘？　情でも移ったか？　だがその子供はもうお前には不要な存在だろう」

「姫様……彼女は、私の教えによくついてきました。彼女自身の努力がなければ、この結果は出せなかったのです」

「生きるために努力する。それは人としては当然のことであろう？　その努力が正しく報われるとは限らぬのも、また当然のことだ」

　雫と年の変わらぬ女の声は、獲物を嬲る毒に溢あふれていた。雫は気の遠くなる思いに立ち尽くす。

　──努力が報われるとは限らない。それもまた本当のことだろう。

　だが今ここでリオに報いようとしないのは、そう揶や揄ゆしたオルティア自身なのだ。

　努力の必然を謳いながら同時にその虚むなしさを示す女は、自分の与える結末がよほど楽しいのか、くすくすと笑っている。その笑い声はまるで脳を侵すように雫の耳の中を転がっていった。震え始めた足を、雫は踏みしめる。

「……訂正を、お願いします」

「何をだ？　妾は何を訂正すればよい？」

「リオを処分するというご決定を。訂正なさってください」

　怒りに満ちた視線が紗幕を射抜く。制止しようと手を出したファニートを振り払って、雫はリオの前に立った。事態がのみこめない子供を庇って、紗幕の向こうを睨む。

「私は姫様のために働きます。でも、それはリオを助けてくださったらのお話です」

「ずいぶん甘いことを言うな？　お前は人を使うということが分かっておらぬのか？」

「リオを処分なさるなら、あなたは功に報いない主君ということです。そんな方には従えない。訂正なさってください」

　視線を遮る白い布を、引き裂いて怒鳴りつけてやりたい。

　今まで、どれほど二人で苦労してきたのか。それは、テストに合格し重圧から解放されるこの日のためではなかったか。失敗してもリオだけは助けてもらおうと思っていたのだ。にもかかわらず成功した今、待っていたのは雫を認めリオを処分するという決定だ。到底承服し得るものではない。

「……姫様」

　雫は震える拳を握りこむ。先ほどまで汗の滲んでいた掌てのひらは、今は血の熱さしか感じさせなかった。

　だが甘い香の立ち込める室内は、彼女だけが一人浮き立っているかのように冷たい。そのことさえも腹立たしくて、雫は前にいるニケを睨んだ。オルティアの声が男の背にかかる。

「ニケ、子供を連れて行け」

「かしこまりました」

「待ってよ！」

　雫はニケを止めようと両手を広げた。だが男は彼女を後方へと突き飛ばす。バランスを崩しよろめいた雫をファニートが受け止めた。その間にニケはリオを抱き上げる。

「待って！　やめて！」

「ファニート、娘を捕らえておけ」

「ですが姫……」

「ファニート」

　反論を認めぬ声に、男は溜息をつくと雫を羽交い絞めにする。ニケに向かって駆け出しかけていた彼女の足は行き場を失い、半ば浮くようにして床を蹴った。雫は全身で拘束に抗あらがう。

「放して！　リオを返してよ！」

　ニケは小さな体を抱いて外に出て行く。扉が閉まる直前、男の肩越しに不安げな瞳が雫を見た。

「シズク？」

　遠ざかるその姿に向かって、雫は絶叫した。

「待って！　連れて行かないで！　リオ！」

　その叫びは、閉じていく扉に当たって跳ね返る。食い入るようにその扉を見つめる雫に、オルティアの優しい声が投げられた。

「可愛がっていた生き物が死ねば人は悲しむ。だがそれもいつかは薄らぎ忘れられるだろう？」

　穏やかな声音。しかし、温かいのは見せかけだけだ。

　表層だけの言葉は虚しく、そこには何も続かない。オルティアはそれを知っていて、それさえも愉しんでいるのだろう。ファニートから解放された雫はきつく唇を嚙む。

　まるで血が全てどこかに流れ出てしまったかのようだ。頭も、体も、気づけば深奥まで冷えきっている。嵐の前の海に似た思し惟い。静か過ぎてひどく冷静にも錯覚する思考に従って、雫はゆっくりと紗幕を見据えた。

「──許しませんよ。姫」

　床を這はって響く宣告。

　どこまでも沈んでいくような怒りに、清すんだ笑声が応えた。優美な響きが室内の香を濃くする。

　人を当然のように圧する声。けれどそれを、雫はもう忌まわしいとは思わない。彼女は紗幕に向かって一歩踏み出す。ファニートの手が制止するために肩に伸び、だが雫はそれを振り払った。

　彼女は紗幕に歩み寄ると薄布を摑んで思いきり引く。天井の金具に吊られていた紗しゃ布ぎぬは高い音を立てて裂かれ、オルティアの姿が曝さらけ出だされた。

　大きな椅子に片膝を立てて座っていた女は、艶かしい目で雫を見上げる。

「このようなことをされたのは初めてだ」

「私も初めてです。ですが、その必要があると判断致しました。姫、リオへの処分をお取り消しください」

「それを要求する力が、お前にはあるのか？」

「要求をのんでくださらねば、あなたへの協力を今後一切お断り致します」

　雫の両眼には、今まで生まれたこともない冷たい威圧が漂っていた。

　オルティアを目の前にしても揺らぐことがない光。むしろ増して行く迫力に姫は見み惚とれるような笑みを見せる。オルティアは象牙色の指で雫を示した。

「だが、お前があの子供にやったことは誰にでもできることなのであろう？　たとえば今回のやり方を見ていたファニートであれば、お前の教えがなくとも同じことができるのではないか？」

「本当にそうお思いですか？　私が手の内を全て見せたとでも？」

　その切り返しにオルティアは声を上げて笑う。怒りに研ぎ澄まされた雫とのやり取りも、彼女にとっては娯楽に過ぎないのだろう。

　雫は目を細めると美しく歪いびつな女を見据えた。

「私は過去にも現在にも二人とない異質。この世界の人間とは違う魂を持つ者です」

「……は？」

「待て」

　ファニートは雫の話を遮ろうと声を上げかけた。だが雫はそれを黙殺し、オルティアも手を挙げて臣下を留める。心配してくれる彼の気持ちはありがたかったが、今は保身を考える時ではない。

　雫は感情を抑えた声で自らを語る。

「私はこの世界の人間ではありません。異世界から原因不明に迷いこんだ人間です。だからこそファルサス王は私の特異性を洗い出そうとしていた……。私が子供に言葉を教えられると申し出たのは、元の世界では普通のことだからです。私の中にはまったく違う世界で培われた言語習得についての知識がある。──ですが姫よ。リオを処分なさるなら私はそれらを抱えたまま死にますよ？」




　これは駆け引きだ。

　雫は「代わりのいない」自分を使って、リオの命を買う。

　決してつりあいの取れない取引ではないだろう。「自分がどれほど特異な人間か分かっていないのか」と、エリクは再三教えてくれたのだから。




　オルティアは突然の告白を聞いてさすがに軽く目を瞠った。だがすぐに元の表情に戻ると、顔を傾けて雫を見上げる。

「大した妄言だ、と言って欲しいのか？」

「真実です。噓だとお思いなら私を失ってから後悔なさればよい」

「どうやってそれを証明できる。体の作りが違うのか？　引き裂いて中を見てみようか」

「お好きにどうぞ。ですが体は何も変わりませんよ。ファルサスで一度死にかけた時に調べられましたから。私が特殊なのはこの魂と知識のみ。ただ、リオについて処分を訂正なさらなければ、この知識は何一つ差し上げられません」

　まるで綱渡りのような交渉だ。

　けれど分が悪いからと言って、戦わないという選択肢ははなからない。

　オルティアにとって、きっと子供の命は虫にも等しいだろう。だが軽いということはまた、認めるも容易たやすいということだ。だから雫は残酷さを第一に語られる王妹に、自らの価値を売りこむ。

　オルティアはいつの間にか笑うことをやめていた。紅あかい唇が片端だけ吊りあがる。

「精神魔法を使って無理矢理引き出すこともできるぞ」

「そうお思いなら試されてはいかがでしょう。先日のファルサスでの事件はどこまでご存じで？　たとえば私に精神魔法をかけようとした男の精神が、逆に崩壊したことなどはお聞きでしょうか」

　何であろうと利用する。食い下がってやる。

　それが偶然でも誤解でも、誘いに乗ってくればいいのだ。「この人間の協力を買った方がいい」と。

「姫が相応の対応を約束して下さるのなら、私は姫のためにこの知識を使いましょう。幼子に言葉を与え、病を払い、それまでと変わらぬ知を取り戻させます。ただそれをお望みでないのなら交渉は決裂です。私の中にあるものは言葉一つもあなたにはお渡しできない」

　臆することなく堂々と言いきる雫に、オルティアは探る視線を向ける。上目遣いのその双眸には初めて年相応の迷いが一滴見て取れた。

　オルティアはたっぷり十数秒の間をあけて、ようやく口を開く。

「あの子供を助命すればよいと？」

「他にも実験に参加させられていた子供は全て。今までのことに見合う厚遇をお与えください」

　雫が、オルティアに懇願するわけではない。この部屋からリオが連れ出される前であれば、或いはそうなっていただろう。だが今は違う。雫はもはや、王妹と対等な人間として立っているのだ。

　先程までとは違い冷徹な威を宿す雫に、オルティアは両目を細める。からかいのない声がとんだ。

「本当に言うだけのことができるのであろうな？」

「確かに。お約束致しましょう」

「──分かった。その条件でお前を買ってやる」

　オルティアはファニートに目配せする。男は無言で頭を下げると、退出していった。

　残された雫は温かさとは無縁の視線でオルティアを見つめていたが、すぐに傲然とも言える態度で一礼すると踵を返す。黒髪を結い上げたうなじに、針のごとき声が突き立った。

「お前の世界は、どのようなところなのだ？」

「──別にこことまったく変わりませんよ。生得言語以外は」

　雫は振り返らないままオルティアの部屋を出て行く。

　そしてこの日から雫は、女官でありながら文官待遇を受けて、正式にキスクの宮廷へと迎え入れられることになった。
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　結局雫は、リオに再び会うことは叶かなわなかった。

　それは彼女の得た権限の範囲外として、城の魔法士たちに突っぱねられたのだ。

　だが親のいないリオが、宮仕えをやめる魔法士の一人に引き取られたと聞いて、雫はこの結果を受け入れた。壮年を過ぎかけたその魔法士は、再三の実験に疲れて、以前から「辞めたい」と申し出ていたという。リオを連れて故郷の村に戻るという彼に、雫は餞せん別べつとして自作のカード類を全て委ねた。

　代わりにもらったのは、リオが「渡して欲しい」と言った雫の似顔絵で、彼女はそれを本に挟んで大事に取ってある。

　実験室に捕らえられていた他の子供たちも、養い親を紹介されたり預かり院に引き取られたりして、それぞれの居場所を得た。五十人に及ぶ全員の行く末を書いたリストを「お前は知る権利がある」と言って渡してきたのはニケで、全ての手配は彼が行ったらしい。「全部は読めないんだけど」と思いながらも雫は書類をありがたく受け取り、寝る前などにふと眺めてみたりもする。




　リオと別れてからの一月は、あっという間だった。

　雫は現在ファニートと共に、セイレネという名の女につけられている。貴族らしい美しさを持つ彼女は、出産まであと一か月の妊婦だ。雫は幼児教育の仕事に携わりながら、その生活の細々した部分を女官に代わって助けていた。やがて腹の子が産まれれば、その後こそが雫の本来の仕事となるだろう。その時に向けて彼女は日々勉強も重ねている。

　初めてこの国に連れられて来た時から二か月。

　いつの間にかキスクでの日々は、ファルサスの城で過ごした時間より長いものとなっていた。
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　城の庭の隅には一軒の小屋が建っている。雫はその戸口に立って、空っぽの中を見つめていた。

「泣いているのか？」

　背後からかけられた声に雫は苦笑した。風で乱れた前髪をかき上げながら振り返る。

「泣いてないよ。何で？」

「そのように見えたのだ」

　ファニートはいつもと同じ無表情だ。雫はその気遣いを嬉しく思う。

　だが同時に彼女は、そんな気遣いは不要だとも感じていた。甘やかして欲しいわけではないのだ。優しい言葉はもういらない。自分は守られる子供であることをやめたのだから。

　男は持っていたショールを雫の肩にかける。薄着のまま夕暮れ時の庭に出ていた彼女に持ってきてくれたのだろう。雫は礼を言ってそれを受け取った。

「リオは元気でやっているそうだ」

「そっか。ならよかった」

「淋さみしいか？」

　雫はその問いには答えない。ただ穏やかに微笑して小屋に背を向けた。男の脇をすり抜けて歩き出すと、ファニートもその隣に並ぶ。

「……貴女は、試験が終わったならファルサスに逃げ帰るかもしれないと思っていた」

「帰らないよ。姫と約束したもの」

　むしろあれは、取引と言った方がいい。

　雫は、この城で戦い続けることを選んだ。それはリオを助命してもらうためだけでなく、これから生まれる子供たち、そして今、言語障害が出ている子供たちに道を作らねばと思ったからだ。

　少なくともオルティアには、結果を出せれば実験をやめさせるだけの発言力がある。彼女のもとでならば、言語障害への対策を打ち立てることができるだろう。

　だから雫は、この国に残る。エリクの庇護を受けながら帰還の方法を探すのではなく、目の前のできることに己を費やす。

　そんな選択を愚かだと、信じてくれたエリクやメアへの裏切りだと、言う人間もいるだろう。

　だがそれでもやはり、両方ともは選べない分岐点というものはあるのだ。

　雫は喉元にこみ上げてくる熱をのみこむ。

「……まだやることがあるから。大丈夫」

　閉じた瞼が熱いのは、自分が子供だった頃の名残だ。やがてはそれも消え去るだろう。

　みんなきっとこうやって、捨てられないものと別れることを繰り返していく。「自分の選んだ道は間違っていなかった」と思うことがあるのは、手放したものがひどく大事なものだったからだ。

　雫は軽く目頭を押さえる。言葉にならぬ息を吐き出す。

　日が落ちていく空は朱あかい。少し肌寒く感じる風に雫は微笑した。

「ね、ファニート」

「何だ？」

「この国に連れてきてくれて、ありがとう」

　雫の声音には真意が読み取れない紗のようなものがかかっていた。男は眉を顰めると呟く。

「……礼を言われるようなことではないと思うが」

「そうかもね」

　笑い出す雫の声は軽く、芝の上をどこまでも転がっていく。

　それはそのまま小屋の中に滑りこむと、誰の気配もないかつての家を少しだけ、以前のように温めたのだ。








２．日ひ蔭かげの蕾つぼみ









　キスクは現在大陸に四つある大国の中でも、もっとも新しく生まれた国だ。

　起源を遡れば約二百五十年前、大陸中央南部を舞台に数か国が錯さく綜そうする戦争があった。その中で生まれた三つの国は、長い間お互いを睨んで断続的に争いを繰り返していたが、百年前唐突に併合して一つの国となる。そして国名をキスクと改めると、北の隣国であるガンドナに攻めこみその領土を削り取ったのだ。

　誕生してすぐに好戦的な動きで恐れられたキスクだが、勢いに乗るこの国の出鼻を挫いたのは西の隣国に位置するファルサスだ。

　六十年前、ファルサス王ディスラル率いる軍は突如その矛先を隣国であるカソラに向けた。

　カソラはファルサスとキスクに挟まれた海際の小国で、他国は知らぬことであったが、キスクが圧力をかけて併へい呑どんを要求していた国でもあった。

　だがその小国をディスラルは突然の出兵の後、わずか二週間で攻め落としてしまう。

　ディスラル自身はその後まもなく狂乱を起こし廃され、その後即位したロディウスは廃王の所業を謝罪するとともにカソラの土地を返還し復興を援助したが、この一連の出来事でファルサスの手が入ったカソラにキスクが手を出すことはできなくなった。それまでもキスクは、長い歴史を持った隣国をよく思っていなかったが、この一件を境にファルサスに対し、更なる敵意を向けるようになったのだ。

　自国の歴史のなさを裏返しにしたようなキスクの敵意に、ファルサス・キスク両国と国境を接するガンドナなどは「子供の逆恨み」という評価を与えているが、当のキスクはそれを意に介していない。むしろ現在では、「他国のことなど気にもしていない。既に我が国は大国なのだから」という傲岸さを堂々と周辺に示している。──表向きには。







「ファルサスとかどうでもいいじゃん……」

　キスクが隣国に向ける捻ねじれた感情を知った雫は、正直な感想を洩らす。

　思いきり問題発言で、誰かが聞いていたなら咎められだろうが、幸い彼女がお茶を飲んでいる休憩室には誰もいなかった。雫は図書館から借り出してきた歴史書を開き、分かる部分を自分のノートに書き写していく。ここに来てから「基本的な文法をエリクに習っておいてよかった」としみじみ思うのだが、それでも文章を完全に読解するには足らない。まるで中学一年生の知識で大学の英論文を読んでいるようだ。けれど雫はそこでめげずに、キスクの歴史書に目を通していた。

　念のため時計を確認するがまだ休憩時間内だ。今の雫は妊婦であるセイレネの側仕えの他に、言語教育に関わる仕事や自分の勉強で何かと忙しい。こんな風にお茶を飲みながら本を捲るのんびりとした時間は、非常に貴重な休息時間だ。

　菓子を摘みながらぼんやりとしていると、扉が開いてウィレットが入ってきた。彼女は挨拶の後、雫の読んでいる分厚い本を見て、嫌いなものを食べてしまった時のような顔になる。

「雫さんはまたそんな本ですかー」

「そんなって。図書館から借りてきた本だよ」

「だからそんな、なんですって」

　知り合ったばかりの頃は恥ずかしがってまともに口を聞いてくれなかった彼女だが、最近は友人に話すように雫に話しかけてくる。どうやら十五歳のウィレットにとって、童顔の雫は年が近く親しみの持てる相手らしい。ただそれでも文官待遇を受ける雫の方が目上なので、彼女はいつも最低限の丁寧語を使ってくるのだ。

「それよりウィレット、これ何て読むか教えてよ」

「またですか？　雫さんって頭がいいのに何で単語が読めないんですか」

「別に頭よくないよ。だから読めないの。教えてくれたら覚える」

　もし他の人間に単語を尋ねたなら、雫の持つ知識のアンバランスさを不審がられただろう。しかしウィレットはそんなことは気にせず教えてくれる。今も「傾斜って読むんですよう」とすぐに返ってきた答えに、雫は「ありがと」と礼を述べた。ノートの隅に単語メモとして書きこむ。

「そんなことより、もうすぐ花はな雨あめの日ですよ。雫さんはどなたに花を贈っちゃうんですか？」

「へ？　何故私が花を贈るの。世界平和のため？」

「ちがいますって。花雨の日知らないんですか？」

「さっぱり」

「な、なんですってー！」

　淡白な雫の返答に少女は妙な闘志を燃やしたようだ。俄が然ぜんはりきって「花雨の日」とやらについて教えてくれる。年に一度あるこの日は、どうやらキスク独自のものらしく、意中の異性に花を贈って好意を示すというものらしい。その起源はキスク建国時に遡るそうで、この国の母体となった三国がいざ併合となった時、一国の女王に対し、残り二国の王子が雨のように花を降らせて求婚した、という逸話から来ているのだという。

「後で拾い集めるの大変そうだね……それ」

「そういう話じゃないですよう！」

　ウィレットの突っこみに我に返った雫は、何だか自分の感想がいかにもエリクの言いそうなことに思えて頭を抱えた。あそこまで淡白にはなりたくないと思っていたのだが、いつの間にか似てきてしまったのだろうか。

「つまり、バレンタインデー？」

「何ですか、それ」

「こっちの話。なるほどなるほど」

　元の世界のバレンタインデーは、雫にとっては日頃お世話になっている人間にチョコレートと粗品を贈る日なのだが、「花雨の日」もそういう理解でいいのだろうか。世話になっている男性というとファニートだが、何だか花がまったく似合わない気がする。もらった方も多分困るだろう。

　雫は、期待の目を向けるウィレットに肩を竦めた。

「多分、贈らない」

「ええー!?　これを逃したら次は来年ですよう！　いいんですか！」

「まったく構わないのです。どうでもいいです」

「そんなぁ……ファニートさまとかニケさまとか格好いいじゃないですか！」

「格好いい……？」

　畳み掛けてくる攻勢に、雫は歴史書の読解を諦めて本を閉じた。頰杖をついてお茶を啜すする。

　ウィレットが挙げた二人は「外見的には一般男性の範はん疇ちゅうに入る」と思われる。が、実際のところ雫は、男性の容姿の良よし悪あしがよく分からないのだ。エリクやラルスを見慣れてしまったせいかもしれないし、「内面が滲み出てて外見がよく分からない」というエリクに感化されてしまったのかもしれない。とにかくファニートは親切で頼りになると思っているし、ニケは本当にむかつく、と思っているのだが、格好いいかと聞かれるとさっぱり分からなかった。

「あのお二方は城内でも人気あるんですよう。姫様の臣下の方々なので、みんな近づけませんが」

「あー、怖がられてそうだもんね。姫」

「だから同じ姫様直属の雫さんに、ぜひ」

「……人ひと身み御ご供くう？」

　何だか地雷原に放りこまれるダミー人形のようだ。雫はげっそりしてしまったが、少女にとって恋愛イベントは一大事なのだろう。ウィレットは四歳年上の雫をきらきらした目で見ている。

「……別にあの二人好みじゃないし」

「えー、ならどういう男性が好みなんですか」

「急に聞かれても困るけど。そうだなぁ、尊敬できる人がいいかな。頭よくて、人を自然に気遣える人とか」

　何だか曖昧な好みだ。定義を言葉にしても実体が伴ってこない。具体的な人物像が想像できなくて雫は唸うなった。一方ウィレットは怪訝な顔になってしまう。

「何だかむずかしいんですね。雫さんの好みって」

「多分ないんだと思うよ。よく分かんない」

「じゃ、とりあえず当日のお花はわたしが用意しときます。全力で」

「おおっと変化球！　何の罠わな？」

「念のため念のため」

　ウィレットはポケットから取り出した紙に何かを書きこむ。花の予約票か何かだろう。面倒なので雫は止めずにそれを見ていた。花ならば当日誰かにあげてもいいし、自分で飾ってもいい。

　雫は冷めてしまったお茶に口をつける。

「で、その一人の女王に求婚した二人の王子って、結局どっちが選ばれたの？」

「あれ、雫さん知らないんですか？　女王様は両方とご結婚なさったんですよう。三人で夫婦になっちゃったんです」

「……うわ、ドロドロ」

　一夫一妻を常識とする雫は率直な感想を零す。それを聞いた少女はまた呆れた顔になった。
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　男の指が駒をつつく。白い石を彫り上げて作られた駒は軽く動いたが、倒れはしなかった。

　彼はその駒を手の中に取ると、反応を探るように向かいの対戦者を見やった。

「戦争がしたいのかい？　オルティア」

「そうは申しておりませぬ」

「確かに私もファルサスを何とかしたいとは思っているがね」

　茫ぼう洋ようとした兄王の言葉に、オルティアは皮肉げに微笑む。彼女の言うことは大抵聞いてくれる兄だが、さすがに戦争となると腰が重い。だがそれは戦争を嫌っているというより、ファルサスの軍事力が抜きんでているせいだろう。キスク現王ベエルハースは秀でて賢くもないが、愚鈍というほど物が分かっていないわけでもない。彼は大陸において一国だけ突出したファルサスに危機感を持っており、また過去の遺恨のことも忌々しく思ってはいるが、正面切って宣戦はしたがらない。むしろオルティアが擁する「切り札」の存在を聞いて、「そんな手段があるのなら暗殺に頼った方がいいのでは？」と言ってくるくらいだ。

　その兄をどう動かしてやろうかと思案するオルティアに、王はまったく違うことを切り出す。

「そう言えばお前の管轄にある娘……何と言ったかな、あの実験を終わらせた娘」

「雫、でございますか？」

「そう。どのような娘だ？　一度見てみたい」

「差し上げられませぬ。あれは妾の買ったものです」

　十全に人を使えぬ兄に異質な手駒を渡すことを嫌って、オルティアは釘を刺した。同時に彼女は盤上の駒を進める。ベエルハースはそんな妹に苦笑した。

「欲しいとは言っていない。見てみたいだけだ。その娘、お前に喧嘩を売ったそうじゃないか」

「取引をしただけです。妾が臣しんと争うわけがありませぬ」

　──あの時、雫は真正面からオルティアに相対してきた。

　確かにそんな人間は今までいなかったのだ。正確には数年前であればオルティアに苦言を呈する者もいたが、彼らは皆、宮廷を去るか処刑されるかした。雫が未だに城にいるのは例外中の例外でそれはオルティアが「異世界出身」という彼女の素性を訝しみながらも否定しきれないからだろう。

　苦い顔になった妹の駒を、ベエルハースは自分の手駒で弾く。

「だが、私が目をかければその娘への風当たりも弱まるよ。件くだんの娘は実験の件で魔法士たちから疎まれているようだからね」

「あれはそれくらいでは負けませぬ。妾の臣でございますから」

　自分に負けなかった人間が、宮廷魔法士如ごときに負けるはずがない。オルティアが自尊も込めて返すと王は笑った。それきり二人は盤上に意識を戻し、雫についての話は萎しぼんで消えてしまった。
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　セイレネには夫がいない。

　身篭っている以上、相手がいたのだろうとは思うが、少なくとも彼女の周りにそれらしい人間はおらず、彼女自身も口にしない。おまけに彼女の存在は秘されていて、城内でも知る者はほとんどいないのだ。だから雫もまたセイレネについて他の人間に何かを話すことはない。

　オルティアが密ひそかに匿かくまっている女──それが彼女であり、彼女がまもなく産むであろう子供は何らかの重要な役割を果たすのだと、雫はそれだけを理解している。

「──そこの紅を取ってちょうだい」

　溜息混じりのセイレネのお願いに、雫は言われたとおりのものを渡した。

　この世界の口紅は、多くが小さな硝子の平皿に入れられている。テーブルの上に広げられた化粧道具は一つ一つが高価なものであり、他の若い女官ならそれらを羨望の目で見つめただろう。

　だが、雫はさしたる感慨もなくその手伝いをしているだけだ。長くなった髪をきつく結い上げた雫は、女官というよりも教師のような固い姿だった。

　セイレネは、鏡の中の自分の腹を見て溜息をつく。

「本当に体が重くてままならないわ……早く自由になりたい」

「あと一月もないですから。それまで我慢なさってください」

「産んだ後、体は戻るのかしら」

「下着で補正しておいて復調したら軽く運動すれば戻ると、私の従姉妹いとこは申しておりました」

　現実的な受け答えに、セイレネは鏡越しに呆れた目で雫を見返す。

「あなたは若くていいわね……」

　そういうセイレネも二十代前半にしか見えないのだが、一体雫は何歳に思われているのだろう。

　雫は疑問に思いながら、女の豊かな金髪を結い上げてしまうと、香りのよいお茶を淹いれ始める。漏れ出す湯気に顔をくすぐられていると、気だるげな声が飛んできた。

「どうも気が滅め入いって仕方ないわ。本でも読んでもらおうかしら」

「ぐ……」

　雫は返答に詰まる。子供向けの絵本ぐらいなら読めるが、普通の本となるとまず無理だ。もう捏ねつ造ぞうしながら読み上げるしかない。そう考える間に、セイレネは部屋の隅にある本棚を指した。

「あそこにある本から適当に選んで。どれでも構わないから」

「あの本棚限定ですか……難易度固定ですね」

　雫はお茶を蒸らす間、本棚を見に行く。絵本が入っていればいいなと思いつつも、入っていたのはやはり分厚い本ばかりだった。雫は背表紙に触れて、分かる単語を読み上げる。

「ロズサークの歴史、ですか。ご興味がおありですか」

　雫にとっては行ったこともない国だが、名前は何度も聞いたことがある。雫がこの世界に来てまもなくアンネリという隣国に攻めこんだのがロズサークだ。その後禁呪事件で壊滅してしまったカンデラの城を、ファルサスの依頼を受けて臨時統治していたのもかの国である。

　なんとなくあわただしくしている国、というだけの印象だが、その前はどんな国だったのだろう。

　本を手に取ろうとした雫に、セイレネの鋭い声が飛ぶ。

「興味はないわ。たまたま一緒に持ってきてしまっただけよ」

「あ、そうなんですか」

　雫はさらりと流したが、セイレネの声音が険しくなったところを見ると、まずいところに触れてしまったのかもしれない。雫は隣の本に視線を移す。

「あれ？」

　その本は、背表紙に何も描かれていなかった。雫は紺色の古い本を引き出す。

　指先が触れた瞬間、静電気のようにびりっと痺しびれが走った。だがぎょっとして雫が手を見ても何ともない。彼女は気を取り直すと本を取り出した。

　革張りの厚い本には銀の装飾が施されている。表紙にもやはり題名は書かれていなかったが、裏表紙には何かの紋様が描かれていた。表紙の感触が妙に手に馴な染じむ。それはまるで親しんだ人肌のようだ。雫は題名のない本を見つめる。

　──どこかで、これと同じものを見たことがある。

　それは拭いようのない既視感だ。記憶の底で何かが蠢うごめいた。雫は表紙に指をかけて開く。

　中を見ようとして──けれど本の真ん中から、一枚の紙が床に落ちた。

「あ、っと」

　あわてて雫が拾い上げると、それは小さな古い肖像画だ。縁がぼろぼろになって掠れかけているそこには、二人の男女が描かれている。雫は椅子に座っている女性に目を留めた。

「リースヒェンさん？」

　アンネリの幽閉されていた王女。旅の途中で出会った彼女に、肖像画の女性はよく似ている。

　ただよく見れば年齢が違う。絵の中の女性はリースヒェンより十歳近く年上だろう。雫は一緒に描かれている男性を見ようとした。だがその時、セイレネの強こわ張ばった声が聞こえる。

「あの娘を知ってるの？」

「え」

　あわてて雫は肖像画を本に挟んで閉じる。

　──リースヒェンは、複雑な事情を持つ少女だ。

　彼女はアンネリの王女でありながら、魔力が大きすぎるために幽閉されて存在を秘されてきた。それが奇くしくもロズサークの侵攻で解放され、ロズサーク王オルトヴィーンによって人質として連れ出されのだ。今はロズサークからも解放され、どこかで夫と暮らしているだろう。

　だがそれを知るのは雫とエリクだけだ。雫はあわてて言い繕う。

「いえ、気のせいです。他人の空似で」

　そもそも、ニケは主人の命令でリースヒェンを探していたのだ。その主人は、今思えばオルティアのことだ。なら、雫の失言でリースヒェンが危機に陥るようなことがあってはならない。

　緊張に固まる雫を、セイレネはじっと見やる。彼女は雫が抱える本に気づいて眉を寄せた。

「その本はやめて。他の本にしてちょうだい」

　幾分あわてたようにそう言うセイレネは、リースヒェンについて追及するつもりはないらしい。紺色の本を棚に戻す雫に、セイレネはそっけなく言う。

「それで、お茶はいつまでかかるの？」

「あ、忘れてました。すみません。まだ間に合うと思います」

　雫はあわててティーポットに戻ると、ほどよく蒸らされた香茶をカップに注ぐ。薄紅のお茶をセイレネに出しながら「花雨の日ってご存じですか？」と試しに聞くと、セイレネは軽く首を傾げて「何かしら」と答えた。




　雫がセイレネの部屋を離れてオルティアのもとへ定例報告に訪れた時、姫は長椅子に寝そべったままサイドテーブルに石の球を積み上げる遊びをしていた。

　ビー玉くらいの球を、オルティアは少しずつピラミッド状に積み上げている。なかなかに忍耐力と繊細さを必要とする遊びに思えるが、完成はもう間近だ。雫はそれを意外に思いながら報告した。

「セイレネさんはお変わりないですよ。体が思うようにならなくて鬱屈としているくらいです。ただ体調はちゃんと医師の方に診てもらってくださいね。私は分からないので」

「もういつ産まれても構わぬのであろう？」

「存じません。素人判断とかやめた方がよろしいのでは？」

　棘のある切り返しにオルティアは小さく笑う。雫の態度はいつも不敬の半歩手前を行き来しているのだが、姫はそれを咎めない。今更と思っているのかもしれない。

　オルティアは手の中に黒い球を一粒握る。何かを摑み取るその仕草は美しくはあったが、何故か欠損を思わせた。雫は我知らず眉を顰める。

「ともかく出産時の人の手配と乳母の手配はなさってくださいね。私にはその知識がありませんし、セイレネさんは自分で育てたくないみたいなので」

「分かった。やっておこう」

　オルティアは細い指を伸ばし、積み上げた頂上に球を置こうとする。だが寝そべっているためぎりぎり届かず、球の場所が定まらない。雫は「起き上がればいいのに」と思いながらしばらくそれを眺めていたが、オルティアの指が違う球に触れ、崩れかけたのを見て進み出る。

「失礼します」

　雫は崩れかけた球を押さえると、オルティアの手の中から黒い球を取り上げた。そのまま最後の一つを迷いなく頂上に鎮座させる。目を丸くする王妹に、雫は意地悪な教師のごとき笑顔を向けた。

「不精をすると他人に美味しいところをさらわれますよ」

「……妾の手の者が為なしたならば、それは妾の為したと同じことだ」

「今ちょっとがっかりなさってませんか？　違うのならばよろしいのですが」

　作り物の笑顔を崩さない雫に、オルティアは一瞬顔を顰めかける。だが、すぐにつんとした無表情になると視線を逸らした。

「もう下がれ」

「仰せのままに」

　雫は慇いん懃ぎんに一礼すると姫の部屋を退出した。音もなく閉まるドアを背に、あることを思い出す。

「あ、姫は誰に花を贈るのか聞き損ねた」

　オルティアが誰かに花を贈るなど想像もつかないが、王族である彼女が自国の風習を知らないはずはないだろう。雫もウィレットの言うことを疑うわけではないが、どうもあの年頃の少女には偏ったフィルターがかかっているようだ。だからもう二、三人に話を聞いてみたかったのだが、優先順位が限りなく低い話題なのですっかり忘れてしまっていた。

「まいっか。ユーラにでも聞こう」

　雫は欠伸をしながら廊下を去っていく。その彼女とすれ違った女官は「チョコレート食べたいな」という呟きを聞いた気がしたが、何のことだかさっぱり意味が分からなかった。





※






　ユーラに聞こうと思いながら当日まで忘れていたのは、やはり優先順位が低かったからだ。

　雫はウィレットに白い花束を差し出されて絶句する。

「え、大きくない？　これ」

「だから全力で用意するって言ったじゃないですか。はりきりましたよ、わたし」

「…………」

　腕の中に抱えるほどの花束を受け取って、雫はそれを見下ろす。

　こんなに大きくては、もう義理では済まない気がするが気のせいだろうか。仮に本命だとしても大きすぎて引かれそうだ。

　雫は溜息とか苦言とか愚痴とかそう言った苦そうなものをまとめてのみこむ。

「……ありがとう」

「どういたしまして！　がんばってください！」

　ウィレットは小さな花束を手に子犬のように駆けていく。休憩室に一人取り残された雫はしみじみと自分の花束を眺めた。この大きさではもう自室に飾るしかないだろう。幸い今日は午後から休みだ。引きこもって過ごせばいい。雫はそう決めると休憩室を出て部屋に向かう。

「エリクがいればね」

　イベントごとに疎うとそうで、なおかつ恋愛沙汰にも興味がない彼なら「日頃の感謝」と言って渡せば何の疑問もなく受け取ってくれただろう。もしそうであれば少し手の込んだ食事と菓子も作っただろうな、と考える雫は、ふと窓の外に視線を動かして、そこに奇妙なものを見つけた。

「何あれ」

　庭木の陰から服の裾らしきものがはみ出ている。

　また死体だろうか、と雫は一瞬考えたが、今はまだ昼間だ。死体が遺棄されているならもっと騒ぎになるだろう。雫はそう思いながら、一抹の懸念が捨てきれず外に足を向けた。







「──何だ、あんたか」

　好意のまったく感じられない声が頭上から降ってくる。植えこみの中で魔法書を読んでいたニケは顔を顰めると、ぶっきらぼうに返した。

「何の用だ、童顔女」

「死体かと思って見にきた」

「あいにく生きてる。残念だったな」

　彼が追い払うように手を振ると、その手は何か別の物に当たる。ようやくニケが顔を上げると、雫は大きな花束で彼の手を受けている。謎の所持品に、ニケはつい尋ねてしまう。

「それは何だ」

「気に入らない人間を成敗する成敗棒」

「……お前の頭の中身はどうなっている？　常識が入っているのか？」

「こんなところで何やってんの？」

　話の矛先をずらされてニケは青筋を立てそうになったが、ここで口喧嘩をしても周囲の注目を浴びてしまうだけだ。彼が正直に「本を読んでる」と答えると雫は「見れば分かるって」と呆れた顔になった。彼女は花束を抱えたまま彼の隣にしゃがみこむ。

「何？　借金取りから逃げてるとか？　隠れてるんでしょ」

「借金なんかあるか！　街に出ようと思ったら日が悪いことに気づいただけだ！」

「あ、花雨の日？」

　他国人である彼女の口からその言葉が出たことにニケは驚いたが、どうせ周りの女官が騒ぎ立てでもしたのだろう。成敗棒はともかく花束もどう見てもそれ用のものだ。あげるものかもらったものかは分からないが、大きさから言って思い入れの強さが窺える。

「今日は街も騒々しいからな。髪を切りに行こうと思ったがやめた」

「あー、そうなんだ。大変だね、休み少ないのに」

　そういう彼女もほとんど休みはないはずなのだが、実に平然としている。

　もっともこの国に来てから、更に言えば共に暮らしていた子供と引き離されてから、雫はほとんど弱いところを見せようとはしない。自分を愛称で呼ばせるほど親しくしていた子供だ。家族同然だったのだろう。ファルサスで魔法士の連れと共にいるところを見た時には、彼女ももっと屈託なく笑っていたのに、まるで別人のようだ──そんな感想を抱いてニケは舌打ちした。

　何のつもりか雫は隣に座りこんでしげしげと彼を見ている。その視線に、自分でもよく分からぬ居心地の悪さを感じて彼は魔法書を閉じた。場所を移動しようと立ち上がりかけた時、妙に明るい女の声がかけられる。

「じゃ、私が切ってあげようか」

「……は？」

　腰を浮かしかけたままニケは雫を見下ろす。大きな黒い瞳は稚気に富んで、薄気味悪いくらいに彼の意識を惹ひいたのだ。







　花束をその場に置いて城内に駆け戻った雫は、ユーラを見つけると髪切り鋏ばさみを借りることに成功した。ユーラは怪訝そうに彼女に問う。

「自分でお切りになるんですか？　私がやりましょうか」

「違う違う。人の髪を一度切ってみたかったんですよ。トリマーみたいに」

「何ですか、それ」

　一抹の怪しさを感じ取ったらしきユーラをおいて、雫は庭へ戻った。逃げ出しているかもと思ったがニケは先程と同じ場所に座っている。男は彼女の持つ鋏を見てあからさまに嫌な顔になった。

「お前、本気か」

「もちろん。向こうむいてよ」

「やったことあるんだろうな？」

「あるある。私、上手いよ？」

　しらじらと噓をつきながら、雫は男の灰色の髪に軽く櫛くしを通した。もし失敗してもこの男相手ならさして胸も痛まない。上手く行けばいいストレス解消になるかもしれない。雫は切れ味のよさそうな鋏を手に取った。

「で、どうすんの？　かりあげ？」

「殺すぞお前。少し短くなればいいだけだ」

「全体的に縮めればいいのね。了解」

　それくらいなら初めてでも楽勝だ。ニケの髪は現在後ろが肩につくかつかないかくらいになっているので、ここから始めてさっぱりさせればいいだろう。

　雫は鼻歌さえ歌いだしそうな気分で男の髪に鋏を入れ始める。

　ざっくりと、そんな音がいきなりしたことにニケは絶句したが、彼女の自信を買って何も言わなかった。最初だけは。

「…………」

　断続的に鋏の音が聞こえる。

　ざく、という音がして、ばさばさと髪が落ちる。その後に続いた沈黙にニケは周囲を見下ろした。

　──少しおかしなくらいの量の髪が落ちているのは気のせいだろうか。気のせいと思いたい。

　だが首の後ろが妙に涼しいのは事実で、鏡もないニケはついに口を開いた。

「おい」

「何」

「どうなってるんだ」

「え、何が？」

　何が、はないと思うのだが、また鋏が入る感触がしたのでニケは動くのをやめた。頭上から雫の「うーん」という思案の声が聞こえる。

「あんたってさ、レウティシアさん見たことある？」

「ファルサス王妹か？　もちろんある」

「美人だよね」

「お前とはえらい違いだな」

「エリク……私の保護者だった人が言うには、レウティシアさんの顔って左右対称なんだって。実はそういう人って結構珍しいらしいんだよ」

　自分の容姿に関する嫌味は見事に流した彼女だが、何を言いたいのかは見えてこない。

「それがどうした」

「いや、左右対称って難しいもんなんだなぁと」

「……殺すぞ？」

「ちょっと待って。左を右に合わせてみるから」

「ちょっと待てって、お前」

　───それをやっていっては非常に不味まずい気がする。

　ニケは激しい危機感に襲われたが、雫の声がやたらと真剣なことと後ろで鋏の音がするせいで身動きできない。「あ、切りすぎた」「今度は右」など不吉な言葉が次々降ってきて、ニケは耳を押さえたくなった。今更ながら何故彼女に髪を切らせてしまったのか、激しく後悔する。

　そうして彼が解放されたのは……もう取り返しがつかない状態になってからのことだった。




「あっはははははっはははははっははっ！」
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　鋏を置いて正面に回った雫がまずしたのは、腹を抱えて大笑することだった。

　ニケは震える拳を握る。だが一応自制心が働いたのか、彼はそれを雫に振るうことはしなかった。代わりに笑いすぎて涙を浮かべている女に、今にも射殺しそうな視線を向ける。

「上手いと言っていたよな!?」

「ごめん、噓だった。初めて」

「もう死ね、お前」

「待って待って……そんなに変じゃないって。若くなっただけ」

　雫は片手で腹を押さえながら手鏡を差し出した。ひったくるようにそれを奪い取ったニケは、鏡の中の自分を見て言葉を失くす。

　少し短くしてくれ、と言っただけなのに彼の灰色の髪は元の半分近くの長さになっていた。それはもう二十歳前の少年と見間違うほどに。髪型だけ見ればすっきり爽やかと言えなくもないが、何よりも彼自身の表情がそれを裏切っている。

　額に浮かぶ青筋を確認する彼に、ようやく笑いが止まった雫はにっこりと作った笑顔を見せた。

「ごめんね？　童顔」

「お前……」

「で、本当は何歳？」

「二十一だぞ？　何だこれは。仕返しか？」

「あ、二十一なら別にいいじゃん。若い若い。許容範囲だよ」

「こんな頭で人前に出られるか！」

「慣れるよ。へーきへーき」

　怒鳴りつけられた雫はまったく悪びれる様子がない。むしろ堂々とした態度で頷いてくる。

「いやもうこれで痛み分けってことでいいんじゃない？　あんたにはちまちま嫌がらせされたし」

「割に合うか！」

「あ、じゃあこの花束つけるよ」

　投げられた白い花束をニケは啞然としながらつい受け取ってしまう。まったく他意のない様子で渡してきたということは、おそらく彼女は「花雨の日」の意味を知らないのだろう。

　──この日に白い花束を異性に贈るということは求愛を意味しているのだということを。

「……お前、これ誰にもらった」

「え？　ウィレットにもらったよ。綺麗でしょ」

「そうか」

　何となく安心してしまったのは何故なのか。ニケは突き詰めて考えたくなくて、魔法書を拾い上げると花束と一緒に小脇に抱えた。せめて誰かに見られる前に部屋に帰ろうと踵を返す。だがその背に、ぞっとするほど穏やかな女の声がかけられた。

「あんたさ、試験の時リオを庇ってくれたでしょ」

「──何のことだ？」

「違うなら別にいいけど。ありがと」

　振り返ると雫は背中越しに手を振りながら既に庭の向こうへと歩き出している。

　小さな背にはこの時、孤高が負われているように、彼には見えた。




　もっと愛らしく笑う女だったのだ。隣にいる男の存在に安心しきって、会話の一つ一つを楽しむかのように。だが今の彼女にその名残はない。周囲の急激な変化が、そして常に緊張を強いる環境が彼女を変えた。

　そしてその原因の一端はニケにあるのだろう。彼がオルティアに彼女のことを「ファルサス王のお気に入り」として教えたのだから。

　子供と共に暮らした一月と更にその子を奪われてからの一か月間、ニケは彼女がどれほど足搔いて苦労して悩みぬいたのか、変わらざるを得なかった実情をよく知っている。

　それでも──彼女が来たことで忌まわしい実験は終わり、誰かは救われたのだ。

「俺は謝らないからな……童顔女」

　男は短くされた髪に手を差し入れると、溜息をついて城の自室へと戻っていく。

　誰もいなくなった庭を遠く四階の窓から見下ろしていた王は、頰杖をつきながら嘯うそぶいた。

「可愛らしい娘じゃないか。オルティアの支えとなればよいが」

　ベエルハースはしばらくそのまま窓枠によりかかっていたが、やがて飽いたのか体を起こすと部屋の中に消えた。





※






　──今はもう、遠い昔の話だ。

　その部屋は、敵が占拠していた建物の最奥にあった。

　とても小さな、窓もなく明かりもない真っ暗な部屋。開けて一番に漂ってきたのは黴かび臭くささだった。

　彼女は、光が差しこんだことが分かっただろうに何も言わなかった。泣き声もしなかったので部屋を間違えたのかと思ったくらいだ。だが、明るさに目が慣れてきたのであろう。彼女の姿を見つけて跪いた男に、幼い少女はようやく乾いた声をかける。

「わたしを殺しにきたの？」

　予想外すぎる言葉。思わず詰まった彼がそれを否定するより早く、だが彼女は嗤わらい出す。

　暗く限られた部屋に哄こう笑しょうは軽く響いた。彼女は小さな手で口元を押さえ笑い続ける。

　その傾いた音の中に浸されながら彼は、自分は本当には間に合わなかったのではないかと、硬い絶望を抱いて凍りついたのだ。





※






　セイレネの足取りは非常にゆっくりしたものだ。目の前の段差にファニートは何も言わず手を差し伸べた。彼女は微笑みながらその手を取る。

　人目に触れない小さな中庭には、色とりどりの花が咲き誇っている。その中を散歩するセイレネは、風になびく髪を手で押さえながら深呼吸した。

「ありがとう。気が晴れるわ」

「これくらいいつでもお申しつけください」

　ファニートが答えると女は穏やかな笑みを浮かべる。

　そうしているとまるで夫婦のようだと、雫は彼らの後方から感想を抱く。ファニートの仏頂面もいつもよりは柔らかいものに思える。ごく自然にセイレネを気遣う様は壊れ物を扱うように丁寧だ。

　──オルティアの側近として挙げられるのはニケとファニートの二人だが、姫はどちらかというとニケの方を重用している。ニケは腕の立つ魔法士らしく転移もできるため、他国の様子を探るにも使いやすいのだろう。

　一方ファニートは彼女とは古くからの付き合いらしいが、剣士であり性格もいささか融通がきかないとあって、オルティアには煙たがられることもあるようだ。姫がとんでもないことを言い出した時にまず止めるのはファニートで、ニケの方は即答で受諾するのだという。

　特にファニートはセイレネとその腹の子に関しては非常に気を配っており、退屈で待ちきれないらしき姫を再三諌いさめていた。

「ひょっとしてファニートってセイレネさんが好きなのかな」

　雫がぽつりと呟いたのは、風向きが変わると同時に彼が無言で立ち位置を入れ替え、セイレネに直接風が当たらないように遮ったからだ。彼はファルサスに雫を迎えに来た時も「もうすぐ産まれる赤ん坊を助けてやって欲しい」と切り出してきた。それは彼女と腹の子に個人的な思い入れがあるからではないのか。

　──だが全てはあくまで、憶測の域を出ない妄想だ。

　雫はかぶりを振ると、まもなく部屋に戻るセイレネのために、お湯を取りにその場を離れた。建物へと入る前に何気なく二人を振り返ると、彼らは並んで花の中を散策している。

　その姿はやはりお似合いのように見えて、雫は不思議な感慨を抱いた。







「──生得単語がなくて、どうやって言葉を教えられるのだ」

「繰り返し実物と単語を照らし合わせるんですよ。それに人には身振り手振りがありますから、そうやって指し示すこともできます。これらも言語の一種です」

　異世界人だと明らかにした雫だが、オルティアは半信半疑というか七割は疑っているらしい。だがそれでも三割を否定しきれないのは、雫が持っていた本の一冊を見せたせいだ。

　印刷物にもかかわらず大陸のどの文字でもない本を見て、姫はさすがに表情を変えた。「こんなもの作ろうと思えば作れる」と本を突き返してきたが、それで彼女の常識が揺らいだことは確かだ。

　おまけに、雫のやり方を聞いた何人かが子供の教育を試みたが、彼らはそれなりに成果を上げながらも雫自身の功績には及ばないらしい。そのこともまたオルティアが迷う一因になっている。

　雫は別にノウハウの出し惜しみをしているつもりはないのだが、大人たちが言葉の教育自体に戸惑っているせいだろう。雫が直接教えるとすぐにのみこんでくれるようなものも、他の人間がやると数時間かかることさえある。雫はそのため、教材作りと子供たちへの直接教育、そして教師志望の大人たちへの講習の三つを並行して行っていた。

　ただそれら仕事の全てに優先することは、オルティアの臣下であるこということだ。雫は姫の命令でセイレネの世話をしつつ、空き時間に言語教育に向きあっている。多忙な毎日ではあるが与えられた権限は雫にとって満足できるものだった。

　ただその分、時折こうしてオルティアからの追及に答える必要がある。

　とは言え、率直に疑問をぶつけてくる姫の相手は、決して煩わしくも不快でもなかった。

「言語の一種というのは分からなくもないが、身振りで伝えられることなど限度があるのではないか？　間違って覚えたらどうなるのだ」

「根気強く訂正するだけです。いずれ分かってくれますよ」

「迂う遠えんに思える」

「そんなの言葉に限った話じゃないじゃないですか。回りくどくても前進はしているんですから大丈夫です」

　もしオルティアがエリクほど学者肌の人間だったら「生得言語がない世界の人間」というだけで雫が何故大陸言語を話せているのかを疑問視しただろう。

　だがオルティアは鋭い人間ではあるが、雫の申告を額面通りに受け取っただけだった。元の世界のことも「この大陸と大差がない」と言った噓を信じているようなので、意外とオルティアはあまりにも常識を逸脱した事態に対し、そこから前提条件を疑ってみる思考が苦手なのかもしれない。

　もっとも異世界の様相についてはともかく「言葉が通じない」という概念自体がないこの世界の人間に、雫のおかしさを見抜けという方が難しいのかもしれないが。

　雫は一度ファニートに、エリクと話していた生得言語についてどこまで聞いていたのか、どう思っているのか聞いてみたかったが、気軽に口にできる話題でないため機会を見つけられずにいた。

　外部者の呪具かもしれない赤い本に関しては、ファニートも手を尽くして探してくれているものの、本は持ち主の女ごと行方知れずなのだという。どうやらファルサスの調査隊もその女を捕捉できていないらしいと聞いて、雫は思わず天を仰いだ。

　オルティアの会話相手を務めながらそんな物思いに耽ふけっていた雫は、沈黙に気づいて視線を動かす。オルティアはそれ以上質問を思いつかないのか、雫の顔を射竦めるように睨んでいた。

「お前がこの世界に来たことが病の発生原因ではないのか？」

「私が来る少し前から発生していたみたいですよ。第一私にそういう変な力はありませんし。お調べになったでしょう？」

　雫はキスクに仕えだしてからすぐ一通りの身体検査をされている。それは本来仕官試験の一部であるらしいが、雫は異世界人だという自己申告もあって通常より徹底的に行われたのだ。

　──だが出された結論はファルサスの時と同じく「普通の人間」というものだ。

　その際、報告書を受け取ったオルティアは、目の前にいた雫に「血を見せてみよ」と命じたが、雫が掌を切り裂いて赤い血を見せても、軽く眉を顰めただけで何も言わなかった。

　雫自身は、肉体が普通であれば姫は興味を失うかもと恐れていたのだが、その後も生かされ、臣下として遇されているのだから、オルティアも結論を出しかねているのだろう。こうして時折思い出したかのように質問をしてくること自体、その表れとも思える。

「お前を殺したら発症が抑えられる、ということはあるか？」

「分かりません。多分関係ないとは思いますけど。私がこの世界に来た時、タリスのスイト砂漠に出ましたが、病はもっと西から広がっていったのでしょう？」

「そうらしいな」

　オルティアは顎に指をかけて考えこむ。

　──これがもしラルスであったら、彼は雫を殺すことを躊躇わなかったかもしれない。

　だがオルティアはこれから生まれる子供を十全に育てたいと思っているのだ。

　オルティアにとって雫を殺すことは、割に合わない賭けだ。その賭けに踏みきる時が来るとしたら、それは雫がいなくても大丈夫と確信できた時のことだろう。雫の方は、そうなる前にはこの城を逃げ出そうと思っているのだが。

「あの男は、お前をどう使った？」

　オルティアが名を出さず「あの男」と言うのはラルスのことだ。雫は目を閉じて苦笑した。

「殺そうとしましたよ。妹姫に怒られていましたが」

　オルティアの鼻で笑う音が聞こえる。それがいかなる感情のもたらしたものか雫は分からない。

　ただ雫にとってラルスとオルティアの二人は、王族として理解できない歪みを持っているという点で、ほとんど変わりのない存在に思えていた。







　雫が退出すると、オルティアは代わってニケを呼び出した。彼女は一通りの報告を聞くと、呆れの表情を隠さず言い捨てる。

「やはりファルサス国王の暗殺は無理か」

「申し訳ないことで御座います」

「愚図め。いつまで経ってもお前はよい知らせを持って来ぬ。だが……まぁいい。兄上がどうしてもと仰おっしゃっていただけであるからな。成功したら成功したでつまらぬことには変わりない」

　オルティアは薄紅に塗られた爪を弾く。小さい音が妙に耳障りに二人の耳を打った。オルティアはその爪をニケに向ける。

「ロスタ地方はどうなっている？」

「相も変わらずです。小競り合いは絶えず起こっておりますが、今は領主のティゴールが何とか抑えております」

「ティゴールを城に召喚せよ。ロスタは息子に治めさせる」

　その命令にニケは「かしこまりました」とだけ答える。オルティアの狙いはロスタと聞いただけで分かるのだ。ここでそれを詳しく聞こうとしたり、「どういう理由で召喚するか」などと伺いを立てては叱責を受ける。

　ニケはさっそく命令を遂行しに姫の私室を辞した。

　彼は長い廊下を歩きながら乾いた笑いを洩らす。

「これで戦争か。均衡を崩すのは一瞬だな」

　だがオルティアにとってはその変化も玩具にしかすぎない。束つかの間まの退屈を癒いやす一手。

　それが分かっていながら彼女の手足となり続ける魔法士は、陰惨な笑みを押し殺す。薄暗い城の廊下にはそこかしこに、自分と似た人生を送った者たちの怨えん嗟さがこびりついているような気がした。





※






「二度失敗したらやめればいいのに」

　あっけらかんとした兄王の感想にレウティシアは肩を竦める。

　その意見にはまったく同感だが、自分への暗殺をそこまで軽く考えているのもどうかと思う。

　そもそも王族には絶えず危険がつきまとうものだが、最近は禁呪を伴った霊れい廟びょう破やぶりの後にも数度凶刃が迫ったのだ。さすがにもう少し危機感を持って欲しいが、言っても無駄だと分かるから言わない。それこそ二度言ったら分かるくらいになって欲しいと彼女は思っていた。

「兄上は後継者がいらっしゃらないから狙いやすいと思われるのですよ。ただでさえ直系はもう私たちしかいないということになっているのですから」

「後継者を作ったとしても子供を守る方が大変じゃないか？　すぐ死にそうな生き物だし」

「だからと言って必要であるのは確かです」

　正論を返され、ラルスは視線を逸らし天井を眺める。

　妹のこの手の説教は極端に長いか、すぐ終わるかに二極化されているが、今回はどちらなのか判断がつかない。前者であったら嫌だな、と思いつつラルスは待ってみたが、幸い彼女の苦言はそれ以上続かないようだ。王は視線を戻す。

「で、誰の仕業だと思う？」

「さぁ。巧みに仲介者を使っていますからね。ただ知識や行動範囲から言って魔法士である可能性が非常に高いです」

「じゃあガンドナかキスクか」

「何故そう思われるのです？　勘ですか？」

「ファルサス以外でそれなりの腕の魔法士を擁しているのはその二つだからな。他にもメディアルがあるが、あの国は俺を殺しても利益が少ない。遠いからな」

「勘ですね。つまり」

「そう。あてずっぽ」

　ラルスは次の瞬間、飛来した木彫りの猫を片手で受け止めた。正確な狙いで置物を投げつけてきた王妹は白けた目でそれを見やる。

「私の前では構いませんが、そのようなことを他言なさらないでください。問題になります」

「分かった分かった。それにしてももう少し摑みやすい尻尾を出してくれればいいんだがな」

「次は捕らえます」

　レウティシアは花弁のような唇を酷薄に曲げた。そこに垣かい間ま見みえた怒りに王は目を細める。

「勝てるのか？」

「もちろん。誰であろうとこの手で千々に引き裂いてやりましょう」

　大陸屈指の魔法士である妹の、その宣言にラルスは苦笑して頷く。

　水面下でゆっくりと蠢く淀みはいつのまにか、その頭を歴史の表面にもたげ始めていた。





※






　キスクの城は建物自体が迷路の壁のように建ち並び、庭と混じって入り組んでいる。

　何故このような作りなのか雫は悩んだが、どうやら三国の併合による建国時に、元々あった城に対して他の二国からの大掛かりな増築がなされたためらしい。ユーラからそれを聞いた雫は「新しく建てればいいのに」と雑な感想を口にしたが、返ってきたのは「女王陛下がこの城を離れたくないと仰ったんですよ」という苦笑混じりの補足だ。二人の王子と結婚した初代キスク女王──トライフィナは、なかなかうるさい拘こだわりを持っていたようだ。

　雫は数冊の本を抱えて建物の角を曲がる。建物内を通るより、いくつかある中庭を横切った方が図書室へは近いのだ。

　だが二つ目の角を曲がった直後、すぐ後ろで風を切る音と物の割れる音がした。

　振り返ると地面には、粉々になった花瓶らしきものが散らばっている。雫は花も水もない陶器だけの破片を屈かがんで拾い上げた。

「危ないじゃん」

　直撃したら死んでいたかもしれない。雫は自分の運のよさに感謝しながら上階を見上げた。

　開いたままの三階の窓に人影は見えない。しかし、そこにはまだ誰かが隠れている気配がした。

　──これは離れた方がいいかもしれない。

　だがそう思った時、窓の内側から手が伸びてきて──そこにはまた小さな花瓶が握られていた。

　押し殺した笑い声。それを合図として花瓶を摑む手が離された。雫は重い本を手放し後ろに飛とび退のく。落下していく凶器が鼻先を掠めた気がした。

「あ、あぶな！」

　非難混じりの叫びに、けれど謝罪の声はない。わざとやっているのだから当然だ。雫は窓の真下から逃れつつ、落としてしまった本をどう拾おうかと思案した。

　──こうした姿の見えない相手から嫌がらせを受けるのは初めてではない。

　ファニート曰いわく「成果の出ぬまま実験を中断させられた魔法士たちが、貴女を逆恨みしている」ということらしい。それを聞いた雫は思わず「ちっちゃいな！」と叫んでしまったが、もしその感想を聞かれていたなら嫌がらせは激化していただろう。

　試験後のリオを雫に会わせないよう主張したのも、姫ではなく雫に反感を持つ魔法士たちと聞いた時には、怒りよりも呆れが勝ったくらいだ。さすがにここまで直接的な攻撃は初めてだが、部屋に怪しげなものを届けられたり、おかしな風評を広められたりは今までも散々あった。

　ニケなどは「俺もしょっちゅうだぞ。やり返すけどな」と平気な顔をしているのだから、姫付きの人間には当たり前のことなのだろう。……と、思いたい。まさかオルティア直属という理由以外でニケと一くくりにされているのなら激しく心外だ。

「これ破片拾うのも私なのかな。腹立つんだけど」

　雫は用心しながら砕け散った花瓶に向かって歩き出そうとする。けれどその時、背後から雫を留める声がかかった。

「危ないよ。私が拾おう」

　言うと同時に彼女を追い越した男は、地面に屈みこみ散乱した本を集め始める。予想外な助けに雫は呆あっ気けに取とられたが、我に返るとあわてて駆け寄り、残りの本を拾い上げた。

　男は手に取った本をまとめて彼女に返す。

「はい。これでいいかな」

「あ、ありがとうございます」

　正面から見ると、彼は実に身なりがよかった。年は三十代半ば過ぎだろう。穏やかで上品な、おそらく身分のある人間だ。そんな人間が助けてくれたことに、雫は感謝しながらも用心を覚える。エリクの刷りこみのせいか彼女は貴族が苦手なのだ。できれば関わり合いになりたくない。

　男は、本を渡した後も雫がきょろきょろと辺りを見回していることに気づくと首を傾げた。

「どうしたのかな。本が足りないとか」

「あ、いえ、箒ほうきか何かがないかと思って……」

「ああ、片付けるつもりなのか。だけど、これらを割ったのは君ではないのだろう？」

「そうなんですけど、でも」

「放っておきなさい。そのうち清掃の人間が来る」

　妙に力強く断言されてしまった。雫は居心地の悪さに曖昧な表情になる。

　そう言われてもこのままにしておくのは非常に落ち着かないのだがいいのだろうか。

　男は彼女の考えを読み取ったのか、開いたままの窓を見上げて苦笑した。

「自分で何でも片付けることはない。掃除の人間はそれが仕事なのだからね。ここに不審な破片があると分かれば彼らは上に報告する。その後どこの窓で、誰が何を落としたのか調査がされるだろう。もしこれが城の備品であれば怪しい人間には注意もされる。時にはそういった処理が必要なこともあるのだよ。分かるね？」

　この男は、まるで雫が嫌がらせを受けていることを知っているかのようだ。その上で「隠すな」と言っている。雫は犯人とは別に自分も注意をされている気がして、少し考えると頭を下げた。

「……すみませんでした」

「構わないよ。ほら、近道をするくらい急いでいるなら、もう行きなさい」

　図書室の方角を指差す男に、雫は何度か頭を下げながらもその場を後にする。

　嫌がらせなど、騒ぎ立てれば余計相手を喜ばせるだけだと思っていたのだ。だから今まで無視していた。けれどそれは城からすると、あまりいい対応ではなかったのかもしれない。

　大分エスカレートしてきたことだし、次は上に訴えよう、と雫は決心する。

　だが、結局──この日この時を境に、何故か嫌がらせはぴたりと止やんだ。





※






　ユーラを不真面目だと思う人間は、この城に誰一人いない。

　彼女は本来の仕事から偶然気づいたことまで常に忙しく動き回っているのだ。

　だから雫が彼女に出会うのも、大抵彼女が何かの仕事をしている最中ばかりで、この日のように休憩室で会うことは珍しかった。ユーラは雫を見ると挨拶もそこそこに切り出してくる。

「雫さん、あの鋏ってもしかして……」

「ああ、あの時はありがとうございました。助かりました」

「いえ、それはいいのですけど、あの鋏って……」

「ニケの髪を切りました」

「……やっぱり」

　ニケが髪型を変えたという話は、女官の間であっという間に広まったらしい。彼はオルティアの命令で不在が多く、城内にいることの方が珍しいのだが、それでも噂は風の速度を持つようだ。雫は本人が聞けば青筋を立てるだろう評判の数々に、溜りゅう飲いんの下がる思いを堪たん能のうしていた。

「私は似合うと思うんですけど。あれくらい爽やかな方が、陰険が誤魔化されないですか？」

「雫さん……怒られませんでした？」

「本人にはもちろん怒られましたけど。姫は笑ってましたよ」

　一度報告に上がった時、オルティアに『お前がやつの髪を切ったのか？』と聞かれたので『はい』と答えた。その結果雫は、扇で顔を隠して笑い転げる姫という珍しい光景を目の当たりにしたのだ。

　それにしてもニケの髪型については、おおむね女性陣から評判よく聞こえるのだが、ユーラは気に入らなかったのだろうか。険しい顔で雫を見てくる。ニケ本人はどうでもいいが、普段世話になっているユーラには一応謝った方がいいかもしれない。使った鋏も彼女から借りたものだし、雫は頭を下げかけた。だがその前に、ユーラは重い口を開く。

「雫さん、もっと気をつけてください。あの方には何度か酷い目に遭わされたでしょう」

「ひ、酷い目？」

「そうですよ！　魔法士は危ないんですからね！　迂う闊かつに二人きりになったりしちゃ駄目です！」

「多分同僚なんじゃないかなぁと……」

「甘い！」

「ごめんなさい！」

　何だかよく分かっていないながらも謝る雫に、ユーラは畳みかける。

「ファニートさんもそうです。お仕事なら仕方ありませんが、必要以上に気を許しては駄目ですよ。何があるか分かりませんからね。困ったことがあったらいつでも仰ってください。私がその相手をギッタギタに叩きのめしてさしあげますから……いいですね？」

「わ、分かりました」

　雫が姿勢を正して答えると、ユーラは満足げに微笑んで「では失礼します」と休憩室を出て行った。いつもの穏やかな彼女とは違い、まるで嵐のようだ。雫は啞然と呟く。

「ギッタギタにって……どうやるの、ユーラ……」

　ニケもファニートも一応腕利きの人間なのだ。彼ら相手に女官である彼女が何をするのか。雫は肉包丁を片手に微笑むユーラを思い浮かべると、ぞっと首を竦めてその想像を打ち消した。







「──おい、童顔娘」

　廊下でそんな風に呼び止められたのは、姫の部屋近くでだ。雫は相手の魔法士をまじまじ見やる。

「ギッタギタ……」

「なんだ、どうした？」

「いえ、なんでもないです。って、これ何？」

　雫は差し出された書類を見ると、ニケに聞き返す。彼はあからさまに嫌な顔をした。

「見て分からんのか。お前、子供の実験の時にアイテア信徒の主張を知りたがっていただろう。その男が提出した論文だ」

「あー！　こんなのあったんだ」

「姫への第一嘆願に混ざっていたらしい。書類を整理していたら出てきた」

　すっかり忘れていたが、リオの試験勉強をしていた当時、「昔は生得単語が固定されていなかった」という仮説が気になったのだ。

「ありがとう。けど、これ難しそうなんですけど」

「は？　分かるだろ。小娘とは言え教育者だろうが？」

「ほ、ほとんど分からなそう……。あんた分かる？」

　正確には「分からない」のではなく「読めない」のだが、雫の出自を知らないニケに余計なことは言えない。彼がざっと読んだというのなら要点を教えてくれないだろうか。

　雫がどう頼もうか悩みながらニケを見上げると、彼は苦々しげな目で彼女を睨んでいた。

「本当にお前は頭の中身がお粗末だな。後で帰ってきたら説明してやるから、それまで分かるところにだけ目を通しておけ」

「え、どっか出かけるの？」

「少し城を空ける」

　彼がいなくなるのはいつものことだ。雫はそれ以上聞かずに頷く。どうせろくでもないことなのだろうが、ニケに言ってもどうしようもないし、主人である姫を問い詰めたとしても雫には教えてはくれないだろう。

「あんた、面倒な仕事ばっかり受けてるよね。リースヒェンさんの時も──」

　言いかけた雫は、だがぺしりと額を叩かれる。

「その名を口にするな。俺は、アンネリ王女を見つけられなかったことになってる」

「あ……」

　つまりニケは、独断でリースヒェンを見逃して姫には報告しなかったのだ。それはおそらく、彼が幽閉された少女の境遇に同情したからだろう。雫は複雑な思いをのみくだす。

「それ姫にめちゃくちゃ怒られたよね。……ありがと」

「そうでもない。代わりがいたからな」

「代わり？」

　一瞬、何のことだか分からず雫は聞き返したが、ニケは彼女の反応を見て眉を顰めた。

「何でもない。こっちの話だ。俺はもう行くからな」

「あ、うん。ギッタギタにされないようにね」

「不吉な挨拶をするな」

　言い捨てて彼は去っていく。雫はそれを見送って、自分の仕事に戻った。




　その晩雫は、自室でもらった論文と辞書を照らし合わせた。

　だが膨大な量の論述から分かる単語を抜き出しても、その内容が理解できるわけではない。雫は頭から読むことを諦めると、中から太字で書かれた幾つかの単語を拾い出した。

「神……ルーディア、神しん妃ひ、言葉、本、記録、移民、天賦、神秘、大陸、訛なまり、理解……」

　まるでパズルのような言葉は一向に結びつかない。

　雫はその後真夜中まで辞書を片手に悩んでいたが、結局は諦めて床に入った。





※






　夢の中で雫は、久しぶりに三冊の本の前に立つ。

　手に取った紺色の本に記されていたのは、キスク建国に関わったある女の話だ。

　噓と自己犠牲に彩られた女王の生涯は、複雑な構造になった城よりも、もっと絡み合った複数人の情念に束縛されていた。二人の夫を持ち、新たな王族を生み落としたトライフィナ。

　だがその秘された人生はひどく孤独で、まるでどこにも行きつけない迷路のようだった。





※






　キスク国内でもロスタ地方と言えば、争いの絶えぬ問題の地域で有名だ。

　問題の端緒となったのは六十年前、当時の隣国であった小国カソラが、廃王ディスラル率いるファルサスに攻め落とされたことにある。

　当時のキスク国王は、カソラから逃げ延びた難民を厚遇し、ロスタ地方へと住まわせた。それはカソラの領地を手中にする大義名分を得るための一手だったが、結局カソラは一年も経たぬうちに代替わりしたファルサスの手によって復興援助の手を入れられてしまったのだ。

　介入するきっかけを失い当初の目もく論ろ見みが外れたキスクは、難民たちを持て余し帰国を勧めたが、戦火の中を隣国まで辿りついた彼らはそれを拒否した。

　話が違う、と怒ったのは元々ロスタ地方に住んでいた領民だ。彼らはおおっぴらにではないが、「近い将来カソラを属領とし、そこでの特権を優先的にロスタ領に与える」と国から約束されていたのだ。しかし特権どころか元の土地さえ難民に分けなければならないとあって、彼らの怒りは国へと向かった。

　だが直訴を受けた王は、それを無視した。難民を追放すればファルサスから干渉が起こる可能性もある。代わりに王は国境近くに旧カソラ民のための街を作り、彼らを半ば隔離することにした。そこには「国境間近に住まわせれば、いずれ本来の土地へと帰ってくれるだろう」という打算もあったのかもしれない。けれど彼らは六十年経った今も帰国することはなく、ファルサスの属領となった祖国相手に密接な交易を行っている。

　そしてそんな彼らをロスタ領民がよく思っていないこともまた、年月に磨耗しない事実であった。




「──ティゴールは後継者に恵まれなかったな」

　ニケは情報屋から買い取った複数の情報と、自身の調査をつき合わせて笑う。

　ロスタ領主のティゴールは、ここ二十数年間巧みな手腕を以て対立する領民を抑えていたのだ。

　だがそんな彼が突如城に召喚されてから一週間、残されたロスタ領は早くも混乱しているようだ。

　領主代理となっているティゴールの息子は、自領地が火種を抱えているという自覚がないのだろう。煩うるさい父親がいなくなったことに喜び、領民の苦情も聞かずただ羽を伸ばすだけだ。おかげで既にいくつも問題が上がり始めている。ニケは嘲笑を顕あらわにした。

「だが無能でなければ困る。火種から立ち上る炎こそが姫のお望みなのだから」

　ニケは情報を取捨選択すると、更なる対立を煽あおるためにそれらを操作し始める。

　ロスタ地方での領民の対立が、ファルサス属領に住む旧カソラ人とキスク人の争いにまで発展するのは、そう遠くない未来のこととなりつつあった。





※






　雫がその男に呼び止められたのは、少し眠るというセイレネの部屋から辞した帰りのことだ。

　遠くから「そこの娘！」と大声で叫ばれた雫は、目を丸くして男を見やる。

　年齢は雫の父親くらいだろう。茶色の髪に白髪が混じり始めた男は、見るからに貴族と分かる豪ごう奢しゃな服装をしていた。だが彼は、その服装に似合わぬあわてぶりで雫の前まで走ってくると、おもむろに彼女の両肩を摑む。

「お前が殿下の側近だというのは本当か！」

「側近かは分かりませんが、オルティア様にお仕えしております」

「ならば姫にお目通り願いたい！　ティゴールと言えば分かる。早急に話を通してくれ！」

　と言われても、そんな権限は雫にない。オルティアはどうやら兄王より政務に長たけているらしく、国政のほとんどは彼女の手が入っているそうだが、彼女自身は私室から滅多に出てこない。日に何度か文官が書類を持って姫を訪ねるだけで、それらは全て雫の関与しないところで行われていた。

「私が言っても無理だと思いますが」

「それでもお前は姫に直接口添えができるのだろう？　文官たちは取り次ぐと言って取り次いでくれぬのだ。頼む！　我が領民の命がかかっている！　下手をすれば戦が起きてしまうのだ。ティゴールがお会いしたがっていると、姫に伝えてくれないか？」

　がっしりと摑まれた肩と、訴えかけられる内容の重さに雫は言葉を失くす。一体何だというのか。困惑しながらも結局彼女は「申し伝えるだけでいいなら」と前置いて、男の頼みを引き受けた。







「と、いうわけでティゴールさんって方がお会いしたがっています」

「会わぬ」

　即答に雫は「やっぱり」と言いたくなったが、オルティアの表情にふとひっかかって眉を寄せた。

　普段姫は、都合の悪いことを苦そうな表情を浮かべて拒否するのだが、今日は違う。まるで嘲笑うかのように口の端を上げて答えたのだ。

　──また何か意地の悪いことをしているのかもしれない。

　雫は必死なティゴールの目を思い返しながら苦言を呈す。

「少しだけでもお会いになったらいかがですか。領民の命がかかっているらしいですよ」

「会わぬ、と言ったのが聞こえなかったのか？」

「聞こえました。でも戦争になったら困るじゃないですか」

　それを聞いてオルティアはふっと笑った。

　美しいその笑みは確信的なものだ。雫は軽く目を瞠る。

「……もしかして、わざとですか？」

「何がだ？」

「戦争になるかもしれないことを、知っていてティゴールさんに会わないんですか？」

　何故そう思ったのか、自分でも分からない。だが推論を飛ばして雫は確信した。

　──知っていて、オルティアは会わないのだ。文官たちも「命がかかっている」とまで言われてティゴールを無視するはずはない。彼の嘆願は姫に届いていたのだ。

「何とかできないんですか？　戦争なんて防ぐに越したことないでしょう」

「お前の世界には戦がなかったのか？」

「ありましたよ。私は経験ありませんけど」

「ならば楽しめばいい。人の知らぬ一面が見られる」

「は？」

　呆気にとられる雫に、オルティアはからからと笑う。

　妖艶なその声は転がるように響いた。雫は我に返ると声を一段低くする。

「人が徒に死ぬことが楽しいですか？　趣味が悪いですね」

「争いは避けられぬものだ。小さな戦で全てが解決することもある」

「ならそうティゴールさんに仰ったらどうです。大きな利益のためにあなたの領民を犠牲にすると」

　言い終わると同時に、雫は赤い飛沫を感じて目を瞑つぶった。

　冷たいものが頰を滑り落ちていく。手で顔を拭うと、甘い酒の香りが鼻び腔こうを侵した。雫は自分に向けて酒しゅ盃はいの中身をぶちまけた主君を見据える。

「お酒がもったいないです。こういうことをなさる前に言葉で反論なさってください」

「増長するなよ、小娘」

「弁えております。ただ忠言も臣下の役目でしょう。気に入らないのなら聞き入れなければいい」

　雫は、自分が不機嫌だという自覚があったが、すぐには感情を抑えることができなかった。同様に不快げなオルティアの怒気を正面から受ける。

　──支配者の考えや苦労など分からない。戦争が不可避なこともあるだろう。

　だが虚勢でも偽詐でもなく、真実それを楽しむというのならその人間の精神は劣悪だ。

　雫は憤然とオルティアを見下ろす。

「大局のためというなら、せめて領主の方にはそう説明なさったらいいでしょう。黙って国民を犠牲にするなんて不信を招きます。そんなことを続けては、やがて足場となる信頼も崩れ落ちますよ」

　その諫かん言げんは年長者がする説教のように堅苦しく、学生がぶつける不満のように理想に寄っていた。

　オルティアは口元を皮肉な形に曲げる。棘のある声が紅い唇から這い出した。

「説明しても理解されぬ。どうせお前のように煩く喚わめきたてるのが落ちだ。それに、お前は誤解しているようだがな？　民と王家とは別に信頼関係にあるわけではない。互いに都合がいいから寄生しあっているだけだ」

「寄生って。それは言い過ぎでしょう。何かあった時に、国を頼りにしたいと思うのは当然です」

　オルティアは普段からきつい物言いをするが、それにしても悪意に満ちた言い方だ。雫のたしなめるような言葉に、オルティアは眉を吊り上げる。

「国を頼りにだと？　民はな、守られる者のような顔をしながら、自らの利益のために国を裏切るのだ。自分たちは弱いのだからと声高に叫んで、こちらの犠牲を当然と思っている。そんな人間との間に、一体どんな関係が築けるというのだ？」

　いつになく感情的な主人の声音に、雫は眉を寄せた。

「それは一部の人間の話でしょう。皆がそうではないはずです」

「笑わせるな。お前が言っている皆とは誰だ。この国の人間のことをどこまで知っている？」

「どこまで……って」

　オルティアの琥珀色の瞳に気づいた雫は啞然とする。

　いつの間にかそこにあるものは……傷つけられた者の憤りだ。

　激昂の半歩手前、主人の美しい顔が痛々しくも見えることに、雫は虚をつかれた。

「多数の中に埋没した人間ほど、己の行いに無自覚だ。どんな行為だろうが、『皆のため』と言えば通ると思っている。それでいて胸を痛めるふりだけは上等だ。無知で善良な顔をして──」

　声を荒げかけていたオルティアは、そこで気づいて言葉を切った。

　たちまちまなざしに理性の光が戻る。オルティアは呆然としている雫を見返すと、すっと表情を消した。扇を手に長椅子から立ち上がる。

「雫、お前がどこまでぬるま湯のような国から来たかは知らぬ。だが、妾に向かって勝手な幻想を振りかざすな。目障りだ」

「姫、待っ──」

　オルティアはさっさと踵を返すと、奥の寝室へと消える。

　音を立てて扉が閉まる。紅色ばかりの調度品の中、そこだけ薄灰に塗られた扉を雫は見つめた。

　断絶は何も贖あがなわない。不理解は埋められ得るものではない。

　それでも最後に見たオルティアの後姿は、毅然とした高慢の中に一抹の悄しょう然ぜんがあった気がして、雫は後味の悪さを嚙み締めたのだ。







　オルティアの部屋を辞した雫は、中庭を通って自室へと向かった。顔から浴びせられた酒の匂いが思ったよりきつくて、中の廊下を歩くことが躊躇われたのだ。

　雫は庭を突っきりながら、酒の染みこんだ髪をほどく。そこに、聞き覚えのある声がかかった。

「派手にやられたね」

　そう言ったのは、先日雫に本を拾ってくれた男だ。雫は軽く肩を落とす。

「いえ。なんかむしろ……今回は私が姫の地雷を踏んだ気がして」

　具体的に何がまずかったのかは自信がないが、オルティアの様子は明らかにいつもと違った。

　過去の傷に触れてしまったような罪悪感。それは「残酷な王族」でしかなかったオルティアの、初めて見る別の顔だ。雫は判然としない己の感情に溜息をのみこむ。

　そんな彼女にベンチに座る男は苦笑した。

「オルティアは気性が荒い。苦労をかけるだろう」

「え……」

　労いたわるような優しい言葉。だが雫は、男が敬称なしで姫を呼んだことの方に戦慄した。

　この城では皆、彼女の名を呼ぶことさえ忌避する。だから多くの者が「姫様」と呼ぶのだが、その彼女を呼び捨てにできる人間といったら一人しか思い浮かばない。

　雫は呆然としながらも、男に向き直った。

「ひょっとして国王陛下……でいらっしゃいますか」

「そうだ。ベエルハースと言う」

　それは紛れもなくこの国の王だ。オルティアより十六歳年上の、腹違いの兄。

　雫はキスクに仕える一人として、あわてて草の上に跪いた。

「申し訳御座いません。今までご無礼を……」

「構わない。私の顔を皆が知っているわけではないからね。それにできれば君とは並んで話がしてみたかった。オルティアの兄としてね」

　目を丸くした彼女に、穏やかな表情で王は笑いかける。彼はベンチの隣を示した。

「とりあえずここに座るといい」

「か、かしこまりました……」

　雫は恐縮しながら間を空けてベンチの隣に座る。酒の匂いが広がらないよう、髪を一つにきつく縛り直した。ベエルハースはのんびりと話し続ける。
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「オルティアに同い年の娘が仕えるようになったと聞いてね。どのような娘なのか気になっていた。あの妹に食ってかかれるような人間はもう最近はいないからね」

「……恐縮です」

「どうだい妹は？　理解しがたいだろう。もう愛想をつかしたか？」

　肉親の口から出たその言葉に、雫は一瞬嫌な気分になった。だがすぐにかぶりを振る。

「いえ。私は若輩ですし。姫には姫のご意見がおありでしょう。立場が違います」

　オルティアが決断を下しているのは、雫には分からない領域のことだ。ろくな知識も手腕もない異邦人の雫と王族の姫に、意見の相違が出ることは当然だろう。

　雫の言うことは一種の理想だ。どこの世界でもいつの時代でも、そうあればいいというだけの理想。それがこの国この時代には適していないとしても、世界さえ違う以上当たり前だ。

　だが分かっていても、言わずにはいられなかった。それは自分で言ったように若輩のせいもあるだろうし、単に性格のせいかもしれない。

　──それともオルティアの瞳が、どこかで雫に反抗を求めているような気がしたからだろうか。

　オルティア直属の部下のうち、ニケはどんな命令でも即答して受ける。ファニートは苦言を呈することがあっても、姫が重ねて命じれば渋々承諾するのだ。その点、雫は「聞けないものは聞けない」と突っぱねる。オルティアに従わないことがあるのは雫だけだ。

　姫はそれを楽しむこともあれば、苛立たしげに反論をねじ伏せてくることもある。

　だがさっきのオルティアはそのどれとも違う。欠落を抱えたような、倦うんだ傷を隠しているようなまなざしをしていた。まるで幼児が膝を抱えて蹲っているようにも思えたのだ。

　雫は、オルティアのそんな心を読み取りたいと思っている自分に気づいて我に返る。

　姫に言えば「とんだ増長だ」と笑われるだろう。それでも喉に刺さった小骨に似て、痛みを堪えるオルティアの顔が脳裏で疼うずくのだ。

「……姫」

　──やはりもう少し食い下がって話をすればよかっただろうか。

　余計に言い合いになってしまったかもしれないが、もう少しオルティアの何かに触れられたかもしれない。

　雫がつい自分の考えに気を取られていると、ベエルハースは苦笑する。

「それで？　今度は何で意見が割れたんだい？　教えてみなさい」

「あ……はい」

　王にそう命じられたら、否とは言えない。雫は言葉を選びながらもティゴールの一件について説明した。兄王は一通りを聞いた後、溜息まじりの言葉を吐く。

「オルティアは、自分がされてもいいことは相手にしてもいいと思っているんだ。裏切られてもいいと思っているから裏切る。度し難いことだけどね」

「……でも、相手もそう思っているとは限りません。第一両者の間に身分差や力量差があるなら、やり返せるかも定かではありません。不公平だと恨む人間もいるでしょう」

「そうだね。何の気構えもなく打ちのめされて、そこから這い上がれる人間は決して多くはない」

　ベエルハースは笑って雫を見つめる。穏健さを思わせる瞳は、オルティアとまったく似ていないようにも見える。王は緑の絹服の上で指を組むと、城の真白い壁を見上げた。

「ロスタの件は……一応私からオルティアに確認してみよう。もっとも私はそれほど才のある王ではないんだ。妹に助けられてばかりだからね。上手くいかないかもしれない」

「充分です。恐れ入ります」

「その代わり君は、これからもオルティアの傍にいてやってほしい」

「私が？」

　呆気に取られて雫が聞き返すとベエルハースは頷いた。遥はるか年上の彼は、何だか兄という言葉がそぐわない。王は小さな子供にするように微笑した。

「傍にいて、あれを支えてやって欲しい。そしてできれば時々私に、オルティアが何をして何を考えているのか教えて欲しい。あれにとって私は頼りない兄だからね。いつもはぐらかされてしまう」

「それくらいでよろしければ……」

「お願いするよ。君はいい子だね」

　ベエルハースは長ちょう衣いを引いて立ち上がった。雫があわてて立ち上がると、王は身を屈めて彼女の顔を覗きこむ。

「どうか裏切らないでやっておくれ。オルティアには君のような友人が必要だ」

　間近で合わされた視線に、瞬間息をのむほど力がこもったのは気のせいではないだろう。

　オルティアが、ラルスやレウティシアが持つような王族の威。それを予想外にぶつけられて雫はたじろいだ。一歩下がりながらも頭を下げる彼女に、王は「ありがとう」と言うと踵を返す。




　王の引ひき摺ずる衣が、植えこみの向こうに見えなくなってからしばらく、ようやく雫は動いた。力の抜ける体をベンチの上に戻すと、大きく息を吐く。

「何ていうか……兄妹きょうだいのどっちかがぶっ飛んでると、どっちかはまともになるのかな」

　不敬極まりない発言を聞きとがめる者はいない。雫はいつの間にか乾いてしまった前髪を引っぱって顔を顰めた。

　小さな中庭を囲う白い石壁は、少しずつ捻ねじれて絡み合いながら、広い城の敷しき地ちを歪な迷路とする。

　その中に閉じこめられた駒の雫は、己の配された位置さえ分からず、ただ壁の届かない空を見上げて嘆息した。
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　大学に進学した時、生まれて初めて家族と離れて不安になったことを覚えている。

　だがその不安も一か月経つ頃には薄らいだ。一人で起きて、家事をし、授業を受けて帰ってくるという生活も、そういうものとして馴染んできたのだ。

　そして、キスクに来てから三か月が経とうとしている今、雫は自分がこの国での暮らしに慣れてきたことを実感していた。

「失礼します」

　挨拶をして、広い室内に入る。

　そこは淡い緑色で統一された一室だ。雫は奥の部屋に踏み入ると、窓の前に椅子を置いて本を読んでいる女に一礼した。持ってきたショールを彼女の大きな腹にかける。女は顔を上げて微笑んだ。

「ありがとう、雫」

「いえ。他に御用はございませんか？」

「ないわ。最近なんだか時間が妙にゆっくり流れている気がするのよ」

　セイレネの表情は漠然とした穏やかさが漂っていた。初めて顔をあわせた時は、自尊心の高さが目立っていた彼女だが、最近は噓のようにそれらがなりを潜めている。漂白されたかのように変化のない時間を過ごす彼女はまるで、羊水の中に眠る赤子と一体化してしまったかのようだ。

　そんな姿は儚はかなく……雫は毎日彼女と顔をあわせているのに、気になることを聞けないままでいた。

　セイレネは半球状に膨らんだ腹部を撫でる。焦点の定まりきらぬ目が窓の外に向かって泳いだ。

「ねえ。この子が産まれたらあなたにお願いしていいかしら」

「乳母も手配しておりますが、私のできることでしたら是非」

「ありがとう。少し……安心したわ」

　彼女は深く息を吐き出すと、沈みこむようにして背もたれによりかかる。

　もうまもなくの出産を前に不安があるのだろう。ファニートと交代した方が落ち着いてくれるかもしれない。雫は黙って一礼すると時計を振り返った。そこにセイレネの声がかかる。

「雫、私がいなくなったら、あの本をどこかに隠して欲しいの」

「いなくなったら、と言われましても……」

　それはいつのことだろうか。産まれた子供がそこそこ大きくなってからのことだとしたら、自分がそれまでこの国にいるかどうか自信がない。けれどセイレネはゆるくかぶりを振った。

「もしもの話よ。題名のない本。あったでしょう？」

　雫は軽く息をのむ。まさにずっと聞きたいと思っていたことも、それに関することなのだ。

　雫は本棚を一いち瞥べつする。紺色の革張りの本は、まだそこに刺さっていた。

　──これはチャンスだろうか。

　雫は少し迷ったが、意を決して口を開く。

「セイレネ様、あなたはアンネリからいらっしゃったんですか？」

　セイレネは、キスク人なら誰でも知っているらしい「花雨の日」を知らなかった。ならば他国から来た人間なのだろう。それに加えてセイレネはリースヒェンの名に反応した。だがリースヒェンはアンネリの王女であっても存在自体秘されていたのだ。ならばセイレネは、リースヒェンに近しい場所にいた人間ではないのか。

　雫の問いに、素性を伏せられた女は軽く目を瞠る。

「面白いことを聞くのね。でも違うわ」

「なら、ロズサークからいらっしゃったんですか？」

「…………」

　リースヒェンが幽閉から出され、束の間人質として暮らしていたのは隣国ロズサークだ。雫はセイレネの本棚にロズサークの歴史書が入っていたことを思い出す。そしてどちらかと言えば、この質問の方が本命だ。ニケはリースヒェンを見逃したが、「代わりがいる」と言っていた。それはおそらく、ロズサーク王の情報を得るための「代わり」だ。

「あなたは、お腹の子供とご自身の保護をキスクに求める代わりに、ロズサークの情報をキスクに提供なさったんじゃないですか？」

　それが、雫の至った推論だ。彼女がキスクにいるのは、何らかの理由で祖国を離れざるをえなかったから、キスクに助けを求めたのではないかと。

　セイレネは雫を見つめる。長い沈黙の後、息をついた。

「そういうあなたは、どこの国から来たの？」

「私は……」

　その質問に答えるなら「どこでもない」だ。言いい淀よどむ雫を、セイレネはじっと眺めた。

　その瞳はどこか不分明で、思考が読めない。セイレネは感情の分からぬ声で続ける。

「お腹の子の保護を求めたなんて、そんないいものではないの。私はロズサークとキスクを秤はかりにかけて、高く買ってくれる方を選んだ。もちろんこの子供込みでね。それだけのことよ」

　セイレネは視線を逸らし、窓の向こうを見る。

　話はもう終わり、ということだろう。だが、大分核心に近い話を教えてもらった気がする。今はこれで充分だ。雫は黙って一礼すると、彼女の前から辞そうとした。その背に、掠れた声が届く。

「でも、それは本当に……私の意志だったのかしら」

「え？」

　それはどういう意味なのか。雫は振り返ったが、セイレネの目は外を見たままだ。白い手が膨らんだ腹を撫でる。

「雫、あの本をファルサスに渡さないでね」

「ファルサスに？　何故ですか？」

　セイレネは答えない。念を押されずとも彼女の私物をファルサスに引き渡すことなどないと思うのだが、何故そんなことを言うのだろう。雫は訝しんで次の言葉を待ったが、セイレネは動く気配がない。最後の言葉も、まるで決められたことを読み上げたように抑揚がなかった。

　雫は怪訝に思いつつ、部屋から退出する。

　セイレネの陣痛が始まったのは、その晩のことだった。







「──大丈夫ですから、息を吸って！」

　寝台の上で苦しむ女に、雫はそう声をかける。

　陣痛が始まってから二日、断続的に続く痛みに、セイレネの体力は限界に近づいていた。

　波が来る度にセイレネは身を捩よじって苦しむ。それは出産を目の当たりにしたことのない雫に異様な迫力を以て映ったが、彼女は逃げ出すことなく寝食を忘れてセイレネに付き添った。痛がる彼女の腰をさすり、励ます言葉をかけながら共にその時を待つ。

　だがそれも三日目の朝、やって来た医者の魔法士が「そろそろ限界だ」と言ったことで終わりを告げた。魔法士はセイレネの体力が限界であることを指摘すると、魔法による施術で赤子を取り出すと主張したのだ。事前にその方法も学んでいた雫は、危険性もあるやり方に反対しかけたが、セイレネが衰弱しきっていることは事実だ。雫が不安を抱きつつも魔法士たちに任せて産室を離れると、控えの間にいたファニートが温かいお茶を出してくれる。

「心配することはない。赤子は大丈夫だ。この隙に貴女も少し休んだ方がいい」

「うん……そうだね。ファニートは？」

「私は残る」

　男の返答はきっぱりと力強いものだった。彼は産室には入れないが、陣痛が始まってから休みなしに隣の部屋に控え続けているのだ。雫は揺るぎない彼の声音に安堵する。

「じゃあ少しだけ寝ていい？　何かあったら起こして」

「分かった」

　雫は欠伸を嚙み殺しながらその場を離れると、城の奥にある自室へと戻った。

　元の世界で八畳くらいのその部屋は、余分な物がないため一見質素にも見えるが、備え付けの調度品自体は質のよいものばかりだ。雫は部屋の浴室で汗を流すと、濡れた髪を布でくるんでベッドの中に入った。蓄積していた疲労のせいか、眠りに落ちるのは一瞬だ。

　深い眠りの中で、雫はいくつもの夢を見た。

　家族の夢、友人の夢、家にいる夢、大学にいる夢、そして──彼と旅をしていた時の夢。

　もはや過ぎ去った時間の記憶は、一つ一つがショーケースに入れられているように、切り出され輝く。その中の雫は、これが夢であることを知っていて……それだけが少し悲しかった。







　疲労しきった雫を眠りから叩き出したのは、体に圧しかかってきた何かの重みだ。

　正確には「圧しかかってきた」というよりは「落下してきた」と言った方が近い。突然の衝撃に、雫は息を詰まらせる。

「ぐ……何なんだよ！」

　部屋の中はいつの間にか暗くなっている。雫は叫びながら寝台の上を見て……啞然とした。

「何してんの。嫌がらせ？」

　掛布の上にうつ伏せになっている男。久しぶりに会う魔法士の登場に、寝起きの雫は思いきり顔を顰めた。まるで夢の続きかと思うくらい非常識だ。本当はまだ夢なのかもしれない。雫は枕元にあった上着を羽は織おりながらぼやけた頭を軽く振る。

「ちょっと、ニケ。何でいきなり部屋の中にいるの。ノック……ってか、ドア叩いてから入ってよ」

　雫は欠伸を嚙み殺しながら、ニケの後頭部を叩いた。だが何の反応も返ってこない。

　思わず眉を顰めかけて、しかしようやく異変に気づく。

　──白い掛布が、男の体の下から徐々に赤く染まっていく。

　意識すれば分かる血臭に雫は一瞬で覚醒した。寝台から自分の足を引き抜くとニケに飛びつく。

「何これ！　ニケ！　馬鹿！」

　返事はない。雫は意識のない男の頭を抱える。

　だがその時、頭上で虫の羽音のような異音が聞こえて雫は顔を上げた。

　薄暗い部屋の中、宙に浮かぶそれは──先端から血を滴らせた、金色の小さな矢だった。





※






　──策は常に、複数必要だ。

　もしオルティアが本気でファルサスを陥れたいのなら、周到な計画を用意しなければならない。

　だが、おそらく彼女の望むものはただの混乱だろう。そうニケは踏んでいた。

　オルティアは、大陸最強の国家と言われるファルサスを、制御しきれぬ混こん沌とんの淵ふちに陥れてやりたいだけだ。結果キスクまでもが巻きこまれ戦乱が吹き荒れても、姫は気にしないに違いない。だから、綿密な計画は必要ないのだ。ただ複数の火種があればよい。

　ニケはそれを実現するためにロスタ地方の対立を影から煽りつつ、ファルサスにも赴いた。城から疎略に扱われた貴族や不満を持つ領主たちを選んで接触し、甘い餌をちらつかせながら巧みに叛はん乱らんの種を蒔まいていったのだ。

　そうして各地を暗躍するニケがレウティシアを見かけたのは偶然ではなかっただろう。

　彼女はロスタ地方で初めての暴動が起きた、その日の晩に現れたのだから。

　領主であるティゴールがいなくなったロスタには、次第に領民の不満が蓄積していった。それはある晩ついに、旧カソラ人の街に対する大規模な略奪という形で爆発したのだ。

　ファルサスからの商人も多く訪れていたカリバラという名の街を、暴徒たちは手に武器をとって襲い、街は一瞬で戦場と化した。襲われたカソラ人も事前に不穏を感じ取っていたらしく、応戦する者と逃げる者とで国境間近の街は渾こん然ぜんとなる。

　だが、悲鳴や怒号が入り混じり血が流れる中に、駆けつけてくる警備兵はほとんどいない。彼らはカソラを嫌う領民たちに買収され、沈黙を決めこんだのだ。燃やされる店々は、街外れの見張り塔からは鮮やかに咲き乱れる花のようにも見える。事態の推移をその場から傍観していたニケは、突然、今にも焼け落ちそうな店の一つが消火されたことに気づいて表情を変えた。

「なんだ？」

　目を凝らすと店の前に一人の女が立っている。

　赤い火に照らされた長い黒髪。彫刻のように整った横顔に、ニケは思わず息を止める。

「ファルサス王妹か！」

　本来このような場所にいるはずのない女。大陸屈指の魔法士。

　彼女が国境付近とはいえ、他国であるこの街にいるということは、何らかの情報を摑んでいたのだろう。レウティシアは辺りの暴徒を無力化しながら消火を続けている。

「まずいな……対策が早すぎる」

　この段階で対立を収められては困る。オルティアは、最終的にはこの混乱をファルサスとの開戦にまで至るよう育てるつもりなのだ。

　だが──逆に考えればこれは好機でもある。

　ここはキスク国内で、ファルサス王妹がここにいることの方がおかしいのだ。ましてや今は暴動の真っ最中、何があってもおかしくないだろう。元々ファルサス直系の兄妹はどちらもが目障りな存在なのだ。あの二人が容易く暗殺できていたなら、このような手段を取らなくてもよかった。

「よし……」

　ニケは短い間に計算を済ますと構成を組み始める。レウティシアの魔法防壁を考慮の上、それを貫通できるだけの威力を一撃に込めた。道に立つ女に向かって狙いを定める。

　この距離では気づかれない。そして、外しもしないだろう。レウティシアは消火に集中しているのか防壁が薄い。ニケは自分の力を知り尽くしていた。その力が、こういった使い道において一番効力を発揮することも。

「ここで退場だ……ファルサスの姫君よ」

　ニケは指を弾く。凝縮し、小さな球と成した力を打ち出した。

　銀の球は緩やかに弧を描きながら彼女の頭へ向かう。狂いのない軌道にニケは成功を確信した。

　闇の中を飛来し、彼女のこめかみを貫くはずの球。

　だがそれは、黒髪に触れる直前で弾け飛んだ。彼女は顔の角度を変え、驚きょう愕がくするニケの方を見る。

　美しい女の視線は、かなりの距離があるにもかかわらず、彼をはっきり捉えているかのようだ。

　容赦のない視線に、ニケの背筋を畏れが走る。

　──嵌められた。

　防壁が薄くなっていたのはわざとだった。「殺せるかもしれない」と思わせるだけの隙を作って、彼女は待ち構えていた。ここ最近幾度となく自分たちを襲った暗殺者の手を。

　今までの暗殺は全てニケ自身の手によるものではなかった。仲介者を置いて雇った暗殺者たちを使っていた。しかしここに来て彼は、絶好の機会を前に目が眩んでしまったのだ。

　ニケの攻撃を打ち落としたレウティシアは口の中で何かを呟く。

「まずい……！」

　正面から戦って勝てる相手ではない。ニケは転移の構成を素早く組む。

　だがその時には既に……レウティシアによって作られた追跡の「矢」は、彼の魔力をしっかり記憶していたのだ。
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　部屋の中央に浮かぶ金の矢は、微かに震えてまるで生物のようだ。

　不意にその先端が、倒れ伏したニケの方へ向く。雫はそれに気づくと咄嗟に男の上に覆いかぶさった。襲ってくるだろう痛みを覚悟して歯を食いしばる。

　けれどその痛みは一向にやってこなかった。代わりに体の下からくぐもった男の声が聞こえる。

「重い……馬鹿女……」

「うるさいよ！　って生きてるの!?」

「勝手に……殺すな……それより聞け……矢は、止まっているだろう……？」

　言われて雫が顔だけ上げてみると、確かに矢は標的を見失ったかのようにくるくると回っていた。

「うん……止まってる。けどどうすればいいの？」

「あれは、俺を追ってくる……。ただ術者から離れて、今、精度が甘い……お前で見えなく……」

「あ、私がくっついてるから分からないのか！」

　魔法でできているらしい矢は、ニケを追尾し攻撃するようプログラムされているのだろう。だが術者から遠くなったせいか機能が弱まっている。雫が彼を庇っていることで、目標を半ば見失い、次の行動を決めかねているのだ。

「でもどうすんの。ずっとこのままとか無理なんだけど」

「五秒、食い止める……その間に、お前が、あれを折れ」

「手で？」

　触ったらいかにも感電しそうだ。雫は自分の両手を見つめる。

　けれど迷っている時間はないだろう。ニケは怪我をしているのだ。彼女は小さく頷いた。

「分かった。行くよ」

　雫は男の体を指で叩いてカウントを取る。そして合図と共に──金色の矢に飛びついた。

　緊張に震える一瞬。

　しかし矢は、恐ろしい速度で彼女の手の中をすり抜け、ニケの背へと向う。

「ちょ……っ！」

　食い止めるんじゃなかったのか！　と心中で叫びながら、雫は寝台の上で身を翻した。突き刺さろうとする矢に向かって手を伸ばす。

　──これは、間に合わないかもしれない。

　形容し難い悪寒が彼女の心臓を摑む。

　それでも雫は硬直することなく踏み出した。矢の軌跡だけを追って身を乗り出す。視界の隅に赤い血の染みが見えた。

　瞬間、彼の死を覚悟する。

　けれど血の滴る鏃やじりは……彼の背に食いこむ直前で静止したのだ。震える矢に、雫の指がかかる。

「痛……っ！」

　焼けつくような激痛が走る。雫は反射的に手を離しそうになった。

　だが彼女は意志で肉体を捻じ伏せると矢を握りこんだ。力を込め、二つに折り曲げる。

　気が遠くなるような痛みに「もう駄目かもしれない」と思った時、魔法の矢は手の中で雪のように溶け去った。痛みの余韻に呆然となった雫は、指に纏わりつく金色の粒子に気づくとそれをあわてて払い落とす。

「うわ、痛かった…………これでいいの？　ニケ」

　返答はない。苦痛の唸り声だけが聞こえてくる。

　その時になってようやく雫は──怪我をしているはずのニケの後頭部を、思い切り踏みつけていることに気づいた。
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　女の形の良いい眉が跳ね上がる。

　そのわずかな変化に気づいて、向かいに座る青年は顔を上げた。視線だけで何があったのか問う。

　レウティシアは彼の視線に気づくと小さく嘆息した。

「壊されたわ。仕留められると思ったのだけれど……。何度も転移してたみたいだから座標が捉えにくいし」

　半ば自省の言葉である苦味の詰まった返答に、青年は慰めも叱しっ咤たもかけない。ただ無言で頷いて天井を見上げる。レウティシアはテーブルに頰杖をついた。

「まぁ誰がやっているのか大体は摑めた、というところかしらね。面白いことも少し分かったわ」

「面白いこと？」

「そう……ヴィヴィアのこととか。これは期待に添えないかもしれないわね」

　曖昧に微笑む女の言葉に彼は答えない。

　ただ苛立たしげな溜息を一つついて、彼は机上の書類を広げ始めた。
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　何度転移しても追ってくる矢。ニケが死を覚悟したのは割合早い段階でのことだ。

　何しろ相手はあのファルサス王族だ。逃げきれるはずがない。防ごうとしても彼の体を掠めていく攻撃は死ぬまで止まることはないだろう。

　仮に遠くまで逃れて威力を弱められたとしても、矢の破壊は一人では無理だ。魔力の追跡に長けた金の矢は、構成を組めばそれに反応して速度を上げる。魔法士を殺すために特化されているのだ。

　だから破壊できる可能性があるとしたら、魔法士以外の仲間に助けを求めることだけだろう。

　だが──一体誰が助けてくれるというのか。

　城に仕える武官や魔法士はオルティアの手足である彼を忌み嫌っている。同じ主人を持つファニートも、オルティアに従順なニケをよく思っていない。

　味方などどこにもいない。孤独に、惨めに殺される。

　それはとうに分かっていたことだ。オルティアに屈服し、尊厳と意志を彼女に譲り渡したあの時から、彼にはまともに死ぬ権利さえなくなったのだから。







　たった四年前のことだ。

　ニケは師である魔法士と共に、オルティアの横暴な処置について直訴に向かった。

　ある魔法士の処刑命令に反対しての直訴。だがそれは、今から思えば大した問題ではなかった、と思う。当の魔法士には確かに非が多かった。姫の性向をよく知った後なら「それは仕方ない」と言いたくなるようなものだったのだ。

　だが当時の彼にその処断は看過できない傲慢に思えた。

　ニケは義憤に駆られて姫の前に立ち──目の前で師の両眼を抉られた。

　何が恐ろしかったかと聞かれたら、全てとしか言いようがない。

「不快になったから目を差し出せ」と言われて躊躇わず跪いた師も、その師を背後から押さえつけたファニートも、そして十五歳の少女が自ら初老の魔法士の両眼に指を突きたてたことも、何もかもが異様すぎて恐ろしかった。暴れることも騒ぐこともなく淡々と「それ」を為していく彼らは、自分とは違う世界の生き物ではないかと思えたほどだ。

　そして、空洞になった眼がん窩かを押さえた師を目の当たりにした時、彼の恐怖は限界点に達した。厳しく正しく実直な魔法士であった師は、「気分はどうだ」と聞くオルティアに血の流れる顔を曝け出すと「ありがとうございます」と笑ったのだ。

　──理解できない。

　その思いがニケを恐れで支配し、その場に釘くぎ付づけた。入室した時には確かにあった憤りだけでなく、常識や意志までもを彼はその数分で粉こな微み塵じんに砕かれたのだ。

　そして歪な圧力にのまれた彼は「次はお前だ」と言われて──自らの意見を翻し、許しを請うた。

　震える両手をついて這いつくばり、床にこすりつけた額の感触を今でもはっきりと覚えている。

　彼の名を呼ぶ師の声と、響き渡るオルティアの嘲笑も。

　それは十七歳の彼が経験した、拭いようのない敗北の記憶だ。あの日から人生が一変した。

　以来四年間、彼は仲間であった魔法士たちに「犬」と侮蔑されながらも、オルティアに反することなく仕えている。従順さの下に畏怖と嫌悪を抱え、両眼を失い城を去った師と予定通り処刑された魔法士に、沈黙を以て背を向けながら。







　いつか来ると思っていた死を目前にしながら、脳裏に思い浮かんだのは一人の女だ。

　彼とは違う、「負けなかった」女。

　彼女ならばあの日あの時、己を曲げないでいられたのだろうか。

　──もっと早く出会いたかったと、少しだけ思ってしまったのが癪だった。







「──あ、生きてる」

　間が抜けて聞こえる声は、彼のすぐ傍からかけられた。ニケは眩まぶしさに腕で目を覆う。

　だが、彼女はそれを許さず男の手をどけると、あろうことか指で瞼を押し上げた。魔法の明かりを近づけながら彼の右目を覗きこむ。

「おーい、生きてるよね？」

「眩しいわ！　何のつもりだ！」

「瞳孔が開いてないかと思って」

「他の確かめ方をしろ！」

　反射的に怒鳴りつけたニケは、体から痛みが消えていることに気づいて起き上がった。見ると服は血みどろのままだが傷は既に塞がっている。魔法着の血が乾いているところからして、それなりに時間が経過しているのだろう。部屋は暗かったが彼女は平気な顔をして起きていた。

「魔法士の人捕まえて治療だけしてもらったよ。あんたの部屋に運ぼうかとも思ったけど面倒だし」

「……お前の部屋か」

「あんたがここに来たんだよ。シーツの血、落とすの大変だったんだからね」

　洗濯籠を足元に置いた雫は、「起きたならそれ脱いで。染み抜きするから」と彼の服を指差す。そう言われても魔法着というのは上下が繫がっているものなのだ。それを知らないのか、彼を男と思っていないのか、世話焼きな女にニケは舌打ちした。

「ここで脱ぐくらいなら自分の部屋に帰る」

「別にいいけど。血はちゃんと落とさないと後で落ちなくなるよ」

「捨てるからいい」

　立ち上がると眩暈めまいが襲ってくる。出血しすぎてしまったのだろう。だが彼は心配げな顔になる雫を追い払うように手を振るとドアに手をかけた。暗い廊下に足を踏み出す。

「平気なの？」

「当然だ。お前も寝とけ」

「眠くないんだけど」

　帰ろうと歩き出した彼に、彼女は魔法の燭しょく台だいを差し出した。

「持ってけば。真夜中だし」

　ニケはその燭台を眺める。

　彼は自分で明かりが灯ともせる。こういったものは魔法の使えない女官のためのものだ。だが。

「……後で返す」

「はいはい。気をつけてね」

「悪かったな」

　雫は目を丸くしたが、ニケはそれ以上構わなかった。今度こそ自室に向かって歩き出す。

　──自分はいつ死んでも仕方ない人間だと思う。それだけのことをしてきた。今もしている。

　だが、そう思いながらも諦めなくてよかったと感じているのは何故なのか。

　考えても答えは出ないだろう。出てもきっと重荷にしかならない。

　ただそれは、今手の中にあるこの明かりが温かいから……そんなささいな理由が全てなのかもしれなかった。
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　ニケが出て行ってしまうと雫は部屋を簡単に片付けた。時計を見ると時刻はまだ夜明け前だ。

　一度セイレネの様子も見に行ったのだが、「まだ施術中だから」と言われ産室には入れてもらえなかった。もう少ししたらまた行ってみようと雫は考えながら、こんな時間に食堂は開いていないのでお茶を淹れてパンを齧かじる。

　子供が産まれる、ということは自分のことではなくとも妙にそわそわして落ち着かないものだ。その子の教育係が自分であると決定しているならなおさらだろう。

　雫は簡素な朝食を済ますと本を開いたが、一向に内容が頭の中に入ってこないので身支度を整え産室へ向かった。

　城の奥にひっそりとあるその部屋。つい二時間ほど前に訪れた時には近くの廊下まで空気がざわめいていたが、今はその廊下もしんと静まり返っている。

　出産は終わったのだろうか。嫌な予感に苛まれて雫の足取りは自然と重くなった。だが、その時背後から男の声がかかる。

「もう起きたのか」

「ファニート。セイレネさんは？　産まれたの？」

「ああ。来るといい。こちらだ」

　長身の男の後ろについて雫は小走りに方向を転換する。案内されたのは今まで使われていなかった王族の部屋の一つだ。白と淡い青を基調に整えられた広い部屋を彼女は見回す。

　大きな窓と凝った彫刻の施された石柱、繊細な人形が並べられた白木の飾り棚など目を引く調度品が点在するそこは、子供部屋という感じはあまりしない。ただ明らかに今までセイレネがいた部屋よりも豪奢で、中産階層で育った雫には感嘆の溜息を禁じえなかった。

「あいかわらず凄すごいよね。慣れてきたけど驚く」

「何がだ？」

「ずっと王宮にいる人には分からないと思う」

　テレビなどで高級ホテルのスイートルームを見た時は、姉妹で「一度泊まってみたくない？」と話をしたものだが、実際に王宮の部屋に立ち入ると「落ち着かなくて眠れないだろうな」というのが正直な感想だ。雫は奥にある寝室への扉を指差す。

「あっち？」

「ああ。今はお眠りになってる」

　ファニートの姿を見ると、扉の前に立っていた衛兵が一礼して横にどいた。雫は会釈して彼らの間をすり抜けると、音をさせないようドアを押し開ける。

　まず目に入ったのは、天井の金具から吊るされた白い紗布だった。寝台を守るように覆い隠すそれを、彼女はファニートの許可を得て慎重にかきわける。

　布の間から中を覗きこんだ雫は、広い寝台の中央に眠る赤ん坊を見つけて息を止めた。

　思っていたよりもずっと小さい。精巧に出来た人形のようだ。

　だが、その真白い肌は非常に柔らかく蕩とろけそうで、長い睫毛は夢でも見ているのか時折ぴくぴくと動く。整った美しい顔立ちを雫は感動を以てまじまじと見つめた。

「男の子？　女の子？」

「男児だ」

「うわぁ。美少年になりそうだね」

　起こしてはまずいと思い、雫はそこで天蓋の外に出る。緊張を解いた彼女は、部屋には赤子の他に自分たちしかいないことに気づいて首を傾いだ。

「セイレネさんは？」

「彼女は城を出て東部の離宮に移った。そこでしばらく静養する」

「もう？　産んでから何時間も経ってないじゃん」

「転移陣を使った。私も付き添ったが大丈夫そうだ。貴女によろしく言っておいてくれと頼まれた」

「そっか……」

　たった一か月仕事で一緒にいただけだが、こうも突然別れが来るとは思ってもみなかったのだ。雫は最後の挨拶ができなかったことに申し訳なさと落胆を抱く。

　だがそこで彼女は一つ、セイレネに頼まれていたことを思い出した。

「ね、セイレネさんの私物で私一つ預かる予定になってるものがあるんだけど、聞いてる？」

「いや？　宝石か何かか？」

「違う、本。まだあるかな」

「あると思う。午前中には掃除が入るらしいから女官に頼むといい」

「ありがとう」

　女官に頼むとしても題名がなく分かりにくい本だ。帰りにそのまま部屋に寄って取っていった方が早いだろう。そう思った雫は寝室を出ようとして、ふとドアを開ける前に振り返った。寝台の傍に立つファニートを見やる。

「実はさ……セイレネさんのお腹の子の父親ってファニートかなってちょっと思ってた」

「まったく違う。私の子なら姫が気にかけるはずがないだろう」

「かもね。で、結局父親って誰なの？」

　それは、答えが返ってくることを期待していたわけではない、冗談の範疇にある質問だ。

　だがファニートはいつもの平坦な声で答える。

「さぁ。ファルサス国王かもしれぬな」

「…………へ？」

　よく知っている男。そして、冗談にしては笑えない火種そのものの話に雫は絶句した。

　けれどいくらファニートの目を見返しても、彼はそれ以上何も言わず……結局雫は不安に似た蟠わだかまりを宿したまま、その部屋を後にする。

　帰り際に雫は、セイレネが使っていた部屋へと向かった。合鍵を使って中に入り、誰もいない部屋の本棚から紺色の本を取り出す。三日前までとまったく変わらぬ室内。しかし、微かな違和感が思考の隅をちらつく気がした。

　けれど、それがはっきりと形にならないのは立て続けの出来事で疲れているからだろう。雫は紺色の本を抱えると、主だけがいなくなった部屋を後にした。
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　城でひっそりと赤子が取り上げられてから一週間後、キスクの城都の片隅にある街食堂は、旅人や傭よう兵へいなど雑多な職種の人間でごった返していた。その中に普段よりも屈強な体つきの男が多く見られるのは、ロスタ地方で続く暴動のせいだ。

　窓が小さいせいか薄暗い印象が拭えぬ店内。その隅で男は、肉の塊を切り分けながらぼやく。

「やっぱり駄目だな。ろくな仕事がない。ロスタまでいけば何かはあるんだろうが」

「アンタがキスクにするって言ったんじゃない。ファルサスは傭兵を使わないからって……」

「そうなんだが、城は動いていないし貴族は右往左往しているばっかりでな。思ってたよりキスクのやりたいことが見えてこない。このままじゃぐだぐだな争いが始まりそうだぞ」

「どうでもいいよ」

　リディアは肉の一切れを手で摘みながら興味がなさそうに言う。

　彼女は上位の宮廷魔法士にも匹敵する腕の持ち主だが、傭兵の魔法士は集団戦闘の経験が乏しく扱いづらいため、戦争などでは雇用を避けられやすい。彼女自身も「気に入らない人間には命令されたくない」と宮仕えを拒んでいるので、わざわざ戦争絡みの仕事を請けることはしないのだ。

　今現在キスクには、不穏を察知した貴族が私兵を募集しているという案件ならあるが、リディアはそれも「待機するばっかりで気に入らない」と言って一顧だにしていない。

　リディアはターキスが切り分ける肉を当然のように自分の皿に取りながら、果実酒を口にする。

「それより北部に行かない？　北の大国メディアルの西部地方で、最近やたら魔物が出るらしいってさ。討伐隊とかいって大量に傭兵を集めてる人間もいるらしいし、単独でも仕事に困らなそう」

「魔物退治かぁ。俺あんま得意じゃないんだが」

「てっとりばやいし私は好き。別にいいよ、一人で行くから」

「お前と離れると移動が面倒なんだよ。俺も行こうかな……」

　定まりきらない目的に二人は会話を打ち切ると、しばし食事に集中した。

　だがしばらくして、一人の男がテーブル脇に立つ。ローブを目深に被かぶり顔を隠した男からは、上流階級に仕える者の所作が感じ取れた。押し殺した作り声が絞り出される。

「単独で潜入行動ができる腕のいい傭兵を探している」

「魔法士か剣士か？　目的は何だ」

「殺しだ。実力があるなら種別は問わない」

「あいにくと暗殺は畑違いだ。その筋に行けよ」

　ターキスはそっけなく言うと軽く手を振る。けれどローブの男は引き下がらなかった。声音に苦さを滲ませながら食い下がってくる。

「相手方は暗殺者をよく使う。手て練だれを動かせば気づかれる恐れがあるのだ。別筋の人間を使いたい」

「暗殺者ってのはそんな口が軽いもんじゃないけどね」

　何だかきな臭い話だ。暗殺者を使おうというのだからきな臭いのは当然と言えばそれまでだが、身分のありそうな依頼人といい今のキスクの情勢といい、嫌な予感がする。

　だがターキスが何度断ろうとしても男は渋るだけだ。仕方なく彼は傭兵がよく集まる小さな酒場を教えてやった。一般の人間はほとんど出入りしないその酒場は、彼の知り合いもよく顔を出している。腕の立つ人間は多いが、その大半が気分屋だ。彼らはどれほど報酬を積まれてもやりたくないと思ったら引き受けないだろう。隣にいる女がそうであるように。

　酒場の場所を口頭で説明された男は、礼を言うと銀貨を三枚テーブルに残していった。今の食事代を払って軽く釣りが来る金額に、リディアは男がいなくなると呆れ混じりの声を上げる。

「あーやだやだ、胡散臭い。ああいう人間って自分の素性が分からないとでも思ってるのかな」

「さぁな。自分のことは自分じゃ分からないのかもしれん」

　ターキスは適当に結論づけると、店員を呼んで肉の追加注文をする。彼が最初に頼んだ肉をほとんど横から取ってしまったリディアは、小さく舌を出すと自分は新しい酒を頼んだのだった。





※






　キスクの建国にかかわった女王、トライフィナは二国の王子を共に娶めとり、五人の子を産んだとされている。三国の血が混じりあって生まれた国は、勢いに乗って周囲の国々を圧し、見る間に大国として確固たる地位を築き上げた。

　しかし、その始まりにまったく影がなかったわけではない。

　初代女王トライフィナは三十三歳で事故死しており、他にも秘された事件が複数起きている。

　そのいくつかは捻れた感情が生んだ悲劇だと、知る者はもはやほとんどいない。







「子供は好かぬ。何のためにお前がいると思っているのだ」

「そう仰ると思いました」

　予想通りのオルティアの言葉に雫はあっさりと返した。手に持った急須を傾ける。

　オルティアの部屋は、雫が知る限り城内でもっとも混沌としている部屋だ。本来広いはずの部屋には、姫の趣味で集められた何だかよく分からぬ家具や雑貨がところ狭しと置かれている。

　その中から急須に似た道具を見つけ出した雫は、挿さって枯れていた花を捨てるとそれを洗い、報告を兼ねながらお茶を淹れたのだ。

「大人しい子ですよ。ご不快にさせるようなことはないと思いますが」

「お前は一度言われたら諦めるということを覚えぬか？　くどい」

「情報を補足したら気が変わられるかと思いました」

　赤子が生まれてから、もともと忙しかった雫の多忙は激化した。休憩を挟みながら一日約十時間を赤子と一緒に過ごしているのだ。だが昼夜の関係なくついている乳母は、もっと大変だろう。

　まもなく生後二週間になる子供の経過報告をしながら「一度お会いしてみますか？」と聞いて拒絶された雫は、紅色のお茶を姫に差し出す。オルティアは無言でそれを受け取ると口をつけた。

「二度言わせるな。妾は会わぬ。会うとしたらまともな挨拶ができるようになってからだ」

「なら三年はかかりますね。気が変わったらいつでも仰ってください」

　オルティアは、激しかけたあの日以来、また隙のない冷ややかな態度に戻っていた。

　毅然と、そして傲然としたふるまいは、まるで表面より先に雫を踏みこませたくないかのようだ。雫もそれを感じてあえて突っこむほど無遠慮ではない。知るということ自体が、人を傷つけることもあるのだと頭では分かっている。

　だからその代わり雫は、オルティアからの嫌味に動じず、正面から向き合うようにしていた。

　同僚の男二人とは違うその在り方は、もっとも姫を喜ばせる可能性と不興を買う可能性の両方を兼ね備えている。ある意味「殺されにくい」という優位を持っていなければできないことだろう。だが雫はその優位性を利用することを躊躇わなかった。そういう人間でもいなければ、姫には誰も率直な意見を言うことができないのだ。そしてオルティア自身の真意を問うことも。

「姫、お伺いしたいことがあります」

　オルティアの心に触れられなくともいい。今日はどうしても確かめたいこともあるのだ。

　細められた黒い瞳の視線に気づいて、お茶に口をつけていた姫は顔を上げる。

「何だ？」

「ヴィエドの親は誰ですか？」

　この二週間、ずっとそれが引っかかっていたのだ。何の力もない赤ん坊を何故オルティアは丁重に育てようとしているのか。

　セイレネと共に保護しただけにしては、赤子の扱いは慎重過ぎる。ならその理由はヴィエドと名づけられた赤子の親にあるとしか思えない。オルティアはつまらなそうに唇を曲げた。

「セイレネに決まっている。お前も知っているだろう」

「父親をお聞きしているに決まってます。セイレネさんはキスクの人間ではありませんよね？　誰の奥方だったんですか？」

　セイレネは明言しなかったが、おそらくロズサークの人間だろう。それもリースヒェンを知っているということは、宮廷にいた人間だ。なら彼女の子の父親は誰なのか。

　オルティアは湯気のたつカップを優美な仕草でテーブルに戻した。細い脚を解いて組みなおす。

「それを知ってどうする。腹の子の父親が誰であったかなど、本人しか分からぬものではないのか？」

「でも姫はご存じだから保護なさったんでしょう？　父親は本当にファルサス国王なんですか？」

　二人の女の視線が交差した。付随する沈黙に雫は緊張を覚える。もし肯定が返ってきたならそれは、明らかな国家間闘争の中心にヴィエドがいるということだ。

　はたしてファニートが言った言葉は冗談なのか否か。

　もしヴィエドの父親がラルスなら、オルティアがセイレネを庇護した理由は明らかだ。

　今現在、ファルサス直系は、ラルスとレウティシアしかいない。もし彼らに何かがあったのなら、そしてそこに、オルティアがラルスの子を擁して現れたなら。ファルサスの王位がオルティアの手に転がりこむ可能性さえある。

　それは、子供の教育係として「知らなかった」では済ませたくない話だ。

　譲らぬ姿勢を示す雫に、オルティアは冷笑を浮かべる。

「さあ？　だとしても父親本人が白を切れば無意味であろう？」

「ファルサス王家以外でしたら、そうでしょうね」

　雫はそう言いきって、主人を睨む。

　この世界には、親子関係を証明できるような技術はない。

　魔法であっても不可能だ。親子ともに魔法士であれば魔力の類似が見られることもあるが、そうでなければ似通った特徴の有無くらいしか情報がない。

　──だが、ファルサス王家だけは違う。

「あの国には王剣アカーシアと王家の精霊が存在している……それを継承できるのは直系だけです」

「仮に父親が否定しても、王剣が認めればその血を継いでいることは明らか、か」

　直系王族のうち、レウティシアが妊娠してなかったことは皆が知っている。ならば、「生まれてきたばかりの直系」の親はラルスだと、皆が思うだろう。雫はオルティアに問いただす前にニケを捕まえて「王剣が直系相当と判断するのは、歴代の王の正配偶者か、五親等以内の人間だけ」と聞き出している。それを言った時のニケが非常に気まずく嫌そうな反応だったのは、彼もまたヴィエドの素性を知っているからだ。だが、ニケからそれ以上を無理に聞き出せば、彼の首が物理的にとんでしまう。ここから先はオルティアに確かめるしかない。

　妖姫とも言われる彼女は、嫣えん然ぜんと嘯いた。

「一理あるが、空想の域を出ぬな。仮にヴィエドがファルサス直系だとしても、あの男が正妃を娶って後継を産ませればそれまでだ」

「そうですか？　だって姫は、ファルサスとの間に戦争を起こそうとしてますよね」

　部屋の空気が一段張り詰める。雫はそれを感じながら続けた。

「姫はティゴールさんをこの城に呼んで放置し続けていらっしゃいます。その間、ファルサス国境近くの領地ではひどい暴動が発生して、ファルサスへの亡命者も出ているそうです」

「亡命とは面白いな。奴らはほんの数代前までカソラ……ファルサス属領の人間だったはずだが」

「逃げ出した人たちはファルサスに住む同胞に頼り、キスクへの対立感情を日に日に膨らませているとのことですよ」

　オルティアは扇で口元を隠した。化粧によって綺麗に縁取られた瞳だけが雫を見返す。

　──それはまるで闇夜に光る猫の目だ。

　姿を隠し、真意を隠し、右往左往する獲物を愉悦を以て見下ろす目。

　悪意で身を飾り立てるが如き高慢に、雫の不快感は増していった。答えない主君に結論を告げる。

「姫の狙いは……戦争の中でファルサス国王を殺すことですね」

　アカーシアによって直系を証明できるなら、父親が生きている必要はない。むしろ今玉座に在る男は邪魔な存在でしかないのだ。ヴィエドを擁するオルティアにとって、ラルスが生きていていいことは一つもない。だから後は、彼を死地に誘いこむだけだ。

　──もしファルサス王の息子を手中にしたのがオルティアではなかったら。

　その人物はおそらくもっと慎重で確実な手段を取ったのではないか、と雫は思う。

　まずは赤子に自分の存在を刷りこんで育てながら後見となり、その後で正面から「ヴィエドこそが長子であり王位継承権がある」と主張して、ファルサスとの交渉に入る。その方がずっと確実だ。

　もちろん、赤子を育てる間にラルスやレウティシアに別の子供ができては困る。けれどだからといって今無理矢理戦争を起こしてまで二人を殺そうとするのは暴挙だ。仮にその中で彼らを討ち取れたとしても、敵国が擁する王位継承者など反感を持たれるに違いない。相手は大陸最強と言われる国家だ。どんな人間でももっと慎重になり確実性の高い一手を模索するだろう。

　──しかしオルティアは、常に飽いている。

　待てないのだ。彼女はきっと。子供を育てる数年に耐えられない。

　セイレネが臨月になった頃、「腹を割いて取り出せるか？」とまで尋ねた彼女だ。ヴィエドに物心がつくまで待てるかも怪しい。ファルサスへの干渉が彼女にとって「執務」ではなく「娯楽」である以上、望まれているのはより速やかな変化であり混乱でしかない。

「面白い話だ」

　オルティアはじっと雫を見つめる。猫の目は見る角度によって、当てる光によって形が変わる。それと同じように、彼女の瞳にもまったく異なるいくつかの感情が浮かんでいるように見えた。

　子供のような、老女のような。酷薄のような、無む垢くのような。

　理解を拒みながら孤独を嫌うように。傷を隠して痛みを喜ぶように。

　少しも定まらない、纏められていないままの思惟。それが彼女を優秀な政務者でありながら、残虐な支配者と成している。はたしてオルティアは不安定な自身の精神を自覚しているのだろうか。

　歪な硝子細工を思わせる王女はころころと笑いだす。

「雫、お前はあの男から聞いたか？　ファルサスは直系の血脈を非常に重んじているのだと」

「存じません。アカーシアがあるからですか？」

「そうだ。アカーシアも精霊も、ファルサスに与えられた過去の遺産だ。やつらはそれにしがみつき、血を保つことに必死になっている」

「…………」

　少なくとも雫にはそうは見えなかった。ラルスもレウティシアも鷹おう揚ように動いていたように思う。

　だがキスクから見たファルサスは違うのだろう。それが時代や環境の作る先入観だとしても。

「妾はな？　退屈なのだ。一生をこの城に繫ぎとめられることが決まっている。気晴らしに外に出たとしても、城には無能が多いゆえ長くは空けられぬ。この部屋に戻ってくる他はない。籠の鳥だ」

　閉ざされた窓。立ちこめる淀んだ香り。鬱屈の降り積もる部屋には少しの光もない。

「ならばせめて、面白い話が聞きたいではないか？　少し手をかけてやればそれが可能になる。あのファルサスがあわてふためくところなど滅多に見られぬ見世物だぞ？」

　嬉しそうにさえ見える主人に、雫は喉を詰まらせる。

　オルティアは、どうやって己の在り方を自分に納得させているのだろう。

　今の発言の中にさえ矛盾があることを、彼女は知っているのか見て見ぬ振りをしているのか。

　自分にさえも噓をつくその姿は一人の女王に重なって見える。この国の始まりにいた孤独な女に。

　──これは、オルティアの抱える傷からくるものなのだろうか。

　膿んだ傷からじくじくと漏れ出したものが、精神をいつまでも焼き続ける。ほんの少しの歪みが徐々に大きくなっていく。遠くまで来たと思っても、振り返って見えるのは曲げられてしまった道だけだ。この城の廊下が、不気味に入り組んでいるように──だがそれを、いつまでも続けていいはずがない。

　雫は、胸に淀む靄もやを言葉に変える。

「姫、あなたは鳥籠の中になんかいませんよ。出たければお出になればいいのです」

「妾がいなくなれば皆が困るぞ？　数日で国が立ち行かぬようになる」

「あなたがなさる悪戯いたずらのせいで、負ければ国が傾きます」

　オルティアの存在は、キスクにとって薬であり毒だ。

　彼女がいればこそ確かに上手く動く部分もあるのだろう。だが、だからといって国を私物化して損なうことが許されるとは思えない。城に縛られるのが嫌なら出て行けばいいのだ。彼女がいなくなっても、誰かが国を回していくだろう。

　雫の他には誰も言わないことだ。きっと不興を買うだろう──そう予想した通り、オルティアは氷のような目で雫をねめつけた。

「妾がこの国にとって害だと、そう申すのか？」

「このままではそう言わざるを得ません。もっと他のやり方をお選びください」

「お前に何が分かる？　物知らずな小娘が」

「ならば他の方々にも聞いてみましょうか。『本格的な開戦に至れば、キスクが敗北する可能性の方が高い』と思われている方は多いようですが……」

　それを聞いたオルティアの顔に浮かんだのは、暗い喜びとしか言えない陰惨な微笑だった。

　自国の滅亡を目の当たりにして咲き誇る花の蕾。子供の快かい哉さいに似た光に雫はぞっとする。

　──彼女は、おそらくそういう人間なのだ。

　支離滅裂な精神。オルティアの不安定さはきっと「城を離れられない」という固定観念と、「城を出たい」という願望の中で揺れている。「自分は国にとって必要な人間なのだ」と思いたいにもかかわらず、その国が煩わしくて仕方ない。

　落ち着いていられないのだ。だから孤独で、そして残酷になる。

「楽しいことを見たい」と言いながら、その実彼女は何を見ても満たされないのではないか。

　雫はこの時、同い年でありながらあまりにも違う女の在り方に空虚を見た。

　オルティアは声を上げて笑い出すと不意に手に持っていた扇を投げる。それは雫の顔を掠めて後方に落ちた。誰に向けるともつかぬ嗜し虐ぎゃくを顕にしてオルティアは嗤う。

「滅びるならそれも悪くはない。構わぬではないか。滅びぬ国などどこにもない」

「国はあなたの玩具ではありません。壊してしまうのなら手放した方がよほどましです」

「増長するな、雫。あまり囀るなら仕置きとして耳を削いでやろうか。後は髪で隠せばよいだろう」

　姫は鼻で笑う。雫はその言葉の軽さにこそ恐怖を感じた。初めて対面した時の緊張が甦る。

　──これ以上食い下がっては不味い。

　オルティアは雫の耳を削ぐくらい平気でやってのけるだろう。

　だがきっと。ここで退けば、また代わり映えのない日々が始まるのだ。

　雫にとってもオルティアにとっても何も変わらない異常な日々が。

　まだどちらも二十年も生きていない。それなのに同じままの日々が続いてしまう。

　そこにある欠落を誰が教えてくれるのだろう。

　気づかないまま生きていく──




　でもそれはただ、苦しいだけだ。




「……痛みは好きではありません。ですから、それを為されたら私はあなたに許しを乞うでしょう」

　雫はオルティアの言葉に慄おののきながら、同時に凪ないでいく己をも感じていた。

　今そこに怒りはない。ただ虚しい。

「けれどそれは、痛みに屈しただけです。あなたの仰ることに納得したわけではありません」

　伝わらないことは伝わらない。

　けれど、言葉を放棄したくはないのだ。自分は自分の意志を口にする。

　それに返ってくるものが刃なのだとしても、今ならきっと諦められるだろう。ずっと自分が分からずに苦しかったのは、雫自身もまた同じなのだから。

　だから──オルティアをこのまま同じ場所に置き去りにしたくない。

　それが自分の勘違いでも、思い上がりでも、手を伸ばしてみたいのだ。

　オルティアは雫の答えに細い眉を曲げる。苛立たしげな感情が声音に滲んだ。

「賢さかしい。どれほど言い繕おうとも屈すれば同じことではないか」

「違いますよ。それでは変えられないんです」

「妾は変えてきた」

「変わりません。変わりたくないと、思っていますから」

　雫はテーブルの上に置かれていた小さな短剣を手に取ると、オルティアの眼前に回った。敷しき物ものに両膝をつくと、短剣の柄つかを彼女に差し出す。

「どうぞ」

　自らを傷つけるという相手に差し出した剣。それを、オルティアは目を見開いて見つめる。

　断絶を恐れているのはどちらなのか。

　ただ両目を閉じて刃を待つ雫の貌かおは、オルティアの作る影のせいかひどく悲しげなものに見えた。

「……貴様」

　オルティアは息をのむ。

　だがそれはほんの数秒のことだ。彼女ははっと我に返ると、短剣の柄を摑んで鞘さやを取り去る。そのままむき出しになった刃を、跪く雫の左耳めがけて真っ直ぐに振り下ろした。

　鈍い刃が耳を掠め、肩へと食いこむ。

「っああっ！」

　目から火が出るような衝撃に、雫は肩を押さえて蹲った。あまりの痛みに涙が溢れる。

「身に染みろ。愚か者が」

　オルティアの声はいつもとは違い抑揚がなかった。身を捩って縮こまる雫の背に、短剣そのものが放られる。乾いた音を立てて敷物の上に転がったのは、刃の潰された装飾用の剣だ。鉄の鈍器に打たれた激痛に雫は唇を嚙んで嗚お咽えつを堪える。

　あまりの痛みに気を失いたい。

　だがそうならないことは分かっていたので、雫は気力を振り絞って体を起こすと主人を見つめた。

　けれどオルティアは視線を逸らしたままだ。雫は彼女が自分を見ないと悟ると深く一礼する。震えて崩れ落ちそうになる足を引き摺るようにして部屋を辞した。

　一人残るオルティアは顔を上げない。去っていく雫の背を見ない。

　ただ彼女は床の上に落ちた短剣を注視すると、ややあって子供のように己の両膝を抱いた。







「お前の頭の中身は本当にどうなってるんだ？　被虐趣味があるのか？」

「全然。痛いのやだ。グロいのも駄目」

　雫は魔法で治癒された肩をさする。まだ激痛の余韻がある気がしてならないが、痛み自体は残っていない。廊下の角にしゃがみこんでいた彼女を気づかず蹴り飛ばしそうになったニケは、意味の分からない生き物を見るような表情で雫を見る。

「他の人間のことも考えろ。お前が訳の分からん癇癪を起こしたなら、姫の機嫌が悪くなるだろう」

「あー、ごめん。ひょっとしてこれから報告？」

「察しろ」

「ごめん」

　謝ってはみたが後の祭りだ。雫はこの上なく嫌そうな顔をしている男に頭を下げて立ち上がった。

「何ていうか……無力感に凹む」

「姫に正面から食ってかかるな。通じるわけがない。むしろ俺の方が凹む」

「誠に申し訳ございません」

　怒っているというよりはげっそりしている男に重ねて謝ると、雫はその場を立ち去った。一人、廊下を歩きながらうなだれる。

　──少しだけ、通じるような気がしたのだ。

　オルティアの瞳の中に、忘れられた子供の姿が垣間見えた時、彼女は自分の欠落に気づいているのではないかと思った。口に出さないだけで、気づいて、嫌がっているのではないかと。

　だから今なら何かが届くのではないか、何かが変わるのではないかと思ったのだ。

　その考えが甘かったことは痛みと共に思い知ったが、いずれはどこかで同じことを言っただろう。これくらいで済んだなら幸運だ。「持っている者には当たり前すぎて分からない」とは、以前旅の途中で出会った男に言われたことだが、今ならその意味が少しだけ分かる気がする。

　オルティアはおそらく当たり前のものが得られなかった人間で──雫は彼女の姿に、自分ではない自分と損なわれた子供の、両方の姿を見たのだから。

「……増長するな、か」

　それは事実だと分かっているが、痛い言葉だ。

　ヴィエドのいる子供部屋に向かった雫は、扉の前にファニートを見つける。雫が気まずげに苦笑するのを見て、彼は怪訝な顔になった。

「どうかしたのか？　泣いた痕がある」

「あー……」

　言われてみれば顔は洗ってこなかった。泣いたのはどちらかというと痛みのせいだが、悲しいと言われれば悲しかった気もする。雫が「姫に文句言って怒られた」と簡潔に説明するとファニートは難しい表情になった。

「言っても聞いてはくださらないが、言いたくなる気持ちは分かる」

「まぁ、はい。私も率直すぎたと思う」

「ほどほどにした方がいい。怪我で済まなくなったら大変だ」

「肝に銘じます。……にしても姫って子供の頃はどんな子だったの？」

　今のオルティアは子供時代を飛ばしてきてしまったような、あるいは未だに子供時代に囚とらわれているかのような、不均衡な印象を受ける。なら実際子供であった時はどんなだったのか。霧の中を探るような疑問に、古くから姫に仕える男は沈黙した。

　だがそれも一瞬のことで、すぐに乾いた答えが返ってくる。

「幼い頃から聡そう明めいな方であった。少々我が強いところもあったが、王女としては普通のことだろう」

「想像つくね」

　雫は小さなオルティアが女王然として我わが儘ままを言っているところを想像し、小さく噴き出す。

　だが高慢さも子供ならば愛らしく見えたのであろう。ファニートの目はいつになく穏やかだ。

　雫はそんな彼のまなざしに、むしろままならなさを覚えてぽつりとこぼす。

「姫ってさ……ちょっとトライフィナ女王に似てるよね」

「トライフィナ？　初代女王にか？　そのようなことを聞いたのは初めてだ」

「そりゃ全然違うところもあるけど、あの、国が嫌いだけど離れられないところとか」

「国が嫌い？」

「あれ？」

　二人はお互いに「意味が分からない」と言った表情で顔を見合わせる。

　トライフィナは皆に愛され、自身も慈愛に満ちた穏やかな女王であったと言われているのだ。他国にまで恐れられるオルティアとはまったく違う。誰に聞いても似たところなどないと言われるだろう。雫は片手で前髪をかき上げると、そのまま頭を押さえた。

「あれ……でもトライフィナって……弟に言われて……あれ？」

　若くして死した、けれど幸福な生涯を送ったとされる女王の「真相」を、雫はおぼろげに知っている。だがそれはいつの間にか知識の中に入っていたもので、人口に膾かい炙しゃしている話とまったく異なっているとこの時まで気づかなかった。むしろどこで知ったのか、自分が覚えていないことに気づいて彼女は言葉を失くす。

　ファニートはそんな表情の変化を、的外れな発言に気づいたためと思ったらしい。口元だけで苦笑した。

「そうだな。姫もかつてはとても心優しい方であった」

「姫が？」

　雫は大声を上げてからあわてて口を噤む。フォローのつもりで言ってくれたのだろう言葉に素っ頓狂に返してしまったのだ。下手をしたら寝室にいるヴィエドにまで聞こえたかもしれない。雫は息を止めて泣き声が聞こえてこないことを確認すると、ファニートに謝罪する。

「ごめん。ちょっとびっくりした」

「いや、構わない」

「に、しても、優しかったって……」

　本当なのか？　とつい目で問う雫に、男は微笑しているようにも見える表情で軽く手を振ると踵を返した。もう別の仕事の時間なのだろう。消化不良な疑問を抱えたまま雫は一人になる。

　本当のことは誰が知っているのだろう。それともそれは人によってまったく異なる真実なのか。雫は袋ふくろ小こう路じに陥りそうな思考を振りきると、寝室のドアを開けヴィエドの元へと向かう。

「こんにちは、雫が来ましたよ」

　ヴィエドは広い寝台で目を開けてぼんやりと天井を見ていた。まだ自分ではろくに動けない赤子に、雫は挨拶して枕元に座る。備え付けの絵本を取り出すと、ゆっくりと読み上げ始めた。

　外見では性別の分からぬ子供は、セイレネに似ているかと聞かれればそんな気もするが、ラルスに似ているかといったら分からない。雫はじたばたと手を動かす赤子に指を差し出し握らせた。柔らかな感触に安堵を覚える。

　生まれてすぐどちらの親も不在となった彼は、これからどのような人生を送っていくのだろう。

　数奇な運命を辿るのかもしれない。血を分けた親と相争うような生涯を送るのかも。

　だがそれが可能性に過ぎないことを、雫はただ祈る。

　彼女は複雑に捻れつつある感情を隠してヴィエドの髪を撫でると、いつものように幸福な終わりを迎える童話を寝台に降らせていった。
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　──準備は整った。

　それは部屋にいる全員が分かっていることだ。中央にて皆の視線を集める王は、手に持った書類を文官へと返す。そこにはここ最近不穏な動きをする貴族たちの動向が記されていた。

　隣国での暴動とは別に動きだしていたそれらは、貴族たちの能力を反映してか児戯にも見える稚拙なものだ。面倒くさげに一括での監視処分を指示したラルスは、居並ぶ臣下たちを見回すと不敵な笑みを浮かべた。

「さて、いい加減カソラからの嘆願も溜たまってきた。近頃は国境を越えての追撃も起きていることだし、これ以上騒ぎが大きくなる前に腰を上げようかと思う」

　兄の言葉に、傍に立つ妹は「好んで騒ぎを大きくしようとしてるのでは」と思ったが、粛々とした場にならって口には出さない。彼女は青い瞳を伏せ床を見つめる。

「羽虫を放つ人間の出所も分かったことだ。悪戯が過ぎる女にはきつく仕置きをしてやらんとな」

　軽く言う主君の言葉に何人かは緊張を浮かべる。このままこじれて大国同士の全面的な戦争になれば、それはここ数百年例のないことになる。もちろんそうなっても負けるつもりは微塵もないが、自分たちが歴史の変わり目に立っているのではないかという疑いは拭えない。

　臣下たちの表情とは別に、緊張の欠片も見えない王は壁にかけられた大陸地図を振り返る。その視線がある一点を捉えた。

「廃王の尻拭いがここまで来るとは遺憾だが、蒸し返したのはあちらだ。一つロスタでももぎ取ってやろう」

　実質的な命令に、その場にいた人間たちは一斉に頭を下げる。長年血族内に向けられ続けていた王剣が、敵意を滲ませる隣国に切っ先を動かす、その初めの日が近づきつつあった。
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　薄紅の光が広い部屋の隅を丸く照らしている。部屋の主人の姿は見えないが、彼女がそこにいるであろうことは気配で分かった。入り口に控えるファニートは何度目かの呼びかけを口にする。

「姫」

　答えはない。彼はすぐ傍で焚かれている香を一瞥する。

「オルティア様」

　変わらない声。だがその呼び名に静寂が波立ったのは気のせいではないだろう。光の中に象牙色の手が差し出される。細い指が動くとランプの光量がわずかに増した。

　機嫌が悪いのとはまた違う、どちらかと言えば気鬱を思わせる貌が明かりの中に浮かび上がる。

「なに？」

「ご気分がよろしくないようで」

「そのようなことはない」

「ならばいいのですが」

「雫は？」

　間髪容いれぬ言葉にファニートは口元を緩めた。二人の間に何かあったのだろうということは分かる。雫は今までも時折オルティアの機嫌を悪くする諫言を行っていたのだから。

　オルティアは、雫が物知らずで視野の狭い発言をしたり、逆に想像の範囲内で鋭い指摘をすると喜ぶが、人を玩具として見る嗜虐性を批判されると途端に不機嫌になる。それは、今まで皆が思っていてもはっきりとは言えなかったところを雫が突いてくるからで、また年若いせいか潔癖なところもある彼女が容赦のない言説をぶつけてくるためでもあった。

　ファニートは主君の問いに抑えた声で答える。

「ヴィエドのところにおります。お呼びになりますか？」

「要らぬ」

「左様でございますか」

　オルティアはそれきりまた黙りこんでしまった。他にも聞きたいことがあるのに、聞くことを拒んでいるような沈黙が流れる。

　主君が同い年の臣下に何を見ているのか、ファニートには判わからない。立場も来歴もまったく異なる二人は、重なる部分をほとんど持ち合わせていないのだ。衝突も無理のないことだろう。或いは埋められない相違がよくない結末をもたらす前に、姫の近くから雫を引き離した方がいいのかもしれない。それは以前からファニートが考えていたことだったが、ヴィエドが産まれたことで機会を逸したまま、ここまで来てしまっていた。

　小さな窓の隙間から風が吹きこむ。置物の間をすり抜ける風は立ちこめる香を押し流し、徐々に部屋の空気を変えていった。ゆっくりと醒さめていく夢のように微かに雨の匂いが混じりこむ。

　ファニートはそれに気づくと窓に歩み寄り、音をさせぬよう閉めて鍵をかけた。

「雫はいつもと変わりない様子でした。姫の不興を買ったと申していましたが」

　何気ない補足に、だがオルティアは少し揺らいだようだ。光の中にある手が指を握りこむ。

「……あれは口が過ぎるのだ」

「姫のことをトライフィナ女王のようだと」

「トライフィナ？」

　訝しげな声音。けれどそれはすぐに笑い声に取って代わられた。割れかけた鐘に似て黙然とした部屋に響き渡る。

「トライフィナか……なるほどな。言いえて妙だ」

「姫？」

　似ているとは言えぬ女王と並べられて気分を害したのだろうか。姫ならば一笑に付すであろうと思って何気なく口にしたにもかかわらず、その笑い声は多分に自嘲が含まれているようだった。

　やがてオルティアは吹き消された明かりのように再び黙りこむ。

　幾千と流れたであろう代わり映えのしない時。気づいた時には既に永遠を思わせるほど沈殿していた澱おりが、けれどその時ゆらりと動いた。乏しい明かりが女の目の下に翳を作る。

「ファニート……妾はこの城にいなくともよいのか？」

　光を映さぬ目。暗がりに座りこむ彼女の視線が男に寄せられる。

　彼女は何を思って、何を問うのか。

　それは誰にも判らない。少なくとも彼に分かったことはない。

　だから男は静かな目で主人を見つめる。

「この城こそが貴女の居場所です。どうかそのようなことをお気になさりませぬよう」

　そして、そう答えた。
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　朝から降り出していた雨は、時間と共に本格的なものとなりつつあった。

　ヴィエドの部屋から退出した雫は、回廊にある欄干に寄りかかり中庭を見下ろす。最近持ち歩いている手提げ袋から裁縫道具を取り出すと雫は赤子用のおもちゃを縫い始めた。視力がはっきりしていない赤子の頃はカラフルなものの方が目に付くというから、何か手に握りこめるような玩具でも用意してみようと思ったのだ。

　ユーラに「針と糸が欲しい」と言ったところ「魔法具ですか？」と聞かれたが、雫は裁縫用の魔法具の使い方など分からない。そのためごくごく普通の針と糸で、赤い布をひょうたん型の袋状に縫い合わせていった。一通りできあがったところで目鼻を刺し繍しゅうし中に軽く綿をつめる。

「あ、結構可愛い」

　中々愛あい嬌きょうのあるおもちゃに仕上がった。雫は満足して、手すりに置いた裁縫道具をしまい始める。

　だがその時、後ろから伸びてきた手が、赤い人形をひょいと持ち上げた。

「これは何を模しているのかな？　ネタイ？」

「陛下」

　突然横から声をかけられて、雫は袋を中庭に落下させそうになった。だが当の相手は彼女の作ったおもちゃをまじまじと眺めている。雫は姿勢を正すと臣下の礼を取った。

「赤子でも握れるように玩具を……。目がついていた方が可愛いかと思ったのですが」

「面白い」

　ベエルハースは穏やかに笑うとそれを返した。彼は雫と並んで欄干に寄りかかる。

「最近のオルティアはどうだい？」

　そう聞かれるのは初めてではない。雫は今までも何度かベエルハースに呼び止められて、主人の様子を伝えていた。彼女はいつもの通り、事実を五枚くらいのオブラートに包んで伝える。その途中でふと雫は「これはオルティアについて知るいい機会ではないか」と思い当たった。話の区切りを窺うと「恐れながら」と王に問う。

「あの、姫様はかつてはどのようなお方だったんでしょう」

「ふむ？　面白いことを聞くね」

「差し出がましいことを申し上げ……」

「構わないよ」

　ベエルハースとオルティアは母親が違う。ベエルハースを産んだ王妃はその後十二年で病死し、代わりにオルティアの母親が王妃として迎えられたのだ。オルティアが産まれた時ベエルハースは既に十六歳。それくらい年の差があるならば、彼女の子供時代もよく覚えているだろう。

　王は少し考えるとふっと表情を和らげる。温かい瞳に追憶が流れた。

「可愛らしい子だったよ。利発で、自信家で、少し我儘で……」

　それは雫の想像するオルティアの子供時代と同じものだ。彼女は王の言葉に任せて頷く。

「気位が高いせいか素直になれないところがあった。でも根は優しくて、癇癪を起こした後はよく気まずそうに謝ってきた」

　オルティアが「そう」なのは血を分けた兄が相手だからなのだろうか。雫はレウティシアだけには甘いラルスのことを思い出す。だが、雫が記憶を掘り起こして目を細めたのを、ベエルハースは話を怪訝に感じたためだと思ったらしい。軽く肩を竦めると息をついた。

「そうだね……ちょっと御伽噺をしようか」

「御伽噺？」

「ああ。架空の話だ。そう思って聞くといい。──昔ある国に幼い王女がいた。彼女は何不自由なく生まれ育った姫でね、容姿にも恵まれ頭のよい子で皆から愛されていた」

　これは何の話なのだろう。雫は軽い緊張を覚える自分に気づくと、両手の指を組み合わせた。じっとベエルハースを見上げる。

「彼女は幸福だった。守られて過ごし、ままならないことなど何も知らなかった。けれどある時、彼女に転機が訪れる。彼女の国のある地方には、数十年前に他国から逃げ出してきた人々が集まる街があるのだけれどね。それをよく思わない人間たちの中で、特に手段を選ばない一派が彼女を攫さらったんだ。──そして彼女を返して欲しければその街を焼くよう城に要求した」

「な……」

　雫はあわてて口を押さえた。王を見やると彼は悲しそうな目で微笑む。

　その街のことならば知っていると、言っていいのかどうか分からない。第一これは架空の話なのだ。雫は聞きたいことを嚥えん下かしてしまうと、代わりに続きを問うた。

「それで……どうなったんですか？」

「ああ。要求を出された王とその妃きさきは迷わなかった。二人は『王族ならばいつでも民の犠牲になる覚悟はある』と言って、娘の命がかかった要求を拒絶したのだよ。その後一派は軍に強襲され、王女は幸運にも無事救出されたが……彼女は両親の返答を攫った人間たちから聞いたらしい。それ以来性格も変わって、親たちと口をきかなくなった。憐あわれなことだ」

　無音の雷に打たれるような衝撃が雫の中を走り抜ける。

　これが誰の話なのか、ベエルハースはもちろん知っている。そして、もしかしたら雫も。

　幼くして王族としての死を望まれた姫は、親の意志を裏切りととっただろうか。それとも自らの生まれを疎んだだろうか。

　──答えはきっと、手の届くところにある。「彼女」の足跡はそこかしこに残っているのだ。

　雫は守られなかった子供の話に唇を嚙む。子供の影を引き摺ったままの主人の横顔がよぎった。

「お話は、それでおしまいですか？」

「終わりだよ。ああ、そう言えば君はオルティアについて聞いていたのだったね」

　王の横顔は異母妹にはあまり似ていない。子供の欠損はそこにはない。

　ベエルハースは目を閉じて微笑する。

「うん。あの子は優しい子だった。だけど父上とお妃のことは嫌っているようでね。私も繰り返し言ったがついに歩み寄ることはなかった。そして両親が亡くなってからは、オルティアはますます歯止めがきかなくなったんだ。あの子はよく言っていたよ。『王族が多くの民のために犠牲となるのが当然ならば、少数の民が王族の意図のために犠牲になることもあるだろう』と」

「私は……王族と民はお互い寄生しあっているのだと、姫様に伺ったことがあります」

「あの子にとってはそうなのだろうね。それも国の一つの側面だ。ただ何事にも限度がある。あの子が気まぐれにもたらす害が益を上回ることがあれば──その時は皆も黙ってはいないだろう」

　あまりにも落ち着いた声は、けれど雫には焦燥をもたらした。

　ベエルハースはもしかして、今まさに起きつつある変化について釘を刺しているのではないか。

「御伽噺」がオルティアの話でもあるのなら、彼女はロスタやカソラを憎んでいるのかもしれない。或いは城や国自体までも。けれど、だからと言ってそれらを踏みつけようとするならば、その行いは彼女に相応の報いを求めるだろう。

　ならばこれから、どうすればいいのか。

　主君を見捨てるのか、運命を共にするのか。逆らうのか、従うのか、変えられるのか。

　いつのまにか選択が再びすぐそこにまで来ている。

　このドアを開けたなら次はどこへ繫がっているのだろう。

　黙りこんだ雫に王は微苦笑してみせる。それは降り続ける雨に似合う寂しげな表情だった。表皮を捲ればそこには取り戻せない年月が込められている。

「前にも言ったが、できれば君はオルティアの傍にいてやってほしい。周りがどう言おうともあの子は私の大事な妹だ。年の近い友人がいてくれたならと、ずっと思っていたのだからね」

「……はい」

　体の中が妙に重いのは、きっと精神が疲れているせいだ。

　そう思いながら雫は去っていく王を見送る。

　できることなど些さ細さいなことでしかないだろう。その些細ささえ意味があるのか分からない。

　けれどもし今、この国に「彼」がいてくれたのなら──

　雫は押しこめていた心細さを思い出す。

　呼びたい名前を、しかし喉の奥でのみこんで、そうして彼女は雨に濡れる城を見上げた。





※






　月光をぼやけさせる薄雲が絶えず空を流れ続けていく。

　淡い光の下、街道の上を小さな荷馬車が走っていた。荷馬車が目指す先にあるものは国境だ。そこまで行けば縁者が迎えに来てくれることになっている。御者の男は無言で手綱を操った。

　彼が生まれたのは三十八年前、キスク国内にカリバラの街が作られてから約二十年が経った頃だ。

　カリバラの商家に生まれた彼は、かつての祖国を離れ、異国の土地に店を構えた祖父母に「何故、故郷に帰らないのか」と素朴な疑問をぶつけたことがある。

　それに返ってきた答えもまた素朴なものだった。戦時においてもっとも苛烈な被害を受けた街から逃げ延びた祖父は──「ファルサスが怖いから」と弱々しい微笑を浮かべたのだ。

　そのファルサスに、孫である自分が逃げこもうというのだから、つくづく運命とは皮肉なものだ。男は荷台にいる妻と、倉庫から何とか持ち出してきた積つみ荷にの数々を振り返った。

　これだけあれば土地を移ってもまた商売を始められる。国境を越えさえすれば、また日常を取り戻せるのだ。カリバラで起きている暴動は、当初は店々が燃やされ武器を持った男たちが暴れまわるというものだったが、最近は様相が変わりつつある。放火や殺人などが減った代わりに、街からは人や物がどんどん消えていくのだ。

　もちろんカリバラの街を見限って逃げ出した人間もいるのだろう。だがそれだけではないこともまた確かだ。このまま居残っていてはいつか自分たちがそうなるかもしれない、そんな懸念を抱いた男は夜陰に乗じて街を出た。幸い追ってくる者は誰もいない。

　今夜は空が暗い。何もかもが影の中に没し、息を潜めている気がする。

　このまま国境を越えたら少し馬を休憩させてやろう。そう思って男は手綱を引き締めた。だが息をつきかけた彼の耳にその時、新たな馬ば蹄ていの音が聞こえる。

「馬車を止めろ！」

　後方から飛んできた怒声に男は首を竦めた。後ろを見ると五つの騎影が猛然と追いすがってくる。

　およそ平和的な用件ではありえないだろう。男はひしひしと感じる殺気に意を決すると、手綱をしならせた。街道の先を目指して馬車の速度を上げる。

　国境の門まで行けば、そこにはファルサスの兵が駐留している。街道上に存在する国境門は近くの砦とりでから兵が送られており、最近の亡命の多さに配備される人数も増えているという。

　六十年前祖父母が逃げ出してきた土地を目指して、男は限界まで速度を上げる。

　しかし、追走劇は長くは続かなかった。荷を引いた馬が速さで普通の馬に敵かなうわけがない。

　遠くに門の影が見えたところで、馬車の両脇には二つの馬影が現れた。下卑た顔立ちの一人が、御者台の男に向かって剣を振り上げる。

「……ここまでか」

　目を閉じかけた男は、だが相手が声もなく落馬したのを見て啞然とした。次いで反対側の一人ももんどりうって地面に叩きつけられる。

　何が起きているのか分からない男は、けれど馬車を止める愚は犯さなかった。そのまま境門に向けて馬を酷使し疾走させる。




「──相変わらずいい腕ですね。アズリア殿」

「そうでもない。危うく馬に当たりそうだった。馬は悪くないのに」

　国境門の上に座っていた女は「まったく馬は可愛いよ」と言いながら夜視用の魔法具をはずした。

　彼女は愛弓を手に塀から飛び降りる。長い金髪が乏しい月光を受けて揺らめいた。きつめの顔立ちは、今年三十二歳になる彼女を青年のようにも見せている。

　アズリアは近くに控える部下に死体と馬を回収するよう命じると、国境門に一部屋だけある会議室へと戻った。そこには砦との連絡を司つかさどる魔法士と文官が待機している。

「準備はどうなっている？」

「ほぼ完了しております。陣の配備も終わりました。夜明けと同時には動けるかと」

「そうか。レウティシア様は？」

「城に戻られました。代わりに陛下が指揮を取られるそうで」

「…………え、なんで？」

　古くはラルスの護衛であった女の呆然とした言葉に、文官は溜息をつきたそうな顔になる。

　これで勝利はほぼ確定された。が、心労も確約された気がする。アズリアは色々なことを言いかけてけれど結局かぶりを振ると、「寝られるうちに寝とく」と言ってその場を後にした。
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　──風が変わった。

　そう感じたのは開いた窓から冷たいものが吹きこんできた時だ。仕事終わりの夜更け、机の明かりで本を読んでいた雫は、部屋着の上に一枚羽織り直す。

　ここ数日続いていた雨はいつの間にか止んでいた。空には薄雲に覆われた月が窺える。雫は冷えてきた体に気づくと窓を閉め、空のポットを手に取った。眠る前にお茶をもう一杯飲むことにする。

　部屋から給湯室へはそう遠くない。キスクの給湯はファルサスと違って自分で湯を沸かさなければならないが、沸かすための道具は魔法具でさほど時間はかからない。雫はそれくらいの間ならいいだろうと着替えぬまま部屋を出た。

　複雑な廊下の角を二度曲がり給湯室の扉に手をかける、その時──また、風が吹いた。

　冷たい空気に少しだけ混じる「何か」。覚えのあるそれに彼女は眉を寄せる。

　息を止めてあたりの様子を窺うと、どこからか物の倒れる音がした。あまり大きな音ではない、布袋を落としたような物音に雫は不審を覚える。

「何だろ。おばけ……はいないんだった」

　このままお湯を沸かして部屋に戻った方がいいのかもしれない。しかしそれをしては、ずっと気になってしまいそうだ。結局雫は、鍋に水を注いで魔法板にかけると、音のした方を見に行く。

　音の理由は、すぐに分かった。

　角を曲がってすぐ、長い廊下の途中で誰かが壁によりかかるようにして座りこんでいたのだ。服装からいって見回りの兵士だろう。雫は駆け寄って男の顔を覗きこんだ。

「あの、大丈夫です……か……」

　問うている途中で、意味のない質問だと分かった。雫は口を開いたまま凍りつく。

　兵士の胸からは棒のようなものが生えていた。それは深く突き刺さった短剣の柄だ。

　覚えのある、疑いようもない血臭。兵士の胸元が徐々に黒く染まっていく。

「…………死んでる？」

　己の発言に戦慄すると、雫は死体から飛び退いた。そのままバランスを崩して尻餅をつく。

　けれど後から思えばそれでよかったのだ。転んだ雫の頭上を、一本のナイフが音もなく横ぎっていったのだから。

「ちょっ……！」

　避けたナイフが床に落ちるより早く、雫は自分が危地にあることを悟った。まったくもって戦闘能力がない雫だが、危ない場面には今まで何度も遭遇している。

　空気がおかしい。死体がある。それだけで雫は大体を察すると跳ね起きた。姿の見えない誰かから身を隠すように柱の陰に逃げこむ。どうやってこの場を切り抜ければいいのか。手には何も持っていない上にただの部屋着だ。雫は血の気が急速に下がっていくのを自覚して息を殺す。

　相手が立ち去ってくれればいいが、近くまで来られたらお手上げだ。

　雫は廊下の次の角までの距離を目測した。走り出すタイミングを見計らう。

　──だがその機を得るより早く、何の前触れもなしに暗闇から剣の切っ先が突き出された。

　それはぎょっとした雫の顔の横をかすめ、後ろの壁に触れる直前で止まる。

「──聞きたいことがあるんだけれど」

　涼やかな声。明らかな脅しに彼女は硬直した。恐る恐る目線を上げ、相手の姿を確認する。

　相手も雫の顔が分かったのだろう。二人はお互いを見て、気の抜けた声を上げた。

「え」

「あれ」

　仮面のようにすっきりとした顔立ちの少年。会ったのは一度だけのことだが、忘れられるはずもない。彼の存在は禁呪が迫るカンデラ城の中、複数の死体と不理解を伴って雫の記憶に焼きつけられたのだから。

「あなたは……」

「君、ターキスの依頼人だっけ？　こんなところで何してるの？」

　少年は剣を動かさぬまま、硝子のような目で彼女を凝視する。お互い名前も知らない二人は怪訝な顔になったが、少年はそうしていても仕方がないと思ったらしい。他に人がいないことを確認すると口を開く。

「あのね、王のいる建物を教えて欲しい。思ったより複雑な城で困ってるんだ」

「王のって……何で」

「仕事だから。どこか知ってる？」

　雫は答えをのみこんで彼を見返した。ベエルハースのいる建物はここより三棟北西だが、そんなことを正直に言えるはずがない。見張りの兵士を殺しているところからして物騒な仕事なのだろう。雫は顔のすぐ横に留められたままの刃が、血に濡れていることを確認した。

「し、知らない」

「噓。隠してもいいことないよ」

　彼はすっと目を細める。それはまるで雫の噓を見透かすかのような冷たい視線だ。雫は膨らんでいく恐怖にあわてて話題を逸らす。

「あの、仕事って何するの？」

「秘密。君が教えてくれるなら教えてもいいけど？」

「また禁呪……とか？」

「違うね」

　彼がここにいるということはターキスもいるのだろうか。雫は助けを求めて辺りを見回したい衝動に駆られたが、余計な動きをしては斬られそうだ。髪に触れる剣を意識して浅く息を吸う。

「陛下のとこ、警備厳しいよ。近づいたら捕まると思う」

「知ってるけど仕事請けちゃったし。それよりどこだか知ってるんでしょ？　教えてよ」

「いやちょっと……」

　煮えきらない否定に彼は少し気分を害したようだった。片眉を顰め、剣を持つ手首を返す。

「教えてくれるなら殺さないでいてあげるけど。ターキスに睨まれそうだし」

「……危ないよ。行かない方がいい」

「そういうことを聞いてるんじゃないって。面倒だなぁ」

　少年は剣を持った手を動かした。雫は反射的にぎゅっと両目を瞑る。

　だがそれは、単に手が疲れたから下ろしただけのことだったらしい。剣は彼女を傷つけることなく顔の傍からどけられた。少年は反対側の手でうっとうしげに髪をあげる。

「ここでぐだぐだ話してる時間はないんだよね。そうだな……君って甘い人間だったよね。ならこう言えばいいのかな？　──王を生かしておけば国が蝕むしばまれるんだって。今のうちに手を打たないと大変なことになるって……分かる？」

「え？」

　まるでオルティアに向けられたような言葉。けれど確かに彼は「王」と言った。

　目を丸くする雫を、少年は苛立たしげに見やる。

　血の臭いが流れていく夜の廊下。事態をのみこみきれない雫は、短い沈黙を破った。

「王を……生かしておけば？」

「そう聞こえなかった？　耳が悪いのか頭が悪いのか」

「ひ……」

　姫じゃなくて？　と言いかけて雫は咄嗟に口を噤んだ。不審の目を向ける少年に首を横に振る。

　少年──カイト・ディシスという名を持つ彼は、雫が理解していないと察すると舌打ちした。

「王が生きているとよくないんだってさ。だから排除しろってのが僕の仕事。他に誰もやらないっていうし試しに請けてみた」

「だって、陛下何もしてないよ!?」

「大声出さない。殺すよ」

　間髪容れずの注意に雫は唇を嚙む。

　だが、理解できないものはできないのだ。何故ベエルハースに暗殺の手が向くのか分からない。事態を混迷させているのはオルティアで、どちらかと言えば排除されるのは彼女の方だ。雫自身がオルティアを排除したいかと言ったら即答できないが、客観的に見て王族の兄妹のどちらに責があるかは明らかだ。

　──それとも、そうであっても許されざるは、国の頂点に立つ王の方なのだろうか。

　困惑する雫の鼻先に短剣が突き出される。

「時間がないって言わなかったっけ？　さっさと教えて」

「いやだって、教えたら暗殺に行くんでしょ？」

「そういう仕事だから。君は前にさ『多数のために少数を犠牲にするかどうか、仮定で論じてもしょうがない』って言ってたけど、今はどうなの？　仮定じゃないよ。王を生かしておけば国が傾いてたくさん人が死ぬって言うんだから」

「や、待って、本当にそうなのか分からないよ。言いがかりかも……」

　畳みかけられて雫は顔の前で手を振る。ぐちゃぐちゃになりかけた思考を整理しなければ何にも答えられない。だが目の前の少年は悩むこと自体が無意味だとでも言うように呆れた顔をした。

「君さ、念のために言っとくけどこんなことに絶対的な善悪なんてないよ。損得と敵対関係があるだけだ。でも君が馬鹿だから、分かりやすいように犠牲者数で話をしてる。ロスタにはまもなくファルサスが侵攻するんだ」

「あ……」

　ついに、そこまで来てしまったのだ。

　外界の情報から隔絶された彼女は、理解と同時に立ち尽くす。

　キスクとファルサス、大国同士の戦力差がどうなっているのかは分からない。だが、オルティアはもともとロスタを犠牲にするつもりで事態を動かしたのだ。ファルサスの侵攻を知って姫が満足するのか、そしてロスタから始まる戦の続きがどうなるのか、雫は想像の及ばぬ範囲にぞっとした。

「陛下が亡くなったら……それで意味があるの？」

「城が一時的に混乱する。その間に支配が弱まればロスタ自体がファルサスに降伏を申し出る。カリバラだっけ？　国境の街は向こうに取られるかもしれないけど、もともとあそこはロスタであってロスタでないから構わないんじゃないの？」

　それが、混迷を最小限で抑える決着なのだと、少年の向こうにいる依頼人は告げてくる。

　城はロスタを顧みない。ならばその城を突き放してロスタを守ろうと、誰かが考えているのだ。

「……依頼人は、ティゴールさん？」

　雫は深く息を吐き出した。誰に向けるともつかない、落胆に似た悲しみが肺の中に淀む。

　ベエルハースが「私から言っておく」とティゴールの件を請合って以来、彼の姿は城内から消えた。有能な領主であった彼は、その後己の民を守るために王に背くことを選んだのではないか。

　カイトは眉を顰める。

「そこまでは言えない。言ってもいいけど知らない。僕のところに来たのは使いの人間だから」

「やめようよ」

「ん？」

「やめなよ。こういう手段で大局を何とかしようってのよくないよ。ちょっと待ってて。私がかけあってくるから……」

　ファルサスへと向かう長い旅の途中で、エリクから「暗黒時代」の話を何度か聞いた。かつてこの大陸全土を何百年もにわたって覆っていた戦乱と裏切りの時代、そこでは暗殺は事態を混迷させる一手だったという。今はもう遠い時代だ。なのに何故今、それを呼び起こそうとするのか。

　雫は顔を両手で覆ってしまいたい気持ちに駆られる。結局、個々人が抱くままならなさとは、何とも溶け合うことがなく、こうしてただ伝染していくのみだ。

　少年は雫の鼻先に突きつけた短剣を見ない。ただ彼女だけを見ている。物を見るように、そこに何もいないかのように。

「君に何ができるの？　かけあって駄目だった時、僕の代わりに王を殺せるの？」

「私は殺さない。でも……」

「君の言うようなことはみんな無意味だ。何も変えられっこない」

「でも、あなたは人を殺すことを愉しむ」

　突き放す強さもない声は、二人の間にある刃を滑っていった。彼は零れ落ちたそれを鼻で笑う。

「だから？　肝要なのは何が為されたかだ。悩みながら殺したら許されるって？　その方が腹立たない？　僕は面白いから人を殺す。それが金になるから仕事も請ける。仕事の出来についてとやかく言われるならともかく、嗜し好こうで文句を言われる筋合いはないね」

「文句は言ってないよ。協力したくないってだけ」

　文句を言われたくないのは、雫も同じだ。

　人の死を愉しむことが嫌い──これは変えられない彼女の感情だ。

　オルティアであってもこの少年であっても、大義があろうが結果がどうあろうが、その愉悦に賛同する気は微塵もない。

　他者の死に淫する者は容易く他者を犠牲にする。事の善悪を論じたいわけではなく、雫は単にそれが嫌いなのだ。人の可能性を見もせずに切り捨てるような拒絶が。

　カイトは息をつくと軽く短剣を引く。そして、その狙いを雫に定めた。

「協力したくないから、馬鹿正直にそのまま言うって？　君は本当に馬鹿だね。見てて苛いら々いらする」

　雫は視線を動かす。給湯室へは傍の角を曲がればすぐだ。今頃放っておいたお湯が煮えたぎっていることだろう。それくらいしか抵抗の手段は思いつかない。

「本当に滑稽だよ。自分の命を軽んじる人間が『殺すな』って、矛盾してない？」

　雫は冷ややかな指摘を最後まで聞かなかった。腰を落とし、剣の切っ先から逃れる。そのまま床を蹴って走り出した。背後でまた舌打ちが聞こえる。

　──背中に剣を投とう擲てきされたら避けられない。

　すぐそこにある角が遠い。だがその時、残されたままの死体の方から誰すい何かの声があがる。

「誰だ！　何があった！」

　見回りの兵士の声。雫が首だけで振り返ると、カイトは柱の陰から、新たに現れた男に向かって短剣を投げようとしていた。

「危ない！」

　雫の声に兵士は咄嗟にしゃがみこむ。その上をまた短剣が通り過ぎていった。新たにナイフを抜くカイトに、雫は反転して体当たりする。

　少年は一歩よろめいたが、手を伸ばして雫の髪を摑むと強く引いた。むき出しになった喉にナイフがあてられる。

「まったく……」

　その時カイトの目には怒りさえ見られた。それは彼が雫に見せた初めての強い感情だ。殺意よりも敵意に近い空気が彼女の肌に刺さる。

「僕は君が嫌いだよ」

　その言葉に雫は答えない。ただ死を覚悟して目を瞑った。

　今までに何度もこんなことがあったのだ。意志を曲げるか、命を明け渡すかの選択が。

　そして多くの場合、後者を選んできた気がする。ある時は怒りのために、ある時は悲しみのために、彼女は精神にこそ優位を与えてきた。

『自分の命を軽んじる人間が、殺すなと？』

　少年の冷やかな言葉が耳の奥で反響する。雫は終わりを待つまでの一瞬、短い自分の人生を振り返って──自分の死には何かの意味があるのかと、そんなことをふと考えた。

　だが、恐怖に強張る雫は、次の瞬間腕を引かれて転びそうになる。目を開けると少年が彼女の腕を摑んで奥へ引き摺っていくところだった。後方からは複数の人間たちの声が聞こえてくる。先程の兵士が人を呼んだのだろう。カイトは焦りを浮かべた表情になると彼女を引いて角を曲がった。だが連絡が行き渡ったのか、その先からも人の声が聞こえてくる。

「くそ……っ」

　前後を挟まれる形になった少年は迷わず近くにあった扉を開けた。普段は倉庫となっている小さな部屋は中に窓が一つあるだけだ。

　人質にでもするつもりなのか、カイトは苦い顔で雫の腕を引こうとした。けれど雫はその前に少年の手の中からするりと脱け出る。摑む力が緩んだ隙に、上着を脱ぎ捨てたのだ。

　飛びのいて距離を取る雫に、カイトは一瞬呆気に取られた顔になったが、すぐに冷笑を浮かべる。

「まったく散々だよ。さっさと君を殺しておけばよかった」

「……逃げた方がいいよ」

「言われなくても。時間を使いすぎた。──後で悔いるといいよ」

　カイトは鳥のように身を翻して部屋に飛びこむと、窓を押し開け外に飛び出した。たちまち闇の中に見えなくなるその姿を雫は呆然と見送る。すぐに兵士たちが駆けてきて、彼女の腕を摑んだ。

「どうした！　何があった！」

「あ、侵入者が……」

「どっちへ行った！」

　雫は殺気立つ兵士たちを見回すと、開いたままのドアを指差した。途端に彼らは小さな部屋に殺到していく。その光景はまるで遥か遠くの出来事のようだ。昂たかぶった神経が元に戻らない彼女は床にへたりこむ。拾ってくれた上着を手に、険しい表情の兵士が声をかけてきた。

「賊の顔は見たか？　どのようなやつだった？」

　答えなければいけない問い。

　だがその時、雫は何故か言葉に詰まってしまった。名前も知らない少年とのやり取りが甦る。

　何を重んじて、何を軽んじるのか。

　何故止めるのか、庇うのか、否定するのか。

　彼女は大きな目を瞠って兵士を見上げる。

　迷うはずもない瞬間。けれど彼女の思考はそこで断絶する。

　雫は血の気をなくした顔で目を伏せると、掠れた声で「分かりません……」と答えた。





※






　広い部屋は薄ら寒かった。

　雫は寝着のままの体を震わせたが、あからさまに寒がるようなことはできない。石床についた両膝からしんしんと冷えが広がっていくが、彼女はできるだけ表情に出さないようそれを堪えた。紗幕の向こうにいるであろう王に向かって頭を垂れる。

「侵入者は七人を殺害しているにもかかわらず君だけは無事だ。これはどういうことなのかな」

「賊は……陛下の部屋を聞いてきました。それに分からないと答えただけです」

「ふむ？　そして顔も分からないと」

「……はい」

　ベエルハースの声は重い。雫は眠気と寒気が混じりあって傾きそうになる体を叱咤する。

　──侵入し逃げ出した少年。かつて一度会っただけの彼について雫は証言を濁してしまった。

　何故なのかは自分でもよく分からない。後から思えばターキスやリディアに迷惑がかかるからと思ったのかもしれないが、断言はできない。

　だが、そんな雫の様子を兵士たちは不審に思ったらしい。彼女こそが賊を手引きしたのではないかと疑う者が出て、雫はそのまま王の前へと引き立てられたのだ。

　寝所にいるままのベエルハースは、臣下たちからの報告を一通り聞いてしまうと雫の話を聞く。しかしそれに答える彼女の声はいつになく不明瞭なものだ。様子のおかしい女に王は溜息をつく。

「雫、君はお湯を沸かしてから怪しい物音を聞いて見に行ったと言ったね」

「はい」

「その後、見回りの兵士が君を見かけて確保するまでの時間、これはちょっと長すぎないかな？　お湯は大分減っていたというよ。私の部屋を聞かれただけで、そこまでの時間がかかるかな」

「何度も聞かれましたから……。それに、そんなに長くは話していません」

　事実あの少年と会話を交わしていたのはせいぜい五分ほどだろう。誘導尋問をされているのかもしれない。雫はぼやけがちな意識を引き締めた。

「賊は他に何を言っていた？」

「何も。王の部屋はどこかとだけです」

「噓をついていないかい？　雫。できれば君に強引な聞き方をすることはしたくないんだが」

　優しく、だが諭すようなベエルハースの声に雫は眉を曇らせた。

　どこまで話せばいいのだろう。話していいかも分からない。この暗殺未遂はティゴールの手によるものなのかもしれないのだ。少年は依頼人の名を知らないと言ったが、暗殺の目的を伝えれば、ティゴールが疑われる可能性は高いのだ。本当かどうかも分からないそれを、果たしてベエルハースに伝えてもいいのだろうか。

　雫はもう何度目かも分からない迷いを抱き……けれど不意にあることを思い出した。王を殺すという少年に、彼女は「自分がかけあうから」と言ったのだ。

　ならば今は、それを実行するチャンスではないのか。

　雫は意を決すると顔を上げた。ベエルハースの姿を隠す紗幕を真っ直ぐに見つめる。

「陛下。そう言えば賊は、ファルサスがまもなくロスタに侵攻すると言っておりました」

「ファルサスが？」

　同席する臣下たちにざわめきが広がっていく。雫はその反応にほっと胸を撫で下ろした。

　これを聞いてベエルハースが手を打ってくれるのなら、それで全てが収まるかもしれない。

　ロスタが城によって救われるのなら王を暗殺する必要はなくなる。後の問題はオルティアだけだが、そちらは駄目元でも自分が何とかしてみようと思っていた。

　雫は王の次の言葉を期待して紗幕を凝視する。

　だが、ややあってベエルハースが口にしたのは人払いの命だ。雫と、二人の側近らしき男だけが部屋の中に残される。その内の一人、魔法士らしき壮年の男は先ほどから寝着一枚の彼女に粘着質な視線を絡めていた。何ともいえない気分の悪さに、雫は前だけを見つめる。

　紗幕が引かれ、寝台の奥に座るベエルハースの姿が顕になった。

「さて雫。これで話しやすくなったかな？　今度こそ素直に話して欲しい。──暗殺を手配したのはティゴールか？」

　核心を突く言葉に雫は戦慄した。喉の奥で息をのみこむ。

　動転する彼女を前に、王はいつかと同じく穏やかさの奥に威圧をこめた微笑を浮かべた。

「雫、私を裏切らないで欲しい。正直に言ってくれればいいのだよ。君はティゴールに頼まれて賊を中に引き入れたのか？」

「ちが……っ、違います！　本当にたまたま出くわしただけで……」

「なら何故ロスタの話を？　脈絡がなさすぎるだろう。君は城内でティゴールとも顔をあわせている。その縁でよく知らずに怪しい人間を入れてしまったのではないか？」

　不味い流れだ。雫は周囲から突き刺さる視線に背筋を冷やす。

　このままでは彼女のものではない罪まで負わされかねない。雫は短い間に苦渋の判断を下した。ベエルハースを信じて可能な限り、聞いたことをありのまま話すという判断を。

「誓って、私が賊を引き入れたわけではありません。ただ、他にもいくつかのことを聞いたことは確かです。真偽の分からぬことで領主の方に疑惑をかけていいものか迷い……」

「いいよ。君は優しい子だからね。──何を言っていたのか教えておくれ」

　雫は頷くと内容を選んで話し始める。賊が王の暗殺を目的に侵入してきたこと。暗殺の理由は王が国によくない影響を与えるからだということ。他にはファルサスがロスタに侵攻する予定だということ。王が死ねばその混乱の間にロスタはファルサスに降伏するということ。

　それらのことを彼女は要点を押さえて王に説明した。相手が既知の人間であったことは伏せたが、これは伏せても関係ないことだろう。全てを聞き終わるとベエルハースは納得したのか大きく頷く。

「なるほど。怖い目にあわせてしまったね」

「滅相もございません。陛下」

「構わないから今日はもう下がってゆっくり休みなさい」

　温情ある言葉に雫は深々と頭を下げた。冷えきった膝を伸ばして立ち上がる。

　暗殺犯を誰が雇ったかは分からない。だがこれで、事態はよい方へと動くのではないか。雫は王に一いち縷るの望みをかけて踵を返した。扉へ向かう彼女の耳に、けれど魔法士の男の潜めた声が届く。

「陛下、このようなことになるならば、予定よりは早いですがオルティア様をファルサスに……」

「ジレド」

　魔法士の発言を諫いさめる声。だが、その時雫は既に足を止めていた。ゆっくりと王を振り返る。

「……陛下？」

　オルティアをどうするつもりなのか。雫は疑惑になりきれない疑問を抱きベエルハースを見やる。

　普段と同じように微笑む王。しかしその瞳の奥に雫は「何か」を見る。

　──なぜ暗殺を依頼した人間は、「王が生きていれば国が傾く」などと考えたのだろう。

「王の死によって城に混乱を及ぼす」ことが目的で、そこまで言うだろうか。それは普通なら、オルティアに対して言われる言葉だ。もし犯人がティゴールであるのならなおさらで、彼はオルティアにこそ面会を求めていた。

　だが、犯人はロスタを犠牲にする姫ではなく、その兄を「国を傾ける人間」として標的にした。

　これは「王」という地位に意味があるから、というだけの理由だろうか。

「陛下、姫をどうなさるのです」

「どうとは？　どうかしたのかい、雫」

「今、そちらの方が仰っていましたよね。姫をファルサスにどうこうする予定だったと」

　ベエルハースは笑顔だ。けれどそれは今、貼りつけたような表情にも見えた。第一この会話で彼が笑っているということ自体、既に違和感を覚える。

　──何だかおかしな空気だ。

　聞かなかった振りをして立ち去った方がいいと、頭の片隅で警鐘が鳴る。

　これ以上踏みこんではまずい。自分の身が危うくなるだろう。

　だが──ここで耳を塞いで逃げ出しては、オルティアに手が届かなくなる気がするのだ。

「雫？　怖い顔をしているよ」

「……陛下、妹姫をどうなさるおつもりなのです」

「オルティアを？　さぁ、どうしてやろう」

　王は側近二人に顎を上げて見せる。それを合図に二人は雫に向かった。瞬時に不穏を察した雫は飛び下がる。しかし、短い魔法詠唱と共に何かが足に絡みついてきた。転びそうになる雫の腕を文官らしき男が捕らえる。

「何を……」

「黙れ小娘。大人しくしていろ」

　魔法士の男が薄ら笑いを浮かべながらもう片方の腕を摑んだ。両脇を二人の男に固められ、雫は再び王の眼前に引き出される。罪人のような扱いを受ける彼女を王は目を細めて見下ろした。

「君はオルティアに忠実だ。裏切らないで欲しいと言った私の言葉をよく守ってくれている」

「陛下、これはどういうことなのです」

「だから次は、私を裏切らないでいて欲しい。あの子にはもう先がないのだから」

「は？」

　動揺も同情も感じさせない王の目。それを見て、雫は遅ればせながら直感する。今のベエルハースの貌は妹を慈しむ兄のものではない。子供の欠落を持つオルティアとも違う、「自ら捨てた」者の顔だ。並べた駒のどれを切ろうか眺める嗜虐。それを見て雫は啞然とした。

「あなたは姫を……」

「大事には思っているよ。あれは私の考えた通りに育ってくれた。私の大切なお人形だ」

「何を仰っているのです。昔のことを、私に教えてくださったじゃないですか！」

　オルティアの過去のことや両親との確執を解きほぐそうとしたことなど、幼い妹にかけていた愛情はどうしてしまったのか。限界まで目を見開いた雫の叫びに、しかし王は軽く首を傾いだ。

「架空の話だと言っておいただろう？　結局あれはただの御伽噺だ」

　ベエルハースは、あの時と変わらぬ穏やかな顔で微笑む。




「現実は単純だ。オルティアを攫わせたのは私で、犠牲にするよう両親を説き伏せたのも私だ」




「……は？」

　今、何と言われたのか。

　雫は自分の耳と頭のどちらを疑うべきか逡しゅん巡じゅんした。ベエルハースは兄としての笑顔で続ける。

「私があれを裏切って、それを親たちの判断だと喧伝したのだよ。そうして戻ってきたオルティアに繰り返し不信を吹きこんだ。だからあの子は今のあの子になったのだ」

　人が人の精神を歪める──それは時に、言葉のみで容易く行われる。

　十六歳も年の差があるベエルハースにとって、傷心の妹の思考を誘導し、己の望むように仕立て上げることは容易かっただろう。

　雫は唇を戦慄わななかせる。胃に焼けた穴が空いたようだ。脳裏でオルティアの陰のある横顔が疼く。

「あなたは……何をなさっているのです……！」

「当然のことをしただけだ。利害が一致したというのかな。私はあの子を何とかしたかったし、ティゴールは領地内の対立をどうにか収めたかった。だから王女を攫わせ、その犯人を城が処断することで、私たちはロスタの現状に不満を持つ者たちを黙らせたのだよ。ティゴールが名領主だと信じている者たちは愚かだ。やつは己の手を汚さず見せしめを行ったに過ぎない」

　ベエルハースは肘掛に頰杖をついて微笑む。

「もっとも最近はオルティアが暴れているせいか、ティゴールもあの子に真実を打ち明けると煩かったのだがね。あんまり煩いから、牢ろうに入れてやったがいつの間にか逃げ出していた。暗殺者なんて雇ってくるなら、さっさと殺せばよかったよ」

　雫は愕然とした思いを味わう。ティゴールが領内を安定させるためにオルティアを罠にかけたのなら、それは許されないことだ。目的のためとは言え正当化できるものとは思えない。

　だが何故、兄である彼はそれに協力したのか。妹を守らなかったのか。

　目でそれを問う雫にベエルハースは口元だけで笑う。

「私はただ、あの子を親から切り離したかっただけだ。当時はあの子を今のファルサス国王の婚約者にするという案が二人から出ていてね。だが、私はそれほど才のある人間ではなかった。これから王になろうというのに、あの子を手放すわけにはいかなかったのだよ」

「ならそう仰ればよかった！　何故姫を偽りで傷つけられたのです！」

「あの子が妬ましかったからだ」

　さらりとした言葉。

　そこにあるのは何なのだろう。ベエルハースは笑うのをやめ、どこか虚脱した目で雫を見ていた。或いはその目は彼女を通して妹の影を見ていたのかもしれない。唇がわずかに歪む。

「政略結婚で娶られた母から産まれた私と違い、あの子は愛された王妃から生まれた。美しく、利発で、そこにいるだけで自然と皆の気を引いた。誉める言葉もたしなめる言葉も全てがあの子に向く。それに比べて私には何もない。王族というだけの……ただの凡庸な男だ。だから、妬ましかったのだよ。あの子がずっと」

　淡々とした彼の声は、一つ一つが雫に重く響く。姉妹に劣等感を覚えていたのは雫も一緒だ。そして自分だけが何もないような孤独を覚えていたのも。

　だが雫は踏み外さなかった。自分を形成するために姉妹から離れることを選んだのだ。それは、妬ましいと思う以上に彼女たちを愛していたからだろう。

　やりきれない思いが喉に詰まって、雫はベエルハースを睨む。

「何もないなどということが、どうしてありましょう。少なくともあなたはよき王として、優しい兄として在ることもできた。ご自分を貶おとしめられたのは、誰よりもあなたご自身ではないですか」

　昏くらい誘惑に流されたのは、誰でもない自身の意志だ。歪められたオルティアがその歪みを周囲に振ふり撒まいたことも、彼女自身の意志だ。彼らは止まれなかった。収められなかった。膨らんでいく感情を持て余し、それらを別の人間へと注いでしまったのだ。

　雫の弾劾にベエルハースは顔色を変えない。むしろ元通り微笑を浮かべる。

「これがキスク王族の在り方なのだよ。血族を愛しながら相争うことがファルサスの性なら、欺き操りあうのがキスクだ」

「それはあなたがトライフィナの末まつ裔えいであるためですか？」

「……驚いたな。あの子はそんなことまで君に話したのか。よほど君が気に入ったらしい」

　正確には雫がそれを知ったのはオルティアが教えたからではないのだが、雫は話を脱線させることを嫌って沈黙を保った。側近二人が怪訝な顔になる。

　その様子からしておそらくこれは王族だけの秘密なのだろう。三国の併合にあたって二国の王子を夫とした女王──彼女がどちらの夫の子も産まなかったという真実は。




　トライフィナ、それは美しく慈愛に満ちたキスク初代女王の名だ。そしてキスクの元となった三国のうちの一つ、キアーフの王女でもある。

　併合の条件として彼女を求めてきた二国に対し、キアーフはトライフィナを差し出すことを承諾した。名目上は女王、だが求められていたものは美貌と従順さであっただろう。

　だが結局トライフィナは、実弟の指示によって自らを所有しようとした二人の夫を欺いた。

　彼女が産んだ五人の子はいずれも親族であるキアーフ王族の男の子供で、キアーフは一人の女を犠牲に、労せずして二国を乗っ取ることに成功したのだ。

　だが心優しい王女であったトライフィナは、この謀略により短い生涯を人知れず苦しみぬくこととなった。キアーフへの愛情、キスクへの義務感、夫たちへの罪悪感、弟への反感と信頼、そして自由への渇望。それら全てが彼女の精神を引き裂き、五人目の子供を産み落とした後、トライフィナは全ての秘密を持ったまま自殺した。秘された彼女の遺書に残されていたのは「もうここから出て行く」という一文のみだったのだ。




　国への強迫的な義務感とそれへの反感。王族であることを疎む思いと消せない誇り。それらはオルティアに少し似ている、と雫は思っていた。だがオルティアのそれは、半ばベエルハースによって作られたものだったのだ。

「あの子はね、今まで私の望み通り役に立ってくれた。民への情けに揺らぐことなく国を統治し十全に動かしたのだ。少々酷薄なところはあるが……あの子の悪名はあの子のものでしかない。私はせいぜい無能と言われるくらいだね」

「無能？　卑ひ怯きょうの間違いでしょう」

「そうかな？　結局それもあの子自身の選択の結果では？　私は今までも一応、あの子のすることをたしなめてきたのだからね」

　厚顔な反論を男は当然のものとして繰る。たしなめただけで、当然強く止めることはしなかったのだろう。むしろ踊らされやすい兄を装って、ベエルハースはオルティアを「使って」きた。

　雫は眩暈さえ覚える不快感に眉を顰める。それを見ていた魔法士の男が、雫の腕を摑んだまま半歩前に歩み出た。

「陛下、この娘の処分は私めに」

「駄目だ。彼女はオルティアの友人で、あの子供の教育係だからね。子供に使い道がある以上、彼女も残しておかないとまずい」

　思えば「オルティアのことを教えて欲しい」とは、兄が妹を心配しているのではなく、妹を監視するための言葉だったのだろう。雫はそれに騙され、オルティアのことをベエルハースに伝えてきた。全てを話していたわけではないとはいえ、知らぬ内に彼の手駒の一つだったのだ。

　だが事実を知った以上、彼に協力する気はない。

　叛はん意いを両眼に浮かべる雫を、ベエルハースはまじまじと見やった。

「……ちょうどトライフィナの話が出たところだ。彼女の名を持つ術でもかけておこうか。ジレド」

「は！」

「彼女に『トラスフィ』を」

　その命令を聞いて魔法士の男は陰湿な喜びを顕にする。反対に雫は嫌悪に駆られて身じろぎした。

　しかし彼女の体を文官の男が羽交い絞めにする。前に回ったジレドという名の魔法士は、いやらしい笑いを浮かべながら雫を見下ろした。骨ばった手を薄い寝着越しの腹部に伸ばす。

「ちょっ、やだ！　触んないで！」

　抵抗も虚しく、男の掌が臍へその下辺りに触れてきた。魔法詠唱が始まる。

「少しの我慢だよ、雫。これはいわば約束のようなものだ。本来なら王に侍はべる女たちのための術でね。女の内ない腑ふを媒介として『命令』を刻みこむ。たとえば『不貞をするな』とかね。普段はただ腹の中に潜んでいるだけだが──『命令』が破られた時には女を死にいたらしめる」

「はぁ!?」

「君への『命令』はそうだな……『この部屋で知ったことを誰にも教えない』と『今後私の質問には正直に答える』にしようか」

「待っ……」

「陛下、二つは入りませぬ。どちらに致しましょう」

「じゃあ仕方ない。『誰にも教えるな』と入れておけ」

「かしこまりました」

　彼女自身の意志を置き去りに進められる会話。雫は何もかもを罵倒したい衝動に駆られる。

　だが怒鳴り声を上げようと口を開きかけた時、その力は彼女の体内に「入って」きた。

「っあああああああああぁぁあっっ！」

　腹の中が灼やける。それはどろりと体内を蠢き、雫の内臓に激痛をもたらした。

　拘束を解かれた雫は体を折って倒れこむ。腹を抱えて悲鳴を上げる彼女を、ジレドはにやにやと笑って見下ろした。

「陛下、この娘は生娘のようですが」

「おや、そうだったのか。てっきりファルサス王の手がついていると思ったが……運が悪かったね」

　何を言われているのか分からない。あまりの痛みに考えられない。

　雫は床に這いつくばりながら小さくなって嗚咽をもらしていた。

「この術は王の女のためのものだからね。純潔の女とは相性が悪い。術が馴染めば少しはましになるが……それでも断続的にやってくる激痛の波に苛まれることになる」

　ベエルハースの言葉を裏付けるように痛みがわずかに引いていく。それは雫に思考の余地を取り戻させたが、痛みは完全に消え去るわけではなかった。内側から焼けた針で刺されるような疼とう痛つうがまとわりついてくる。雫は上体を少しだけ起こしたが、また鋭い痛みが走って声もなく喘あえいだ。魔法士か文官か、どちらかの男の忍び笑いが聞こえる。

　涙が滲んで前が見えない。全てを捨てて逃げ出したい。

　だが、その笑い声を聞いて──雫は自分が腹を立てていることを思い出したのだ。

　彼女は拳を固く握りこんで王を仰ぐ。ベエルハースは薄い微笑みを唇に浮かべる。

「さて雫……どうするかい？　オルティアに話して死ぬか、どこかへ逃げ出すか。それとも痛いのが嫌なだけなら、ここで私のものになるかい？」

　優しい優しい声。伸ばされた手。

　それに対する答えなど既に決まっている。考えるまでもない。

　雫は全ての痛みをのみこむ。涙で濡れた目で、血が滲む唇で、王に向かって可か憐れんに笑いかけた。

「死んでもごめんです」







　屈することを拒絶した雫に、ベエルハースは楽しげに「なら帰るといい」とだけ命じた。魔法により言論を封じた時点で、やれることなどたかが知れていると思ったのだろう。

　それは腹立たしい余裕ではあるが、今はどうすることもできない。雫は苦痛と屈辱と怒りを抱えたまま王の部屋を出ると、ままならない体を引き摺って自室へと向かった。気を抜けば指先が震えだしそうなほど体が痛みを恐れている。腹の中でゆっくりと蠢く何かがいつまた暴れだすのか、やって来るであろう波が怖くて仕方なかった。

　今はただ、ベッドに入って丸くなりたい。眠れなくとも落ち着いて休みたいのだ。

　だが、そんな願いも虚しく後方から足音が近づいてくる。

　壁に手をつきながら歩いている雫には振りきれない速度で駆けてきた男は、先ほど彼女に術をかけた魔法士本人だ。ジレドは、額に脂汗を浮かべた雫をじろじろと遠慮のない視線で眺める。

「相当苦しいようだな、娘」

「何？　土下座以外の用件なら聞きたくないんだけど」

「楽にしてやろうか」

　辛辣な返答を完全に無視しての誘いに、雫は苦痛のせいではなく顔を顰めた。好色さが隠せない男に軽蔑の視線で返す。

「要らない……触るな」

「ふん。強がりもほどほどにしろ。そのままでは普通に生活することも困難だろう」

　ジレドは言うなり壁についていた雫の手を摑む。そのまま強く腕を引かれて、彼女は男の腕の中に転がりこんだ。耳元にかかる息に瞬間で鳥肌が立つ。

「放せ……！」

「従順になればすぐに痛みは引くぞ？」

　嬲る言葉に雫は歯は嚙がみした。左足を思い切り引いて男の脛すねを蹴りつける。

　直接的な反撃を予測していなかったのか、ジレドは悲鳴を上げてよろめいた。無様な姿に多少の溜飲が下りた雫は嘲笑を浮かべる。

「反省すれば？　変態」

「この小娘！」

「何をしている」

　怒りに顔を赤くしながら雫に摑みかかろうとした男は、その声に動きを止めた。

　見ると闇に覆われた廊下の奥に、若い男が一人立っている。指先に明かりを灯して二人を見やるその男は、雫とジレドのどちらとも面識がある人間だった。

　闇の中から歩み出たニケは明らかに揉もみあっていたと思おぼしき二人に冷ややかな目を向ける。

「なにやら侵入者があってこの女が証言に連れて行かれたというから姫に確認を命じられたが……面白いことをしているな、ジレド殿。その女が姫の所有物だと知っての行いか？」

　淡々とした指摘に、ジレドは二十歳は年下の魔法士を睨みつける。

「……犬め、大きな口を叩きおって……」

「口ではなく実力で思い知らせて欲しいというのなら考えなくもない」

　平静さを崩さないニケの挑発に、ジレドは憎々しげに口を開閉させた。ニケではなく雫を睨む。

「今に後悔するぞ」

　月並みな捨すて台詞ぜりふを吐いて、ジレドは踵を返す。雫はその姿が見えなくなると腹を抱えて床に座りこんだ。

「助かった……ありがと……」

「何やらかしたんだ、お前。夜中に姫に呼びつけられて眠い」

「ごめん、けど、おなか……いたい」

「拾い食いでもしたのか？」

　ニケは悪くない。何も知らない上、窮地を助けてくれたのだから怒る筋合いはない。

　だがそう思いながらも雫はこの時、彼を心底「殴りたい」と思ったのだった。







　ニケはオルティアから、「事態を確認して雫を連れてこい」と命じられたらしい。「さっさと来い」と彼女の腕を引いたが、雫が「姫の部屋までは歩けない」と洩らすと渋々その場からオルティアの部屋前まで転移門を開いてくれた。

　入室した雫は、寝台に胡坐あぐらをかく姫の前に跪いて、痛みを表情に出さないよう気力を振り絞る。そうして侵入者について、ベエルハースにしたのと同じ報告をした。

「暗殺……ティゴールか？　またずいぶんと思いきったことをしたものだ。どうせなら妾のところに来させればよいものを」

　何も知らないオルティアの不敵な態度に、雫は表情を曇らせる。

　犯人が真実ティゴールであるのなら、殺したいのはベエルハースでしかない。かつての共犯者で全ての原因となった男。ティゴールには、酷薄な政務者となったオルティアに刺客を放つことはできなかったのだろう。彼女をそうさせた原因は自分にあるからだ。

「それにしてもついに戦か。あちらから来てくれるというなら申し分ない。丁重に迎えてやらねば」

「姫」

「何だ？　雫」

　魔法の制約がある。迂闊なことは言えない。

　だが、発言に気をつければ事態を変えることはできるはずだ。

　雫は体内を蠢く熱に怯えながら、ファルサスとの停戦を勧めようと口を開きかける。

　けれど言葉が滑り出す直前、堪えきれない激痛が下腹を突いた。

「っああ……っ！」

　倒れこんだ彼女を、オルティアとニケは啞然として見つめる。それまで気だるげに座っていた姫は、起き上がると寝台の下を覗きこんだ。

「どうした、雫」

「ひ、め……」

「怪我をしているのか？　何故黙っていた」

　痛みの理由を答えることはできない。雫は涙の薄い膜越しにオルティアを見上げた。

　姫は美しい顔立ちに困惑と苛立ちと、少しの心配を入り混ぜている。初めて見るそんな表情はオルティアを幼い子供のように見せていた。

　──誰が悪いのかとはもう、言えないのかもしれない。

　オルティアも既に加害者だ。彼女の掌には取り返しのつかない多くの悲劇が乗せられている。

　それをなかったことにすることはできないし、元に戻すことも完全にはできないだろう。

　けれどそれでも、憐れだと思う。思ってしまう。本当ならオルティアはもっと、別の人生を歩んでいたのではないかと。

　この国はとても歪で、腹立たしく、そして悲しい。誰もが拠より所どころを持っていないのだ。一人でここに来てしまった雫自身がそうであるように。

　体の中が気持ち悪い。とても、痛い。

　だがそれ以上に苦しくて……雫は黙って涙を零した。




　部下の突然の変調にオルティアは表情を険しくする。それは、廊下で彼女の異常に出くわしたニケも同様だ。姫は寝台の下に足を下ろすと雫の顔を覗きこむ。苛立たしげに上から問うた。

「雫？　どうした。泣いていないで話せ。怪我はどこだ」

「怪我は……ない、です。姫、それより……」

「ないわけがあるか。腹を見せてみよ」

　伸ばされた手を雫は止めようとしたが、背後から来たニケが雫の肩を摑んで留めた。その間にオルティアは襟元から雫の肌を覗きこむ。

　伝わってきたのは絶句の気配だ。

　次の瞬間オルティアは、くるぶしまでの寝着の裾に手をかけ、それを乱暴にたくしあげていた。顕になった白い腹部、そこには胸のすぐ下から下腹部に届くまで、青い複雑な円を中心とした紋様が刻みこまれている。明らかに魔法による紋様に姫は呆然となった。

「……何だこれは」

「姫……平気、ですから」

「何だと聞いておるのだ！　ニケ！」

　鋭い声に、礼儀として顔を背けていた男は雫の体を見下ろした。やはり愕然とする気配が背後から伝わってきて、雫は苦々しい思いを味わう。

「これは……トラスフィ……か？」

「馬鹿な。雫は妾付きの人間だぞ……」

　魔法士であるニケと王族であるオルティアは、どちらもその術の存在を知っているのだろう。雫は力なくかぶりを振って二人から逃れると、床の上に縮こまった。上がってしまった息を整える。

　まるで陣痛に耐えるようにしばらくそうしていると、やがて痛みは薄らいだ。ほっとして顔を上げるとオルティアと目が合う。

「誰にやられた。……兄上か？」

　王に侍る女にしかかけられない術。その使用許可が出せる人間は国に一人しかいない。

　問うまでもない答えにオルティアの顔は見る見る赤く染まっていった。音が聞こえてくるほどに歯嚙みして姫は立ち上がる。

「どういうつもりか聞いてくる。少し待て」

「駄目です……姫」

　目の前を過ぎようとする衣の裾を、雫はかろうじて摑んだ。

　──オルティアを、ベエルハースに会わせたくない。

　雫に対してこれほどまで直接的な手段に出てきた王だ。ジレドの不吉な言葉から考えても、ベエルハースはもはやオルティアを「用済み」と見ている可能性が高い。行けば何をされるか分からないのだ。行った先で彼女が殺されたとしても「オルティアが悪い」と言えば皆は納得する。

　むしろ雫は、ベエルハースからオルティアに送られた絶縁状のようなものだろう。

　そしてだからこそ、雫はここで姫を行かせたくはないのだ。

　隠された彼女の傷にいつか手が届くかも、などと思ってはいられない。

　今、届かせる。

　そうしたいと、雫自身がいつからか願っていたのだから。







　衣を摑まれたオルティアは溢れ出す怒気と共に雫を見下ろした。強い感情に声がわななく。

「放せ、雫」

「駄目です。私のことは、見なかったことに……」

「お前は妾のものだ！　お前に傷をつけられるということは妾が傷つけられたも同然だ！　兄上であっても許せぬ！」

「違います……これをかけられたのは私で、姫じゃありません」

　弱々しい声。だが、言葉自体は明瞭で、きっぱりとしたものだった。オルティアは少しの冷静さを取り戻す。確かに何がどうなって雫に拘束用の術がかけられたのか分からないのだ。兄に抗議をするにしてもまずそれを確かめてからでなくてはならない。

　オルティアは雫の手の中から衣を引くと、寝台に戻って乱暴に腰かけた。怒気に落ち着かない目で雫を見下ろす。

「何があった」

「申し上げられません」

「雫！」

「言えないように、なっているのです」

　遠回しなその言葉で、オルティアはすぐにそれが雫にかけられた術と関係あると気づいた。側近の魔法士に視線を移す。

「トラスフィにあのような痕が浮き出る効果などあったか？　何故痛みがあるのだ」

　問われた男は理由を知っているらしい。言いたくなさそうな視線を雫に向けた。だがオルティアの機嫌を損ねるわけにはいかない。彼は苦い顔で説明を引き受ける。

「おそらく彼女が純潔だからです。本来体に馴染んで潜むはずの術が反発して浮き上がり、痛みをもたらしているのでしょう」

「言えないということは……緘かん口こうを刻まれでもしたのか？　ニケ、お前はこの術を解けるか？」

「不可能です。解法のない術ですから。ファルサス王妹であれば解けるかも分かりませんが」

「純潔でなくなれば痛みはなくなるのか？」

「消えるのは痛みと痕だけですが。命令に逆らえば死ぬのは同じです」

　現状を確認していく二人の会話を頭上に聞きながら、雫は思考を整理する。

　今やらなければならないのは何か、これからどうすればいいのか。だが、至近のことはいくつか思いつくものの、疲労と痛みのせいか一向に考えがその先まで広がらない。それでも朦もう朧ろうとする頭を振って意識を保とうとする雫の耳に、主君の苦々しい声が聞こえる。

「ならばニケ。妾が許可する。雫を犯せ」

「あ、阿あ呆ほか！」

　余りに予想外な命令に、雫は立場も忘れて叫ぶ。

　オルティアはオルティアで気遣ってくれているつもりかもしれないが、まったく方向性が間違っている。振り返るとさすがにニケも見たことがない微妙な表情で言葉を失っていた。返事をしない部下へ叱責が飛ぶ。

「できぬのか腑ふ抜ぬけ！　ならばファニートを呼ぶ！」

「ちょっと待ってください！」

　雫は痛みを理不尽さへの怒りで振りきると、両手を床について立ち上がる。反論されて憤慨しかけるオルティアに向き直った。

「何故嫌がる！　普通にしていられぬほど痛いのであろう！　それくらいのことは我慢しろ！」

「痛いのは私です！　私の意志を尊重なさってください！」

「危急時くらい妾に意志を譲れ！」

　雫の頰を打とうとした手を、彼女は逆に摑み取る。

　そのまま揉みあいになる二人を、ニケはしばらく感情を隠した目で見ていたが、子供の喧嘩にしか見えない応酬がいつまで経っても終わらないと悟ると割って入った。オルティアは手を振り上げ、雫とニケの両方を怒鳴りつけようとする。

　だがその怒声は雫が再び床に崩れ落ちたことで姫の唇につかえた。苦痛に押し殺した呻きを上げる臣下を、オルティアはどこか傷ついた目で見下ろす。

「……お前を見ていると腹立たしい。何故、これほどまでに意地を張るのだ」

「何故、って」

　何だかあの少年にも似たようなことを言われた。雫はひどく遠く思える時間を思い出す。

　一晩に二人から率直に否定されるのだから、自分の頑固は相当な域まできているのだろう。

　雫は気勢が削がれてしまったように沈んで聞こえるオルティアの声を、心中で反芻した。

「お前はいつもそうだ。何故譲れない？　折れた振りでもすればいい。頑固を通して死んだら何も残らぬではないか」

　死ぬことに何の意味があるのか。意志を通して命を捨ててどうなるのか。

　それよりは噓をついてでも、敵に従ってでも生き延びて、後から別の道を探した方がいいのではないか。命を惜しんで続く可能性に賭ければいいのではないか。

　──そうできていた時もあった。できる時も、ある。ただ、譲りたくない時があるだけで。

「姫」

　痛みが収まる。雫は息をついてオルティアを見上げた。美しい顔は、憂いのせいか幼くも見える。

　──もし別の時、別の世界で出会っていたなら友人になれただろうか。

　雫はそんな空想を抱いてほろ苦く微笑わらった。オルティアはそれを見て眉をつり上げる。

「何だ、雫。言い訳か？」

「言い訳です。姫、私だっていつも命を賭けてるわけじゃありません。死にたくないですから。でも時々……来てしまうんです。ここで逃げたら、きっともう取り返しがつかないだろうって時が」

「馬鹿か。どの道死んだら取り返しはつかぬぞ」

「そうなんですけど。でも逃げても取り返しがつかない、失くしてしまって、きっと一生それを後悔するだろうって……そういう時があるんです」

　いつでも死のうとしているわけではない。そこまで厭えん世せい的てきではまったくない。

　ただ時折、避けられない選択が「来る」。

　そこで譲ってしまったら自分の精神そのものが変質してしまうような、そんな決断を目の前に呈されることが。

　しょせん、自分は無力な人間だ。あるかないか分からない可能性に賭けて逃げ出したとしても、その可能性を得られるか分からない。たとえ得られたとしても、失ったものを取り戻せるかは分からないのだ。

　そして、取り戻せても、きっとそれはもう失う前と同じものではないのだろう。

　だから退かない。

　人の本質は精神に在り、その尊厳は容易く踏みにじられるものではないと示すために。

「ですから姫、それに比べたら大したことありません。痛いだけで死ぬわけじゃないです」

　青白い顔で笑ってみせる雫に、オルティアは何も言わない。

　真夜中の部屋にはそうして、誰のものともつかぬ溜息だけが零れ落ちていった。





※






　扉を叩く。

　だが、中からは何度叩いても反応がない。真夜中過ぎだからという可能性もあるが、それはこの際さほど問題ではないだろう。男は少し考えると扉の向こう、室内を対象座標として短距離転移を行った。中に入ると部屋の隅にある寝台を見やる。

　かすかに聞こえてくるのは女のすすり泣く声だ。彼が来たことに気づいていないのか、眠っているのか、寝台の中にいる女は起き上がる気配もなかった。

　音をさせないよう近づくと、泣き声に混じって女の呟きが聞こえる。

「……お姉ちゃん……ミオ……いたいよ…………」

　掛布からはみ出た黒髪が震えている。中で胎児のように縮こまっているのだろう。

　男は泣き声に顔を顰めると寝台に腰掛けた。半ば伏せられた寝顔を覗きこむ。造作だけは幼く見える彼女は、普段は常にある程度気を張った、可愛げのない表情をしている。

　だが今は苦痛に眉を寄せながら、まるで頼りない顔で浅い眠りをさまよっているようだった。小さな唇が嗚咽と共にわななく。

「エリク、たすけて……」

　この場にはいない男。その名を呼ばれて彼は途端に不機嫌になった。

　じっと彼女を見つめていた顔を離すと、その耳を強く引っ張る。

「起きろ、馬鹿女」

「……っいたたた！」

　本当に転寝うたたねのような危うい眠りだったのだろう。女は飛び起きて彼に気づくと、目を丸くした。

「あれ……ニケ？　何で部屋の中にいるの？」

　突然の侵入者に用心するわけでもなくただ聞いてくるだけの女。

　その疑問に男は「お前が起きないからだ」と答えると小さく舌打ちした。







「魔法士ってずるくない？　こんなのがいたら密室事件が成り立たないと思うんだけど」

「密室って何だ。物が詰まってるのか？」

「強いて言うなら死体」

　雫がそう言うと、男は理解しがたいものを見る顔になる。

　痛みでまったく眠れないと思っていたが、いつの間にか少し眠りに落ちていたらしい。そこを同僚に起こされた彼女は、下ろしていた髪を一つにまとめなおした。ぼんやりと熱を帯びた頭を振る。

　腹が痛いと言っても、それを上回る疲労が溜まっているのだ。雫は腹部に片手をあてたまま欠伸を嚙み殺した。

「大体転移ができる魔法士はそう多くない。この城に所属してるやつらの中でも二割くらいだ」

「じゃああっという間に容疑者が絞りこめるね。ところで何の用？」

　雫はオルティアに「これ以上話があるなら明日聞く」と言って追い返されてしまったのだ。

　時刻はその時既に真夜中であったから、姫が眠くなったのかもしれないし、雫の体調を気遣ってくれたのかもしれない。だがどちらにせよ体力は限界だったので、雫は部屋に戻って寝台に上がった。つい四時間ほど前に。

　それをわざわざ訪ねてくるとは何かあったのだろうか。朦朧とする頭を振る雫にニケは問う。

「痛いか」

「痛い。非常に痛いよ。多分今日ほど女に生まれたことを後悔した日はないと思う」

「男だったら殺されてたかもしれんな」

「笑えない冗談だけど多分事実だね」

　ニケもオルティアも、雫と王の間に何かがあったのだとは分かっている。その原因が王の方にあるのではないかとも。これは妹の部下にする仕打ちではない。

　凡庸で、だが穏やかな人間だったベエルハースと、今の雫の状況は簡単には結びつかない。にもかかわらず二人は、王ではなく雫の方を信用してくれたようなのだ。これは今まで苦労した甲か斐いがあると、喜んでもいいところなのだろうか。

「で、痛いかどうかを聞きにきたの？」

「いや。抱いてやろうか」

「絶対やだ」

「………………」

　間を置かず返答すると、ニケは笑えるほど苦い顔になる。思わず雫は噴き出しそうになったが、さすがに失礼だ。それをしては怒られることも確実だろう。

　雫は二、三度深呼吸して小さい痛みの波を乗り越えると真面目に返した。

「あんたが変なところで優しいのは知ってるけどさ。これに関しては気遣い無用。大丈夫だよ」

「阿呆はお前だ。満足に歩くこともできないくせに。すぐジレドに捕まるぞ」

「うわぁ……」

　確かにオルティアの部屋から出た後も、雫は自力で部屋までは戻れず転移を使ってニケに送ってもらったのだ。同じ城内ということで魔力の無駄使いに思えて申し訳なかったのだが、彼にとっては雫を抱え上げるより魔法を使う方が楽らしい。

　王の側近であるジレドの粘着質な視線を思い出して、彼女は思いきり憂鬱な気分になった。

「……い、いやでも、いいです。負けた気がして悔しい」

「そういう問題なのか？　お前は痛いとか怖いとかないのか」

「あるよ。暴力が怖くて人のいいなりになったこともある」

「なら何でだ。俺が不満か」

　あんまりにも不機嫌そうに言われたので、雫はすぐには意味が分からなかった。一拍置いて笑いだす。腹を抱えているのは先ほどまでと一緒だが、声を出して笑っているのでは意味が大分異なる。白い眼めで見やるニケに雫は笑いを収めると「ごめん」と謝った。

「いや、確かにそういうの考えたことないけど、そうじゃなくてさ。誰が相手でも同じだよ。痛みに屈したとは思われたくない。それくらいには怒ってる」

「……馬鹿だな」

「うるさいよ」

「口開けろ」

　何だか分からないが、雫は口を開けてみる。ニケはそんな彼女の口に何かを押しこんだ。奥まで入れられたそれを、雫は反射で飲みこむ。

「何これ」

「魔法薬だ」

　男は小さな瓶を放ってくる。そこにはビー玉より一回り小さいくらいの白い粒が詰まっていた。

「痛みを感じにくくする。効果はきっちり三時間。ただ切れそうだからといって重ねて飲むな。痛覚以外の感覚にまで影響が出る。あと腹の痛みに限らないからな。その薬を飲んでいて痛いと感じたら実際は激痛だ。怪我などに注意しろ」

「あ、ありがとう……これどうしたの？」

「作ってきた。なくなりそうになったら言え」

　ニケは言い捨てると立ち上がる。帰るつもりなのだろう、今度は扉に向かう男に雫は苦笑した。

「ごめん。面倒かけて」

　作ってきたということは、別れてから今までの四時間でやってくれたことなのだろう。すっかり自分の意地につき合わせてしまった。感謝をこめて頭を下げる雫に、ニケは言い捨てる。

「精々恩に着て足を引っ張るなよ、馬鹿女」

「了解了解。頑張る」

「あと俺は別に優しくない」

　捨て台詞か違うのか、判断に迷う言葉を残してニケは去っていった。

　一人になった雫は立ち上がり、体の調子を確かめる。

「……痛くない、かな」

　何だか少し感覚がぼやけているような気がするが、魔法で麻酔をかけているようなものだろう。腹の痛みも完全に消えたわけではないが、これくらいの鈍痛ならかろうじて我慢できる。

　雫は何度か屈伸運動をして支障がないことを確認すると頷く。

「よし……。見てろよ、あの鬼畜」

　言葉を封じて無力化したと思ったら大きな間違いだ。これ以上あの男の掌上では動かない。駒を操るように人を狂わせて愉悦に浸ろうとも、手の届くところには必ず限界がある。

　徒に人の意志を歪める人間は、それが度を越した行いであったと、いずれ身に染みて思い知ればいいのだ。

　籠の中にいる鳥全てが、従属し敗北を受け入れているとは限らないのだから。








４．優しい指









　昇り始めた日の下、辺りの風景が薄明るく照らし出される。淡い光が森や草原を染め上げ、朝の訪れを生き物全てに予感させていった。

　静せい謐ひつな空気。鳥の囀り。何億と繰り返された変わらぬ時。

　だが、それら何の変哲もない要素で構成された世界に、突如異変が現れる。

　キスク南西部ロスタ領。その国境付近の草原に、前触れもなく三万の軍勢が出現したのだ。

　他の追随を許さない魔法技術を以て、隣国への的確な転移を為した軍は、朝日と共に迅速に動き始める。全ての発端たるカリバラの街のすぐ北を通り、より北東に位置する辺境城じょう砦さいを目指して。

「街へは軽く威圧しておくだけでいい。萎縮させてしまえばアズリアが行った時に統制が楽だろうからな。それより砦だ。落とす必要はないから少し叩いて黙らせておく」

　今回の進軍行路を決定したラルスは、会議において将たちにそう告げて、ワイスズ砦を示した。

　城都から続く街道沿いにあるこの砦は、キスクの国軍が駐留する南西の要所であり、ファルサスが動いた時に真っ先に対抗する戦力でもある。

　──暴徒や小悪党しかいないカリバラの街に大軍は必要ない。むしろ制裁を加えたいのは国や城そのものに対してだ。

　大国同士の戦の先駆けにしては少数の軍勢での幕開けは、こうしてファルサス王の決定により、事態の焦点と思われていたカリバラを通り越してワイスズ城砦への威嚇で始まった。

　ファルサス侵攻の連絡を受けて、砦を預かる将軍ドルファは若干の焦りを表情に滲ませる。

「転移で来るとは思ったが街を無視したか……。防御構成は間に合いそうか？」

「あと五時間はかかります。その間にファルサス軍が到達してしまうかと……」

「ならば時間を稼ごう。一戦して持たせる間に構成を引け」

　ドルファは短く決断すると、出軍を指示した。

　あらかじめ準備がなされていたこの作戦は、表向きにはあくまで「ファルサス侵攻を知ってから対策した」ということにしなければならない。ワイスズ砦は王の命令で「こちらから周到に待ち構えて戦闘を呼び起こしたのではない」という意志をファルサスに示さねばならないのだ。

　これがどういう意味を持っているのか、ベエルハースは明言しなかったが、要は腰をすえて魔法大国と戦争をする気はないということだろう。

　かと言って手を抜いてやりあえる相手でもない。ドルファは砦周辺の地図をテーブルに広げ、自軍四万の布陣を決定すると自身も鎧よろいを着こんだ。

「ファルサスの軍もたった三万だ。防御に徹すれば砦を越えることはないだろう」

　怖おじ気けづく兵たちをそんな言葉で鼓舞しながら、ドルファは自らが先陣に立つ。

　街道が中央部を貫く丘陵地帯。その丘に隠れるようにしてキスク軍が布陣を完了したのは、ファルサス軍が到着するほんの三十分前のことだった。




　穏やかな風が前方から吹いてくる。その風に髪をくすぐられながら、ラルスは偵察からの報告を受けていた。目の前に伸びる街道を行けばやがてワイスズ砦へと到達することは知っている。だが、どうやらその前で足止めをくらいそうだ。

　青々とした草が茂る丘を見上げて、王は暢のん気きな声を上げる。

「さて、どうするか。キスク軍を飛び越えて城砦前まで転移するか？　トゥルース」

「簡単に仰らないでください。さすがに他国領土の只ただ中なかでは大規模転移門の座標が取れません。砦周辺ですと無許可転移が禁止されている可能性もございますし」

「そうだな。前後から挟撃されても面倒だ。正面を突破していくか」

　街道自体は丘を切り分けて敷かれたのだろう、緩やかに弧を描きながらも平らな土地を前方へと伸びている。だが広い街道の左右には大きな丘が連なり、奥に待ち構えているのであろうキスク軍の姿をその向こうに上手く覆い隠していた。

　ラルスは少し考えると、大きく二つある丘のうち、西側の丘の上を進軍していくよう命じる。動き始める自軍を見やって彼は人の悪い笑みを浮かべた。

「さて……軽く遊んでやろう。久々の戦だ」

　風に揺れる草々を馬蹄が踏みにじっていく。張り詰めた空気に、鳥の囀りはもはや聞こえない。

　鉄の鳴る音、詠唱のさざめき、そんなものだけが丘陵に広がって行き──やがて日の出からしばらく、最初の戦闘が開始された。




　丘の上に姿を現したファルサス軍を、布陣していたキスク軍はまず弓で狙い打った。

　高低差はあるとは言え、風向きの利はキスクにある。

　先制に不利な状況ではないとドルファは判断したのだが、半ば予想していた通りそれらの大半は魔法によって防がれた。彼はたくわえた髭ひげを撫でつけながら、自軍にも魔法防壁の展開を指示する。

「しかし魔法士を最前線に出すとは、ファルサスは何を考えているのだ」

　丘に布陣を始めるファルサスの前線、その半数以上はどうやら魔法士で構成されているようだ。鎧を纏わず結界によって防御を行う魔法士たちは、遠目でも服装で見分けがつく。

　だが本来彼らは最前線ではなく、その後ろに置かれて防御や治癒を司ることが多いのだ。そこをあえて先陣に立たせているのは、魔法の火力を重用しようという狙いなのだろうか。

　ファルサスから自軍に向かい降り注ぎ始める火の雨を、ドルファは顰しかめ面つらで睨んだ。近くにいた部下の一人、イサルに現況を報告させる。

「どうだ？　防げそうか？」

「この程度であれば問題ありません。魔法大国と言ってもさほどではないようで」

　まだ若い部下の顔には過剰な自信が見て取れたが、弱気になられるよりはよほどいい。ドルファはイサルに迎撃を命じて自分は後方へと下がった。砦に連絡を取ると、砦を覆う防御構成はあと三時間ほどで完成するという。それを聞いて彼は安堵の表情になった。

「よし……何とか切り抜けられればいいが」

　慎重な性格で知られるドルファは、ファルサス軍を打ち破って勇名を得たいとは思っていない。ただ王命通りワイスズ砦で敵の進軍を留め、彼らをカリバラの街へ反転させればいいと考えていた。

　ファルサスがキスクに進軍して来たのもカソラの民からの嘆願によるところが大きいだろう。

　ならばカソラの民のほとんどが住むカリバラを明け渡してしまえばいい。どの道あの街に生粋のキスク人はほとんど住んでいないのだ。

　城砦が落とせないと分かればファルサスは来た方へと引き返していくはずだ。ベエルハースから持たせるよう指示された期間は二週間。それは決して長すぎる時間ではないと、彼は思っていた。







「イサルは何をしている！」

　怒声を上げたドルファは前方の丘を憎々しげに見やったが、その声はイサルまでは届かない。

　指揮を任せたイサルは、後方へと下がり始めたファルサスの魔法士を追って、自ら馬を駆りキスクの前線を突出させていた。あわてふためきながら馬首を翻す魔法士たちに向けて、彼は自軍から魔法攻撃を放たせる。

　だがそれは結界に相殺され思うような効果を得られなかった。にもかかわらず後退していくファルサスをキスクは勢いのままに追っていく。突出したキスク軍の先端は、やがて敵を求めて丘を反対側へと下り始めた。

　戦功に目が眩み、丘の向こうへ見えなくなった自軍を引き戻そうとドルファは声を張り上げる。

「魔法士に連絡をさせろ！　前線を戻すよう命じるのだ！」

　その命令は、しかし必要のないものだった。ドルファが部下を罵る言葉を吐いた時、イサルもまた意表を突く光景に進軍を止めていたのだ。

　丘の向こう側に布陣していると思っていたファルサス軍、騎兵を中心としたその本隊は、だがいつの間にか街道とは反対側の方角を選び、丘を迂う回かいしている最中だった。

　その上でラルスはキスク軍の注意を引き付けるため、魔法士を前線に出し後退を偽装させたのだ。

　現在は魔法大国の印象が強いファルサスは、けれど長い歴史のほとんどにおいて武力の国であった。にもかかわらず魔法士を主軸に据えるかのような布陣に、イサルはファルサスの武を忘れ、魔法士を捻じ伏せることができればすなわち勝利だと短絡的に考えてしまった。

　魔法士は距離を置いた攻撃や防御には強いが、白兵戦には弱い。それを狙って逃げていく魔法士たちへ飛びついたキスクは、結果としてファルサス軍の望むままに陣形を乱した。

　丘を回りこんでキスク本営の側面を突こうとしているファルサス軍を見て、イサルは伝令の魔法士を振り返る。しかし口を開きかけた彼は、次の瞬間乗っていた馬ごと燃え上がった。獣じみた絶叫が炎の中から上がる。

　指揮官を狙って炎を放った壮年の男──魔法士長であるトゥルースは、軽く息を吐く。

「よし。反転、攻撃。焼き払え」

　簡単な命令に、後退していた魔法士たちは足を止め、詠唱を始めた。その間を縫うようにして槍そう騎き兵へいが前に出る。

　突如燃え尽きた指揮官に啞然としていたキスク軍は、猛然と丘を駆け上がってくる騎兵たちを見て、瞬間制御しがたい戦慄に囚われた。




　キスク軍の右翼近くにある森の中、結界を張って偵察をしていたキスクの魔法士は、その時自分が担当する区域に何かが侵入したことに気づいた。意識を研ぎ澄ましながら探知用の魔力を滑らす。

　魔法の伝達によって流れてくる戦況は、丘の頂上を中心としていささか混戦の様相を呈しているようだ。現在はキスクも何とか持ちこたえているようだが、もしそれが囮おとりでファルサスが別働を動かしているのなら、早々に布陣を変えねばならない。彼は伝達用の構成を組みかけた。

　しかしその構成が完成する直前、視界の隅に何かが飛びこんでくる。

　大きな黒い影──とだけ認識した一瞬後、彼の首は胴体から切り離されていた。鮮血が遅れて草の上に飛び散る。

　馬を自分の手足のように駆りながら、剣の一振りにて魔法士の命を奪った男は、戦場に似合わぬ優しげな微笑を見せた。驚愕に目を見開いたままの首を見下ろす。

「魔法にばっかり頼ってないで、自分の目で見ないと駄目だぞ？　一つ学んだな」

　王剣を携えたファルサス国王は再び手綱を引く。そこに王の守護結界と伝達を担当するハーヴがようやく追いついてきた。

「陛下！　お一人でどんどんお行きにならないでください！　私がレウティシア様に怒られます！」

「気にするな。怒られとくといいぞ。俺の分まで」

「監視を殺すなら弓兵か魔法士にご命令ください！」

「俺もたまには動きたい。せっかく執務をレティに押しつけてきたのに」

　今からでも交代なさってください、とは言えずにハーヴは押し黙る。結局言いたいことはほとんど言えずに、彼はラルスの命令で、キスク本営への攻撃開始を本軍に伝えた。





※






　一歩歩くごとに腹の中が疼く気がする。

　半分以上気のせいだとは思うが、忘れてしまうにはあの激痛はあまりにも記憶の中に焼き付いていた。雫は鏡で見た自分の体を思い出す。

「あれじゃさすがに水着になれないっていうか……治らなきゃ帰ることもできないんじゃ」

　少なくとも魔法薬に頼って痛みを抑えている現状では、魔法のない世界でどうやって激痛をまぎらわせればいいのか分からない。雫は溜息混じりにオルティアの部屋の前に立つ。

　そこには既にファニートがいて、気遣うような視線を彼女に投げかけてきた。

「大丈夫か」

「あれ、姫に聞いたの？」

「ああ」

「平気だよ。それよりいくつか頼まれて欲しいことがあるんだけど」

「何だ？」

　雫は頭の中でまとめていたことを要点だててファニートに依頼する。彼は最初怪訝な顔をしたもののすぐに彼女の意図を察してくれたようだ。「やっておく」と微塵の笑顔も見せず頷いた。

　これで後はニケと、そしてオルティアだ。

　雫は扉を前に深く息を吸う。隣に佇たたずむファニートが平坦な声で補足した。

「ファルサスが侵攻を開始した。ドルファ将軍が迎え撃ったが、一蹴されて砦に逃げこんだらしい」

「……そっか。あんまり時間なさそうだね」

　半ば分かっていたことだが、現実として突きつけられると緊張はやむをえない。

　だが、逃げ出すという選択肢はもはや彼女にはないのだ。どれほど困難な立場に在るのだとしても、ここから何とかしてやると決めてしまったのだから。

　雫は姿勢を正し、開けられた扉の奥へと踏み出す。その横顔は異質なほど落ち着いて、まるで何年も姫に仕えてきた人間のように、ファニートの目には映った。




　──家族を信頼できない、とはどういう気持ちなのだろう。

　それは雫には分からない、分かることのできない心情だ。

　オルティアは知らぬうちに兄に裏切られ、それ以来家族を失った。その後の彼女がどんな煩はん悶もんを経て今に至ったのか。想像し同情してもそれは姫の気分を損なうだけだ。

　そしてまた、同情に値するのはオルティアに踏みにじられた多くの人間たちもそうだ。

　だが既に事態はここまで来てしまった。ベエルハースの、オルティアの行く末はまもなく決定し、国そのものが動き出すだろう。転換点をすぐそこに控えていることを雫は知っている。

　だから、多くは求めない。

　彼女が望むのはただ、「こんなことはもう終わりにすべき」というたったそれだけのことなのだ。




「お前が言いたいのはそれだけか？」

「はい。猶予はもうほとんどありません。今すぐこれらのことを実行なさってください」

　動じることなく返した雫を、オルティアは睨みつける。

　だが、雫自身は眉一つ動かさず主君からの視線を受け止めていた。「できないのか」と言わんばかりの表情に姫は小さく歯軋りする。昨晩あれほど苦痛の声を零していた人間とはとても思えない。

　すっかり肝が据わったかに見える雫の進言はどれも、オルティアに今までとは違う激しい方向転換を促すものだった。同席しているニケとファニートも緊張の表情を見せている。

「何故、このようなことが必要なのだ？　その理由も言えぬのか」

「申し上げられません。ですが、理由は姫ならばお分かりになるかと」

　堂々とした具申にオルティアは顔を歪める。

　確かに、言われなくても分かったのだ。

　謀略の類に入る複数の策、その半分以上が示す結末は──王位の簒さん奪だつなのだと。

　雫はオルティアに対し、異母兄を玉座から追い落とせと、そう示唆してきた。臣下がする進言にしては大胆すぎるその案に、けれどさすがの姫も苦い顔を隠せない。

「兄上を狙うのは何故だ。お前の私怨か？」

「恨みは確かにございますが、それだけではありません。私はただ姫に仕える人間として、これらの案が必要であると愚考致しました。詳しい理由は過程にて明らかになるかと」

「絵空事だ。妾に王が務まるはずがない」

「ご自身の才覚に自信をお持ちでないので？」

「まさか。単に妾は皆に畏れられているというだけのことだ」

　陰惨な笑みを見せるオルティアの能力を疑うものは、城内ではほとんどいない。だがそれ以上に彼女の名は国外にまで残虐な行いと共に知られているのだ。

　悪名持ちの彼女が王位につけば、国の内外から畏怖と反感が集まる。オルティアは兄を王に戴いただいてこそ能力を発揮できていたのであって、自身が旗印になれる人間ではまったくないのだ。

　しかし雫はそれを聞いても意見を翻さなかった。冷たくも熱くもない声でオルティアに返す。

「ですから、悪名のうち多少は王に負って頂きましょう。あとは姫の今後の行いで。絶大な支持を得る必要はありません。高い能力と国全体への寛大さを示せば、それで構わないと思う人々は必ず出てきます」

「今更寛大さを示せと？　それで過去のことを許して欲しいと懇願すればよいのか？　この妾が」

「許しが欲しいとお思いになるのなら、姫がご自身で償いをお考えください。私が申し上げているのはこれからのことでしかございません」

　きっと、何をしてもオルティアを許せないと思う人間は残るだろう。

　それはけれど、心苦しくはあるものの雫にはどうしようもできないことだ。仕方のない、変えられない過去のことで、雫までもがそこに拘っていては全てが進まない。オルティアが本当に己の行いを後悔しているのなら、それらはオルティア自身が何とかしていくしかないのだ。

　だが、姫を心から憎む人間は、おそらく国全体の人数から言えばそう多い数ではない。大半を占めているのは、伝え聞く話で姫の行いに眉を顰めている人間だ。そういった人間たちへの印象を改善できれば、オルティアは充分女王としてやっていけると雫は踏んでいた。そしてその評価は、とりあえずは「ベエルハースよりも高い」ものであれば構わないのだ。

　多少の謀略を使っても今を乗り越えられれば、後はオルティアの心構え次第だろう。雫よりもよほど政務に通じる彼女ならば、そう察しがつくはずだ。

　だがオルティアは理解しても同意はしなかった。美しく整えられた眉を吊り上げて雫を見据える。

「何故妾がそのようなことをせねばならぬ」

　子供じみた反論。けれどそれがオルティアの正直な思いだ。

　──何故、正面から国のために身を捧ささげなければならないのか。

　今までは王族として最低限の義務と最大限の権利の上に悠々と暮らしていた。幼少の頃切り捨てられた彼女からすると、それが自分を犠牲にした国に対する唯一の在り方だったのだろう。

　国の役に立たねばと思いながらも、オルティアはずっと国自体を疎んじていた。それをただ言われたからといって、服を着替えるように変えられるはずもないのだ。

「どうして妾が折れねばならぬのだ。妾はずっと兄上に頼まれたことはやってきた。王族たる義務は果たしてきたのだ。なのに何故これ以上国のために己を費やさねばならぬ……。妾も民も、誰もそのようなことは望んでおらぬわ！」

　感情が多分に入り混じった叫びに、しかし雫は一歩も退かなかった。

「姫、王の他にはあなた様しか継承権を持つ方はいらっしゃいません。誰でも王になれるわけではないのです」

「なら兄上でいいではないか！　妾は王になどなりたくない！」

「それでは国をお捨てになりますか？」

　オルティアは虚をつかれて顔を上げる。

　異世界の人間であるという女は、姫の癇癪に怒った様子もなく、ただ幼子に対する母親のように落ち着いて主を見つめていた。

　諭すわけでもなく叱るわけでもない、事実を読み上げるだけの声音で雫は続ける。

「姫、あなたは城にも、国にも囚われていらっしゃらない。逃げ出すこともできるのです。ですがもう時間はあまりない。城をお出になるのなら早々に準備をなさってください。もちろん陛下には分からないようにです」

「雫」

　ファニートが突然の発言を留めようと前に出る。だが雫はオルティアを見たままそれを手で遮った。姫は予想してもいなかった進言に呆然と口を開ける。

「城を……出ると？　妾が？」

「姫がそれをお望みならば。できぬことではございません」

　それもまた、一つの終わりだろう。

　オルティアを犠牲にしようと思っているベエルハースの手を逃れて、姿を消す。王は手駒の一つを失って歯嚙みするだろうが、ファルサスが侵攻している今、捜索に全精力はかけられまい。

　そして、或いは姫にとってはこちらの方がよほど楽な道かもしれないのだ。彼女は全ての義務から自由になり、新しい人生を得る。まだ若い人間だ。過去を捨ててしまえばいくらでもやり直しがきくだろう。兄と争うという道の他にも、オルティアにはまだそんな可能性が残されているのだ。




　沈黙は長く続いた。

　その間雫は微動だにせず、ファニートは険しい目で、ニケは感情を殺して姿勢を保っていた。

　オルティアはじっと自分の膝上に視線を落とす。それは長い間鳥籠に閉じこめられていた鳥が、ずっと籠が開いていたことにようやく気づいたような不安げな目に似ていた。

　寄る辺ない空虚と、同量の自嘲を湛たたえてオルティアは笑う。

「妾に……ここから逃げろというのか、雫」

「女王になる気はないと仰るのなら、今すぐお逃げください」

「それがお前の希望か？」

　まったく違う道を歩いてきた二人の女は、時折相手の姿に「別の自分」を見る。

　たとえば王族として生まれていれば、或いは地位のない平民であったなら。

　家族の皆から愛されていれば、もしくは切り捨てられて育ったのなら。

　どうなっていたのだろう。どうしていたのだろう。

　その答えを相手の中に見る。釣りあわない鏡を覗きこむ。

　雫は女の瞳を見返して、瞬間、今までの道行きに思いを馳はせた。

　そして、先の分からぬこれからを思う。

　決して楽ではないだろう未来。だがそこにいる自分は多分一人ではないのだろう。

　背筋を伸ばす。主君を見つめる。

「私の希望を申し上げてよろしいのなら」

　幾千の言葉を費やしても伝わらぬ思いをこめて、雫は口を開いた。

「どうぞ女王におなりください。歴史上には名君で始まり暴君に終わった王もおりますれば、あなた様はその逆をお辿りください。鳥籠越しではなくご自身の目で国をご覧になれば、姫もいずれお分かりになるでしょう。人の世は確かに理不尽が多くはありますが……それでいて、意外と優しいものですよ」

　きっと、誰よりも自分こそが人の優しさを知っている。

　その優しさに救われて、見知らぬこの世界を渡ってこられたのだから。

　だからオルティアも知ればいい。

　兄によって歪められ閉じられた鳥籠の中だけではなく、外の世界に触れて知ればいいのだ。

　多くの人々に、そして自身の中にも、人が人を思う気持ちは確かに存在しているのだと。





※






「──お前、本気で姫を女王にするつもりなのか？」

　呆れよりも疑いが勝った言葉に雫は無言で肩を竦める。それが肯定を意味すると分かったのだろう、ニケは嫌な顔になった。雫は彼のカップにお茶を注つぎ足たす。

　小さな休憩室には今は二人しかいない。オルティアは雫の話を一通り聞いた後、「少し考える」と言って側近たちを下がらせてしまったのだ。

　時間の余裕がまったくない以上、早い決断が欲しかったのだが、姫自身が納得しないのでは仕方ない。その間にできることからやってしまおうとのことで、雫はニケを呼び止めると用意していたいくつかの要望を伝えた。

　しかしその返答は、先ほどの問いだ。雫はお茶菓子を広げながら首を傾げた。

「何で？　あんたは反対？」

「お前な……姫がどういう人間かよく分かってないぞ。あの方が気まぐれで処刑した人間がどれくらいいると思ってるんだ」

「あー、うん」

　こういう意見があるだろうとは思っていた。確かにオルティアの行状については、雫がもっとも知らないのだ。残虐な行いを重ねてきたと言われても、それを目の当たりにしたことは一度もない。分かってないと言われたら、「その通りだ」としか答えようがない。

　雫は、姫の手足として他国に出向いて暗躍することも多い男をじっと見つめる。

　彼がどうしてオルティアの側近となっているのか、詳しいことを雫は何も知らない。彼が自分の主君をどう思っているかも。

　ニケは、無言で自分を凝視してくる雫に眉を顰めると、「見るな」と言って顔の前で手を振る。

「見るなって……まぁいいけどさ。うーん、私って結局、甘い人間なんだよね」

「そうだろうな。よく分かる」

「うん。だから、すっごく腹立ってもその人の違う一面を見ると、本当は優しいところあるんじゃないかって思う。そう思いたいんだよね、きっと。そう思った方が気が楽になるから」

「馬鹿だ……。お前、それ騙されるぞ」

「もう騙された」

　あえて明るく言うとニケはますます顔を顰める。その結果が彼女の体に刻まれた紋様だと分かったのだろう。彼は舌打ちまでしてお茶に口をつけた。すっかり人相の悪くなった同僚に雫は笑う。

「あんたとかも、第一印象最悪だけど優しいところあるって知ってるし。姫も本当ならもっと違う風に生きられるんじゃないかな。時々そう感じるよ」

「俺を例に出すな」

「自分を棚に上げないでよ。姫の重臣のくせに」

「姫が俺を使うのは、俺が忠実な人間じゃないと知っているからだ」

「へ？　普通、逆じゃない？」

　目を丸くした雫の口にニケは腹立たしげに菓子を押しこんだ。包み紙を丸めて手の中で燃やす。

「姫は、俺が内心逆らいたがっていると知っていて俺を使う。それでも俺が絶対背かないと知っているからだ。だから時々試すような命令をして反応を愉しむ。……まぁ俺はそれが分かるから面には出さないけどな」

「うっわぁ」

　そう言えばこの国に来たばかりの頃、ファニートがニケを指して「二重人格だからこそ姫のお気に入りだ」と言っていたが、こういう意味だったのか。中々の屈折ぶりに上手い感想が言えない。

　雫は押しこまれた菓子を食べてしまうと「中間管理職の悲哀っぽいね」と自分でも意味不明なことを口にした。彼は苦い顔でお茶のカップを手に取る。

「優しいかどうかはともかくとして、まぁそういう人だ。女王に向いてるとは思えん」

「うーん……。でもまだ姫若いしさ」

「普通なら結婚してる年齢だぞ。若くはない」

「え。そうなの？」

　十九歳で結婚とは雫の感覚では充分早い。ぽかんとした彼女にニケは「王族ならな」と補足した。

　雫はほう、と深い息をつく。

「何ていうかさ、何かすっごく衝撃的な出来事があって方向性が変わっちゃった人って、逆に言えばそれがなければもっと違う人生送ってたんじゃないかな」

「……そうかもな」

「だから、そういう人って可能的には転換がきくんじゃないかと思ってる。本人がやり直したいって思えれば、ある程度は何とかなるんじゃない？」

　人間には、はたしてそれくらいの柔軟性があるのではないだろうか。

　誰かによって曲げられたものなら、きっかけさえあれば自分の意志で変えることはできないか。

　こんなことを考えてしまう辺り自分は本当に甘いのだろうし、人への期待をしすぎている気もする。だが、その可能性をはなから捨ててしまうのは、やはり違うだろうと思うのだ。

　雫は皺しわが寄ってしまった眉間を指でほぐす。

　その様をニケは無表情で眺めていたが、不意にぽつりと零した。

「お前は本気みたいだから一応教えてやる。あの方は、試験に失敗した子供を処刑していない」

「へ？」

「正確には俺が遠くの町に逃がした。ただ姫はおそらくそれを知っていて咎めなかった。俺がアンネリ王女を見逃したのも同じ理由だ。あの方は、俺が陰で動くことを知っていて、ある程度は見ぬふりをしている」

「それって……」

　オルティアがニケを重用するのが「忠実ではないから」という理由なら、彼が密かに弱者を見逃していることもまた、同じ理由のうちではないのか。姫は、ニケがそう立ち回ることを知っているからこそ、彼に単独で多くの任務を振る。それは妖姫として知られる彼女の別の側面ではないか。

　だが、そんなことを考えかけた雫に、ニケはきっちり釘を刺す。

「勘違いするなよ。それであの方のやったことが変わるわけじゃない。姫が冷酷なのは事実だ」

「……うん」

　オルティアが冷酷であることも苛烈であることも動かせない事実で、それは決して忘れてはならない。神妙に頷く雫を見て、ニケは盛大な溜息と共に立ち上がった。

「まぁいい。どのみち俺も今更普通の魔法士には戻れんからな。お前の案に付き合ってやるさ」

「ん。ありがとう」

「それで、もし姫を玉座につけてもあの性格のままだったらどうする？　それでもお前は姫に付き合っていくのか？」

　当然考えなければならない可能性。それを突きつけられて雫は苦笑した。一つしかない南西の窓から外を見やる。雲一つない青空は絵の具を塗りたくったかのように平坦だった。その空が続いているだろう戦場を思って彼女は目を閉じる。

「そうだね……。その時はきっとまた揉め事になって、キスクの王家は終わっちゃうかもね」

　トライフィナの偽りから続く王家の血筋。その最後をオルティアは女王として担うことになるのかもしれない。今でも、その可能性は充分に高いだろう。ファルサスの手は既に国内にまで伸びてきている。それを食い止めなければ彼らに未来はない。

「あー、荷が重いよ。何で私が王族の側近やってんの？」

「知るか。さっさと動け」

　ぶっきらぼうな返事をかけてくる男について、雫は休憩室を出る。

　そうして一歩部屋を出た時、彼女の貌はもはや重圧にぼやく年若い女ではなく、姫に仕える臣として老成したものになっていた。
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　腕の中の体は小さく、頼りない。

　雫は軽い赤子の体を抱き直して笑顔になった。傍に立つユーラも柔らかい表情を浮かべる。

「ごめんなさい、ユーラ。危ないことを頼んでしまって」

「いえ。お力になれて嬉しいですわ」

　同い年の女官の言葉は温かくも力強い。その強さに安堵して雫はヴィエドをユーラの腕の中へと戻した。小さな部屋を見回す。

　ヴィエドを元の部屋から移動させたのは、雫が王の真意を知ってから一番に行ったことだ。

　ファルサスが侵攻している現在、生まれて間もないこの赤子の存在にはかなりの意味がある。ベエルハースが雫を生かした原因もこの子供にあるのだ。王の手にヴィエドを渡すことは何としても避けねばならなかった。

　夜中に突然移動させられた赤子は、城内で雫の信用がもっとも篤あつい女性、ユーラとウィレットに託された。彼女たちによってとりあえずの面倒を見てもらいながら、改めて信用の置ける乳母や側仕えを選び出す。これは面倒ではあるが用心のために必要なことだ。別の乳母から理由を言わずもらってきた母乳を、ウィレットは魔法板で温めなおしていた。

　ユーラとウィレットの二人は、ヴィエドを預けられて初めてその存在を知ったのだが、親を問うてくることはしない。雫がこの件に関して口止めを徹底したため、事態の重大さを感じ取ったのだろう。年若いウィレットは意外にも「町でよく赤ん坊の面倒見てたんですよ」と慣れた手つきでヴィエドの世話をしてくれた。今も手際よく温めた母乳をユーラに渡すと、洗いあがったたくさんの布を畳みながら笑顔を見せる。

「そう言えば雫さん、最近ニケさまと仲いいですよねー」

「うわっ、様づけが似合わない。仲悪くはないけど、よくもないよ。仕事の話するからじゃない？」

「ええー残念。雫さんってどんな人が好みなんですか？　それ教えてくれればはりきりますから」

「何をはりきるの……」

　ヴィエドの世話以外にはりきって欲しいことなどまったくない。

　苦い顔になった雫は、だがあることを思い出して「あー」とやる気ない声を上げた。

「そうだ……体に変な模様があっても気にしない人って項目が加わったんだっけ」

「何ですかそれ」

　思わず驚いてしまうほど真剣な声を上げたのは、背後にいたユーラの方だ。彼女の表情に世間話では済まない、探るような心配を見て取った雫はあわてて言い繕う。

「な、何でもないです。平気平気」

「本当ですか？　誰かに何かをされたんじゃないでしょうね」

「ないない！　ギッタギタにしなくていいです！」

「ならいいんですけど……」

　引き下がったユーラの目は心なしか残念そうだった。雫は自分がギタギタにされそうでうろたえる。もし本当のことを言えたのなら、ユーラはジレドに食ってかかるかもしれない。

　雫は気を取り直すと、ひたすら洗濯物畳みをこなしていく少女に手を振った。

「そうだ。ウィレット、私の理想の男性像聞いてくれる？」

「え！　教えてください！」

　途端に目を輝かせて飛びついてくるウィレットに雫はにっこりと笑いかける。

　はたして、この話が効果を持つ日は来るのだろうかと思いながら。
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　裏町にある小さな酒場は、数日前から徐々に客足が減りつつあった。この店の主な客層は傭兵たちだが、彼らの間にファルサス侵攻についての事前情報が流されたのだ。

　一時は傭兵の雇い口が増えるかと各地から手練が集まったが、キスクが一向に動かないと分かると彼らは面倒を嫌って他国へ出て行った。中には状況を見定めようとする貴族に雇われた人間もいるが、そう言った者たちは雇い主のところに待機するため町の酒場には顔を出さない。

　空席が目立つ店に、だが一人の客がやって来たのは昼前のことだった。

　剣を生業なりわいとすることが明らかに分かる体つき、だが傭兵がよく持つ野卑さがない男──ファニートは、酒場の隅にたむろする男たちと目が合うといつもの調子で問いかけた。

「ターキスという傭兵を探している。誰か知らぬか？」

「ターキス？　あいつがどうしたのか？」

「人の紹介で仕事を頼みたい。居場所を知っているのなら教えて欲しい」

「残念だが、数日前にキスクを出ちまったよ。確かメディアルに行くといっていた」

「……そうか」

　すれ違ってしまったのは惜しいが、仕方ない。元々ファニートは雫に「顔も広いし信用できるから」と言ってターキスを紹介されたのだ。本当の目的は最初から別のところにある。

「なら別の人間に頼みたい。報酬は弾むし、秘密さえ守れれば人数は問わない」

「仕事の内容は？」

「人探しだ。ただし早急に頼む」

　ファニートが男たちに提示した成功報酬は、尋ね人の捜索にしては破格なものだった。男たちの表情が目に見えて変わる。

「凄いな。あんた上流階級に仕える人間だろ。こないだもそういう人間が来たぜ」

「こちらへの詮索は控えてくれ。秘密を守れないようならこの話はなしだ」

「守る守る。で、誰を探せばいいんだ？」

　陽気に依頼内容を問うてくる男に、ファニートは一人の男の名前を告げる。これがはたしてオルティアの未来を変える一矢となれるのか、確信を持てる人間はまだ誰もいなかった。
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　向かい合って座る兄の顔はいつも通りの笑顔だ。部屋の空気も普段と変わりない。

　だがそのこと自体にオルティアは不穏を感じずにはいられなかった。象牙の駒を指でつつきながら兄の様子を窺う。

　王からの突然の呼び出しを、オルティアははじめ雫絡みのことかと思ったが、彼が話題に上げたのはファルサスについてだ。侵攻が開始されておおよそ八時間。現在はワイスズ砦前で両軍は膠こう着ちゃくしているらしい。援軍を出そうかというオルティアの提案に、王は苦笑した。

「勝てる自信があるのかい、オルティア」

「自信があると断言できるのなら、その人間は信用がおけませぬ」

「だが、お前が始めた遊びであろう？」

　王の声が意識しなければ分からないほど、わずかに低くなる。

　それは窮地の原因となった者を非難するというより、手の中の駒の足搔きを俯ふ瞰かんする声音に聞こえた。オルティアはその変化に気づかぬ振りをして盤上に駒を置く。

「何もファルサス全軍を打ち滅ぼす必要はありますまい。ただ王が斃たおれればよい。ファルサス軍の指揮を王自身が取っているというのなら、数に頼って攻撃をしかければ、それだけで形成は逆転するのではないですか？」

　本音を言うなら、オルティアはこの争いの終着点がどうなろうとも構わないのだ。キスクもファルサスも皆が慌てふためき、混乱が深まればそれでよかった。あの男に覚えのない子供をつきつけるところを想像するだけで笑みが零れる。

　けれどそう思えていたのは昨晩までのことで──今は何だか、全てが色いろ褪あせて何にも興味をそそられなかった。

　オルティアが置いた駒を、ベエルハースの指が弾く。

「だがそこまでしてはもはや後戻りはきかぬだろう。直系の子供を擁したからこそファルサスに戦を仕掛けたのではないかと周囲に思われる」

「後戻りをなさるおつもりだったのですか？　ファルサスを何とかしたいと、兄上も再三仰っていたと思いますが」

「今でも思っている。ただやはり躊躇われるものがあってね。お前の言うことなら何でも聞いてやりたいのだが」

　まるで煮えきらない返事。変わらぬ茫洋。

　──何故雫は、「女王にならないのなら城を逃げ出せ」と言ったのか。

　オルティアはしかし、不信を面には出さなかった。取られた駒を眺めて赤い唇を動かす。

「ならば妾に兵権を下さればよろしいのです。しょせん、生半可なことではファルサスを抑えることなどできぬのですから」

　ベエルハースには思いきった決断など出来ない。全軍を動かす指揮権を持っていても、彼が頂点に立っていては使い時さえ上手く見極められないだろう。

　戦場の才という点ではオルティアも疎いが、彼女は強敵相手に兵力を惜しんではいけないことは知っている。いつどこにどれだけの軍を投入するか、それを決めれば後は将軍たちの仕事だ。

　妹の具申にベエルハースは苦笑する。

「それはできない」

「手遅れになりますよ」

「大丈夫だよ。少し待っていなさい……お前は待っているだけでいい」

　いつになく落ち着いた兄の言葉にオルティアは反論を諦める。

　しばらくして盤上の駒を動かした王は顔を上げる。

「そう言えば、あの娘は何か言っていたかい？」

　平然と、何事もなかったように問う兄に、姫は軽く眉を寄せて「どの娘でしょう」と返した。
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　雫が何故オルティアに進言する内容として簒奪を勧めたのか。その理由は「単にベエルハースが無能であるから」というものだ。

　ベエルハースが妹や雫に行った仕打ちは確かに許しがたいが、もし彼がラルスのように有能な為政者だったら、雫は簒奪ではなく城からの逃走を勧めただろう。

　だが、幸か不幸か彼には王としての才がない。兄妹共に性格の歪んだ人間なら、有能な方が玉座にいた方がいいのではないか、そんな現実的な計算も雫の中にはあったのだ。

　もちろんオルティアの方が兄よりも大分若い。彼女が本来持っていた可能性を考えれば、これからよき為政者になることもできるだろう。下手をしたら恐ろしい暴君を生み出すことになる賭けではあるが、その時はそれこそ本当に民が黙ってはいないはずだ。雫はそうならないようオルティアの側につき、姫をたしなめていくこともまた自分の仕事だと思っていた。

「──お呼びとのことで、姫」

　石床に片膝をついて雫は頭を垂れる。

　オルティアに呼び出されたのは昼食を済ませてすぐのことだ。ファニートもニケもそれぞれの仕事に出ているため、姫の私室には女二人しかいない。長椅子に寝そべるわけでもなく足を下ろして座っているオルティアは、臣下の黒髪を見下ろした。

「雫、兄上に会ってきた」

「左様でございますか」

「兄上は、ファルサスの侵攻を止めるために妾を差し出すつもりだ」

　頭上に降ってきた言葉。それは、オルティア自身が決定したことのように冷ややかなものだった。

　雫はわずかに震えて顔を上げる。宝石そのもののような琥珀色の瞳と、茶色がかった黒の瞳がぶつかった。そこには音のないさざなみが立つ。

　今まで雫が見た中で、もっとも落ち着いて見えるオルティアの貌は、凪いだ海が透き通るかのように美しかった。

　その上には何の悲しみも、苦しみも見えない。だが見ている雫の胸が痛むのはどうしてなのか。

　オルティアは紅色の唇から鈴に似た声を紡いだ。

「妾を、今回の原因を作った罪人としてファルサスに引き渡そうとしている。それとおそらくロスタの幾分かを払ってやつらを退ひかせようとしているのだ。邪魔な妾がいなくなれば子供を手中にして好機を待つことができる。兄上は戦を嫌がっておられたからな。もっと別の手段を取るだろう」

「……そう陛下が仰られたのですか？」

「いや？　だが分かった。軍を動かさないのなら交渉で相応の代価を与えねばファルサスは止められまい。領地も、金も、それだけでは不足だ。今回の責を負う人間を出さなければな」

「姫」

「仕方あるまい。妾が為したことは事実だ。遊びも度が過ぎればそうなる。兄上は気の大きい方ではないからな」

　平坦な声は、少しだけ沈んでいるようにも聞こえた。オルティアは目を逸らし、細く開けられた窓の外を眺める。

　──彼女にとっての兄とは、どのような存在だったのだろう。

　見下しながらもその関係に安堵していたのか、捨てられることを疑っていなかったのか、二人が一緒にいるところさえ見たことのない雫には想像もつかない。

　ただ、「仕方ない」と言いきるオルティアにはいつもの傲然さがどこにもなかった。雫はそれを不安に思う。もしこのまま気落ちして、ベエルハースの言うままにでもなられたら困るのだ。少なくとも雫は負けたくはないし、ヴィエドを王に渡したくもない。

　眉を顰めてオルティアの表情を読み取ろうとする雫を、姫は乾いた目で一瞥した。

「雫、他に何を知っている」

「姫がお望みになるのなら、やがてそれはお分かりになるはずです」

「……そうか」

　悪いのは自分だけと、オルティアは思っているのだろうか。

　彼女がそう思うことまで計算してベエルハースが今日を導いたというのなら、厚顔にもほどがある。雫はつい自分が知っていることを全てぶちまけたい衝動に駆られた。忌々しさに歯軋りする。

「雫」

「はい」

「お前は甘い。青臭い理想ばかり吐いて、いちいち説教臭い」

「左様で」

　急に何を言い出すのか。だが、事実ではあるので雫は異論を差し挟まなかった。オルティアは嘲る風でもなく淡々と続ける。

「おまけに馬鹿だ。妾に殺されそうになったにもかかわらず、妾を王にしようなどと言い出す。何も考えていないのであろう」

「……そのようなことはございませんが」

「策も穴だらけだ。こんなものを勧めて妾を破滅させる気か」

「申し訳ございません」

　一晩で考えられるだけ考えたものだが、やはり問題が多かったらしい。時間がないのでとりあえずいくつか動かし始めているが、計画の付けたしが必要だろうと雫は床を見たまま考えこんだ。

　オルティアの硬質な声が思考を叩く。

「もうよい。お前の謀略になどはなから期待しておらぬ。──後は、妾がやる」

　聞き間違えかと、一瞬思った。

　雫は弾かれたように顔を上げる。

「姫……」

　兄の裏切りによって折れてしまったかと思った主君の目。だがそれはいつのまにか、闇夜に潜む獣と同じく光を持っていた。

　残酷でしなやかな、艶かしい獣。それを人の姿に変じさせたような女は、淀みない声を奏でる。

「切り捨てられるのはその者に力がないから、そういう目に遭うのだ」

　美しい姫は、かつて裏切られた自身をそんな言葉で切り捨てる。

「今の妾は違う。玉座になど興味はないが、兄上が妾を処分しようというのなら……これでも自国の者にさえ恐れられた人間だ。黙って捨てられることはせぬ」

　淡々と続けて、オルティアはふっと雫を見た。

「あの男に引き渡されるのも癪だ。……少し、お前の真ま似ねをして足搔いてみよう」

　琥珀色の瞳。初めて見た時のその双眸は、自信に溢れ蠱惑的だった。誰も彼をもを恐れさせ、魅了するものだった。だが今はその瞳が、惑う幼子のように揺れて見える。

　オルティアは、窓から徐々に入りこむ風を追って部屋を見回した。

　もう香の香りはしない。空気はゆっくりと変わっていく。何人もの憎悪と怨嗟が積もっていた部屋は、今はまるで全ての虚飾が取り払われたかのように殺風景に見えた。

　その中央に座する女は、跪く臣下を視界に捉える。

「雫、これで……よいのだな……？」

　オルティアは迷っている。自分の行いが、兄にこのような決断をさせたのではないかと。知らないがゆえに、ベエルハースに謀略を向けることを躊躇っている。

　だがそれでも彼女は選び取ろうというのだ。自分を守るために。矜きょう持じのために。理想ばかりで自分に反してきた雫を信じて。歪められて生まれた酷薄を兄に向け、逃げ出したかった国を獲とろうとしている。この変節がどれほどの重圧の始まりなのか。ただ、雫に今できることはオルティアを後押しすることだけだ。

「お心のままに。迷わずお進みください、姫」

　ここからの闘争は、オルティアが己の過去を知る戦いになるのかもしれない。明らかになるだろう事実が彼女の心を砕いてしまうか、転換をもたらすかは、まだ雫にも分からない。

　だが、そこには可能性が残っている。逃げ出さないでいるのならば、戦うことを選ぶならば、無理矢理にでも先を切り拓くための可能性は、この道にしか残っていないのだ。

「失態があればお前の命で払ってもらうぞ」

「今更でございますね。私ももちろん色々と苦言を呈させて頂く予定ですが」

「妾はお前のそれが心底鬱陶しい」

「耳に快い説教などございません」

　少なくない欺ぎ瞞まんを抱えて、雫は次の扉の前に立つ。いずれこの選択が自分の身を危うくする日が来るのかもしれない。そのことも分かっている。

　だが今は足を止めない。次の一歩のために進んでいく。

　そうすることこそが自分の望む姿だと、とうに気づいてしまっているのだから。
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　キスクの宮廷において王位の簒奪には、大きく分けて「暴力によって行う」か「正規の手段で行う」かの二種類がある。

　初めてその説明をファニートから受けた時、雫は「正規の簒奪？」ともっともな疑問を口にしてしまったが、三国の併合によってできあがったキスクには、王の退位決定に関わる貴族機関が制度上残されているらしいのだ。

「キスクの元となった三国、キアーフ、ティルガ、ラドマイの旧王家筋の三家が筆頭となり、全部で十二家。これらの家の当主たちの審議にて過半数を得れば王を交代させることができる」

「え、それだけでいいの？」

　気の抜けた相あい槌づちを打つ雫に、ファニートは無表情で頷く。

「それだけだ。ただこの制度を使って王を退位させたことがあるのは歴史上ただ一度のみだ。実際忘れ去られかけた制度で、今でも行われる可能性があるのは三家の当主審議くらいだ。注意が必要なのもこちらだな」

「注意？　何で？」

「王族の処分を決定するのが三家の当主審議だからだ。王の許可と三人のうち二人の賛同が得られれば王族の処分が下される。もし陛下がオルティア様をファルサスに引き渡そうというのなら、この三家審議にかけてからのことになるだろう」

「あー……ならそれを食い止めることが先決かぁ」

　広げられた書類を読むことは雫にはできないが、複数進行している情報操作や懐柔策の半分は把握している。確かにこういった仕事に関して、雫はオルティアの足元にも及ばないらしい。姫はベエルハースに気づかれないよう文官たちを抱きこんで、急速に貴族たちや領主にも策を伸ばしつつあった。

　ファニートは無骨な指で書類の一枚を叩く。

「三人の当主のうちティルガ侯の懐柔はまず不可能だ。残りの二人を何とかしなければならない」

「何で不可能なの？」

「姫はティルガ侯の甥おいを処刑させたことがある」

「……あぁ」

　雫は思わず書類の海に突っ伏したい衝動に駆られたが、立場上それを堪えた。脱力して顎が落ちかけた彼女にファニートが付け足す。

「もっとも、あの件は相手が悪かったのだ。叔父の口利きで文官となったにもかかわらずその男は城の金を横領していたのだからな」

「じゃあ別に姫悪くないんじゃ」

「叔父を呼べと騒ぎ立てたのを無視して、ほぼ独断で処刑なさった」

「はい、駄目だね。残り二人に賭けよう」

　こういった話が一つや二つではないのだから頭が痛い。雫は深々と溜息をつくと、三家のうち残り二人の資料を探してもらい手に取った。

「尋ね人が見つかるのが一番いいんだけどね」

「探させてはいる。が、それで本当に何とかなるのか？」

「なる、と思う。上手く行けば風向きを変えられると思うよ。とりあえず信じてみて」

　雫が微苦笑するとファニートは無言で頷く。

　彼も色々思うところがあるのだろうが、こうして信じてくれるだけで充分ありがたい。

　もっとも彼はあまり謀略には向いていないらしく、ニケが大まかな方針だけを聞いて自分の裁量で動いているのに対し、ファニートはもっぱら姫の側へとついている。ベエルハースもファルサスに引き渡す前にオルティアを傷つけるとは思えないが、姫自身が全ての要である以上、護衛を離すわけにはいかない。この辺りは適材適所だろう。雫はオルティアのいる奥の部屋を振り返る。

「あとは、ファルサスもいるのか……。本当、帰ってくれないかな」

「今はまだファルサス軍もロスタを出ていないようだ。もっともロスタを出て城都まで進軍するのは容易ではないがな。途中の街道沿いにはワイスズ砦があるし、あそこは対魔法防御用の人員がいる。ファルサスであっても簡単には落とせぬだろう。……と言っても、援軍を呼ばれては困る。本当ならこちらも軍を編成したいのだが、王の許可がなければ無理だ」

「あー。せめて王と王様、どっちか片方だったらなぁ」

　前者はベエルハースで後者はラルスのことなのだが、ファニートには通じなかったらしい。彼は相槌を打たなかった。雫は書類に戻ると中の単語を拾い上げて思案顔になる。

「ねぇ、これ使えない？」

「どれだ？」

　ラドマイ侯の調査に書かれていた一行を二人は見つめた。ファニートは理解したのか目を瞠る。

「使えるかもしれん」

　二人は立ち上がった。同じように思考を巡らせているだろうオルティアの元へと向かう。

　ベエルハースがファルサス侵攻についての見解をまとめ、オルティアをその原因であるとして三家当主審議にかけるまで、この時点で残り三日となっていた。
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　数日前から絶えず吹いている風は、今日になってからいささか勢いを増したようだ。

　ワイスズ砦が遠く北に見える森にて、陣を張っていたファルサス軍は、早朝の薄闇を照らす明かりを炎から魔法のものへと切り替える。

　キスク領内に侵攻を始めてから丸七日、緒戦を勝利したファルサスはけれど、キスク軍がワイスズ砦に逃げこんでしまったことにより一旦進軍を停止していた。

　もともとキスク軍を叩くことから始めたのも、同数での戦闘において力の違いを思い知らせ、しばらく相手の動きを封じこめるという意図があったからだ。ラルスは四度、砦を拠点に出撃してきたキスク軍をあしらうと本軍を後退させ、その間にアズリアに別働を与えてカリバラを占領させた。同時にロスタ領内の領主貴族の動向にも監視を入れる。

　キスクが自国領であるロスタを捨て駒のように放置した以上、ロスタは独自で反抗する意志を持つかもしれない。だがそう思って調査をしたにもかかわらず、ファルサス侵攻前まではカソラの民に公然と圧力を加えていた彼らも、今は半ば死んでしまったかのように沈黙していた。

　一通りの報告を受け取ったラルスは、つまらなそうに嘯く。

「せっかく来たのに無視か。無視できない場所にでも行ってやるか。城都とか」

「おやめください。それにはあと十万は兵が必要です」

「金がかかる。文官に嫌がられる」

　ファルサスとしては、これ以上の兵を動員することなくキスク、或いはロスタからの降伏をもぎ取りたい。その上でカリバラをファルサス領へと引き取ってしまえば後顧の憂いも断てるだろう。

　もっともここしばらくの暗殺未遂がキスクの手によるものだと知っているラルスは、その辺りも含めて城に制裁を加えたいとは思っているが。

　倒木に座る王は、枯れ枝で地面に何だかよく分からぬ絵を描いている。これが子供だったら「真剣に聞いているのか」と怒られるところだが、皆思っていても相手が相手なので注意できない。

　王は足が四本ある鳥の絵を描き上げてから不意に顔を上げた。

「砦の方はどうだ？」

「あいかわらず強固な防御結界が一帯に敷かれております。範囲内では無許可の魔法士は構成を組むことができません」

「外で組んでから中に入ったらどうだ」

「入った瞬間に構成が無意味化します。つまり、砦周辺では我が軍は防御も治癒も、全ての魔法が使用できません」

「あーあ」

　最上位の防御構成であるその魔法は、恒常的に維持するには人員も魔力もかかりすぎる。結界が確認できてから数日経ちつつあるが、これからも日を追うごとに負担は増えていくだろう。

　しかしファルサスが近くに布陣している以上、砦が生命線である防御陣を容易く手放せないのも事実だ。ラルスは空中で枯れ枝をくるくると振り回した。

「範囲外から爆撃するか？」

「あれだけの距離があると防がれる可能性は高いかと。レウティシア様をお呼び致しましょうか」

「駄目。俺が怒られる」

　何が怒られるのかは重臣たちには分からないが、怒られる理由は一つではない気もする。適当な報告の場に沈黙がさしそうになった時、しかし王はふとあることを思い出した。

「そうだ。使えそうなのがあった。ただ待つのも暇だし、やっぱりあの砦は落とすか」

「え!?」

　驚く臣下たちを尻目に王は大雑把な指示を与え始める。途端に機嫌のよくなるラルスを何人かは不安そうに見やったが、誰も口に出しては何も言わなかった。
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「まったく可愛げのない娘だ……あんな姫に仕えて一体何になるというんだ……」

　ジレドは忌々しげな表情で廊下の角を曲がる。雫を手に入れ損ねてから既に一週間以上が過ぎたが、彼は未だくすぶる腹立たしさを忘れられないでいた。

　突然姫のもとにやって来て、流行り病の実験を終わらせた娘。魔法士たちの嫉妬と安堵を同時に生じさせた彼女は、気になって見てみれば年の割りに幼さの色濃く残る顔立ちの人間だった。

　顔が小さく黒目がちな大きな瞳は異国の人形を思わせる。普段は飾り気のない姿をしているが、服をドレスに変えて髪を下ろさせ、唇に紅を引けばなかなか見れるようになるのではないか。

　自分がそれを与えてやってもいい、と思ったのは単なる気まぐれだ。今は子供たちに言葉を教えたり教材を試したりといった仕事をしている彼女も、用済みになればやがて姫に処分されるだろう。

　だがそれは少しもったいない。不要になるなら自分にくれないだろうかとジレドは思ったのだ。

　しかし彼の予想に反してオルティアは雫を手放そうとする気配がなかった。ベエルハースから彼女がある子供の教育係として決定していると聞いた時は、正直がっかりしてしまったものである。

　それでは彼女がオルティアの下から離れる頃にはすっかり大人の女になってしまう。今だからこそ年齢の分からぬ危うい容姿をしているのであって、そうでなくなった彼女には何の価値もない。

　けれど、好機は意外に早くやってきた。

　オルティアは半ば自滅するようにファルサスを呼びこみ、王は妹を切り捨てると決定した。姫がいなくなるならば、あの娘をどうしようとも咎める人間はいない。実際ベエルハースは側近の欲望を知っていて、彼女に術を施すよう命じたのだろう。

　だが……肝心のところで彼女は逃げ出してしまった。

　魔法士たちから忌み嫌われる姫の側近に牽けん制せいを受けたのも腹立たしいが、それ以上に彼女が少しも少女のものではない「大人の目」で自分を睨んだことも、ジレドにとっては怒りを増大させる原因となっていた。

「あの小娘……今に見てろよ」

　ベエルハースは三家審議の召集をかけた。まもなくオルティアは罪人として捕らえられ、ファルサスに引き渡されるだろう。そうなればあの娘を庇護する者は誰もいない。飛びぬけて美しいわけでもない女だ。欲しいと言えば容易く手に入る。

　自身の想像にほくそえんでいたジレドは、廊下の先で扉が開いたのに気づいて歩調を緩めた。

　中から出てきたのは雫だ。彼女はジレドに気づいて瞬間ぎょっとした目をしたが、すぐにつんと顔を背けた。反抗的なその態度に、ジレドはつい声を上げる。

「このようなところで何をしている」

「あんたには関係ないよ」

　言うなり雫はジレドと反対側に歩き出す。彼は素早くその後を追った。彼女の手首をジレドが摑んだのは次の角を曲がってすぐのところだ。雫は顔を顰めて男を見上げる。

「何？」

「痛みはどうした。犬にでも体をくれてやったのか」

「犬って」

　雫は呆れ混じりに男の手を払おうとした。だがジレドは摑んだ手を放そうとしない。

　雫は眉を寄せると、反対側の手を自分の腰に添えた。白い上衣の裾に手をかけ、それを少し捲まくり上あげて見せる。

　普段決して日に触れない細い腰。若木を割ったかのような瑞みず々みずしい色の肌には、彼が刻んだ魔法の紋様がくっきりと残っていた。ジレドは思わず生唾をのみこむ。

　──本来ならばそれは王の女にしか施されない魔法だ。

　束縛を思わせる紋様と若い柔肌の絡み合う様は、秘されたものだけにひどく引力を帯びていた。

「これで満足？」

　嘲笑うような声。思わずジレドが手を緩めた隙に、彼女は自分の手を抜いて飛び下がった。

　警戒を隠さぬ様子は、まるで野生生物のようだ。すぐに身を翻して逃げ出してしまいそうな彼女に、ジレドは咄嗟に伝え聞いた話を思い出し、口を開いた。

「待て。お前、金のある男がいいのだろう？」

　それは、城内で女官たちが噂しているのを耳にしたものだ。オルティアに仕える彼女は、いつ主人が失脚するか分からないため、金を持っている年上の男を探しているという。

　不ぶ躾しつけな問いに、雫は一瞬悔しそうに顔を歪め……だがすぐに勝気に言い返してきた。

「だから何？　あんたなんて単なる宮廷魔法士のくせに」

「犬と一緒にするな。お前一人世話してやるくらい大した金ではない」

「なら証明してよ。それなりのものを用意して」

　そう言い放つ女は、あえて強気でふるまおうとしているように見える。彼のことを突っぱねない辺りがその証拠だろう。ジレドは自分が優位に立っていると悟って、笑みを浮かべた。

「いいだろう。宝石でもくれてやろうか」

「陛下からの下賜品じゃないの？　そんなの証明にならないよ」

「お前の名前を入れてやる。それで分かるだろう」

　高価な宝飾品に相手の名前を入れること自体、腕のいい職人に金を積まねば頼めないことだ。

　雫はそこで少しだけ表情の険を緩めた。

「本当にそんなものを持ってきたら、少しだけ考えるかもね」

　あくまで頑かたくなな態度を崩さない彼女だが、その言葉はジレドの耳に可愛らしいものとして響いた。

　ジレドは尊大に頷いて踵を返す。

「楽しみにしてろ。すぐに用意させる」

　元々人形のように飾ってやろうと思っていたのだ。宝石の一つくらい何でもない。

　彼は上機嫌を隠しきれず去っていく。その後ろ姿を雫は、侮蔑を隠さない目で眺めていた。
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「ティルガ侯がいらっしゃいました」

　文官からの報告にベエルハースは重々しく頷く。

　キスクの母体となった三国。その王家筋である三家の当主がこれで全員揃ったのだ。

　彼らを召集する手筈を整えたのはつい一週間前のことだ。突然のファルサス侵攻の原因を王妹の悪質な独断に帰しての審議は、一応は制度に則のっとって行われるものの結論は既に明白だ。

　オルティアの普段の行状は、甥を処刑されたティルガ侯のみならず国内のほとんどの者が知っている。今回彼女が徒にロスタ領主たるティゴールを召喚して、領内の対立やひいてはファルサスを呼びこんだことは、もはや兄王にとっても目に余る事実となっていた。──あくまでベエルハースの計算では。

　王は用意していた書類に自分の名を書くと、それを文官に渡す。

　既にティルガ侯以外の二侯は内密のうちに二日前から城に滞在している。全員が揃ったなら即、審議に入りたい。オルティアに勘付かれても面倒だし、何よりもファルサスを止めるには早急な対処が必要だった。

「三侯を集めよ。一時間後に審議を開始する」

　懸念事項とも言えない懸念があるのだとしたら、それは妹に仕える平民の娘のことだ。

　だが、ここ二、三日耳に入る噂では、彼女は既にオルティアとは別の庇護者を見つけたらしい。あの痛みに耐えられなかったのか、元の主に先がないと分かったのか、ともかく彼女はオルティアから離れたのだ。

　彼女が教育係となっていた赤子の行方は現在分からなくなっているが、それはオルティアがファルサス侵攻を知って赤子を隠したか、あの娘が自分を守るために隠したかのどちらかだろう。どちらにしてもオルティアがいなくなってからゆっくり探し出せばいい。

　──長年共にいた妹を切り捨てることに、胸は痛まない。

　殺して引き渡そうかとも思ったが、オルティアは若く美しい女だ。生かしておいた方が価値も上がるだろう。これが他の国相手であればもっと迷ったかもしれないが、ファルサス国王は女の甘言に乗せられるような人間ではない。詳しい事情までは知らぬが、かつて数年間側に置いていた寵ちょう姫きを「国政に口を挟もうとした」という理由であっさり国外追放した男だ。オルティアを罪人として引き渡せば罪人以上の扱いは与えないだろう。

　ベエルハースは立ち上がると王の長い正装を引いた。傲然と顔を上げ、歩き始める。

　これから、作り上げていくのだ。自分だけの国を。オルティアを失う分それは容易いものではなくなるだろうが、それでも長らく彼を支配していた劣等感からは逃れられる。

「待たせたかな」

　ベエルハースが審議の間に入室すると、そこには既に三侯が集められていた。

　一斉に立ち上がり、礼をする三人をベエルハースは王の所作で見やる。

　トライフィナと同じキアーフの血を継ぐキアーフ侯は、五十代半ばの落ち着いた男だ。いつも柔和な笑顔を浮かべており寛大さを窺わせる彼だが、その判断は的確だ。若い頃は先代王と共に政を習ったという彼を、ベエルハースは昔から実の叔父のように信用していた。キアーフ侯も三年前までは、よく眉を顰めてオルティアに忠言していたが、妻の体調が思わしくなく領地に引っこんでからはほとんど城に顔を出していない。だが、今回のことでオルティアへの愛想も尽きただろう。そろそろ彼女を国政から遠ざけるべきだと、思っているに違いない。

　ラドマイ侯は、キアーフ侯と同年代だが、尊大に振舞う態度の裏ではいつもおどおどと状況を窺っている。今まで一度もオルティアに反したことがないラドマイ侯だが、それは単に彼女が有能な執務者であり、その権力が恐ろしかったがためだ。オルティアに先がないと分かれば自然とベエルハースにつくだろう。よく風向きを見て強者の方につく、ある意味御しやすい男だ。

　ティルガ侯は、笑顔と無縁な強面こわもての男で、三人の中では一番若い。だが怖いもの知らずというか相手が誰であっても歯に衣を着せぬ男で、よくベエルハースも「オルティアを自由にさせすぎている」と諫言されていた。オルティアもティルガ侯のそういうところが煩わしいらしく、甥を処刑したのも半分ほどは彼へのあてつけではないかと思われている。公私共にもっともオルティアの味方をする可能性がない人間が彼だ。

　三人のうち二人の同意を得られればオルティアの処分は決する。

　しかしベエルハースは三人とも了承を返してくるだろうと思っていた。それくらいオルティアは薬よりも毒薬となりすぎたのだ。

　王が席につくと三人もまた座りなおす。側近の文官が一礼し、審議内容を読み上げ始めた。現在の状況とオルティアの非を鳴らす内容に、全員が黙して耳を傾ける。

　それが終わるとベエルハースは深い溜息をついた。沈痛な光を両眼に湛えて三人を見回す。

「以上の理由により、私、ベエルハース・ネウスキス・ノイド・キスクは、オルティア・スティス・リン・キスクから王族としての位を剝奪し、ファルサスに罪人として引き渡すことを決した。制度に則り、卿けいらに賛否を問いたい」

　語尾が震えかけたのは、罪悪感ではなく高揚からだ。最後の宣言を口にした時、ベエルハースは自分がずっとオルティアを処分したがっていたのだということに、今更気づいた。

　こんなことなら幼い彼女が攫われた時、遠慮なく殺害を指示していればよかった。そうすれば自分はもっと別の人生を送れていただろう。妹に頼りながら、お飾りの王として鬱屈とした思いを抱えるような生ではなかったはずだ。

　だが、もはや言っても仕方のないことだ。ベエルハースは哀惜を口元に浮かべる。まるで妹の処遇を悲しんでいるような王を前に、最初に言葉を発したのは穏健なキアーフ侯だった。

「本当に殿下はそこまでの意図をお持ちだったのでしょうか。ファルサス侵攻までは予想外のことだったのでは？」

「そうだとしたら何故ティゴールを召喚したのかが分からない。彼を遠ざければカソラの対立が酷くなることは明らかだったろう」

　ティルガ侯の反論にキアーフ侯は眉を寄せる。愛妻家で知られる男は、優しげな目の中に芯を宿してベエルハースを見た。

「ティゴールが不在になってロスタの情勢が崩れたというのなら、それは後継者への教育を怠ったティゴールに責があります。ファルサス侵攻で殿下に何の益もない以上、殿下の故意とするには根拠に乏しいと思われますが」

　キアーフ侯の問題視している利益のなさ。これは、ベエルハースがヴィエドの存在を隠蔽しているため不明瞭になってしまっているが、「ファルサス直系がいる」と教えれば「停戦のためにまずその子供を差し出せ」と言われる恐れがある。ベエルハースはこれからの保険のためにも、できればヴィエドを手放したくなかった。

　今のところ赤子の存在は当のファルサスでさえ知らないままだ。うまく隠し通すこともできるだろう。オルティアがファルサスに何を言おうとも白を切りとおせばいいのだ。──ファルサス国王には本当に覚えがないのだから。

　キアーフ侯の異論に、ベエルハースは答えられない。それを妹庇いたさとの煩悶と見て取ったティルガ侯は、自身の結論を述べた。

「私は殿下の処分には賛成だ。この度の責ははっきりしておきたい」

「私は反対する。処分はともかく、キスクの姫を罪人としてファルサスに引き渡すことには賛同できない。それではファルサスの軍門に下るようなものだ」

　真っ向から分かれたティルガ侯とキアーフ侯の意見に、ベエルハースは内心嘆息した。

　反対意見が出たのは残念だが、予想の範囲内と言えば範囲内だ。むしろティルガ侯から確実な賛成を得られたことに満足するべきだろう。

　残るラドマイ侯は王と姫が対立するとなれば、権力者である王を支持することは疑いない。今までオルティアを恐れながらも仕方なく要求を聞くこともあった男だ。彼女を排斥できる好機を見逃すはずがない。

　場の視線が自然とラドマイ侯に集中する。

　小太りの男はきょろきょろと部屋を見回すと、喘ぐように小さく口を開いた。

「わ、私は反対だ……」

「何だと!?」

　思わず大声を上げそうになったベエルハースは、同様の叫びを一瞬早く上げたティルガ侯に感謝する。驚きを心中で整理してしまうと、王はラドマイ侯に威のこもった視線を投げかけた。

「さて？　結論だけではなく意見も聞こうか」

「──何の意見でございましょうか。兄上」

　凛りんとした声。

　あでやかなその響きが、部屋の空気を震わせる。

　それが誰なのか考えるまでもない。ベエルハースを兄と呼ぶ女は一人しかいない。

　王は目を見開いて開けられた扉を見つめる。

　三人の大貴族が驚いて振り返った先、文官や衛兵たちの視線までもが集まるその場所には、審議の対象たる一人の女が立っていた。

「何のお話をなさっていたのでしょう、兄上」

　オルティアは嫣然とした笑みを見せると、優美な足取りで部屋の中に歩み行った。三人の座する中央を抜け王の前に立つ。ベエルハースは美貌の妹姫をわなないて見上げた。

「……何故来た。誰から聞いた？」

「これはおかしなことを仰る。妾のことを決めるのでしょう。妾をお呼びになればよろしい」

　普段の薄絹ではなく、灰色のドレスを纏ったオルティアは華やかな笑顔を見せた。その目が笑っていないと分かるのは正面にいる王しかいない。

　──いつから、どれだけ情報が洩れていたのか。

　分かるのは、彼女は既に全てを知っているということだけだ。歯軋りするベエルハースにオルティアは目を細める。

「もっとも、既に結論は出ているようでございますが。妾は罪人ではございませぬ。兄上には残念な結論でございましょうが……」

　王が妹の体越しにラドマイ侯を見やると、男はあわてて目を逸らす。つまりはこの審議には既に、彼女からの介入が行われていたのだろう。今まで妹は何も知らないと安堵しきっていたベエルハースは、のみこみきれない苦味を口内に感じた。舌が砂でもまとわりついたかのようにざらつく。

「オルティア、何をした」

「何も？　これからしようとは、考えておりますが」

「……何をだ」

　──オルティアは美しい女だった。

　内面の矛盾が、亀裂が、彼女に不安定な妖艶さを与えていた。それは人に恐怖を呼び起こし、だが目を逸らさせない力だ。国を傾ける女たちが持つという歪な美しさ。

　彼女の気まぐれに死した人間たちもその美しさを否定することはできなかっただろう。それくらい彼女には不思議な魅力があった。

　だが、今のオルティアは違う。

　もっと別種の、晴れた日に咲き誇る花のような空気。自信に満ちた微笑を見てベエルハースは戦慄した。ずっと長い間、我儘で残虐な姫として彼の手元にあった女。手中にあると思っていたはずの妹は、いまや彼の前に同等以上の存在として立っている。

　琥珀色の瞳の中に「敵手」を見る昂こう然ぜんを感じ取った王は、薄い唇を震わせた。

「オルティア……」

「おそれながら。妾も審議を行いとうございます。兄上」

　オルティアは王の返事を待たなかった。ドレスの裾を翻して振り返る。

　キスクの妖姫とも謳われる彼女は、傲然と姿勢を正すと兄の肩に手を置き、その隣に立った。挑戦者が持つような若く熱い目で三人の当主たちを見回す。

「妾……オルティア・スティス・リン・キスクは第一王位継承者として、現王ベエルハースの退位を要求する。よって古き法に則り、十二家審議を行いたい。──当主の召集を」

　信じがたい言葉。その意味することを悟った時、ベエルハースは椅子を蹴って立ち上がっていた。半ば衝動的に振り上げそうになった右手を握り、妹の顔を見下ろす。

「貴様……！　何を以て……」

「この危急時に兄上は、軍を出すこともせず息を潜めてファルサスが過ぎるのを待っておられる。これはとうてい大国を預かる王の姿とは思えませぬ。使わぬ兵権ならば玉座ごと妾に頂きたい」

「何を言う！　お前がファルサスを……」

「それとも兄上が動かれぬのは、妾を排斥するこの状況こそが狙いであったからでしょうか？　兄上の命令でティゴールを幽閉したと申す者がおるようでございますが。カソラ暴動を意図的に引き起こしたのは、一体本当はどなたでありましょう」

　最後の言葉に、部屋の中にいた全員が絶句した。戸惑いと疑いの目がベエルハースに向かう。

　もしベエルハースが予測外のことであっても落ち着いて対処できる人間であったなら、この場は平静さを取り戻してオルティアの発言を単なる讒ざん言げんとたしなめられただろう。

　だが彼にはそれができなかった。長年抱いていた劣等感が強い動揺をもたらし、オルティアの挑戦的な言葉に何の抗弁もできなかったのだ。

　呻き声に似た呟きを嚙む兄を、オルティアは瞬間憐れん憫びんの目で見やる。

　だがすぐに彼女は王から視線を外すと、呆気に取られている三人を見据えた。王族が王族たる所以ゆえんとも言える、力ある声を発する。

「王位継承者からの正式な召喚要請だ。これより審議が完了するまで、王と貴侯らが国の決定機関となることを承知せよ」

　それは、キスク建国時より残された古い制度の一つだ。制度上は存在するが、今まで動いたことのない緊急機関。それを自分たちが担うと知って、三人の男は息をのむ。

　オルティアはだが、そんな彼らの緊張をものみこむ優雅さで笑った。

「さて、まずは現在ロスタにいるファルサスについてだが……妾は軍を以てこれを迎え撃とうと思う。キスクは自国に踏みこまれ黙っているような臆病者の国ではない。相手が誰であろうともそれは変わらぬ。遊び半分で伸ばされた手は払ってやらねばならぬだろう。さぁ貴侯ら、賛否を申せ」

　正式な王が決定するまでの空白期間。その間も待ってはくれぬだろう敵国への反撃を、自国の誇りにかけて問われた三家当主は、ややあって三人ともが賛同を口にした。







「よき……臣を持たれましたな」

　虚脱したベエルハースを置いて審議の部屋から出る途中、キアーフ侯が姫に言ったのはそんな言葉だ。オルティアはそれが誰のことを指すか分かって口ごもる。

　早めに到着していた二人の当主。彼らとの交渉にあたったのはオルティアの命令を受けた雫だったが「ベエルハースの非を鳴らすよう」命じられた雫が、実際何を話したのかオルティアは知らない。彼女は娘の成長を見るような目で見られて居心地の悪さを覚える。

「殿下、召集はすぐにでも申し伝えますが、実際審議が開かれるまでは早くて一週間を要しましょう。周囲が騒々しい時でありますれば、それまで御身にお気をつけください」

「分かった。ありがとう」

　自分でも驚くほど素直な返事ができた。キアーフ侯は穏やかに微笑むと去っていく。「いい人でしたよ。正面から話したら分かってくれましたから」と雫に称された男の背をオルティアは見送った。

　最初にかけられた言葉。そこにあった少しの間に彼が本当は何と言いたかったのか分かっている。

『よき友人を持たれましたな』と、オルティアには確かにそう聞こえていたのだから。





※






　三家の当主審議が思っていたより早く行われたのには肝を冷やしたが、どうやら無事切り抜けられたようだ。ファニートから連絡を受けた雫は、安堵してヴィエドのところへ向かう。途中の廊下でウィレットと一緒になった。

「雫さん、いいことありましたー？」

「うん。あったあった。無事前期の単位全部取れたって感じ」

「何ですかそれ」

　本番とも言えるのはこれから召集される十二家審議だが、とりあえず今は喜んでもいいだろう。いつになく嬉しそうな雫にウィレットは首を傾げる。

「ひょっとして誰かいい人できました？　って雫さんの好みって結構意外だったんですけど。お金のある四十代以上の人って、恋人っていうより支援者みたいな感じじゃないですかー」

「まー、そうだね。でも別にもういいかなって」

「雫さんならもっと若い方でも……ふぇっ!?」

　雫から「好きな人の条件」を聞き、それを城内に広めた少女は飛び上がる。

「ええ!?　もういいんですか！」

「いいんだ。もう用は済んだから」

　ウィレットは怪訝そうに首を傾げたが、そうとしか言いようがない。あれはただの釣り餌のような情報で、もう用済みだ。あとは勝手に効果が出るだけだろう。

　雫は両手を挙げて大きく伸びをすると、晴れ晴れとした気分で廊下を歩いて行った。







　──どこでこうなってしまったのだろう。

　今はっきりしているのは、自分があの娘とオルティアに嵌められたのだということだけだ。三家の当主審議が失敗で終わってから数時間後、王に呼び出されたジレドは額を床にこすり付ける。

「へ、陛下……そのようなことはございません！　単なる噂でございます！」

「噂だと？　事実の間違いだろう。お前はあの娘と通じていた。上手く娘を引きこんだかと思ったが、おまえ自身が変節していたとはな。私を裏切るとは面白いことをしてくれたな」

　ジレドが最初におかしいと思ったのは審議が終わった直後、ラドマイ侯に「殿下によろしくご挨拶申し上げてくれ」と言われた時のことだ。そんなことを言われてもさっぱり心当たりがない。その場にいたベエルハースから問われた時も、そう言って逃れた。

　何故自分にオルティアへの挨拶を言付けられるのか、疑問が解消したのは王に呼び出された時だ。怒り狂った王からジレドは、自分が何故か「雫を通じてオルティアに情報を流していた人間」とされていることを知ったのだ。

　審議の前に、二侯に接触してオルティアを処分することの不当と不利益を訴えたのは雫なのだという。そして肝心の二侯が入城したという情報と、どの部屋に彼らがいるのか雫に教えたのはジレドではないかと言うのだ。

「そ、そんな馬鹿な。私は何も……」

「ラドマイ侯とあの娘が会っていた部屋の近くで、お前と娘が話していたのを見た者がいる」

「あ、あれは──」

　雫はあの時、ラドマイ侯と交渉をしていたのだ。今になってそれを知ったジレドは必死に抗弁しようとする。しかし、審議の失敗ですっかり熱くなっている王は聞く耳を持たない。あるものをジレドの目の前に持ってこさせる。

「これが何だか分かるであろう？　これでも言い逃れをする気か」

「そ、それは！　そんな馬鹿な！　何故……」

　見覚えのある首飾り。彼の家に所蔵されていたその宝石の装飾部には、贈り主である彼の名と、オルティアの名が、忠誠を誓う文句と共に刻まれていた。

　信じられないものを見る思いでジレドは食い入るようにそれを見つめる。確かに雫の名を彫るよう命じたのだ。だが目の前にある宝石には、何度見てもオルティアの名が刻まれていた。

「陛下、ち、違うのです。私は……」

「お前自身が職人を呼んで加工させたと、屋や敷しきの者も証言している」

「いえ！　私が彫らせたのは……」

　ジレドが言い終わる前にベエルハースは首飾りを取ると、部下の顔面に向かって投げつけた。

　高い悲鳴を上げて這いつくばる男に王は唾棄する。

「出て行け。二度と私の前に顔を見せるな！」

「へ、陛下……お待ちを……」

　哀願にベエルハースは答えない。王は怒り心頭のまま部屋を出て行った。

　王の部屋を追い出されたジレドは、一歩一歩に苛立ちと屈辱を込めて城の廊下を歩いていく。考えるのはただ一人、駆け引きをする振りをして彼を陥れた女のことだった。

「あの小娘、よくも……」

　職人を脅したか懐柔したかして、彫らせる名前を変えたのだろう。それができるのは首飾りが贈られることを知っている者だけだ。後はベエルハースが怒り狂い、落ち着いた判断ができなくなる時を狙ってそれを密告したに違いない。実際彼は王の怒りを買い、排斥されてしまったのだ。

　信用を取り戻すには疑いを払拭するだけでは足りない。何かしら別の成果を差し出さねば、王の側には戻れないことは確実だ。そのためにもまず、雫を痛めつけて全ての情報を吐かせてやる。

　だが、そう思いながら雫を探していた彼の前に現れたのは、皮肉な笑いを見せる魔法士の男だ。

　全てを知っているのだろう、嘲りを隠さないニケの態度にジレドは歯軋りする。

「貴様、何しに来た」

「別に。女に騙され破滅したっていう馬鹿を見にきた」

「おのれ……っ」

　反射的にジレドは攻撃構成を組みかける。だが、目の前の男が誰であるかを思い出し、彼はそれを堪えた。ニケは元々、飛びぬけて才能がある少年として早くから宮廷魔法士となった男だ。途中でオルティアに引き抜かれたが、それまで見せてきた彼の能力はジレドを上回るものだった。姫の側近となってからは暗殺に特化したという噂もある。安い挑発に乗って戦闘にでもなれば、痛い目を見るのはジレドの方だ。

　しかしそれでもただ引き下がることはできずに、彼は笑いながら踵を返すニケの後を追った。

　城の尖せん塔とうへと足を踏み入れ登っていくニケは、追ってくるジレドを振り返って口元を歪める。

「あの宝石は気に入ったか？」

「貴様の仕業か!?」

「さぁ？　やることが多くてどれをやったか分からん。ただあの装飾では姫には気に入って頂けぬだろうな。あの方は凡庸を嫌う」

　それは肯定と同義だ。塔の外周にある螺ら旋せん階段を登っていくニケに、ジレドは憎悪の目を向けた。一気に駆け上がり距離を詰めると相手の肩を摑む。

「貴様……許さんぞ……お前もあの小娘も！」

「ならどうする？」

　突然振り返ったニケの目に、ジレドは瞬間気け圧おされて息をのんだ。

　自分とは違う場所を渡り歩き、違う仕事を重ねてきた男。四十過ぎのジレドの半分ほどしか生きていないこの男は、けれど宮廷でぬくぬくして来た彼とは比べものにならぬ場数を踏んできている。

　戦意を煽るような強い視線にジレドは半歩後ずさった。ふと手すりの向こうを見て、自分たちがいつの間にか大分高い場所にまで来てしまっていることに気づく。

　周囲には誰もいない。遥か下を見下ろして硬直したジレドに、ニケは冷めた笑いを浮かべた。

「さて、王に捨てられ失意のうちの自殺と、女に振られやけになっての自殺、どちらがいい？　ああ、王の怒りに触れて謀殺されたってのもありか」

「ま、待て、お前」

「魔法士ならば魔法を使え」

　抵抗の構成を組む間もなく、ジレドは空中に放り出された。

　突然の浮遊感。

　頭の中が真っ白になる。

　魔法を使わねば、そう思った彼が絞り出せたのはしかし、何の意味も持たぬ絶叫でしかなかった。







「え、自殺しちゃったの？　本当に？」

「らしいな。俺はどうでもいいが」

　会議室の大きな机いっぱいに書類を広げていた雫は、ニケからジレドの死を聞いて複雑な表情になった。まずは閑職に回してから、あとあと皆が嫌がりそうな面倒な仕事でもやらせようかと考えていたのだが、まさか自殺してしまうとは思わなかった。責任を感じて彼女は眉を寄せる。

「うーん、同情はできないけど、ご冥福をお祈りします」

「何だそれは。まぁ気にしても仕方ないだろう。ああいうやつが生きていると、いちいちこっちの足を引っ張ろうとして鬱陶しい」

「そうかもしれないけど。飛び降りって怖いんだよね。飛び降りたことあるからよく分かる」

「そんなこと分かるな」

　ニケは舌打ちすると、当然のように雫が飲もうと思っていたお茶のカップを取り上げた。

　雫は文句を言いかけたが、結局多忙な同僚を慮おもんぱかると新しいお茶を淹れるために立ち上がった。





※






　十二家当主の召集要請までは滞りなく漕こぎ付つけた。

　あとは、彼ら十二人の懐柔と並行して、ファルサスと渡り合わねばならない。

　ワイスズ砦にはまだ三万の軍が残っている。オルティアはそこに五万の援軍を投入することを決定すると、指揮を執る将軍三人を選んだ。倍以上の兵力を以てファルサスを国境線まで押し戻せという命令は、この状況では堅実な一手であったろう。

　だがその命令を下した矢先、城には「ワイスズ砦が落とされた」という報が飛びこんできた。







　ワイスズ砦を預かるドルファ将軍は、ファルサス侵攻より十一日、魔法に頼り引きこもるしかない現状を思い、苦渋の表情を隠せないでいた。

　いいように翻弄された緒戦から始まり、砦からも何度か出撃を試みたのだが、その都度ファルサス軍にあしらわれ相手に大きな損害を与えることができない。防御結界があるので完全に敗北してしまうことはないが、先が見えないことには変わりない。

　ベエルハースから切られた期限はあと三日。その後どうなるのかは分からないが、このまま何事もなければ王からの命令は遂行できるだろう。そのことだけが救いと言えば救いだ。

　ドルファは城への定期連絡を指示してしまうと落ち着かなさに窓の外を見る。

　よく晴れた平凡な日。しかし、ファルサス軍が砦に向かって布陣を始めたと報告が入ったのは、その一時間後のことだった。

「ファルサスは防御結界より後ろに布陣しております。おそらくは結界外に我が軍を引き出すのが目的かと」

「他にないだろうな」

　砦の建物を中心にその二十倍近い広さを擁する防御結界の中ではファルサス軍は魔法が使えない。それはキスクからの魔法攻撃を防げないということであり、また攻撃を受けた傷も癒せないということだ。いくら強国といえどもその状況で正面からは戦えまい。今までもファルサスは、キスクが結界内に逃げこんでしまうと深追いはしてこなかった。

　ドルファはいつでも戦えるよう武官たちに指示を出しながら、けれど出撃は見合わせ様子を窺う。だが、ファルサスは出てこないキスク軍を挑発するかのように、王自らを先頭に出してきた。

　──彼一人殺せれば戦況が変わる。

　それは明らかな罠だったが、抵抗するには強い誘惑だった。ドルファは躊躇いながらも砦を出てファルサス軍の正面方向、しかし結界内へ自軍を展開させた。

　ファルサス軍の背後には森があり、キスク軍の背後には砦があるが、左右は何もなくひらけた草原となっている。緒戦時のような丘もなく、よく視線が通るその場所でファルサス二万、キスク三万の軍勢は相対した。

　ファルサス軍は結界の境界線に沿うように緩く弧を描いて横に広がっているが、キスクは分断を恐れて自軍を厚く中央に固める。

　だが、この場において意味を持つのは陣形よりも防御結界だ。

　キスクはまず狙撃を試してみたが、ラルス自身は結界外にいるため全て魔法の防壁で弾かれてしまった。眼前まで矢が到達しても涼しい顔をしている敵国王に、魔法士の一人は苦虫を嚙み潰したような顔になる。

「いかがいたしましょう。将軍」

「……まだ動くな」

　ファルサスはキスクを結界の外に出したがっている。そしてキスクはその反対だ。お互いそれを知っているからこそどちらも容易に動き出せない。

　だが、そんな膠着状態を打ち破ったのは、ファルサスの方だった。

　それまで魔法を封じられることを嫌って踏みこんで来なかった境界線。その一線をファルサスはまるで何もないかのように越えて軍を進め始めたのだ。英断というべきか蛮勇というべきか、意表をつかれたドルファはしかしすぐに気を取り直した。伝令の魔法士に命じる。

「ファルサス国王を魔法で狙い撃て」

　これで、勝てるかもしれない。そんな甘い考えを抱いたわけではなかったが、ドルファは好機を見逃さなかった。数人で構成した巨大な炎の球が、間を置かずに放たれる。

　だがこの時の彼らの意識は、防御結界に偏っていたと言わざるを得ない。ファルサス軍の魔法を封じて優位をもぎ取ったキスクは、同じように魔法に対抗する存在がファルサスにあることをすっかり失念していた。

　ラルスは向かってくる炎球に両刃の剣を一いっ閃せんさせる。

　たったそれだけの何気ない動作。けれど次の瞬間、まるで吹き消されたかのように炎は跡形もなく消滅した。初めて見るその光景にドルファは瞠どう目もくする。

「あれは……アカーシアか！」

　あらゆる魔法が効かない剣。世界に一振りしかないという王剣の力を目の当たりにして、ドルファは感嘆の息を洩らした。だが、感心などしていられない。ならば他の人間を攻撃するよう新しい命令を下しかけた時、遠く視界の中でラルスはアカーシアを振り上げる。

　ラルスはそれをそのまま──馬上から地面に突き立てた。ドルファはその行動に戦慄する。

「まさか、アカーシアで結界が消せるのか？」

「いえそんなことは……さすがに不可能です。結界自体は広範囲ですし、一箇所が綻びても穴を広げる前に砦の魔法士が修復できます」

「なら何故あんなことを」

　その答えはすぐに分かった。

　分かったが、何故そうなったのか理解できなかった。

　ドルファたちはファルサス軍を見たまま凍りつく。魔法によって作られた無数の炎矢。それらを背にしたラルスは、突き立てた剣を引き抜きながら体を起こすと、悪童の如き目で笑って見せた。




　アカーシア一振りでは広大な防御結界を無効化することはできない。

　それは、結界を感知した時に魔法士長のトゥルースより言われたことだ。アカーシアで一部を無効化しても、湖の水を手で掬い上げるようなわずかな干渉にしかならないと。

　だがそれは、アカーシアだけを用いた場合のことだ。ラルスは背後の魔法士を振り返る。

「いけるか？」

　端的な確認に、魔法士のうち右耳に大きな蒼そう玉ぎょくの魔法具をつけた男が頷いた。

「戦場となる範囲程度でよろしいのなら」

「充分だ」

　決して完全ではない可能性。けれどそれを余裕として王は笑う。

　大陸最強と言われる国家の頂点に立つ男は、自ら先頭を切りながら結界内への進軍を指示した。自分を狙って放たれた炎球を王剣の一振りで退ける。

　狙うのは構成の要。それが湖を構成する一滴でしかなくとも小さな亀裂が入ればいいのだ。ラルスはアカーシアを振りかぶると、切っ先を結界の構成めがけて突き下ろす。

　そして──結界への侵しん蝕しょくが始まった。




「馬鹿な！　魔法は使えぬはずではないのか!?」

　降り注ぐ炎の矢に防御障壁を指示しながら、ドルファは驚愕の声を上げた。

　今まで魔法を封じていたからこそ、ファルサスと渡り合えていたのだ。それがなくなってしまうのなら砦の外へ布陣しているこの状況自体が問題となる。退くべきか迎え撃つべきか、ドルファは距離を詰めてくる敵騎兵を前に逡巡した。その耳に魔法士の掠れた声が聞こえる。

「構成が……無意味化されつつあります。向こうの魔法士が構成に侵入し……」

「何だと？　戻せないのか？」

「砦に連絡をとってはみますが……そ、速度が尋常ではありません。無効範囲も徐々に広がりつつあり、このままでは」

「もういい！」

　魔法についての細かいことなど武人の彼には理解できない。ドルファは魔法士に結界の修復を試みるよう命じると、軍の指揮に戻った。全軍の攻撃を集中させファルサスの中央部、王のいる本営を狙うよう指示する。キスクは固めて布陣させていた軍をそのままぶつける形で前進し始めた。

　だが、ラルスはそれを察すると中央部の進む速度を若干遅らせ、代わりに両翼の速度を上げる。元々弧を描いていたファルサスの陣形はこの速度差によって凹型へと変わっていった。本営を狙うキスク軍を中央部に誘いこもうとする。

　しかし、ドルファもその狙いに気づかないほど周りが見えていないわけではない。進軍速度を緩めかけて──けれど思い直すとむしろ速度を上げた。

　今、無理に軍を止めたり方向転換をさせては混乱が生じる。それをするよりはファルサスの誘いに乗ってでも本営を叩き、ファルサス国王の首を取ることを選んだのだ。

　戦意に満ちた叫びを上げてキスクの軍勢が突撃を始める。それを半包囲するようにファルサス軍の両翼が敵軍の側面に食らいついた。盾が剣を受ける金属音がたちまち草原に溢れかえる。

　後に「ワイスズの戦い」と言われる戦闘は、こうしてファルサス側の唐突な結界侵蝕により幕を開けた。




　防御構成への侵入。それは構成を統括している砦の一室にも感知されていた。指揮を執っていた魔法士は蒼そう白はくになりながらも構成の修復を指示する。相手がいくら魔法大国とは言え、こんなことは予想していなかった。アカーシアによって破壊した結界の要所から魔力を侵入させ、構成自体を次々書き換えていくその技術に、感嘆を通り越して恐怖を覚える。

「侵入を食い止めろ！　これ以上広げるな！」

　無意味化されてしまった部分を戻すことは、おそらくもうできないだろう。

　だが、このまま好きにさせていたらキスク軍の優位は完全に失われてしまう。

　魔法士たちは伝わってくる戦況──最初の攻撃でファルサスの本営を突き崩せなかったキスク軍が、敵の左翼を突破して砦方面へと後退しようとしているという状況──を聞いて緊張を高めた。

　結界が効力を持つ場所にまで戻ってこられれば、まだ形勢は立て直せる。言ってしまえばキスク軍の命運そのものが彼らにかかっているのだ。

　三十人を越える魔法士たちは皆、汗を滲ませ構成に集中した。

　戦場から砦へと伝令がやって来たのはそんな時だ。「魔法での連絡が妨害された。だが重大事が分かった」と開門を叫ぶ兵士を先頭に、十人ほどの兵士や魔法士が砦内に転がりこんでくる。何事かと緊迫する砦の兵士たちの間を縫って、彼らは防御結界を担当する魔法士に面会を要求すると、制御室へと駆けこんだ。

　彼らを迎えた魔法士は、怪我でぼろぼろになった伝令の様子に焦りを滲ませる。

「一体何が分かったというのだ。構成を戻す方法か？」

「そ、それが……どうやらこのままでは防御結界全てが無効になってしまうようなのです」

「何だと!?　何故だ。どうすればいい？」

「今からではもう……」

　その言葉を聞いて制御を指揮していた魔法士は呻いた。そのまま床に崩れ落ちる。

「え？」

　後ろにいた他の魔法士たちが啞然とする。倒れ伏した魔法士の胸には深々と短剣が刺さっていた。

　伝令の兵士を装っていた男は、肩につけていたキスクの紋章を投げ捨てると、共に来た部下たちに命じる。

「殺せ」

「貴様ら……っ！　ファルサスの……」

　いちはやく事態を察知して叫び声を上げた魔法士は、喉に短剣を投擲されて絶命した。

　そして、それを皮切りに一瞬で部屋は惨劇の場へと変じたのだ。




「魔法士を全滅させたそうです。結界が消滅しました」

　前線にて自ら剣を振るっていたラルスは、ハーヴからの報告を受け「そうか」と頷いた。狂ったような叫び声を上げ切りかかってくる男の刃を受けると、次の一撃でその体を斬り払う。

「なら手筈通り、砦内を制圧しろ。中から転移門で別働を引き入れるようトゥルースに伝えとけ」

「かしこまりました」

　ハーヴが連絡のために下がると、ラルスは手綱を巧みに操って前に出た。人馬がひしめく中に乗りこみ、また剣を振るう。反撃の間を与えずキスク兵の一人を斬り捨てると、側面から恐ろしい速度で打ちこまれた戦せん斧ぷをアカーシアで受けた。

　全身の力を込めた一撃を防がれたドルファは、戦意も高くラルスを見据える。

「ファルサス国王、お相手願おう！」

「俺はいいが、思い残すことはないのか？」

　人を食った返答にドルファは斧おのを大きく横に薙ないで応える。まともに食らえば鎧越しでも内臓が破壊されたであろう斬撃を、しかしラルスは後ろに下がって空を切らせた。相手が敵の指揮官と見て取って不敵な笑顔になる。

　一度は形勢不利を見て取って砦に下がりかけたキスク軍だが、ドルファは素早く決断すると起死回生を狙って反撃を指示したのだ。

　どうにも先程から砦内からの連絡が途切れがちで様子がおかしい。長年武人として第一線に立ってきた彼の勘が、「ここで下がっても巻き返すことはできない」と告げてきていた。

　もしドルファがもっと大局を見る将であったなら、砦を捨て撤退を決めたかもしれないが、ここ数日砦にこもっていた鬱屈とベエルハースから命じられた期限が、彼に逃走を選ばせなかった。ドルファは自ら戦斧を振るってラルスに斬りかかる。

　戦斧による攻撃は、一撃一撃が重く、食らえば致命傷となることは確実だ。だがラルスはそれを難なくさばいた。そこに死への恐怖はない。何を考えているのか分からぬ青い瞳にドルファは軽い焦りを覚える。

　けれどその時、ファルサス国王はふいと左手側に視線を逸らした。

　何を見たのか。しかしそれこそが隙とドルファは迷わない。相手の頚けい部ぶ目掛けて斧を叩きつける。

　だが、ドルファの斧はラルスには届かなかった。

　アカーシアの主人たる男は別の方向を見たまま剣を振るうと、ドルファの右腕を肘から切断してのけたのだ。重い音がして斧と腕が草原に落ちる。

「ぐああああっ！」

　戦場に轟とどろく絶叫。

　直後、王の視線の先から魔法が飛来しドルファをのみこむ。彼にかけられていた防御結界はアカーシアの一閃によって破壊されている。赤い炎が男の体を舐なめるように焼き尽くしていった。

　周囲にまで赤い舌を散らす魔法。その余波を王剣で相殺しながらラルスはぼやく。

「俺がいても遠慮なく打つのは誰だ。日頃の恨みか」

　何をしても死にそうにない、と臣下たちから影で囁かれる王は血に濡れた剣を携え戦場を見やる。

　血臭立ち込める草原において、戦の勝敗は誰の目にも徐々に明らかになりつつあった。





※






　ワイスズ砦陥落の知らせを聞いた時、会議室にいたニケも雫もさすがに啞然として二の句が継げなかった。しばらくして報告を持ってきた文官に聞き返す。

「え、何でですか？　魔法防御用の人員がいるってファニートが言ってたんですけど」

「それが……どうやらファルサスに結界を書き換えられたようでして」

「本当か？　すごいことをするものだ。そんなことが可能だとは思わなかったぞ」

　すごいことはすごいのかもしれないが、この場合は非常に迷惑だ。姫にはもう報告したのか尋ねると、肯定と共に、オルティアは戦場から逃れた兵たちの回収と砦周辺の偵察を命じた、と返ってきた。文官が退出すると二人は顔を見合わせる。

「どうすんの……。まずくない？」

「不味い。あそこは南西の要所だった。死者だけを考えても損害は大きいぞ。おまけに砦に転移陣を描かれて補給態勢を整えられたら打つ手がなくなる」

「これもう謝った方がいいんじゃ」

　つい雫がそう言ってしまうとニケは「できるならやってる」とでも言いたげな苦い顔になる。彼女などにはよく理解できないが、大国同士そう簡単に譲れぬものがあるのだろう。どちらかと言うと戦争には反対で、そう姫に苦言を呈したため口論の末、十二家への対応に回された雫は、溜息にもならない息を吐き出した。ニケが地図上に飴玉を転がしながら冷めた声で問う。

「お前なんか知らないのか？　ファルサス国王の弱点とか」

「え。人にん参じん？」

「それが何の役にたつ情報なのか言ってみろ」

「立たないね。すみません」

　ラルスが青ざめるほど人参が嫌いなのは事実だが、戦争でそれが何かの役に立つとは思えない。雫は転がってきた飴玉を摘み上げると机に頰杖をついた。

「だってあの人の弱点なんか知らないよ？　性格はそりゃ悪いけど。……ああ、レウティシアさんに弱いかな」

「王妹に？　妹に弱いのか」

「大事なんだって。頭が上がらないみたいよ」

　そんな会話を交わした二人は、ほぼ同時に同じことを思う。

　──もしオルティアの兄がラルスであったなら、彼女は今頃どうなっていたのだろう、と。

　嫉妬に苛まれ妹を陥れることなどしない相手が兄だったなら、オルティアは屈託なく成長できていたのだろうか。

「なんか……うまくいかないなあ。相性いいのか悪いのか」

「恐こわい想像をするな。宮廷魔法士をやめて隠いん遁とんしたくなる」

「私何も言ってないよ。あと退職願は一か月前には出してほしい」

「──二人ともいるか？　探し人が見つかったぞ」

　ファニートの言葉に二人は腰を浮かす。以前からその件を依頼していた雫は喜色を浮かべた。

「よ、よかった。間に合った！」

「が、ちょっとまずいことになっている。貴女も来て欲しい」

「まずいこと？　何？」

　雫は怪訝に思いながらもファニートの手招きに応じる。

　三家審議を前に行われた二侯への交渉。それらの交渉をオルティアの命令で担ったのは雫だ。彼女は生まれたばかりの孫がいるラドマイ侯に対し、城で作られつつある言語教育の教材を優先的に流すことで、まず協力を取り付けた。「甘い」「頑固」と周囲に詰なじられる雫だが、相手により態度を変えるくらいの見極めはできる。彼女は、穏健派のキアーフ侯にはオルティアのこれからの可能性を説き、小心者のラドマイ侯には利益をちらつかせて脅しを入り混ぜたのだ。

　これからは、更に十二家審議に向け早急に複数人と交渉を行わなければならない。そして、その交渉において探し人は大きな役目を果たしてくれるだろう。

　そう思っていた雫は、ファニートと並んで廊下を歩きながら首を傾げた。

「どうしたの？　協力してくれないって？」

「違う。協力はしてくれるだろう。だが姫がな……」

「姫が？」

　嫌な予感がして雫は青ざめる。その予感通り姫の私室に到着した時、雫は物の割れる音がいくつも聞こえてくることに気づいてこめかみを押さえた。

「あー……そう来たかぁ……」

　頭を抱えたくはあるが、目を背けてはいられない。雫はファニートに続いて姫の部屋に入室した。

　普段雑然としているオルティアの部屋は、この時惨状としか言いようのない状態になっていた。部屋の主人は怒りの形相であちこちを歩き回り、飾られていた陶磁器などを摑んでは次々床に叩きつけている。私室ということもあって裸足はだしでいた姫の足には、それらの破片が刺さっているのだろう。血の痕が床に転々と滲んでいた。

　だが怪我をしている本人はそれには構わず感情のまま物に当たっていく。

「それで今更なんだというのだ！　妾に許しを請うて、だから領民を助けて欲しいと!?」

「違うのです、殿下。私はただ私の罪を……」

「もう遅いわ！」

　部屋の中へと入った雫は、床に平ひれ伏ふすティゴールと狂乱の最中にあるオルティアを順に見やった。こうなると思った、という思いと、こうなって欲しくなかった、という思いが頭の中で交錯する。

　ファニートに頼んでティゴールを探してもらったのは、彼の証言こそが二人の王族の風評を逆転させることができると考えたからだ。ティゴールは過去の事件のせいでオルティアに負い目を持っている。その上、ベエルハースは彼を牢に繫いで口封じを行い、ロスタの暴動を引き起こしたのだ。

　もしティゴールがオルティアについてくれるのなら、オルティア本人が何かを言うより彼が諸侯に事実を訴える方が効果的だろう。今、オルティアや自分に必要なのは、年齢を重ね社会的に信用を築き上げているキアーフ侯やティゴールのような人間だと、雫は感じとっていた。

　オルティアの怒声が部屋に響き渡る。

「お前は、全てを妾に打ち明けて楽になりたいだけだ！　それで何になる！　もはや終わってしまったことではないか！」

「仰る通りでございます。私は償おうとも償えぬ罪を犯しました。そしてずっと苛まれ続けてきていたのです。楽になりたいと思いながら……」

　ティゴールが過去の真実を話すことを、雫は期待しなかったわけではない。それを知ればオルティアは、ベエルハースがずっと昔から敵対者であったのだと知り、最後の決心がつくだろう。

　だが同時に「姫には知って欲しくない」ともまた思っていた。それを知れば、今まで歪なりにも形成されてきたオルティアの心が、根本から突き崩され折れてしまうかもしれないのだ。

　しかし、言うかどうかの判断は、ティゴールこそが下すものだ。過去の罪を告白するか、それを隠して今回のベエルハースの非だけを報告するか、彼が自分の在り方を選ぶしかない。

　雫が部屋に来る途中ファニートに聞いたところ、やはり王への暗殺者を手配したのはティゴールだったらしい。王と一対一で対面したティゴールは、激しい口論の結果「ベエルハースに任せていては、城は中から腐敗する」と思ったのだという。だが部下の手引きで牢から逃れたティゴールを待っていたものは、ベエルハースの執拗な包囲網だった。彼がロスタに戻ろうとしたり他の諸侯に連絡を取れば、居場所が王に割れてしまう。仕方なくティゴールは、王の死を以て暗君の排斥をすると同時に、自身にある程度の自由を取り戻そうと暗殺者を雇ったのだ。

　王が死ねばロスタに戻りファルサスに降伏を願いでることも、またオルティアに改めて慈悲を訴え出ることもできるだろう。ティゴールはそんな結果を祈って、城都にある小さな酒屋の倉庫に隠れながら、事態の打開策をひたすらに考え続けていた。

　そんな彼を、ファニートが雇った人間たちがようやく探し当てたのだ。

「妾は──！」

　オルティアは硝子でできた燭台を摑み上げる。それを握ったままティゴールを睨み──そこでようやく、入ってきた二人に気づいた。眉を曇らせた雫に問う。

「雫」

「はい」

「お前は、知っていたのか？」

　言葉に出して答えることはできない。だから雫は、目だけで返した。

　オルティアは一瞬、瞠目する。

　琥珀色の瞳に、割れた硝子球のように傷が入る。

　──全てが無意味だと、そう言われたような貌でオルティアは床に視線を落とした。

　彼女は握り締めていた燭台を投げ捨て、無言のまま奥の寝室へと戻っていく。

　主人が不在となった部屋に残されたのは、困惑よりも悔恨に似た何かだ。誰に向けるわけでもない後味の悪さが、空気よりも重く破片だらけの床の上に沈殿していく。

　雫はしかし、軽くかぶりを振るとその重さを振りきった。床に座ったままのティゴールに歩み寄り隣にしゃがみこむ。少し見ぬ間にずいぶんやつれてしまった男は、彼女に気づくと目を瞠った。

「お前は……」

「その節はすみません。雫と申します。この度はいらしてくださってありがとうございました。部屋は今こんなですけど、少し待っててください。姫はすぐ落ち着かれますから」

「だが」

「平気です。待っててください」

　雫はファニートに部屋の掃除と治療の手配を頼むと、自分は二、三探し物をしてから姫の寝室の扉を叩いた。大きくはない声で主君を呼ぶ。

「姫」

　返事はない。だが雫はもう一度扉を叩いた。伺いというよりは確認を口にする。

「姫、入りますよ」

　扉に鍵はかかっていない。雫が中に入ると、オルティアは寝台で俯うつぶせになっていた。まるで死んでいるかのように微動だにしないが、動きたくないだけだろう。雫は主君の足元に跪くと、足の裏の傷を調べる。幸い深く刺さっているものはないようだ。雫は細かい破片を針で取り除き始める。本当はピンセットでもあればいいのだが、訳の分からないものがところ狭しと置かれているオルティアの部屋でも、さすがに似たものはなかった。血を拭いながら丹念に破片を取り出していくと、寝台からくぐもった声が聞こえる。

「痛い」

「それは痛いと思いますよ。血がだらだら出てますから」

「何故魔法を使わぬ」

「使えないんです。魔法士の人は呼んでますよ」

「要らぬ」

「じゃあ、どうすれば」

　雫は聞き返しながらも手を休めない。ようやく全ての破片を抜ききり、濡らした布で血を拭き取ってしまうと、雫は小さな足にきつく布を巻いた。

　オルティアは眠っているかのように反応しないが、そうではないことは分かっている。無言で側に控えていると、小さな呟きが洩れた。

「やはり……駄目ではないか」

「何がでございましょう」

「過去のことは変えられぬ。妾は、兄上もティゴールも許せぬのだ。ならば……きっと妾もそう思われるのであろう」

　何が原因で、何が悪かったのか。

　それはもう昔のことだ。どんなに足搔いても変えられない。

　ただ、罪は残る。憎しみも残る。

　オルティアが、幼い自分を裏切った二人を憎むように、他の多くの人間たちもオルティアを憎み続けるのだろう。つけられた傷を忘れない限りずっと。

　既に連鎖してしまった負を巻き戻すことはできない。自分の中の憎しみが強ければ強いほど、オルティアは自分に向けられる憎しみにも気づいてしまう。

　──こんな自分がはたして女王となれるのか。

　泣き言とも言えるオルティアの本音に、雫は眉を曇らせた。

　それはきっと、まだ若い彼女には狂いたくなるほどの重圧だ。立場を変え、自分が同じものを負ったとしても雫は同様に苦渋を抱くだろう。それが自分の罪の結果だったとしても。

　膝をついたままの雫は目を閉じる。今まで自分が挫けそうになった時、誰がどのように声をかけてくれたのか、いくつもの顔が頭をよぎった。得難い友人であり、家族であり、もっと違う存在であった彼らに向かって、雫は言葉もなく感謝する。

　そうやって多くの人々に助けられてきたからこそ、雫には「今」があるのだ。

「姫」

「何だ」

　自分に何ができるのか。

　連鎖するものはきっと、負だけではない。分かっていても言葉にして聞きたいことはある。

　遠い世界のこの場所で、それが許されているのは何よりも幸運なことだ。

「姫、どうぞ強く在ってください。憎しみもまた当然であると、お受け止めください。あなた様が彼らをお恨みになるように、あなた様もご自分の責を負う。それはもう決まっていることです」

　雫は深く息をついて、オルティアを見つめた。

「──けれど姫が今、ティゴール卿に望んでいるのは何ですか？」

　オルティアが過去の憎しみを復ふく讐しゅうにしか変えられないのだとしたら、その時はきっと、彼女に女王を務めきることはできないだろう。憎悪のあまり目が眩み、自分への復讐に怯え、孤独な玉座の上で遅かれ早かれ自滅してしまう。

　そうなってしまうくらいなら、逃げ出した方がよほどいいのだ。兄とティゴールに復讐をし、自分が傷つけた国を逃げ出せばいい。そんな終わり方もある。それを否定することはできない。

　だが……オルティアは、もっと別の道も選べる。雫はそのことを知っている。

　国が憎いだけなら何故ずっと国のために執務を行ってきたのか。それは彼女自身「王族の義務」を捨てたくなかったからではないのか。

　今オルティアが望むものは、ティゴールに死を与えることでは、きっとない。

　ならば彼女自身に望まれるものも──やはりそれだけではないはずなのだ。




　雫はそれ以上言わなかった。ただ黙って主君の答えを待つ。

　時間が許すのなら、いつまでもそうしているつもりだった。

　空気は既に淀んではいない。風は、部屋の中でさえも通り過ぎていく。

　動かない時がやがて永遠にも感じられ出した頃、オルティアはゆっくり起き上がった。白い布が巻かれた自分の両足を見やる。

「……痛い」

「痛いでしょう」

「これでは歩けぬ。ティゴールをここに呼べ」

「はい」

　雫は元の部屋に戻ると、恐縮するティゴールを姫の前へと連れ戻った。

　オルティアは、目前に跪き頭を垂れる男を見下ろす。

「ティゴール」

「殿下、私めはどのような責めをも負う覚悟で……」

「本当にその覚悟があるのか」

　オルティアは、先程までの狂乱が幻であったかのように沈みきっていた。感情に動かされない琥珀の目が、かつて自分を裏切った人間を注視する。

　ティゴールは肉の薄い肩を震わせながら女の問いに応えた。

「確かにございます。ただ……ロスタの民は全てあずかり知らぬことです。私はどうなろうとも構いませぬ。どうかご慈悲を……」

「分かった。──ならばお前は、妾に仕えよ」

　短い断定。

　それは、静かではあったが戦慄するほどの力に溢れていた。

　ティゴールは落雷を受けたかのように顔を上げ、側で見ていた雫もまた瞠目する。

　王族とは、生まれによって決定するのか、育ちによって作られるのか、雫には判らない。

　ただ王とは、王の精神とはおそらく意志によって選び取るものなのだ。

　オルティアは決して望んではいなかったその精神を自ら負う。強く在れと、それだけのあまりにも残酷な言葉を彼女はこれからずっと体現していくのだ。

　ティゴールは目を伏せる。深く刻みこまれた悔恨が瞬間、その瞳の中に溶けて消えた。彼は顔を上げると背筋を伸ばす。年月が研磨した瞳には、だが今なお強い光があった。揺ぎないその視線がオルティアに真っ直ぐ注がれる。

「殿下……いえ、陛下。卑小の身ではございますが、この命にかけまして、貴女様に不変の忠誠を」

　そう言いきった彼の表情には微塵の迷いもない。名領主として誉れ高い男の毅然だけがただ見えた。オルティアは尊大に頷く。

　複雑な感情と感傷を圧縮してできあがる瞬間。

　時の流れを確かに感じる転換に、雫はこうして立ち会う。否いや応おうなく全ての人間を動かしていく流れは、足搔こうとする雫自身をもまた押し流していく。

　その辿りつく終わりが誰かにとって少しでも納得のいくものになればと、そう願って。





※






　高価な調度品ばかりが置かれた広い部屋。だがその室内に漂う空気は荒れ果てたものだ。奥に置かれた大きな椅子には、一人の男が半ば体を埋めるようにして座っている。顔つきに精彩はなく、ただその両眼だけが昏い怒りに満ちていた。呪じゅ詛そに似た呟きが洩れ落ちる。

「オルティア……お前は本当に……」

　ジレドが自殺したとの知らせはベエルハースのもとへも入ってきていた。今となっては、本当にあの男が彼を裏切っていたのかどうか分からない。どちらにせよベエルハースは側近の一人を失い、オルティアは彼を退位させようと動き出している。このまま手をこまねいていては遅かれ早かれ彼は玉座から追われ、一生を拭えぬ恥辱の中で過ごさねばならないことは確かだった。

　ベエルハースは震える指を拳に握る。

「ただでは済まさんぞ、オルティア……」

　どうすれば妹に掣せい肘ちゅうを加え、自分が唯一の座に戻れるのか、彼は決して明敏ではない思考を動かし始める。

　王の資格を問う十二家審議まであと六日。それまでにどのような手段を使ってでもオルティアを引き摺り下ろしてやろうと、彼は一人、陰鬱な罵言を零した。





※






　ベエルハースは「ティゴールを有能だと信じている者は愚かだ」などと言っていたが、事実彼は有能だと、雫は思う。オルティアに忠誠を誓った彼は、現在の状況を即座に把握すると、十二家の当主のうち面識がある者を選び出して交渉を開始したのだ。

　キスク国内において、ティゴールとオルティアでは評判に天地の差がある。オルティアを女王にと聞いて眉を顰める者は少なくないが、ティゴールがそれを支持しているとなると人々は改めてオルティアの有能さを再考するのだ。

　更に王がティゴールを幽閉したことを知ると、彼らの評価は自然とオルティアへ傾く。現にティゴールと交渉の場を持った当主のうち二人は「姫を支持する」と表明してくれていた。

「そんなわけでいい調子でいってるんで、ドサドに謝りませんか」

「ドサドとは何だ」

「私の世界の文豪マルキ・ド・サドと性癖を同じくする方々を言います、という建前で、変態のファルサス国王のことです」

　容赦のない中傷を真顔で言ってのける側近に、オルティアは微妙な表情になる。だが彼女はまるで何も聞かなかったように、手元の書類を揃え直した。

「何度も言わせるな。いくら相手が相手でも、城がろくに動かぬまま降伏しては大国の名折れだ。それを不満に思う民も貴族もいるであろう。現に将や兵たちは自ら戦場に行くことを望んでおるぞ」

「でも死んじゃったらおしまいじゃないですか。回避できるならその手段を探した方がいいですよ」

「お前がそれを言うのか……」

　まるで馬鹿を見るかのような目を雫は無表情で受け流した。この程度でむきになっていては話が永遠に進まない。他に誰も言わないなら、自分を棚に上げてでも雫は意見しなければならないのだ。

「そりゃ勝てたらいいんでしょうけど、負けちゃったら傷口が広がりますよ」

「簡単に負けぬよう準備をしているではないか。何も完勝しようとまでは言っておらぬ。敵にこれ以上の交戦は不利益だと思わせるくらい損害を与えれば、後の交渉もしやすい。今のままでは砦はおろかロスタまるまる払っても足りぬと言われるわ」

「……ああ」

　本当はオルティアも、ファルサスと戦場で決着をつけることは避けたいのかもしれない。

　だが今の彼女にはそれほど選択肢がないのだろう。内外共に敵があり自身に確かな礎があるわけでもない、紙一重の立場だ。オルティアは書類を捲りながら淡々と付け加える。

「それに、妾は戦場に出るくらいのことをせねば玉座は取れぬ。城の奥から国政を操るだけだと思われたままでは論外だ」

「戦場へお行きになるんですか!?」

「当然だ。指揮は将のダライに任せるが、妾も行く」

　それを聞いた瞬間、雫の頭の中には「危ない」「やめた方がいい」といういくつかの言葉が浮かんで弾けた。けれど雫は結局、それらを全てのみこむ。オルティアは今までの負債を少しずつでも清算しなければならない。それは動かしがたい事実だ。

「ですが……間に合うんですか？　十二家審議まで日がありませんよ」

　審議まであと五日。国内の行軍は転移魔法で大分短縮できるらしいが、それでも猶予はほとんどない。充分な戦果を挙げて審議までに戻って来られるか、雫は心配を隠せなかった。

　オルティアはふっと窓の外を見やる。

「戻って来られるようにする。が、間に合わなかったら……」

　遠くを見る目。その瞳によぎるものは、過去か未来か。無残に訪れる死か、痛みに溢れる生か。

　それは雫とも触れ合わない、共有することのできない幻影だ。

　そんな風に誰しも自分だけの終わりを精神の根底に持っている。最初の時からずっと。

　オルティアは視線を戻し、雫を見つめた。

　琥珀色の美しい瞳には決然がある。雫はその鮮やかさに見惚れる。

「間に合わぬ時は、お前が代理だ。妾のために玉座を獲れ」

　きっぱりとした主命に、雫は胸をつかれて立ち尽くす。

　ファニートはきっと姫についていく。ニケは表には出ない。

　城に残るのは、交渉を務める雫だけだ。そして、ティゴールよりも彼女の方が代理としてふさわしい。「年若い小娘」としての不利を撥はね除のけて賛同を勝ち取れねば、どのみちオルティアは女王として認められないのだから。

　雫は体中が痺れるような感覚を心地よく思う。

　いつからオルティアは、それほどまでの信を雫に置いてくれているのだろう。

　初めて向き合った時は、お互い何一つ分かち合えるものはなかった。

　衝突しあううちに、相手のままならなさに苛立ちも覚えた。

　それでも今、二人でここまで来たのだ。いつから、は雫も同じだ。オルティアに、自分の心を捧げている。芯から彼女の力になりたいと思う。

　雫は年の変わらぬ主君に深く頭を下げた。

「必ずや、ご期待に応えてみせましょう。姫」

　苦境に折れたりはしない。重圧ものみこんでみせる。足りない部分を補ってぶつかりあって、そうして自分の形を変えてきた二人は、いつか自分の力で自分の居場所を作り上げるのだ。





※






　城内における雫は、ほとんどの者から経歴不明の謎の多い人物として見られている。

　オルティアに重用されている女。最初は流行り病について対策をもたらし、そのせいか異国の学者と思われていた。だが、最近は姫の側近としての印象が強い。元々の側近たちよりも主君に忠言を惜しまず、また交渉などの任も務めることから、雫はもっぱらオルティアに近しい代弁者として一目置かれていた。

　しかし、オルティアと同性で同い年である彼女の気質は、主君とは正反対に近い。彼女には主君ほどの威や鋭さ、知識はないが、じっくり腰を据えて議論を交わし、最終的には相手から信を勝ち取る。顔立ちだけを見れば小娘であることは明らかなのだが、実際に向かい合って話せば肝は妙に据わっており、何よりも誠実には誠実を返してくることが相手を安心させた。苛烈で知られるオルティアの中和剤のような存在が雫であり、彼女は主君からの指示やティゴールの助言を得て、着実に当主たちとの交渉を重ねていた。

「──いや、思っていたよりずっと若い。本当に十九歳かね」

「よく言われます」

　十二家当主のうちの一人、セージ侯に面会するなりそう言われた雫は、笑顔で挨拶をした。

　外見の幼さを指摘されるのはよくあることで、そのせいか交渉は、大抵が良くて子供に対するように、悪くて侮られての始まりとなる。

　だが逆に言えば、雫の外見に対する反応によって、相手にもどういう態度を返せばいいのか見当がつく。外見がどうであれ真摯に対応してくれる人間には真摯を、侮ってくる人間には威圧と利益を、雫は慎重に使い分けていた。

　しかしセージ侯はオルティアやティゴール曰く、「食えない」人物であるらしい。ティゴールは自分が交渉すると言ってくれたのだが、セージ侯の方が雫との面会を指定してきたことからもそれは感じ取れた。雫は抱えてきた書類を彼に向けて広げると、自分は日本語で書いたメモを手に取る。

「本日はお時間を頂き恐縮です、セージ侯」

「こちらこそ。屋敷にまで足を運んでもらってすまない」

　紳士的に見える男の年齢は四十代半ば。常に崩さない笑顔は温和さよりも隙のなさを窺わせた。雫は緊張を表に出さないよう微笑みながら、用件を切り出す。

「今回伺いましたのは……お分かりでしょうが、四日後の審議について、オルティア様への支持をお願いしたく参りました。現陛下はティゴール卿の一件からも分かるように、オルティア様を忌避し排斥したがっていらっしゃいます。ですが、陛下に国を保つ力がおありでないことは明らかです。この数年間、オルティア様こそが執務を行っていらしたのですから」

「そのようだ。だがそれが長年埃を被っていた審議を呼び起こしてまで王を交代させるだけの理由に足ると、君は思っているのかね。王は必ずしも自身が有能である必要はない。現に言い方は悪いが、陛下もオルティア様を使って国を治めていらしたではないか。長い大陸の歴史において名君であった王の方が少ないのだ。王たる者は臣下たちさえよく使えればよいと、私は思うがね」

　セージ侯はそう言うと試すような目で笑いかけてくる。最初から挑戦的な態度を返されたことに雫は苦笑した。

「仰ることはごもっともです。ですがベエルハース陛下は本当に、その大前提たる『人を使う力』をお持ちなのでしょうか。現に此こ度たびのファルサス侵攻についても、陛下は出兵を求めるオルティア様の意見を繰り返し退けられました。よき臣下が揃っていても彼らを十全に動かし、また最後の判断を下すためには王の器が必要でございましょう。平和が確約されている時代であれば、確かにベエルハース陛下もよき王であらせられるでしょうが、今は……」

「ファルサスが来ている。なるほど」

　男は芝居がかった仕草で頷く。雫が言うことなど彼にはとっくにお見通しのことなのだろう。彼は雫の弁舌によって何かに気づかせて欲しいわけではなく、姫の側近がどういう受け答えを返すのか、それを見極めようとしているのだ。

「具体的にはオルティア様が女王に即位なされば何が変わるのかね？」

　その問いに雫は意識を切り替えた。オルティア即位後の政策について説明を始める。

「まずはキスク国内の街道の整備を行います。地方からの意見を取りまとめ、新規の街道を敷設と既存の街道の改修を行います。五年後には各地の転移陣も今の五倍に増やす予定です。これに伴い、余剰資源を各領地間で流通させられるよう体制を整えます」

　雫は書類の当該箇所を示しながら一つ一つ説明していく。多方面における減税、国営での幼児教育の徹底、また東国ナドラスとの交易の強化、加えて軍備の変更や裁判についての法整備など。全てに過不足ないよう触れていった。

　これらの中にはベエルハースの許可が下りなかったため今まで手をつけられなかったものもあるが、オルティアが「わざわざ手をつけるのも面倒だから」と放っておいた懸案も混ざっている。それを聞いた時、雫は姫が勤勉でなくてよかったと、密かに胸を撫で下ろした。

「減税はいいが、他の整備案の予算は足りるのかね」

「城に貯ためこまれた余剰予算を回します。国内の流通が円滑に回り始めれば、減税分もおおよそ三年で取り戻せる計算です」

　雫は平静を装いながら、時折差し挟まれるセージ侯の質問に答え、その反応を窺った。

　だが、男はこれらの政策に関し確認をしながらも、さして感銘を受けた様子はない。雫は少し迷ったが、書類に記されていないことにも触れることにした。それはオルティアから直接許可をもらっていることだ。

「なおオルティア様は、今まで城が所有していた直轄地についても、いくつか各領へと権利を委譲することを決定しております。セージ侯の領地内にある森林もその一つです」

　城や王族が直接所有している財産は、宝物だけに留まらず土地や鉱山なども多く含まれている。

　だがそれらは現状、死蔵に等しい状態だ。そこでオルティアは、使わない土地を大事に抱えて持っているよりは諸侯への見返りとして譲り渡すことを選んだのだ。

　当主たちの中でも自分の利益が一番と思っている者たちは、大抵これを聞くといい顔をする。他にもオルティアが未婚の女王となることに対し、配偶者の座が空白であることを示唆すると、息子がいる者たちは好感触を返してきていた。雫自身は女王を売り物とするこの提案に、初代女王トライフィナを連想してどうにも気が進まないのだが、オルティア本人が「本当に結婚すると約束するわけではない。女王の夫になれるかもしれないと思わせればよいのだ」と言うのだから最大限利用した方がいいのだろう。

　しかし、これに関してセージ侯は独り身だ。雫は、彼自身がオルティアの夫になりたがるかどうか表情から読み取ろうとしたが、相手は真意を摑ませない微笑を浮かべていた。

　セージ侯は一通り説明を聞いてしまうと、顔を傾けて雫を見つめる。

「よく分かった。ありがとう。では──話は変わるが、少し君自身について聞かせてもらいたい。君はいたく普通の人間に見えるが、何故オルティア様に仕えているのかね？」

　雫は意表をつかれて大きな瞳を丸くする。

　それは或いは、城の人間皆が聞きたくて聞けないでいることだったかもしれない。雫は驚きをのみこむとすぐに微苦笑した。

　雫は膝上に置いた手を握る。そう言えばオルティアの手を握ったことがないことを思い出した。

「私は……多分巡りあわせです。姫と出会ったことも、姫に仕えていることも。偶然が大きく左右した結果だと思っています」

　一つでも歯車の嚙み合わせが違っていたら、オルティアと出会うことはなかっただろう。

　全ては単なる偶然で……けれど雫はこれでよかったと思っている。

「ですが、偶然であろうとも私が姫のお力になりたいと思っていることは確かです。あの方は確かにきついところもおありですが、最近はずいぶん優しいところもお持ちです。きっと聡明な女王になられます」

　ほんの少しだけ相好を崩す雫を、セージ侯は目を細めて見やった。彼は足を組みなおすと改めて彼女に聞きなおす。

「忠誠に足る方であるから仕えていると、そういうことか」

「はい」

「なら君は姫のために、君自身を支払うことができるか？」

　唐突に角度を変え突きこまれた問いに、雫は軽く瞠目した。内心で何度かその言葉を反芻する。見るとセージ侯は口元だけで笑いながら、彼女をじっと注視していた。まるで雫を搦からめとろうとするかのような視線に、雫は迷うことなく頷く。

「命でも体でも、それが必要でしたら」

「ほう」

「ただお渡しできるものはあくまでも私自身に限ったことです。私を得ることによってオルティア様から優遇を受けられるかと言ったら、申し訳ありませんがお約束しかねます」

　オルティアは、雫自身を交渉材料にせよとは言わなかった。むしろ「気をつけろ」と言ってくれたのだ。だから、雫が自分を売ったと知れば怒るかもしれない。

　けれどそれが自分だけのことなら安いものだ。かかっているのは玉座で、主君の未来だ。それに比べて自分の貞操など別に惜しむようなものではない。

　──ただそう言えば変な紋様があったのだった。

　これは一応断りを入れておかねばならないことだろう。雫が常にうっすらある腹痛について思い出した時、しかしセージ侯は声を上げて笑い出した。彼は呆気に取られる雫に右手を大きく振る。

「いや、冗談だ。君は可愛らしい女性だが、私に少女趣味はないのでね。少し、あの姫が君のような人間からどれほど忠誠を得ているのか知りたかっただけだ。失礼をした」

「……童顔で申し訳ありません」

「だが気に入った」

　男の声から笑いが消える。力強い視線の中はいつの間にか雫を認める意志が見えた。雫は思わずそれまで以上に姿勢を正す。貴族としての優雅さを自然に体現するセージ侯は、膝の上で組んでいた指を解くと頷いた。

「オルティア様の要請についてはありがたく考えておこう。期待してくれて構わない」

「セージ侯……ありがとうございます」

「あとは、五年経って気が向いたら、また私のところに来るといい」

　それは冗談なのか違うのか。雫は黒い瞳を猫のように真ん丸にする。そういう表情をするとますます幼く見える彼女に、セージ侯は肩を竦めると「いや、七年後かな」と笑った。





※






　回廊から見える光景は壮観と言っていいものだ。雫は思わず熱い息をつく。

　キスク城内にある広場には、数千の兵たちが整然と立ち並んでいた。体の急所を覆う金属の鎧が光を反射して海のように見える。まるで映画のような情景だが、それが現実であることは肌に突き刺さる緊張感からも明らかだ。

「すごいなぁ……」

　雫の呟きは回廊の手すりに落ちる。やがて転移陣の準備ができたらしく、兵士たちはゆっくりと動き出した。地上に大きく描かれた円状の魔法陣に向かって彼らは列を乱さず進んでいくと、次々その中に消えていく。

　非現実的で、不思議な情景。だがこれはこの世界では当然のことなのだろう。

　オルティアの出立までもう二時間しかない。雫は手すりによりかかっていた体を起こすと、主君に挨拶すべくその場を離れた。




　ワイスズ砦陥落の知らせから三日。

　オルティアは準備していた五万の兵を、予定通り砦北のシサ河対岸に転移させるよう命じた。

　河にかかっていた橋は、砦の陥落後すぐにオルティアの指示によって落とされている。他国内の大規模転移座標はファルサスであっても分からないため、砦を占拠したファルサス軍が河を越えて転移してくることはない。その間にキスク軍は対岸で戦闘準備を整え、再度砦南西に転移しなおしてからファルサス軍に攻勢をかけることになっていた。

　偵察からの情報では、ワイスズ砦に駐留するファルサス軍は二万から三万といったところらしい。

　だが、攻こう砦さい戦せんは攻める方が労力を使う。ましてやファルサスが転移を使って援軍を引きこむ可能性もある以上、とてもではないが楽観視できない。

「姫、参りました」

　入室した雫が声をかけると、鎧を纏った女が振り返る。

　普段は広げたままの髪を一つに縛り、胸から腹、肩と肘、そして膝から爪先までを白い金属鎧で覆ったオルティアは、何故か普段よりも愛らしかった。彼女は手甲を嵌めた手を、小動物のようにわきわきと動かしている。下に着ている服は魔法がかかっているのだろう、あちこちに複雑な紋様が見て取れた。筋肉などほとんどないのではないかと思わせる細い体。全身鎧を纏わないのは彼女が重さに耐えられないためだ。部屋に控えているファニートも部分鎧を着ているが、こちらは機動性を重視した結果だろう。彼は戦場でも姫に付き従うのだ。

　実質的な指揮を取らないオルティアは前線に出ることはないが、だからといって暗殺の可能性もないわけではない。用心は必然なのだが、オルティアは軽く細い肩を竦めた。

「重いぞ、雫」

「重そうですね。代わりましょうか」

「断る」

　実は雫は一度、影武者を務めると申し出たのだが、オルティアは即答で却下した。「前に出るわけでもないに、そんなことをしたら皆から笑われる」と言う主君に、雫は仕方なく引き下がったのだ。

　代わりにオルティアにはファニートが護衛としてついている。雫の心配そうな視線を受けた彼は、いつもの無表情のまま頷いた。

「大丈夫だ。私の命に代えても姫はお守りする」

「何を言う。お前の命にかかわるような事態になったら負けておるわ」

　オルティアは冗談めかして言いながら護身用の剣を腰につける。姫はそう言うが、ファニートならきっと不測の事態にも主人を守ってくれるだろう。雫は微笑んで頷く。

　そこにティゴールが現れ、オルティアに最後の報告を始めた。

「殿下のご即位に必要なものは七名の賛同です。そのうちの四人は既に確約を取り付けることに成功しております。更に好感触の者は三名です。あと三日、引き続き交渉を重ねてまいります」

「分かった。よろしく頼む」

　期間の短さとスタート地点を考えれば、順調とも言える結果だ。

　もっともティルガ侯をはじめ、オルティアの即位に強硬な反対をする人間やベエルハースに忠誠を誓う者たちもやはり存在している。油断できない状況であることは依然変わりない。

　オルティアは全て聞き終わるとティゴールに言った。

「では妾が城を空ける間、後のことは任せる」

「仰せのままに」

「雫も馬鹿はするなよ」

「何ですか、この落差は。しっかりやりますが」

　雫が頰を膨らませるとオルティアは含み笑いをする。琥珀色の瞳が、ふっと真摯な光を帯びた。

「もし妾に何かがあったなら、あの赤子の処遇は父親と交渉しろ」

「え？　あ、はい」

　反射で返事をしてしまったが、縁起でもない話だ。おまけにヴィエドの父親とはラルスでいいのだろうか。複雑な顔になってしまった雫に、姫は付け足す。

「父親が誰かはニケが知っている。セイレネを連れてきたのはあいつだからな」

　それは予想内の話だ。セイレネはロズサーク王の情報を知るために、ニケが声をかけたのだろう。同じ理由で誘われたリースヒェンを目の当たりにした以上、察しがつく。

　だがそこから一歩踏みこんで、ロズサーク宮廷にいたセイレネが何故ファルサス直系の子供を産んだのかは、よく分からないままだ。

　けれど、出陣間際の忙しい時にこれ以上主君を引き留めることはできない。オルティアが帰ってきた時にまた聞けばいいのだ。雫はそう自身を納得させると頭を下げた。

「かしこまりました。お帰りをお待ちしてます」

　どこか心配を隠せない雫のそんな返事に、オルティアは悪戯っぽく笑う。

「安心しろ、無理はせぬ。そうだな……お前はファルサス国王が好きか？」

「いいえ、まったく」

「なら首を土産にしてやろう。楽しみに待っておれ」

「あの人の首は要らないので、ご自分の首を大事になさってください」

　オルティアは軽く眉を上げたが、臣下の無礼な発言を咎めようとはしない。彼女はファニートを従え、傲然と顔を上げ部屋を出て行く。

　──あと三日で、全てが決まる。

　それは言葉にできない昂こう揚ようを雫にもたらした。一年前からは予想もしない現状に苦笑が零れる。

　ただもし今、元の世界に戻れるのだと言われたら。

　その時はあと三日だけでも待って欲しい。雫は主君の背を見送りながら、そう願った。







　オルティアとファニート、そして兵士たちが出陣してしまうと、気のせいか城は急にがらんとしてしまった。雫は人気のない廊下を歩きながら書類を捲っていく。

　ティゴールはオルティアを見送ってすぐ、また別の当主のところへ出かけていった。彼がオルティアに庇護されていることをベエルハースも知っているのだろうが、自分が彼を幽閉したことが広まっているせいか特に何もしてこない。王は王で当主たちに接触をしているらしいが、その動向の細かいところまでは雫に伝わってきていなかった。

　手書きの書類にチェックをつけて、雫は次の一枚に目を通し始める。オルティアから教えられたキスク国内の王家財産についてのメモは、禁閲覧の極秘資料なのだが、彼女はそれを日本語に書き直している。これならば万が一誰かの手に渡っても解読しようがないからだ。

　雫はどの交渉においても持ち出していない、残る財産のいくつかに目を通していき、ふとその中の一つで止まった。

「あれ、こんなのもあるんだ。見てみたいな」

　記録ではそれは王家の所有となってから、まったく人の手が入れられていないらしい。もったいないと思いながら雫は何となくその横に星印をつけた。

　今日は夕方からもう一人、当主と会う約束を取り付けている。当主たちは既に入城している者もいるが、まだ自身の領地に残っている者もいるのだ。後者は転移魔法がなければ訪ねられない。

　雫は時計を確認しようとポケットに手をいれた。だが時計を取り出す前に、廊下の角から飛び出してきた人影にぶつかる。

「うわ、すみません！」

　よろめきながら雫が反射的に謝ると、文官らしい服装の相手は無言で走り去っていった。雫は改めて魔法仕掛けの時計を取り出す。

「うーん、一杯くらいお茶が飲めるかな。……いてて」

　ぶつかった時に変なところでも打ってしまったのだろうか。雫はちくりと痛む脇腹を捻ると休憩室に向かって歩き出した。書類を全て見終わった頃、ちょうど扉の前に差しかかる。ちょうど廊下の向こうからウィレットがやって来て、雫に気づいた。足を止める少女に雫は軽く手を振る。

「ウィレット、お茶飲む？」

「………雫さん」

「何？」

　何故だか少女はみるみるうちに青ざめていく。一体どうしたのか問おうとした時、震える指が雫を指し示した。雫は首を傾げて自分の体を見下ろす。

　──その脇腹は、血で真っ赤に染まっていた。

「うおわあああっ!?」

　雫は自分でも間抜けと思える声を上げた。今まで全然痛みに気がついていなかったのだ。

　彼女は乱雑に血塗れた服をかきわけて傷口を見つけ出す。ぐっしょりと血に濡れた脇腹には、見間違いではなく刃物を真っ直ぐに刺しこんだと思われる傷跡があった。その光景に眩暈を覚えて雫は倒れそうになる。

　だがその時、叫びを聞きつけたユーラが休憩室から飛び出してくると雫の腕を摑んだ。

「雫さん!?　何ですか、これは！」

「さ、刺された……みたい、です」

　痛みは感じない。だが、意識が朦朧とし始める。

　まるで穏やかな眠りに吸いこまれていくように重くなる瞼に逆らいながら、雫は「ニケいたら、呼んできて……」と言うとそのまま気を失った。




「お前は馬鹿か？」

　うっすら目を開けた時、飛びこんできた第一声がそれだ。

　雫はまばたきをすると、枕元に座っているニケを見上げる。心底呆れたような顔の同僚に、雫はほっと安堵した。雫は汗に湿った前髪をかき上げつつ、寝かされていた長椅子の上に体を起こす。

　小さな休憩室にはニケの他にユーラとウィレットがいて、心配そうに雫を見つめていた。他の人間に体のことを知られずに済んだことを、雫はまず安堵する。

「痛覚が麻痺すると俺は言わなかったか？　誰もいないところで倒れてたら今頃死んでたぞ」

「ご、ごめん。ぼけっとしてた」

　雫は新しく着せられていた服の下を覗きこんだが、血も拭われおかしなところは何もない。治療してくれたのだろう男は、冷水のような声音で尋ねてきた。

「で、誰にやられた」

「……顔見なかった」

「本当に馬鹿だな」

　角でぶつかった相手は、今思えば不自然に顔を隠しているような素振りだった。

　だが、本職の暗殺者ではないのだろう。もしそうだったら雫はその時に死んでいたはずだ。

　狙われる心当たりは充分ある。雫はオルティアの側近なのだ。むしろこの状況で護衛もなしに歩き回っていることの方が無用心だった。

　ニケは溜息をついて腰を浮かせた。

「姫に連絡する」

「待って待って。内緒にしてて」

「阿呆か！　俺が怒られるわ！」

「後で一緒に怒られるからお願い！　姫も今大変なんだよ……暗殺者に気をつけてってだけ伝えて」

「ならもっと慎重になれ！　俺だって城にいたのはたまたまだ！」

　頭から叱られて雫は首を竦めた。まったくニケの言う通りだ。自分が渦中の人物であるという意識が足りなかった。ここで死んでいたら誰にも顔向けができない。雫は改めて頭を下げた。

「ごめん。不注意だった。気をつける」

「……もう一度こういうことがあったら薬はやらんぞ。自分で男を買ってこい」

「うわ。肝に銘じます」

　苦い顔を崩さない男は手元から何かを出すと、彼女に放ってよこした。受け止めるとそれは小さな指輪だ。透明な水晶が嵌めこまれた指輪を雫は不思議そうに眺めた。

「何これ。綺麗」

「守護の魔法具だ。あまり強力な攻撃は防げないが、この程度なら相殺するだろう」

「あ、前にエリクに同じのもらったことがある」

「そうかそうか」

「何で!?」

　本当のことを言っただけなのに何故か耳を激しく引っ張られた。痛くはないがおかしな感じがして雫は両耳を押さえる。雫には分からないが、どちらも魔法具というだけで全然別物なのかもしれない。彼女は自分の大雑把さを反省すると訂正した。

「うん。同じじゃなかった。水晶細工じゃなかったし」

「……水晶はよく魔法具の材料にされる。質のよさがそのまま魔法具の出来に直結するんだ。ただ魔法具が爆発的に作られた時代に消費されすぎて、最近は未加工の純水晶はあまり出回っていない」

「へー。さすが物知りだね」

「魔法士を何だと思ってるんだ」

「知識階級？」

「そうとは限らん。色々いる」

　ニケは、雫が指輪を嵌めたのを確認すると立ち上がる。

「俺はこれから城を空ける。くれぐれも気をつけろよ」

「みんな忙しいもんね。分かってます。ありがとう」

　ニケはそれを聞いて何か言いたげな顔になったが、結局無言で休憩室から出て行った。雫は改めて不注意を反省する。ティゴールなどはベエルハースを用心しているのか、自分の部下と常に行動を共にしているのだ。その点、一人の雫が狙われたのももっともだ。彼女は心配そうに見てくる女官二人に向かって頭を下げた。

「ごめんなさい。おかげで助かりました。ありがとう」

「雫さん！　びっくりしたんですよう！」

「あはは。あれは驚くよね」

　飛びついてくるウィレットを抱きとめながら雫は苦笑する。廊下を血まみれの人間が歩いてくるとは実にホラーな光景だっただろう。自分が彼女だったらもっと悲鳴を上げていたかもしれない。

　雫は顔を上げると、ウィレットの肩越しにユーラを見た。彼女は無言で笑っている。

　──笑ってはいるが、目は笑っていなかった。むしろ据わっている。

　雫は彼女の纏う空気の険しさに硬直した。今更血が足りていないかのように顔色が青くなる。

　ユーラは満面の笑みで口を開いた。

「雫さん、大事がなくてよかったです」

「あ、ありがとうございます……」

「ところで、失礼ながら服を替える時にお体を拝見してしまったのですが」

「………………はい」

「あの紋様はなんでしょう。ニケさんが仰ってた『薬』って何のことですか」

「な、なんでしょうね……」

　一番見られてはまずい人間に見られてしまったのかもしれない。

　雫はその後ユーラに散々搾しぼられた挙句、「言えない言えない」と言って何とか逃げ出すまで、ゆうに交渉五回分ほどの精神力を消耗する羽目になった。








※






　ワイスズ砦の執務室にて、白い石壁に適当きわまりない落書きを描いていた男は、部下に声をかけられ手を止めた。青い塗料をたっぷり湛えた壷つぼを手に、ラルスは報告に耳を傾ける。

「キスクがついに動いたか。鈍重だな」

「城では現在、王と王妹が玉座を巡って争っているようでして。軍を挙げたのは王妹の方です」

「兄妹で争ってるのか。覚悟が足りんぞ」

　兄妹間でどういう覚悟が要ると言うのか。報告を持ってきた魔法士は疑問に思ったが、この王にしてあの王妹ありなのだから覚悟も必要なのかもしれない。

　ラルスは塗料の壺を机に置く。

「で、オルティアは戦場に出てきているのか？」

「はい。後方の本営にいるのを偵察が確認しています」

「よし、なら捕まえて懲らしめてやろう。歪んだ性根を叩きなおしてやる」

　自分を棚に上げて言う王に、その場にいた人間たちが奇妙な沈黙を保つ。報告に来た魔法士は気を取り直すと自分の仕事を再開した。

「もう一つ、報告がございまして」

「何だ？」

　これから戦うであろうキスク軍とは直接関係ない知らせを、王は眉を顰めて聞き出した。

　別件で調べさせている懸案。それを全て聞いてしまうと、彼は「少し急ぐか。契約違反になりそうだ」と面倒くさげに呟いた。





※






　草原に風は吹いていなかった。オルティアは馬上から昼過ぎの曇天を見上げる。

　雲は厚いがすぐには降り出さなそうだ。ただでさえ鎧が重くて動きにくいのに、この上雨など降られたら煩わしいことこの上ない。生まれて初めて見る数万規模の行軍にオルティアが気を取られていると、隣に馬を並べるファニートが囁く。

「姫。まもなくワイスズ砦が見えます」

「ああ」

　河向こうから転移したキスク軍は、カリバラの街とワイスズ砦を結ぶ直線上、ワイスズ砦近くを進軍していた。砦を奪ったファルサス軍は、情報では二万強の兵力を保持しているというが、転移がある以上、ここから先膨れ上がる可能性もある。

　──そうなる前に五万の兵でファルサスを叩く。

　言うは簡単だが、相手方に砦がある以上、そう上手くはいかないだろう。

「ファルサスが砦を攻略した時には、外に我が軍をおびき寄せ、混乱している間に手勢を伝令と偽って侵入させたらしいな」

「はい。結界の書き換えも行われたという情報ですが、本当だとしたら空恐ろしいことです」

「必要以上に魔法に頼ると危うくなるということだろう。魔法ではファルサスに敵わぬ」

　オルティアの声は暗い世界に澄んで落ちる。

　その言葉に彼女が常に持っていた韜とう晦かいはない。敵国への素直な賛辞とも取れる言葉だ。

　ファニートは姫のそんな姿に一瞬息をのんだが、何事もなかったかのように再び手綱を操った。

　やがて心配していた妨害もなく、キスク軍はその視界にワイスズ砦を入れる。彼らはかつて防御結界が敷かれていた範囲の少し後ろに布陣した。

　目標は砦の奪還と、ファルサスを国外に追い返すことだ。全軍の指揮を執るダライ将軍は本営のオルティアに方針を説明する。彼女は「砦に強攻するという」という案を聞いて、堂々と微笑した。

「分かった。戦場において妾は卿の足元にも及ばぬ。よろしく頼む」

　若く美しい王妹にここまで言われてはやる気も出る。ダライをはじめ武官たちは、意気高く魔法防壁を展開させながら、砦へと接近し始めた。距離を縮めていくにつれ、高い壁の上に見張りの人間がいるのが視認できる。その中には魔法士たちもいるのだろう。牽制程度の魔法がいくつかキスク軍へと放たれた。

　だがそれら魔法はどれも防壁に当たって消えていく。よほど大きい魔法でもない限り、単独の魔法士が放つ攻撃は距離と威力が反比例するのだ。

「よし、止まれ！　攻城火だ！」

　南東から西の方角にかけてワイスズ砦をキスク軍が半包囲すると、ダライは計画通り命令する。

　その指示に従い、兵の後ろに配備されていた魔法士たちが詠唱を開始した。三人一組で構成される攻城用の巨大な炎球が、空中に十数個生み出される。壮観な光景に、軍の後方にいたオルティアは感嘆の声を上げた。

「たいしたものだな……」

　本音を言えばワイスズ砦はキスクの財産だ。あまり壊すようなことはしたくないが、それが言える現状ではない。ダライ将軍は巨大な砦をきつく睨むと、攻撃を命じた。

「打て！」

　放たれた炎球は空を切ると、砦の壁や門に到達する。

　数秒遅れてそれらは轟ごう音おんと共に爆発し、黒い煙が湧き起こった。門が崩れて小さな穴が空く。

「第二射、用意！」

　再び作られる攻城火。だがそれが完成するより早く、砦の方角から何条かの光が走った。もっとも早く事態に気づいた者が叫び声を上げる。

「まずい！　防げ！」

　けれど忠告も間に合わず、それらは作りかけの攻城火のいくつかに突き刺さった。

　攻城火そのものが魔力の誘発で破裂し、キスク軍の只中で爆発が起こる。魔法士たちの体が軽々と跳ね飛び、周囲にいた馬がいななきを上げた。一気に騒然となる中で、ダライは声を張り上げる。

「怯むな！　打て！」

　打ち出された炎球の一つは、狙撃者がいたのだろう見張り塔に到達した。天に響く振動をあげてその先端を粉々に砕く。他の炎は再び門に命中し、先ほどできた穴を更に広げた。

　魔法士たちは攻城火の構築のほかにも、負傷者の治療、対狙撃の撃墜や結界に追われ、広い草原は一気にあわただしくなる。

「第二次ワイスズの戦い」はこうして、まずは遠距離魔法の応酬から始まった。




　時折爆風に乗って細かい石片が顔に当たる。

　オルティアは軽い痛みをもたらすそれらを、腕を上げて遮った。人馬の大軍の遥か向こうに座する砦を見やる。

「静かだな……」

「は？」

　姫の言葉を聞いて思わず間の抜けた声を上げてしまったのは若い護衛の兵士だ。彼はオルティアと目が合うと、あわてて「申し訳ございません！」と叫ぶ。だが彼女は気にしていないことを示すために、軽く片手を振った。

「いや、確かにファルサスも応戦はしているが、魔法だけであろう？」

「それは兵数に差がございますし、篭城するつもりなのでしょう」

「そうなのか。あの男ならまだるっこしいことをするより援軍を呼ぶと思ったが」

　ラルスの性格については、ダライ将軍よりもオルティアの方がよほど知っている。彼女は国政を通じて何度か例の国王と渡り合ってきたのだ。

　彼のそつのない采配、広い視野、先見性、寛大な処置。一見名君に見えるそれらの政務の陰に見え隠れするファルサス国王の気質は、主に気まぐれと大雑把、冷徹と子供じみたこだわりという矛盾に満ちたものだ。ニケなどは偵察報告を適当に省いて伝えてくるが、たまに退屈で全てを話させると、ラルスのろくでもない話が混ざっていたりする。

　ファルサスとキスク、両国にとって隣国であるガンドナの式典で、彼と直接顔を合わせたこともないわけではないが、よく他国の姫君に囲まれている男と、人との会話を煩わしがってすぐに逃走してしまうオルティアでは話をすることはほとんどない。何にせよ「あの」雫から嫌われているのだから、どういう性格の人間なのか大体想像もつくというものだ。

「これで交渉が有利になればよいのだがな」

　向こうから降伏を引き出すのは難しいだろうが、ある程度損害を与えてしまえばラルスも交渉を受諾するかもしれない。あの男をつけあがらせずに対等の話し合いに至ることができれば、その先は自分の仕事だ。

　オルティアは徐々に破壊されつつある門を見つめる。

　門が破れれば、ダライはそこから兵士たちを砦内に侵入させるはずだ。だが、砦から間断なく打ちこまれる魔法がそれを妨害し続けている。

　──このままどれくらい時間が経てば、決着がつくのだろう。

　そんな感想をオルティアが抱いた時、だが停滞する時間をどよめきが打ち破った。

「ファルサスの援軍だ！」

　驚愕の悲鳴。波のように連鎖していく叫びに、オルティアは後ろを振り返る。

　彼女の視線の先に伸びる広い街道。森の傍を通るその道には、いつの間に現れたのかキスク軍の退路を塞ぐかのように布陣を開始するファルサス軍の姿があった。

　オルティアは、いくつか考えていた可能性が、現実になったと知って眉を寄せる。

「こちらの攻撃を待っていたか……嫌な男だ」

　背後に現れた新手の軍勢。それはキスク軍に、「挟撃されるかもしれない」という不安をもたらした。指揮を執っていたダライは、砦と背後、どちらに攻撃を向けるか迷う。

　制圧したいのはファルサス王がいるだろう砦だ。だが、これには時間がかかる。その間に背後のファルサス軍に食いつかれれば大きな損害を被ってしまう。

　ダライは短い間に判断を下すと、砦を中心として右回りに、北西方向へ急いで進軍するよう指示した。前後の敵とそれぞれ戦うより一旦移動して戦場を変え、各敵と順番に当たるようにしたのだ。

　しかし、ファルサス軍はそれを黙って見過ごすような真似はしなかった。後方に現れた騎兵たちは速度を上げると、移動し始めたキスク軍の背に攻撃をかけ始める。それに応戦する兵士たちとの間で、草原にはまたたく間に火花が散った。

「殿下、こちらに！」

　ひしめく兵たちの間を縫って、オルティアと護衛の騎兵たちはファルサスの攻勢から逆方向へ逃れようとする。オルティアの一行は軍の後部にいたために、かえってファルサス軍近くに位置することになってしまったのだ。

　だが、先陣を切ろうとした若い兵士の叫びは逆効果でしかなかった。「殿下」の呼称を聞きつけたファルサス兵が、何人か剣を手に馬を駆ってくる。ファニートはそれに気づくと素早く手を伸ばしてオルティアの乗る馬の尻を叩き、速度を上げさせた。前方からオルティアを逃がすために兵たちが駆けてくる。すぐ隣を並走するファニートが主君に囁いた。

「姫、このまま抜けます」

「……分かった」

　オルティアは周囲に押されるようにして前進しながら、間近に迫る敵兵を振り返る。

　だがすぐにキスクの兵たちが、追ってくるファルサス騎兵の前に割って入った。剣けん戟げきの音と、斬り捨てられた人間の落馬する音が重なる。

　その間にもオルティアたちは馬足を緩めない。

　たちまち遠ざかる戦闘の場。彼女は三度目に振り返って──そして琥珀色の瞳を見開いた。

　長剣を振るってキスクの兵を斬り捨てた男と、瞬間目が合う。

　飾り気のない鎧。何の変哲もない馬。だが、見覚えのあるその瞳。

　感覚が理解を呼び起こすまで、ものの数秒もかからなかった。オルティアは全力で手綱を引く。

　急に止まった姫にあわてた護衛たちが引き返すより早く、彼女は叫んだ。

「騙されるな！　援軍など来ておらぬ！」

　細い指がファルサス兵の一人を指差す。

「あの男がファルサス国王だ！　捕らえよ！」

　キスクの人間皆が一瞬呆気に取られた、その空白にけれど、指された男は余裕の笑みを浮かべる。

　男はそれまで持っていた剣を投げ捨てると、代わりに鞍くらにつけていた鞘から別の剣を引き抜いた。両刃の剣は曇りなく輝きを放つ。

「よく気づいたな、オルティア」

　──ファルサス王の証あかしたるアカーシア。

　ラルスは本当の愛剣を携え手綱を取ると、オルティアを顎で示す。

「あの女を捕らえた者には褒美を弾むぞ」

　若きファルサス国王は自分も狙われる立場であると分かっていないのか、自ら前に出ようとした。

　だが、オルティアの言葉でキスク兵たちがそこに押し寄せる。相手の王族を手中にしようと、乗り出しぶつかりあう兵たちで、たちまちその場は混戦になった。

　ラルスは突進してくる兵たちをアカーシアで黙々と斬り捨てていたが、北西に離脱しかけていたキスク本軍が戻ってくるのに気づいて眉を顰める。

「まったく。ばれるのが早いぞ。嫌な女だな」

「だから陛下は後方にいらしてくださいと……」

　キスク軍が接近しているとの情報が入った時、ラルスは砦内の兵のほとんどを南西の森に転移で移動させ、そこに潜ませた。砦に残っているのは一部の魔法士のみで、彼らが応戦することで兵が中にいると思わせる。その上で自軍をあたかも本国から転移してきた援軍のように見せかけて、倍以上の兵数を持つキスクを混乱に陥れようと考えたのだ。

　けれど、成功しかけた策も、オルティアがラルスの存在を看破したことにより水泡に帰してしまった。王はハーヴから白い眼で見られながら、オルティアの姿を探して戦場に視線を巡らす。

　小細工が失われれば、ファルサスとキスクでは動員している人数が違うのだ。

　ラルスは前線を柔軟に指揮しながら敵の攻勢を受け止めていたが、ふと曇天を見上げると呟いた。

「そろそろいいか。ハーヴ」

「かしこまりました」

　王命を受けてハーヴは砦内に魔法で連絡を取る。壁上にて魔法の応酬をしていた魔法士たちとはまた違う、奥まった一室にいる男がそれを受けて頷いた。

　彼は右耳の蒼玉に触れながら、その場に集まった十人の魔法士たちに指示を出す。

「方角は北西から南。強度と範囲、許可者は変更なし」

　魔法士たちはそれぞれが詠唱を始めると、既に用意されていた構成を操作し出した。構成射出の核たる部分を指揮者である男が担う。

　彼は壁に閉ざされた部屋の先、広がる戦場が見えているかのように目を細めた。核に向かって膨大な魔力を注ぎ始める。

「それでは……展開を開始する」

　布を広げるかのように砦外に向って放たれた巨大な構成。

　それは綺麗な扇状に広がると──範囲内におけるキスク軍の魔法を一瞬で封じた。





※






　雫が襲われたとの話を聞いた時、ティゴールは青ざめて彼女の体を心配してくれた。

　このように直接的な手段が行使されたのは、間近に控える十二家審議のせいに違いない。

　二人は暗殺を指示した犯人として同じ人間を思い浮かべたが、その名を口にすることはしなかった。どこで誰が聞いているか分からないからだ。

　ティゴールは苦い顔を一ひと息いき吐ついて和らげると雫に苦笑してみせる。

「ともかく気をつけなさい。これから先、誰が何をしてくるか分からない」

「はい」

「審議についてもこのままいけば過半数は取れそうだ。だが……」

　彼はそこで口ごもる。雫は怪訝に思ったが、その理由を聞きはしない。自分でもすぐにそれに思い当たったからだ。

　──オルティアの勝利が確定しつつあるのに、ベエルハースがこのまま黙っているだろうか。

　二人は同じ懸念を抱えたままそれぞれの仕事に戻っていく。

　その懸念が杞き憂ゆうで終わらず、筆頭当主の一人、ラドマイ侯の何者かによる殺害という形で現れたのは、十二家審議が行われる前日のことだった。







「え、本当ですか？」

　ラドマイ侯の死について雫が報告を受けたのは、彼女が朝の仕事を済ませて遅い食事を取っていた時のことだ。よく焼かれたパンに蜂蜜を塗っていた雫は、知らせを聞いてそのまま匙を蜂蜜瓶の中に落としてしまった。報告を持ってきた文官が頷く。

「寝台で亡くなっているのをお付きの方が発見いたしまして、どうやら寝酒の中に毒物が仕込まれていたようです。現在調査も行われていますが……」

「そ、うですか。ありがとうございます」

　突然のことに驚く気持ちはもちろんあるが、面識のある人間の死を悼みながらも「困ったことになった」という思いは拭えない。ラドマイ侯は孫の教育に関わる取引によって、オルティアにつくことを約束していたのだ。筆頭たる三家当主のうちの一人ということもあり、彼の不穏な死の影響は大きいだろう。

　雫は食事を中断すると、ティゴールに連絡を取る。彼も事件の話を聞いていたらしく、すぐに二人は会議室に集まった。

「──正直非常にまずい状況だ」

　ティゴールは深い溜息をつく。眉間の皺が深くなっているのは気のせいではないだろう。

「ラドマイ侯の酒に誰が毒を仕込んだのかは分からないが、それがオルティア様の命ではないかという噂が流れている」

「ええ!?　だってラドマイ侯は……」

「そう、こちら側だった。だがそれは取引によるもので、その取引が決裂したのではないかという噂なのだ。もちろんオルティア様をよく思わない人間がやったのではないかとの見方もあるが、やはり殿下を疑う者もいる。どうも誰かが風評を操作したのだろう。レマ侯やリヤス侯は支持を取りやめる恐れがある」

「姫は戦場にいらっしゃるんですよ！　なのにそんな！」

　五万の兵と共にワイスズ砦へ向ったオルティアは、かなりの苦戦を強いられているらしい。

　砦を攻めているところで後方をファルサス軍に襲われ、混乱したところに「構成禁止の防御結界」を敷かれたらしいのだ。

　以前はキスクがファルサスの魔法を封じるために用意した構成を、ファルサスはそのまま一帯に張り返してきた。これによりキスクは全軍の三分の一以上を失って砦付近から敗走し、更に南西方向へ移動しているという。

　幸いオルティアは無事らしいが、ファルサスは彼女を捕らえようと追撃も出している。もう転移で城に戻って欲しいと雫などは思うのだが、一度打ちのめされた軍には精神的支柱として彼女の存在が必要らしく、昨日の夜に「まだ帰れない」という連絡を聞いたきりだった。

　だがそこまでして必死になっているオルティアに、このような事件の疑いが向くなどどうかしている。十中八九ベエルハースの手引きによるものだろうが、厚顔にもほどがあると雫は怒鳴り散らしてやりたかった。

「ラドマイ侯のいなくなられた分はどうなるのです？」

「息子が席を埋める場合もあるが、今回は急なことだ。空席のまま審議されると思う」

　──それでは票が足りないかもしれない。

　雫は青ざめたが、そのまま落胆することはしなかった。広げた書類を胸の中にかき集める。

「当主の方々ってもう全員城にいらしてますよね？　私、ちょっと話してきます」

「駄目だ」

「何でですか！　まだ間に合いますよ！」

　まだあと半日もあるのだ。それまでにオルティアへの誤解を解いて支持を頼み直せばいい。

　なのにティゴールが何故それを止めるのか、彼女は理解できずに首を傾いだ。ティゴールは力なく首を左右に振ると、苦味だけを瞳に湛えて雫を見やる。

「今回の事件を受けて、当主への一切の面会が禁止された。キアーフ侯は反対したが、陛下とティルガ侯の賛同があってはそれが国の決定だ。我々は動きを封じられた」

「……そんな」

　視界の隅から暗闇が侵蝕してくるような錯覚。

　雫は翳を帯びる世界に頭痛を覚え、こめかみを押さえた。ティゴールの溜息が聞こえる。

　十二家審議はもう明日。

　長年キスクの城に淀んでいた因縁の、決着をつける時がすぐそこに迫りつつあった。
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　ファルサスによって魔法を封じられたキスクは、一度はその混乱の只中で多くの兵を失ったものの、ダライの指揮の結果、何とか結界内から脱出することに成功した。

　しかし離脱した時点で当初五万いた兵は三万にまで減らされており、また依然存在する結界によって再度の攻撃をかけることができない。それどころか勢いに乗ったファルサスの追撃に、態勢を整えられないままのキスクは、幾度となく後退を重ねる羽目になっていた。

　最初に転移してきた南西の地点より更に南西方向へと下がったキスクは、すっかり日が落ちた暗闇の中、自軍の状況を把握するために伝令を走らせる。ファルサスの策と魔法技術に翻弄されたキスクの武官たちは忌々しさにすぐには何も言えなかった。

　本営に集まった彼らを見回し、オルティアは口火を切る。

「卿らにも後悔や反省があるとは思う。だが、今聞きたいのはこれからについてのことだ。短期間のうちに砦を陥落せしめる方策がある者は、階級の上下を問わぬ、今すぐ名乗り出よ」

　叱咤に似た王妹の言葉に一同は息をのむ。失意に片足を踏みこみかけていた者たちは、わずかに覇気を取り戻しかけた。

　だが、それでも現実は厳しい。誰一人口を開くものがない状況に、オルティアはややあって苦笑を浮かべた。彼女は臣下たちを咎めることはせず、中央に広げられた地図の一点を指差す。

「ならば妾の意見を聞いて欲しい。ファルサスは現在、ワイスズ砦に侵攻軍の拠点を置いているがそれとは別に軍を配した場所もある。ここより南西に下ったところ──カリバラの街だ」

　それは全員が知っていることだ。当初はカリバラの占拠こそがファルサスの目的だと思っていたのだ。あの時はまさか砦まで取られるとは考えもしなかった。彼らは現状を思い出して顔を顰める。

　オルティアは重くなる空気を無視して続けた。

「砦が取り戻せるならそれに越したことはないが、このままでは被害の方が大きくなる可能性もある。それよりは、少数の軍しかおらぬカリバラの街を奪還すれば、それを取引材料にできるのではないか？　ファルサスにしても援軍を呼ばないのは、これ以上侵攻の規模を大きくしたくないのだろう。カリバラと砦を交換するか、カリバラを奪取しにファルサスが砦の軍を動かした隙を狙うか。どちらにせよ砦に攻撃をし続けるより、別の道が拓ける」

　戦術には疎い王妹の戦略的な意見を、武官たちは咀そ嚼しゃくするように黙って聞いた。ややあってダライが発言を求める。

「それは、上手くいく可能性もあるでしょうが、カリバラの街は国境近くの街です。ファルサス本国から援軍を呼ばれるのでは……」

「援軍を呼ばれて困るのは、いつどこであっても一緒だ。転移があるのだから可能性を言ったらきりがない。だとすれば成果をあげやすい場所を狙った方がよいだろう。ここからなら通常行軍でも一日半あればカリバラに到着する」

　──城の奥深くに咲く妖華。

　そう思われていたオルティアの顔は、今は砂すな埃ぼこりにまみれ髪にも艶がない。

　だが琥珀色の両眼だけはまったく輝きを失わず、強い意志が見て取れた。

　想像していたものとは異なる王妹の姿に、若い武官たちはつい視線を吸い寄せられてしまう。今の彼女は血と汗に汚れていたが、城の閉ざされた部屋でまどろんでいる時よりもずっと美しかった。

　ダライは改めてオルティアの貌を見つめる。

　二日後には十二家審議が行われるのだ。本来なら彼女はこんなところで命を危険に曝していていいはずがない。たとえこの行動が、女王に名乗り出た彼女の意志表明そのものだとしても、もう充分過ぎるくらいだろう。今すぐにでも城に戻ったほうがいい。

　だが……姫自身がそれを望んでいないことは明らかだった。

　全体の士気をその背に負うオルティアは、地図から顔を上げて一人一人を見つめる。

「どうだ？　妾は戦に関しては若輩ゆえ、思うところがあるなら遠慮なく申せ」

　意見を求める彼女の顔は気高くはあったが、高圧なところが一つもなかった。しばらくして一人の武官がためらいながらも口を開く。

「殿下のご意見は一理あると存じます。……ですが、国内の要所たるワイスズ砦と、カソラの街であるカリバラが同列になり得るでしょうか。今回のことがなくとも火種の多い街です。このままファルサスの手に渡して置いた方がキスクとしても……」

「カリバラはキスクの街だ」

　きっぱりとした言葉。

　オルティアの断言は明瞭ではあったが、不思議と無彩色を連想させるものだった。背後に控えていたファニートが息を詰める。過去の事件は極秘に処理されたのだ。この場において、オルティアとカリバラの因縁を知る者はファニートを除いて誰もいない。

　彼女は昏い目で地図上の街を見つめた。

「カソラの民が住む街であっても、カリバラはキスクの街でもある。何の手出しもせぬままファルサスに渡すわけにはいかぬわ。それに……ファルサスにとってはロスタの深くにある砦よりも、国境に面したあの場所の方が利用価値が高いかもしれぬ。押さえておいて損はない」

　最後の言葉はいかにもオルティアらしかったので、発言した武官もほっと息を吐いた。姫はその気配に気づいて薄く笑う。

　──復讐というならこれが、復讐になるのかもしれない。

　かつて自分を犠牲に守られた街を、今度は自分がファルサスへと売り渡す。国同士の交渉の駒として、カリバラは略奪され征服され引き渡される。

　責のない争いに翻弄され国を変える街に対し、オルティアは何の感情も抱けない。どうとも思えないのだ。まるで命のない概念だけを相手にしているように。

　これを雫が聞いたら何と思うのだろうか。

　彼女は星の見えない夜空を仰ぎ見る。次々賛同の声が上がり始める中オルティアは眉を寄せると、何も言わずにただ両目を閉じた。
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　砦前から敗走したキスク軍は夜陰に乗じてカリバラに進軍し始めた。

　その知らせを受けたラルスは皮肉な目になる。

「いかが致しましょうか。先回りして叩きますか？」

「いや。その必要はない。向こうからすると砦の方が欲しくて仕方ないだろうからな」

「ではアズリア殿には」

「負けそうになったら引き上げろと伝えとけ」

　伝令の魔法士が出て行くと、ラルスは昨日の被害に改めて目を通し始める。

　そろそろ侵攻も潮時だろう。キスクも戦では勝てないと思い知ったはずだ。明日開かれるという審議の結果次第では、すぐにでもキスクはファルサスに交渉を持ち出してくると彼は踏んでいた。

　ラルスは本国からの書類──国内にて貴族の不穏が相次いでいるという妹からの報告を一瞥して微笑する。

「さて、オルティア。お前はどちらの国でもないあの街をどうする？　……正直、廃王の記憶が残るあそこは、まだファルサスの手には余るんだがな」
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　街がみんな燃えていました。

　火がそこかしこに手を伸ばし、建物も人も天も全てを焼いていました。

　嫌な臭いがします。これは血の焼ける臭い、肉の焦げる臭い。

　まるで全てが腐ったような死の臭い。慈悲などどこにもありはしません。

　遠くで悲鳴が聞こえます。馬のひづめの音も。

　嗚呼ああ。

　すぐ、すぐに逃げなければ、またあの人が来る。

　あの人がやって来る。





※






　転移を使い街から街へ、国から国へ渡り歩いていると、色々なことが見えてくる。

　今まではそれらはみな、オルティアを愉しませるための手段でしかなかった。より破滅的な選択を免れるために小さな揉め事を伝え、油を注いで火を広げ、彼女の退屈を拭う。そんなことをニケが雫に洩らした時、彼女は「まるで千夜一夜みたいだね」と言ったが、どういう意味だかは今も分かっていない。

「そろそろ王を呼び戻してもらいたいんだが……」

　何度目かのファルサスの一領主との密談。それを終えて小さな町の酒場へと出たニケは、疲労に満ちた息をついた。他に誰も聞いていないことをいいことに盛大にぼやいてみる。

　以前はちょっとした不穏の種を姫の娯楽のために集めていた彼だが、今はそれを少し変え、自らの裁量でファルサス国内の揉め事を煽っていた。既に城に不満を持つ貴族の何人かを指し嗾そうし、問題を起こさせているがそれでも足りていない。

　何故こんなことをしているかというと、単にラルスをキスクから呼び戻させることが目的だ。現在キスク国内にて猛威を振るっているファルサス国王の弱点は、同僚の言葉を信じるなら「人参と妹」らしい。

　まったく阿呆らしいと思うのだが、現状王に代わって政務を行っているのはレウティシアだ。ならば少しずつ彼女の処理案件を増やして負荷を与えてやれば、兄王は妹可愛さに帰ってくるかもしれない。それは半分冗談のような考えであるが、出征した軍を呼び戻すために国内で叛乱を起こさせるというのはよくある手だ。情報収集の合間にそれらの策に手をつけていたニケは、溜まっていく疲労を一杯の酒で紛らわせていた。

「次はカリバラの街を見に行って……一度城に戻るか」

　明日には十二家審議が行われる。さすがに彼の主君も城に戻ってくるだろう。先日雫が襲われたばかりだが、また似たような手段に訴えようとする輩やからがいても困るのだ。魔法士から見る普通の人間が大抵そうであるように、ニケからするとオルティアも雫も不自由で無力な危なっかしい存在にしか見えない。怪我を負っても自分では治すこともできないのだ。あまり離れているのは賢明ではないだろう。

　だが、それとは別に気になることもある。

　問題の発端となった街、カリバラ。

　そこを占領したファルサスとカリバラの住民の間では、決して穏やかではない空気が漂っているのだ。今まで暴徒に悩まされていたところをファルサスに救われたのだから、もっと歓迎されていてもいいと思うのだが、どうにも空気が重い。もしカリバラの民がファルサスに不満を持っているなら、上手く焚き付けて反乱を起こさせられないかと、ニケは思っていた。




　──何故、カリバラの民がファルサスを歓迎しないのか。

　そこには住民しか知らない理由がある。それは「何故彼らが六十年前、戦争が終わった後も元の街に帰らなかったのか」という問いへの答えと同じものだ。

　生きている限り決して消えぬ記憶。親から子へと語り継がれる絶望。

　焼き尽くされる街を見て笑う廃王への恐怖は──今も深い傷痕となって残っている。





※






　カリバラの街には城壁がない。ただ傍に街道が通っているだけだ。

　国境間近にて両国の交易をひっそりと担っていたこの街は、今は両国の争いの焦点となっていた。

　もっとも、この焦点は、大国のどちらからも持て余されている。

　六十年前にファルサスの侵攻によって祖国カソラを追われた民に、キスクが与えた街。

　今はもうない国の記憶が、この街のそこかしこには残っていた。




　キスク軍がカリバラの街を前に一旦進軍をやめたのは、日が明けてから三時間程経ち、朝が終わりかけた時のことだ。軍の中央にいたオルティアは目を細めて遠くに見える街を眺めた。

　こうしてカリバラを肉眼で見たのは初めてだ。幾千もの民が少し前まで平穏に暮らしていたのであろう街並みに、彼女は整理しきれぬ複雑な感情を抱く。もしあの一件がなかったなら、こんな風にあの街を見ることはなかったかもしれない。そして兄と玉座を巡って争うことも。

　十二審議まではあと二時間ほど。急げばまだ間に合うであろうし、城にはティゴールや雫が残っている。オルティアは夜行軍で重くなった瞼を擦ると、改めて顔を上げた。

　転移で軍を移動させなかったのは、魔法士たちの疲労が限界に達していたのを慮ったためだが、魔法に頼ることでまたファルサスの罠にかかるのではないかと用心する思いもあった。そのファルサスの別動がいるであろう街をダライ将軍は苦々しく見据える。

「何かが仕掛けられているということはあるか？」

「ここからでは分かりません。が、できれば街中での戦闘は避けたいですね」

　街中に散らされての戦闘となれば有利な点である人数の多さが上手く生かせなくなってしまう。

　できればファルサスの別働には戦わずして退いてもらいたいものだ、と思いながらダライは進軍を指示した。街の建物が徐々に大きく見えてくる。

　向こうから兵が出てくる様子はない。既に情報が行き渡っているのだろうか。彼は軽い緊張と共に偵察を出すべきか迷った。更に前進しようとした時、軽い口笛に似た音が聞こえる。

　──突如目の前に現れた鏃。

　それに、ダライは驚いたが迷わなかった。彼に張られた防御結界が攻撃の速度を緩める、ほんのわずかな隙に首を捻ってそれを避けた。矢は彼の耳元を掠めると後ろにいた兵の馬の腹に食いこむ。高い悲鳴を上げて暴れる馬に兵士は耐えきれず振り落とされた。

「くそ！　狙撃か！」

　結界がなければ、あるいは彼の反応がもう少しでも鈍ければ、矢はダライの額に突き立っていた。

　彼は狙撃手の場所を探したが、近くにそれらしい建物はない。もし遠くに見える見張り塔から射られたのだとしたらかなりの射手だ。魔法具の助けがあったとしても恐るべき腕の持ち主だろう。

「用心しろ。攻撃が来るぞ。防壁を強化だ」

　将軍の命と同時に魔法士たちが詠唱を始める。そして、それらに誘発されるようにして、街中からもまたキスク軍に向かって攻撃が放たれ始めた。







　ラルスよりカリバラの街を預かるアズリアは、指揮下に千の兵を置いている。

　それは一つの街を占領するには少なすぎる人員にも思えるが、もともとこの街自体に警備兵は数十人しかいない。加えて暴動が続いていたことにより住民の数も激減している。結果、ここ数日の占領も特に不自由なく、街はファルサスの兵士が見回っていること以外はいつもと変わらぬ平穏を保っていた。ただそれも、カリバラの住民が兵士たちに向けてくる、恐れと冷ややかさが混ざり合った視線を除けば、の話だが。

「あ、噓っ！　避よけられた！　馬に刺さった！」

　見張り塔の欄干から魔法弓を構えていた女は、自身の矢が外れたことを確認すると激しく頭を抱えた。背後に控える魔法士が溜息を嚙み殺す。これが敵の将軍を殺し損ねたことを後悔しているのならともかく、そうでないのだからたちが悪い。「馬が！　馬が！」と連呼する指揮官に、魔法士はできるだけ落ち着いた声をかけた。

「陛下のご指示では適当なところで引き上げろとのことですが」

「馬が！　よくもあの親父おやじ！」

「聞いてますか、アズリア殿」

「聞いてる」

　ファルサス城一の射手であり、白兵技術もかなりのものである彼女だが、戦場に伴われることはほとんどない。それはこの「行き過ぎた馬好き」が原因なのは明らかだ。馬の生死にいちいち悶もん絶ぜつしていては戦場で何もできない。

　アズリアは気を取り直すと迎撃の指示を出す。それは本気の迎撃というよりは敵を牽制し、自軍が退去する時間を稼ぐものだった。命令を受けた魔法士は肩を竦める。

「これでこの街ともようやく離れられますか。……正直、ここの老人連中の目が嫌だったんですよ」

「仕方がない。廃王ディスラルはカソラの街々を口にするのも憚はばかられるほど蹂じゅう躙りんしたという話だ」

「今の陛下は鷹揚な方でいらっしゃるんですがね。分かってもらうには時間がかかりそうです」

　かつての戦争においてディスラルの手を逃れキスクに逃げ出した人々は、戦後、祖国がファルサスに復興を援助され、その属領になることを選んだ後も、忌まわしい記憶の残る元の土地に戻ろうとはしなかった。

「だがカソラの民はキスクにとっても異邦人だからな。もはやどこにも帰る場所はない。そろそろ割り切っていくしかない」

「世代も変わって亡命した人間も多いですしね。ただ老いた者には切り替えが大変なんでしょう」

　アズリアは頷くと再び弓を構える。「あの親父だけでも殺していく」という指揮官に、魔法士の男はあからさまに溜息をついた。







　街から打ちこまれる魔法は、キスク軍にとっては恐れるに足らぬものだった。

　結界を強化し攻撃を防ぎながら、兵士たちは街に入ると、敵の魔法士がいるだろう場所を探して走っていく。残っていた住民たちは突然の出来事に驚いていたが、反抗する気はないようだ。あわてて建物の中に引っこむと、恐る恐る様子を窺っている。

　しかし、当のファルサスの魔法士や射手たちは、兵士たちが近づくと攻撃をやめ消えてしまう。唯一根深く攻撃を続けてくるのは、見張り塔にいるらしい強力な射手だけだ。いつまでもダライを狙ってくる矢に、武官の一人が叫ぶ。

「しつこいぞ！　ダライ将軍、この建物の陰に！」

　だがダライが見えなくなると射手は他の人間を狙い出す。結界破りの矢に変えたのか、確実に犠牲者を出し始める攻撃にダライは歯軋りした。

「塔へ向かえ！　この射手を殺して来い！」

　改めて命じられずとも既に数十人は塔へ向かっている。しかし、彼らが塔に到着した時そこには強力な結界が張ってあった。侵入そのものを拒む結界を前にして、彼らは塔の頂上を仰ぎ見る。

　とその時、ほぼ真上から飛来した矢が一人の顎を貫いた。

　顎から首の後ろまでを金属の矢に貫通された男は、蛙かえるのような声を上げて崩れ落ちる。威嚇とも挑発とも取れる攻撃に兵士たちは怒りをたぎらせた。

「誰か魔法士を呼んでこい！　結界を破らせる！」

「破ってやろう」

　唐突な声。冷静なそれは、いつの間にか彼らの中に立っていた魔法士のものだ。兵士の一人がその顔を見て驚く。

「お前、姫の……」

「少し待て」

　城でもっとも異質な魔法士である男、ニケは結界に手をかざし詠唱を始める。

　彼らが頭上に注意しながら見守っていると、数秒後何かが破裂するような音がした。結界が解かれ、兵士たちは我先にと中に飛びこんでいく。

　だがどうせ上にはもう誰もいないのだろう。先程の攻撃を最後に撤収したに違いない。

　ニケはそう思いながら詠唱すると、改めてオルティアのもとに転移し直した。




　カリバラの街は、一言で言うなら閑散としていた。

　初めてこの街に足を踏み入れたオルティアは、色褪せた印象の景色を漫然と見回す。

　以前はこの街も交易の商人で賑にぎわっていたというが、今は多くの人間がファルサスの旧カソラ領に逃げ出したためか、窓を閉ざしたままの家も多い。ニケの説明によるとファルサスの占領体制はいたって問題のないものであったが、人々はそれを喜ぶわけでもなく鬱々とした日々を送っていたのだという。キスク軍によって街が取り戻された今、残る少ない住民たちは困惑と不安を目に、家の中から行き交う兵たちを見つめている。

　オルティアは、薄汚れた窓の向こうから騎兵の隊列を見やる老人と目が合って、表情を固めた。

「そうは言っても、もうロスタにいても苦しいだけであろう。ファルサスの方が元の祖国もある。よほど暮らしやすいとは思うがな」

　彼女のそんな述懐に、ファニートはがらんとした街を見回した。

「六十年前のことを忘れられないのかもしれませぬ。今の老人たちは親からそのことを繰り返し聞かされ育ったのでしょうから」

「廃王ディスラルか……」

　他国のことではあるが、あまりにも悪名高い王の名をオルティアもまた知っている。

　国を滅ぼし人を殺し、最後には血を分けた人間たちをもその手にかけた狂王。力も気性も到底人とは思えなかったと称されるディスラルのことを思い出し、彼女はふと皮肉を感じた。

　──自分もきっと、言うなればディスラルと変わらないのだ。

　戦を呼び起こし人を処刑し、今、兄と争おうとしているのだから。

　こんな自分の行き着く先ははたしてどこになるのか。自嘲しかけた彼女の前に、けれどその時一人の兵士が走ってくる。徒歩で駆けこんできた兵士は恐縮して一礼すると、「街の長老がオルティア様に面会したがっている」と伝えた。

「長老が？　何かあったのか」

「それが……誰が軍を指揮しているのかを問われ、将軍と殿下の御名を出しましたところ、是非殿下にお会いしたいと申しまして……」

「分かった」

　おそらく占領を解かれた礼でも一応言っておきたいのだろう。オルティアは自身が気鬱を感じていることを自覚したが、それを面には出さなかった。彼女は兵士の案内に従ってファニートとニケを伴い、街の集会場へと足を踏み入れる。

　そこに待っていたのはダライや数人の武官たちと、住人らしき七人の男だった。何事かを話し合っていたのか輪になっていた彼らだが、オルティアに気づくと皆次々に礼を取る。

　オルティアが黙して頷くと、人の壁の奥から一人の老人が現れた。震える体を少年に支えられた老人は落おち窪くぼんだ目で彼女を見つめる。

「おお……あなた様が……」

「長老というのはそなたか」

「わたくしでございます……ずっと、ずっとお会いしとうございました、姫」

　感極まった声。その言葉に違和感を覚えたのはオルティアだけではなかっただろう。彼女は理由の分からぬ歓迎を受けて怪訝な顔になったが、すぐにそれを老人がゆえの感傷だと解した。感情を見せない声音で答える。

「此度は対応が遅れて迷惑をかけた。今後どうなるかは分からぬが──」

「姫、無事に、大きくなられた……死ぬ前に一目お会いしたかったのです……姫」

　一体この老人は何を言っているのか。

　オルティアは困惑して彼の言葉を無視すべきかどうか迷う。既に耄もう碌ろくしてしまっているのか、いつもこうなのかを窺うため、彼女は老人の体を支える少年を見やった。そしてオルティアは驚く。

　──少年は、ひどく真摯な目でオルティアを見ていた。

　濁りのない、尊敬と感謝の目。純粋で忠実な、それは今まで彼女が一度も向けられたことのない視線だった。オルティアは覚えのない感情に息をのむ。

　虚をつかれた彼女の顔を見て、少年は一瞬気まずい顔になった。だが、意を決したように表情を戻すと口を開く。澄んだ声が、言葉が、鐘のように部屋の中に響いた。

「姫様、僕はよく知っております。祖父と……領主様から伺ったのです。かつてあなた様のおかげで、この街は救われたのだということを」







　とても暗かった。

　怖かった。

　閉じこめられたのは狭い部屋。

　寒くて。不安で。逃げ出したくて。

　泣いて泣いて。叫んで暴れた。

　出して。

　帰して。

　帰して。

　お願い。







　老人は皺だらけの目元に涙を浮かべる。

　それが何を意味するのか、オルティアはもう分かっていた。小さな唇がわななく。

「姫様……我々は、よそから来た人間です……。だが王は、我々をお見捨てにならなかった。けれどその代わりあなた様は……どれほどお辛かったでしょう。不安でいらしたでしょう。あなた様は幼かったその身に、我々全ての命を負われた。それがどれほどの苦痛であったのか……感謝を思いながらも悔やまれてなりませぬ」

　助け出されてすぐ、オルティアは城の自室に閉じこもった。

　父にも母にも会おうとしなかった。手紙も全て捨てさせた。

　ここにいるのは「王女」で、誰も「自分」のことなど思ってくれない。

　そのことに気づいた時、彼女は人に期待することをやめた。温かさを蔑むようになった。

「お会いしたかったのです、姫様。……ずっとあなた様にお礼を申し上げたかった。それ以上にお詫びしたかった……我々のためにお辛い目に遭わせてしまったことを……申し訳ございませぬ」

　枯れ枝のような指が彼女に伸ばされる。万感の思いがこもったその手を、オルティアは躊躇いながらもそっと握った。皮と骨ばかりの感触を味わう。




　あの時欲しかったのは、たったこれだけのことだ。

　自分を思ってくれる言葉。触れてくれる温ぬくもり。

　たった一滴でも、それさえあれば、きっと自分は「王女」でいられた。

　道を違えることなく国のために身を尽くせただろう。




　オルティアは目を瞑る。奪われたものと、捨ててしまったものが、瞳の奥で弾けて消えた。

　喉の奥に熱いものが湧き上がってくる。しかしそれをのみこむと、彼女は掠れた声を絞り出した。

「お前の言葉、ありがたく思う。だが……妾は感謝をされるような人間ではないのだ。今までも、これからも……。必要とあらば国のためにこの街をファルサスに渡すこともするであろう」

　カソラを恨んだ。ロスタを憎んだ。

　だから交渉の駒とすることに抵抗はなかった。

　そしてそれは、他に選択のない決断でもあるのだ。キスクは戦ではファルサスに勝てない。それはもう分かっている。

　しかしそれでも──今この時、オルティアの声は苦渋に満ちていた。

　後悔に瞳を曇らせる姫を、老人は微笑して見上げる。

「あなた様のご判断であればもちろん。残る者たちは私が説得いたしましょう。この街はあなた様がお救いになった街です。こんな街でお役に立てるのなら、今度は我らが……あなた様のお力になりましょう」

　自分の目で国を見てください、と雫は言った。鳥籠の中で蹲っているのではなく、外に出ろと。

　青臭く押しつけがましいあの言葉は、けれど噓ではなかった。オルティアは老いた指を握りながらそれを知る。

「……すまぬ、本当に……」

　小さな謝罪の言葉に老人は笑顔で応える。罅ひび割われた両手が彼女の手を支えた。

　人の世は残酷で不条理だ。そして人は、いつも愚かだ。

　だが、もっとも愚かだったのは全てを嫌っていた自分なのだろう。

　目を向けねば分からぬこともある。知ろうとせねば知り得ないことも。

　力ない指が消えない温もりをくれるように、時に人はとても優しくなれるのだから。





※






　硝子瓶の蓋を開ける。

　中から雫は白い粒を取り出し口に含んだ。喉を硬質の球が滑り落ちていく。しっかり馴染んでしまったその感触に雫は意識を切り替えた。顔を上げ、鏡の中の自分を見やる。

「よし、いいかな」

　詰襟の白い上衣と長い灰色のスカート、髪は一つに結い上げ薄く化粧をした。おかしなところは何もない。強いて言えば顔が幼いところが難だろうが、どうにもならないので放っておいて欲しい。

　雫は、最後に白の手袋を嵌めると部屋を出た。既にそこには護衛の兵士たちが待っており、彼らの先導で審議の間へと歩き出す。

　オルティアは、残念ながら間に合わないらしい。十五分ほど前に「カリバラの奪還をしている」との連絡が入ってきた。だがそれは予想できたことだ。雫はもともとオルティアの代理を任じられて残っているのだから、不満に思うはずもない。

　オルティアは、ラドマイ侯殺害については「それくらいやりかねんだろう」と言っただけだった。

　雫は主君に「何か対策を打たなくていいのか」とも聞いたのだが「自分の身に気をつけろ」と返されたのみだ。実際残り半日で面会も禁じられては打つ手がないだろう。──暗殺などの手段でも取らない限り。

「そんなことやらないけどね」

　雫は長い廊下を歩きながら口の中で呟く。

　思えばベエルハースの真意を知るきっかけになったのは、王の暗殺未遂だったのだ。

　もしあれを止めないでいたら、もっと事態は楽になっていただろうか。

　そんなことも思わないではなかったが、やはりそういう手段に出るのは卑怯だと、雫は思う。

　オルティアは謀殺に頼らず玉座を獲る。彼女のこれからのためにも、きっとそうでなければいけないのだ。

　広間につくと衛兵が扉を開けてくれた。雫は礼を言って中に入る。

　通された控室は小さな応接間になっていた。もっとも小さいというのは城の基準においてで、雫の私室がゆうに四つほどは入りそうだ。雫は壁際の案内された椅子に座る。隣には既にティゴールが着席しており、彼は会釈してきた雫に緊張の微笑を見せた。

「陛下は……」

「まだいらしていないようだ」

　当主たちによる審議は既に、奥の部屋で始まっている。だが王の退位を問う審議の前半には、当事者たる王族の出席は許されていない。王族が立ち会えるのは当主たちが決定を下す最終段階の時だけだ。そのため、呼ばれるまではベエルハースも雫たちもこの控室で待機することになっていた。

　雫はしばらく沈黙を保っていたが、ふと息を吐くと苦笑する。

「これ緊張しますね……」

「そうだな」

　どうにも受験面接を思い出してしまう。雫は硬くなった肩を上げたり下げたりした。

　その時、扉が開き、文官とベエルハースが入室してくる。

「…………」

　いくら玉座を争う相手であり、色々思うところがあるのだとしても現在の王はベエルハースだ。雫とティゴールは黙って立ち上がり礼をした。王は薄ら笑いでそれに応える。

　そのまま皆が着席し、どれほど静寂が続いたか分からなくなった頃、ベエルハースは不意に雫を見つめた。かつてはよく見せた穏やかな笑顔を浮かべる。

「雫、お前もそろそろオルティアに愛想が尽きた頃だろう？」

「いえ。そのようなことはございません」

「だがあれは悪い娘だ。昨日もラドマイ侯がそれで亡くなったのではないか？」

「あれは……！」

　反射的に立ち上がりかけた雫を、だがティゴールが制した。振り返ると彼は首を左右に振っている。騒ぎを起こすなということだろう。それを見て彼女は急激に頭が冷えていくのを感じた。

　──どの面下げてオルティアに疑惑をかけているのか。

　そう言いたい気持ちが喉元まで溢れかけたが、雫は意識を切り替えると微笑する。

「何のことでしょう。姫はそのようなことはなさいませんし、する意味もございません」

「よく言うね。今まで散々その手を使ってきたのに。今更これは違うとでも？」

「違います」

　言いきった言葉は、ともすれば声が裏返りそうなほど怒りに溢れていた。雫は表面上、笑顔を湛えたまま王を睨む。

「陛下、あまり証拠もない憶測を仰いませんよう。いずれご自分の身に返ってくるやもしれません」

「そのようなことはない。皆オルティアのことをよく知っているからね」

　不快感が、腹の中に淀んでいく。それはまるで体の裡うちで眠り続ける大蛇のようだ。

　雫は無意識のうちに腹の紋様を押さえた。彼女の発言を封じる魔法を、服越しに搔き毟る。

　たとえば人は、どこまで醜悪になれるのだろう。

　どうやって堕おちていくのか。変わっていくのか。

　雫はだが、ベエルハースが変質した過程に興味はない。知りたくはないのだ。それを肯定してしまえば自分が変わってしまいそうで。

　彼女は目を逸らさず王に相対する。自分こそが主君の代理であるのだ。俯くことは許されない。

「陛下。私の主にやましいところなどございません。あの方は陛下と違う。己の罪をよく分かっていらっしゃる。あの方はあなた様よりもよき王となられるでしょう。私はそう信じております」

「……愚かだね、雫。後悔しても知らないよ」

「その予定はまったくございませんが。仮にそうなったとしても私の後悔など、陛下にとっては塵ちり芥あくたでございましょう」

　傲岸に言い放つとベエルハースは顔をどす黒くした。彼は更に口を開きかけて──けれどその時、別の文官が部屋に入ってくる。

「票決がまもなく始まります。審議の間へお越しください」

　場の空気を変える伝令に、雫は軽く息をつく。横目で見やると王は苦々しい顔で立ち上がっていた。雫も立ち上がり姿勢を正す。

　十一人によって行われる票決。

　それがどちらへと傾くのか、はっきりと自信を持っているわけではない。

　だが負けたくない。この男には絶対負けたくないのだ。

　雫は背筋を伸ばし、審議の間へと足を踏み入れる。

　たちまち集中してくる十一対の視線。それは、人が人を裁く有限の審判を連想させた。

　当主たちは、縦に向かい合いあって並べられた二列の机に分かれて座している。

　今まで散々議論を重ねていたのだろう。各人の前に置かれているお茶は大分減っていた。王たちが入室した隙に女官がそれを交換していく。

　ベエルハースと雫は机の間を抜けて部屋の奥まで行くと、そこに用意された椅子に座った。何だかゼミ発表をする人間みたいだな、と雫は思ったが、それとは別種の緊張感だ。

　ベエルハースは彼女を見ようともしない。ただ入ってきた扉だけを見つめている。

　雫は王を横目で見やると、一度睫毛を伏せて床を見つめた。

　──落ち着こう。

　この時のために今まで苦労してきたのだ。きっと切り抜けられる。何とかなる。

　見知らぬ世界に迷いこんでから、ここに至るまで何度も何度も障害に突き当たってきた。

　けれどそれら全てを自分は乗り越えられたではないか。

　だから、恐れることはない。望む結果を引き寄せてみせる。

　雫はゆっくりと息を吸う。

　そして、顔を上げた。

　長いまばたきを経て、当主一人一人の顔を見つめる。

　微笑んで返してくれる男もいた。あからさまに目を逸らす人間も。

　しかし今は不安に思わない。堂々と胸を張る。

「それではこれより、票決を開始します」

　捻れ果てた感情の果て。

　傷ばかりが彩った暗闇の終わりに──こうして全てを清算する審判が始まった。







　十一人の当主。

　彼らのうち六人に雫は直接面会したことがある。亡くなったラドマイ侯を含めれば七人だ。残りの四人はティゴールだけが交渉した。

　だが、彼らと会うことを頑なに拒んだ人間もいる。甥をオルティアに処刑されたティルガ侯だ。

　そして票決は、そのティルガ侯の向かいに座すキアーフ侯から順に表明されるようだった。

　匿名での票決にしないのは、王が決した後、誰が自分に反する者か王自身が分かるようにするためだ。かつてこの票決にて王が交代させられた後、新しく即位した王は自分に反する票を投じた人間たちをすぐさま投獄した。

　そして、それ以来十二家審議は一度も行われていない。王族と当主たちに多大な人的被害を与えてまで、王を退位させるほどの出来事は今までなかったのだ。

　キアーフ侯は微笑んで雫を見やる。

「──オルティア様に」

　その声はしんとした部屋によく響き、皆を驚かせる。以前行われた三家審議とは違う。オルティアを罪人とするかどうかではなく、女王とするか否かの審議なのだ。にもかかわらず姫を支持してくれた、その思いが嬉しかった。雫は黙って頭を下げる。

　そして、はじめの一人であり筆頭当主でもある男がオルティアに票を投じたという事実は、場の空気に大きな影響をもたらした。

　次の当主は迷いながらも「オルティア様を支持する」と手を上げる。

　玉座を得るために必要な票数は六。中には交渉時に賛同を返してくれながらも、やはりベエルハースに票を投じた当主もいた。だが雫は表情を変えない。落ち着いて次を待つ。

　九人目にして五票目を投じてくれたのは、セージ侯だった。

「オルティア様に一票を」

　彼はそう言って微笑むと雫に片目を瞑ってみせる。この場にはあまりにも軽薄な態度に、彼女はつい笑い出しそうになってしまった。

　これで、オルティアは五票。ベエルハースは四票。

　残る二人のうち一人がオルティアを支持してくれれば勝てる。

　十人目はレマ侯といって、ラドマイ侯と親しかった男だ。雫が交渉した時は長く議論をした末「オルティア様に任せてみてもいい」と言ってくれた。その彼が、自分の番となり手を上げる。

　男は雫を見て、少し眉を曇らせた。彼女は緊張に唾をのむ。

「……ベエルハース陛下に」

　それを聞いた瞬間喜色を浮かべたのは、現王ベエルハースだ。

　これで票は五対五になった。

　そして、残る一人は、オルティアを嫌うティルガ侯である。

　──票が足りない。

　雫は青ざめた。頭の中でこうなった場合の対策を呼び起こす。

　まずはオルティアを逃がさなければならない。こうなっては審議に間に合わなかったのは幸運としか言いようがないだろう。雫が視線を送るとティゴールは頷く。

　一刻も早くオルティアを国外に脱出させ、レウティシアに交渉を申し出る。そしてベエルハースの首やキスクの領土、財産と引き換えに、「正規の手段ではない簒奪」の援助をファルサスに願い出るのだ。雫自身は逃げられないかもしれないが、すぐに処刑などされなければニケが迎えにきてくれることになっている。もちろんヴィエドも、ユーラやウィレットと共に脱出の算段をつけてある。あとは即座に動くだけだ。雫は落胆ではなく次への意志を表に出し、前を見つめた。

「失敗したらお前の命で贖ってもらう」と言っていた姫だが、雫が処刑されてしまったらきっと非常に怒るだろう。そんな気がする。

　だからできる限り抗ってみせる。──そんな決意を抱いた時、ティルガ侯が最後の票を投じた。

「オルティア様を女王に」

　場に訪れた空白は、何よりも驚愕で満ち満ちていた。全員の啞然とした視線がティルガ侯に集中する。だが当の本人は揺るぎない態度で雫を見据えた。その視線の強さに彼女はほっとするよりも早く居住まいを正す。そうして改めて男の視線を受け止めた。

　一秒一秒が試されているような沈黙。それを打ち破ったのは彼女の隣に座していた前王だった。

「な、何故だ！　お前……！」

「何故も何もございません。私はオルティア様に票を投じた、それだけのことです」

「お前はあいつを恨んでいたではないか！」

　立ち上がりわめきちらすかつての主君を、ティルガ侯は厳しい目で見やる。

「ベエルハース様は何か誤解していらっしゃる。今この場は王を決めるための審議であって、誰かの私怨を晴らすための場ではございませぬ。そして王としてはあなた様よりオルティア様の方がふさわしい。私はそう思ったまでのことです」

「わ、私が王としてあれに劣るというのか！」

「少なくともオルティア様は国のために命をかけられる覚悟をお持ちです。あの方が今この場にいないことが何よりの証明では？」

「そんなものは……」

　更にベエルハースが抗弁しようとした時、しかし閉ざされていた扉が乱暴に開かれた。

　そこから入ってきた人間を見て、皆は驚きながらも一斉に立ち上がる。

　皆の視線を受けた女は、足を止めると軽く首を傾げた。てらいのない声で問う。

「すまぬ。遅れてしまった。票決はどうなった？」

　戦場からそのまま来たのであろう彼女。薄汚れた麻の服を纏い、埃まみれの髪を縛ったままのオルティアは一同を見渡した。

　その視線が最後に雫へと辿りつくと、姫の側近である女は深く頭を下げる。

「確かに。あなた様の命にお応えしました」

「よくやった」







　オルティアは、屈辱に体を震わせる兄を見ようとはしなかった。まるで遠い過去の象徴でしかないように彼を無視すると、十一人の当主に向かって声を張る。

「まずは妾に王たる機会をくれたこと、深く感謝する。ああ、皆に言っておるのだ。誰が票を投じなかったかは構わぬ。知る必要もないことだ。妾はここよりお前たち全員に己を認めさせてみせよう。──だがその前に、一つ問わせて欲しい」

　十九歳にして兄から王位を奪った女は、「女王」に恥じぬ威厳を以て皆を見つめる。そこに緊張や物もの怖おじは見られない。ただ強い意志を持った王がいるだけだ。

「此度の戦だが、これ以上武力に訴えても残念ながらファルサスには決定打を与えられぬようだ。カリバラの街は取り戻したが砦はとられた。そのため、これからは方策を変え、交渉に出たいと思う。もちろん可能な限りキスクの不利にならぬようにはするが……こちらの立場は弱い。まったく傷跡が残らないとは保証できぬ」

　それは半ば予想していたことだ。聞いている全員に深刻な空気が流れる。

「そこでだ。改めて貴君らに問うが、ファルサスへの交渉を持ちかけること自体に不満を持つ者がいるなら申し出てもらいたい。妾を女王にはできぬというなら今のうちだ。遠慮なく申せ」

　せっかく過半数を得たのに、何故それをふいにするようなことを聞いてしまうのか──雫はそう思わなくもなかったが、すぐにその考えを打ち消した。黙ってオルティアを見つめる。

　結論は、長く待つ必要もなかった。

　十一人の当主たちは机を回って彼女の周囲に集まると、次々膝を折る。
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　最後の一人、キアーフ侯が跪くと同時に重々しく口を開いた。

「女王よ。我らは貴女に従います」

　紛れもない忠誠の言葉。

　それを聞いたオルティアは満足そうに、だが少しだけほろ苦さを持って微笑んだのだった。




　こうして、歴史は作られる。

　流れは変わる。より若く、強い力によって。

　偽りに縛られ続けた古き女王の血は、歪みをのみこむ新たな女王を生み出す。

　そうして時代は捲られ、また新しい朝が始まるのだ。




　途端に慌しくなる周囲をよそに、オルティアは雫を手招きした。彼女はそれに応えて傍に寄る。

「何ですか、姫」

「妾が留守の間、馬鹿はしなかったか？」

「途中何度か怒り狂いそうになりましたが、思い留まりました」

　正直に答えるとオルティアは声を上げて笑いだす。雫が白々とした表情で沈黙を保つと、女王は笑いを嚙み殺しながら「お前に怒られると、後からじわじわ効いてきて厭いやだ」と肩を竦めた。





※






　ファルサスへと申し出た交渉は、意外にもあっさりと応じられた。

　それは、互いに武力による争いの限界を意識したということでもあるだろう。ファルサスがいくら奇計を練ろうとも、援軍を呼ばなければ遅かれ早かれキスクからの攻撃に耐えられなくなる。両国が引き際を見み出いだせぬまま戦力を増強していけば、やがてこの争いは大陸全土に影響を与えるまでになってしまうのだ。

　停戦の協議は事前の話し合いの結果、ワイスズ砦で行われることになった。ファルサスは三千騎を残して軍を本国へと返し、オルティアは少数の護衛を伴ってそこを訪ねる。「せめて同数の軍を伴った方がいい」と進言する者も方が多かったが、オルティアはその意見を退けた。

「国内で行われる会談だ。必要以上に兵を伴っては臆病者と謗そしられる。そうではないか、雫」

「どうでしょう。いっぱいいても少しでも、まったく気にしなそうな人ではありますけど。むしろ顔をあわされない方がいいですよ」

「……それでは交渉ができぬ」

　オルティアは即位式もそこそこに交渉の準備にかかりきりになっている。ただもちろん城の人間は、派手派手しい式典がなくとも王が代わったことを知っていた。それはベエルハースが軟禁されたことからも明らかだ。

　新しい女王の以前の評判に慄いていた者たちは、厳しくはあるが必要以上に人を責めることはしないオルティアを見て、皆驚いたようだった。「姫、丸くなられたと評判ですよ」と雫が笑うと、オルティアは「誰かが無理矢理削ったからな」と苦笑する。

　王が代わったことに関する最低限の雑務が進められる一方、交渉に必要な資料は三日かかってあわただしくも整然と揃えられた。

　そして十二家審議から五日後、その日はついにやってきたのだ。




　砦へはキスク城から転移陣を使って移動することになった。

　ファルサスに占拠されて以来封印されていた転移陣が再び動かされ、まずは先遣隊がワイスズ砦へと転移する。広い砦内の北側にある転移陣から中央部までは、ファルサスも兵を配備しない約束となっていた。先に到着した者たちはまずそれを確かめ、続く女王の安全を確保する。

　先遣隊から「異常なし」との報告を受けたオルティアは、側近たちと三十人ほどの護衛と共に砦へと移った。小さな会議室を控え室と決め、最後の確認を行う。

「交渉には三人ずつ伴ってよいことにはなっておるが……ニケと雫は無理だな。隠れておれ」

　それについては二人ともまったく異論がないので黙して頭を下げた。ファルサス国内で暗躍していたニケと、ファルサス城から攫われるようにしてキスクに連れてこられた雫は、どちらもファルサス関係者の前には出られない存在だ。その代わり何かあったらすぐに駆けつけられるよう、音声を拾うための魔法具をニケは主君に渡す。

　結局オルティアにはファニートの他に魔法士と文官が一人ずつ付き添うこととなった。女王はニケと雫を振り返る。

「では、行ってくる」

「行ってらっしゃいませ。常識が通じない相手ですからお気をつけください」

「……それほど酷いのか？」

　その問いにははっきりと答えたくなかったので雫は沈黙を守った。オルティアはのみこめないものを口にしてしまったような顔になったが、気を取り直すと部屋を出て行く。雫はニケに問うた。

「ヴィエドは？」

「別室にいる。女官たちが見ている」

　ファルサス直系である赤子の存在が吉と出るか凶と出るかは分からない。

　二人は顔を見合わせると、待っている間とりあえずお茶でも飲むことにした。







　ファルサスは事前の約束を全て守って待っていた。

　兵士たちのいない廊下を歩き、約束の場所である執務室へと到着したオルティアは、内心胸を撫で下ろす。最悪ここまでの間に捕らえられ殺される可能性もあったのだ。相手を信用させるにはまずこちらから譲歩を示さねばならないと思い、護衛の人数も削ったが、それが報いられたことはまずまずの出だしだろう。

　だが、その安堵も入室した瞬間に吹き飛んだ。

　キスク女王として堂々たる態度で扉をくぐったオルティアは、壁いっぱいに描かれた落書きを見て、開いた口が塞がらなくなってしまったのだ。

　──常識が通じないとは注意されたが、これは酷い。

　オルティアは、白い壁に描かれた犬だかネズミだか分からぬ絵をついつい凝視してしまった。そのまま動けずにいた彼女にぞんざいな男の声がかかる。

「どうした、オルティア。座らないのか？」

　向かいあって置かれた三対の椅子と、その奥側の中央に座る王。長い足を組んで、腹が立つほど穏やかな笑みを浮かべている彼は、先日戦場で会ったばかりのファルサス国王だ。

　造作だけは秀麗な、しかしたちの悪い稚気が見え隠れする顔に、女王は内心舌打ちしながら席に着く。十歳近く年下の女が交渉相手として真向かいに座ると、ラルスは「さて」と口を開いた。

「面倒な前置きはいらない。今までも散々待たされたからな。それでオルティア──お前はファルサスに何をくれる気だ？」

　彼の言うことは、間違ってはいない。確かに形としてはファルサスからの侵攻だが、それを誘ったのはキスクだ。その上キスクはファルサスに勝てず、砦も奪われた。弱い立場なのだ。条件をつけて帰ってもらうしかない。

　だがそれら全てのことを弁えていても、オルティアは目の前の男の言葉を聞いた瞬間、顔面に扇をぶつけてやりたくなった。彼女は白い眼で聞き返す。

「その前に、そこの絵は何なのか聞きたいのだが」

「俺が描いた」

「何故」

「描きやすそうな壁だったから。記念になるだろ？」

　ここでの会話は雫やニケにも聞こえている。オルティアは、側近の二人がどんな顔をしてこのやり取りを聞いているか想像し、怒りを紛らわせた。

　しかし、それとは別に彼女の冷静な部分は、ラルスに砦を返してくれるつもりがあると分かって安心する。「記念になる」ということはつまり「ファルサスに奪われた痕になる」ということだ。普通ならばそれは武官たちへの戒めになるだろうが、これほど下手な絵であれば腹が立つだけだろう。彼女は頭の中に壁の修復を必要事項として刻んだ。

　扇は持っていないので、オルティアは代わりに書類を広げる。

「まずはカリバラの街からだが……」







「…………想像以上だったな」

「うん。姫が切れないといいけど」

　別室にて音声のみを拾っていた二人は「あーあ」としか言いようのない表情でお茶に口をつけていた。砂糖菓子の詰まった瓶を開けながら雫は溜息をつく。

「これがレウティシアさんの方だったらよかったんだけど。王様ってまともな話が通じない気がするんだよね」

「お前、王妹の方が怖いぞ。できれば俺は二度と会いたくない」

「美人なのに。眼福じゃない？」

「それで殺されるくらいなら壁の絵でも見ていた方がずっとましだ」

　ニケは書類に視線を戻した。机に置かれている水晶からは、執務室内の音声が流れ出している。

　停戦の条件として、カリバラ住民の同意を得た上での街の譲渡、ロスタ西にある直轄地の鉱山をファルサスに明け渡すこと、賠償金の金額や今後五十年キスク側からの不可侵、などを読み上げていく女王の声に、二人はしばし集中した。

　全ての条件が提示されると緊張を禁じえない静寂が生まれる。

「それで全てか？　オルティア」

　嘲笑うに似た声。人の弱みや秘密を全て見透かしているような男の声に、雫とニケは硬直した。一つでは済まない心当たりが泡の如く弾ける。

「……これでは足りぬと言うのか？」

「停戦の条件としては充分だな。だが、お前はまだ他に隠しているものがあるだろう？　オルティア、お前が擁している赤子は──一体誰の子だ？」

　まだ一言も口にしていないヴィエドの存在。それを父親かもしれぬファルサス国王に看破された雫は、驚きのあまり身震いするとそのままお茶のカップを取り落としてしまった。







　オルティアの顔色は蒼白にまではならなかった。ただ美しい顔がほんのわずか強張っただけだ。

　それとは対照的にラルスは余裕の笑みを崩さないまま彼女を眺める。

「お前のろくでもない退屈しのぎも腹立たしくはあるが、確かな証拠はない。条件次第では見逃してやろう。ただ、子供の親は誰だ？　それを教えてもらおう」

　セイレネの生んだ男児。オルティアはもちろんその父親が誰であるかを知っている。知らないのは側近の中でも雫だけだ。ヴィエドがファルサス直系であるか否か、ファルサス王族の協力があればすぐに判明するのだ。

　そのため、交渉の風向きによっては必要になるかと思い、まだろくに動けぬ赤子も砦に伴っては来ているが、こんな風に向こうから話題にしてくるとは思ってもみなかった。どこから情報が洩れたのか、オルティアは喉の渇きを自覚しながらも笑ってみせる。

「さぁ、誰であろうな。妾の子かもしれぬ」

「ほう？　面白いことを言うな。ならお前は俺の妃にでもなるか？」

「──は？」

　もしオルティアがお茶を飲んでいたなら、雫と同様、盛大に中身をぶちまけてしまっていただろう。しかし幸い彼女が持っていたものは厚い書類にしか過ぎなかった。膝の上に落ちる紙の束をラルスは面白そうに眺める。

「お前はその子供をファルサス直系であるからこそ内密に育てようとした。つまり俺の子としてな。俺は別に構わんぞ。むしろお前が産んだというならお前ごとファルサスに引き取ろう。それも条件に加えたなら今回は許してやる」

「ま、待て。ヴィエドは……」

「どうした？　父親が俺だという自信がないなら調べてやる。今すぐここに連れてこい」

　本来ならば、自分が知らぬ子の存在は弱みにもなり得るものなのだ。うろたえこそすれ、ここまで強気に出られるはずがない。

　どうすればいいのか、女王はみるみるうちに青ざめる。まるで強烈な一撃を頭に打ちこまれたかのようだ。混乱に思考がぐるぐると渦巻き、すぐには何も返せない。

　絶句するオルティアを見やって、ラルスは性悪としか言い様がない笑顔を見せた。

「オルティア、俺はお前のように気の強い女が嫌いではない。退屈はさせないから安心しろ。余計なことをする気もなくなるよう、これからたっぷり躾しつけてやる」

　男の青い瞳は冗談を言っているようには見えなかった。むしろ挑発の意志があからさまに見て取れる。オルティアはそれを知って歯軋りした。

　つまり、既にラルスは全てを知っているのだ。ヴィエドのことも、オルティアがファルサスにいくつもの陰謀を投げかけていたことも、全て把握している。その上で今回の停戦と合わせて、騒動の原因である彼女自身の身柄をもファルサスへ引き渡せと、男はそう要求しているのだ。







　膝の上に零してしまったお茶を拭き取っていた雫は、水晶球から聞こえてきた声を聞いて更に布を落としてしまった。だがそれを拾うどころではない。同じく啞然となったニケと顔を見合わせる。

「想像以上と言っている場合じゃないな」

「え、なんで。どこまでばれてるの？」

「全部と思った方がいいだろうな。セイレネを知っていれば子供の父親はすぐ分かる」

　その言い方に雫は引っかかるものを覚えたが、その引っかかりが形になる前にニケは続けた。

「けどこれはまずいぞ。女王を連れて行かれたら玉座が空く」

「あああ、そうだった！」

　今現在キスクの王族はオルティアと、ベエルハースしかいない。

　もちろん遠縁の人間はまだまだ存在しているが、オルティアがファルサスに連行されれば、自然とベエルハースが玉座に戻ることになるだろう。そうなっては怒り狂ったベエルハースがどのような仕返しに出るか分かったものではない。最悪の事態を想像して雫は頭を抱えた。

　執務室から聞こえてくる会話によると、交渉は一旦休憩を挟むようだ。

　と言ってもそれは実質オルティアに与えられた最後の猶予だろう。雫は主君を出迎えに行こうと立ち上がった。だがその肩を後ろからニケが摑む。

「待て、お前はヴィエドのところに行け。最悪でもあの子供がファルサス直系と証明されなければ言い逃れがきく。ファルサスはまだヴィエドが砦に来ていることを知らないはずだ」

「え、あ、そっか！　転移陣って使えるよね？」

「使える。一旦子供を連れて城に戻ってろ。後で姫の判断を仰ぐ。護衛の人間を連れていけよ」

「分かった」

　ヴィエドの父親が誰か、聞きたくはあったが今は一刻を争う。雫はニケと共に部屋を出ると、そこに控えていた三人の護衛兵たちを伴って別々に移動しかけた。

　しかしその時、周囲の壁を微かな振動が走る。どこか遠くで爆発音が聞こえた気がして、雫は足を止めた。逆方向へ向かいかけていたニケを振り返る。

「なに今の」

「分からん」

　何かがあったのだろうか。方角的に執務室の方かもしれない。

　雫は部屋に戻って水晶球から音を拾い出そうか迷った。だが行く先を変えかけた彼女は、同僚の背後を見て目を瞠る。

　まるで意味の分からぬ、理解しがたい光景。

　足を止めた雫がその時見たものは、ニケの後ろに立っている護衛兵が、守るべき魔法士に向かって剣を抜こうとしている姿だ。

「っ、危ない！」

　雫の声は、注意を喚起するものとしては遅すぎた。

　そして、彼女が叫んだ時には既に全ては終わっていた。

　ニケは前を見たまま右手だけを軽く振る。その動作と共に、剣を抜いた兵士は痙けい攣れんしながら床に崩れ落ちた。魔法士の男は、倒れた兵士の首と右手を踏みつけながら雫を手招く。

　彼女はあわてて同僚のもとに駆け出した。すぐ背後から何かの倒れる音と呻き声が聞こえる。

「ニ、ニケ！」

　彼の隣まで辿りついた時、雫はようやく自分の背後を振り返り、そして事態を認識した。

　剣を抜きかけたまま同じように床の上で痙攣している二人の兵士。──つまり、あの瞬間殺されかけていたのはニケだけでなく彼女もそうだったのだ。

　遅ればせながら危険を認識して、雫はぞっと体を震わせる。

「何なのこれ……」

「今から聞き出す。そうだろう？」

　問いかけは、足の下にいる兵士に向けてのことだった。残忍な魔法士の言葉に男は顔を引ひき攣つらせる。軽くとは言え喉を踏まれているので呼吸が満足にできないのだろう。だが抵抗する力はないらしく兵士は空気を求めて喘いだだけだった。

　ニケは爪先に込める力を調整しながら嗤う。

「時間をかける気はない。お前が言わないなら向こうを起こして聞く。知っていることを全て話せ」

「黙れ！　僭せん王おうの犬が！」

「あ、ベエルハース元陛下か」

　雫の相槌に兵士は顔色を変える。遅ればせながら自分の発言が間の抜けたものであることに気づいたらしく、男は目を白黒させた。ニケは嘲笑う目で足下を見下ろす。

「で、頭の悪い配下を持つベエルハースは何を企たくらんでる？」

「い、言えるか！」

「なら死ね」

　重ねて問うこともせずに詠唱が開始されると、兵士はもがいた。けれど先ほどの痺れの余韻か満足に体が動かせない。男は冷笑を浮かべるニケと、複雑そうな顔をしている雫を睨みつけた。

「馬鹿め！　お前たちもどうせすぐに処刑される！　ファルサス国王を暗殺したのだからな！」

　訳の分からなさの最たる捨て台詞。それを聞いた二人は顔を見合わせた。

「ファルサス国王が死んだと。喜ぶべきか？」

「さぁ……」

　ラルスが死ねば一瞬だけありがたいが、後で余計に面倒なことになる気がする。ニケは出てきたばかりの部屋を指さした。

「水晶球を持ってこい。陛下と連絡を取る」

「わ、分かった」

　雫はあわてて部屋に戻ると、机にあった魔法具を回収する。だが、それは既にオルティアと繫がっていないのか何の音も聞こえない。雫は誰も戻ってこない廊下を覗きこんで真っ青になった。

「ど、どうしよう。どうなってんの!?」

「おそらく……ベエルハースの狙いは『姫の指図と思わせてファルサス国王を暗殺すること』だ。上手く行けば邪魔者が同時に二人排除できるし、失敗しても姫はファルサスに始末される。護衛の中に何人か裏切り者が混ざっていたんだろう。こうなってはファルサスはもちろん、キスクの兵も敵と疑った方がいい」

「し、四し面めん楚そ歌か！」

「何だその呪文は。とにかくヴィエドを確保しに行くぞ」

　転移のための詠唱を開始する男に、雫は迷いながらも抗弁した。

「姫は!?　姫の方が危ないよ！」

「姫にはファニートがついているし、一緒にいった魔法士もティゴールの片腕で腕の立つ男だ。しばらくは何とかなる。だがあの赤ん坊には女官と兵士しかいないだろう。裏切り者がいる以上そちらの方が危険だ」

　雫はユーラとウィレットのことを思って顔を曇らせる。こんなことになってしまうのなら城に置いてくればよかった。だがそれはもう言っても仕方がないことだろう。一刻も早く安全なところに連れて行くしかない。

　ニケが詠唱を再開すると、目の前に水鏡のようなひずみが現れる。彼は雫を振り返りかけて、けれど次の瞬間顔色を変えた。転移門が音もなくかき消える。

「……やられた」

「え。間違った？」

「違う。転移封じを発動された。多分ファルサスだ」

　それは、元から砦の防御機能として備わっていた魔法構成だ。転移陣は別として、通常詠唱による転移や転移門を阻害する機能。ファルサスは砦を奪取していた間にその権限を書き換えていたのだろう。魔法での移動を封じられてニケは忌々しげに床を蹴る。

「走るぞ。来い」

「分かった」

　迷っている時間はない。ヴィエドを逃がし、姫を助ける。やらなければならないのはそれだけだ。

　雫は前だけを見て走っていく。

　殺風景とも言える砦の内部は、まるで妙に入り組んだキスクの城と繫がっているようだ。初代女王を、そしてオルティアを逃がすまいとする巨大な鳥籠。

　だがそれはもはや壊れた。彼女は自分の意志で女王になったのだ。だから、今のこの状況にも出口はあるはずだ。

　ヴィエドを置いた部屋は転移陣からそう遠くない場所にある。雫はニケの手を取り引き摺るようにして全速力で走っていたが、二つ目の角を曲がった時、背後から二人に怒声がかかった。振り返ると剣を抜いたファルサスの兵士たちが数人、いつの間にかかなりの勢いで追い上げてきている。

「待て！　そこの二人！」

　鬼気迫る声に、雫は当然ながら走る速度を上げた。

　けれどその時、無理矢理彼女が引っ張っていた男が、その手を振ふり解ほどく。

「ニケ！　ちょっと！」

「ほっとけ、体力女……平気だから先行け」

　上がってしまった息を整えながら男は詠唱を開始した。彼女に背を向け兵士たちへと対たい峙じする。

　雫は刹那躊躇ったが、再び前を向くと走り出した。無駄に偉そうな男だ。きっと何とかなるのだろう。戦えない自分はこのまま行った方がいい。

　彼女は頭の中で覚えている道順を正確に辿った。ヴィエドのいる部屋の扉が見え始める。

　だが、衛兵が立っていたはずのそこには誰もいない。雫は嫌な予感を覚えながら扉を押し開けた。

「ユーラ！　ウィレット！」

　殺風景だが広い部屋。けれど中に動く者は誰もいない。

　ただ既に事切れているのだろう衛兵たちの遺体が二つ、剣を握ったまま部屋の奥に転がっていた。雫は唇を嚙むと踵を返しかける。

「…………さん……」

　すすり泣くような少女の声が耳を掠めたのは、彼女がまさに走り出そうとしていた時だ。

　雫はあわてて振り返ると部屋の奥に駆けこむ。

「ウィレット!?　どこにいるの？」

「……雫……さん」

　壁の隅にある物入れの扉。すぐ前に槍やりを入れる大きな箱が置かれているそれは、まるで長らく使われていないかのようだ。けれど少女の声は確かにその向こうから聞こえる。雫は槍が数本入ったままの箱を苦労してどかすと扉を開けた。中から転がるようにして赤ん坊を抱いた少女が現れる。

「ウィレット！」

「雫さん……よかった……」

　今まで泣いていたのであろうウィレットは、雫の肩越しに死体を見てぎょっと硬直した。

　しかし固まっている時間はない。雫はウィレットの視線を体で遮ると聞き返す。

「ユーラは？」

「きゅ、急に兵士の人たちが、赤ん坊を寄越せって……衛兵の人ともみ合いになって……ユーラさんは、わたしをここに入れて隠れてろって……」

「──分かった」

　ユーラの死体がここにはないということは、連れて行かれたか逃げたかのどちらかだろう。

　雫は彼女がまだ生きているという希望にかけて、少女の腕の中からヴィエドを抱き取る。

「裏切り者が兵士に紛れてる。すぐ城に帰るよ。走れる？」

「わ、わたしむりです。足が、動かない」

　ウィレットは今にも床にへたりこみそうだった。雫はがくがくと震える少女を見て申し訳なさと焦りに迷う。転移陣はすぐそこだ。だが、どこに敵がいるかは分からないし、この状態のウィレットを連れてはそう逃げ回れないだろう。

　雫は苦渋の決断を下すと、少女に向かって頷く。

「分かった。じゃあウィレットはここに隠れてて。声出しちゃ駄目だよ」

　ファルサスとベエルハース、どちらにも渡せないのはヴィエドだけだ。逆に言えばこの子がいなければ、単なる少女のウィレットはどうこうされることもないだろう。

　雫は「すぐ戻ってくるから」と言ってウィレットを物入れに戻すと、槍を抜いた箱を前に置いた。血に濡れた床を抜け、誰の姿も見えない廊下に出る。

　腕の中の赤子はよく眠っていた。この騒ぎにも動じない無垢な寝顔に雫はつい微笑む。

　だがすぐに表情を引き締めると、彼女は再び人気のない廊下を走り出した。







　ファルサス王の暗殺が冤えん罪ざいである以上、ファルサス兵を必要以上に殺しては後に響く。

　そのためニケは主に気絶用の構成を組みながら、向かってくる兵士たちを床に伏せさせていた。

　雫の姿はとっくに見えなくなっている。彼よりはよっぽど基礎体力があるらしい彼女は、もうヴィエドの部屋についているに違いない。

　ニケは全ての兵士を気絶させてしまうと、新手が来る前に移動しようと走り出しかけた。

　だが、彼は次の瞬間、自分の勘に頼ると防御構成を組む。微かに魔法の気配を感じたのだ。そしてその勘が正しかったことはすぐに証明された。防壁に束縛用の構成が突き当たる。

　強大な魔力。

　感じ取れるそれに、ニケはいつかの記憶を思い出しながら振り返った。

　右耳に大きな蒼玉の魔法具をつけた男がそこには立っている。無言で複雑な構成を編み上げるファルサスの魔法士に、ニケは不愉快さを顕にした。

「お前か」

　立ち止まっている時間はない。けれど軽くあしらえるような相手ではないこともまた、魔力と構成から容易に窺い知れた。ニケは自分も構成を組み始める。

　──もしこんなところで、足を掬すくわれて終わるのなら。

　それは今までのつけが来たというだけのことだ。長い間自分もまた人を操り続けていたのだから。

　だが、それでは雫までもが救われない。彼女は結局何もしてはいないのだ。誤ってしまったものを何とか戻そうとしていただけで。まるで無力で、けれど頑固なお人ひと好よし。彼女には本来もっと違う場所が似合うのだろう。善意が当然であるような温かい場所の方がずっと。

　ニケは自嘲を浮かべながら構成に魔力を通す。新手が加わる前に逃げた方がいい。けれど分かっていてもそれはできなかった。彼は組み上げた構成で相手の攻撃を受け止める。

「お前のせいだぞ、馬鹿女」

　人は、矜持や、どうしても譲れないもののために命をかけることもできる。

　彼女と出会ってニケは、ようやくそう身を以て理解したのだ。







　できるだけ振動を腕の中に伝えないよう、雫は爪先だけで床を蹴る。オルティアがそう多くの兵士を伴ってこなかったことが幸いしているのか、疑わしいキスク兵にはまだ出くわしていなかった。

　彼女は最後の角を前に急減速すると、そっとその先を覗きこむ。転移陣の部屋の前。そこには三人のキスク兵が立っているのが見えた。しかし、彼らが裏切っているのかどうか雫には分からない。

　姿を現してみるべきかどうか彼女は逡巡する。だがその時、近くの扉が開いて別の兵士が出てきた。あわてて顔を引っこめた雫の耳に、囁くような声が聞こえる。

「子供は見つかったか？」

「まだだ。女が連れて逃げたらしい」

「城にばれると厄介だ。急げ」

　──敵だ。

　雫は顔を見せなくてよかったと安堵したが、すぐに彼らの足音が近づいてくるのに気づいて身を翻した。見つかる前にどこかに隠れてやりすごさなければならない。けれど、咄嗟に手を伸ばした扉は鍵がかかっていた。雫は諦めて走り出す。

　足音で気づかれるかもしれない。第一、兵士たちが角を曲がればすぐに見つかってしまう。

　雫はヴィエドを強く抱くと、走るスピードを上げた。先ほど自分が曲がってきた角がやけに遠く感じられる。しかしその前に、途中の扉が開いて彼女の進路を遮った。

「雫さん、こっち」

　潜めた声での呼びかけ。けれどそれが誰であるかは間違えようもない。雫が中に飛びこむと、女は扉を閉め鍵をかける。

「ユーラ」

「無事で何よりですよ。雫さん」

　あちこち血がついた服、床に置かれた剣に彼女の奮闘が滲んでいる気がして雫は息をのむ。

　だがユーラは、責めるところの一切ない目で雫とヴィエドを見ると、いつもと変わらぬ温かさで微笑んだ。

「とりあえず雫さん、何があったか教えて頂きたいんですけど」

「そ、そうですよね」

　二つの扉だけで窓もない部屋に座りこむと、二人は小声で相談を開始した。

　ヴィエドのことは極秘だが、こうなっては話しておいた方がいいだろう。既にユーラは当事者並に巻きこまれているのだし、一人で対策を考えるよりは彼女の意見を聞いた方が何か案が出るかもしれない。雫は手短に、ヴィエドはラルスの子供であるらしいことと、ベエルハースがオルティアを陥れようとラルス暗殺を指示したこと、そして現在その誤解によってファルサスと、裏切ったキスク兵の両方に追われていることを説明した。

　四面楚歌としか言いようのない状況にユーラは眉を顰める。

「お城は安全だけれど、その前には見張りがいるんですよね？」

「そうみたいです。ニケも来ないし、姫も……」

　二人がどうなったのか、今の雫に知る術すべはない。彼女はポケットの中で沈黙したままの水晶球を思って眉を曇らせた。ユーラが怪訝そうな声で返す。

「でも、その子が本当にファルサス国王の子供かどうかは、まだ分からないわけですよね？」

「え。そう、ですけど、分かったらまずいんです」

「違うって分かればまずくないですよ。ファルサス国王は子供のことを知らなかったんでしょう？」

「多分……最初は知らなかったと思います」

　オルティアやニケにはっきりと確認したことはないが、彼らは皆「子供のことはラルスに知られていない」前提で動いていた。だからこそさっきはその存在を看破され、あんなにも驚いてしまったのだ。しかしそれは、おそらく生まれてから「オルティアが赤子を匿っている」との情報が洩れただけで、ラルスが前々から子供の存在を知っていたわけではないだろう。もし知っていたなら、彼はもっと早く自分の子供を取り戻すために手を打ってきたはずだ。

　雫はユーラが何を言いたいのか摑みかねて首を傾げる。同い年の女官は顔の前に一本指を立てて雫を見つめた。

「雫さん、いいですか？　王族の方々にとって『自分の知らない子供』ってのは、まず存在しないじゃないですか」

「そ、そうなんですか？　女性はともかく男性は偶然できちゃった子供とかいるんじゃ……」

「いませんよ。普通王族の方は避妊の魔法薬を常用してますから。子供を作ろうと思っていなきゃできるはずがないんです」

「げ」

　この世界の薬とは魔法薬を指すことは知っていたが、まさかそんなものまであるとは思わなかった。雫は急いで頭の中の常識を掃除すると、思考を整理しなおす。

「え、じゃあ王様がヴィエドの存在を知らないでいたってことは……この子、王様の子じゃないんですか!?」

「私はそう思いますけど。大体ここ一、二年はファルサス国王は女性を傍に置いてないそうですし」

　──ヴィエドがラルスの子供ではないのだとしたら、話はまったく変わってくる。

　もしこの場にニケがいたなら、雫は「どういうことなの！」と首を絞めていただろう。だがあいにく彼は戻ってきていない。雫は疑問符だらけの頭を激しく振った。

「王様の子じゃないってことは、じゃあ姫も王様もきっと知ってて、でも連れてこいって、直系が、あれ……」

　困惑する雫の両肩に、ユーラは手を置いた。正面から瞳を見つめてくる。

「いいですか、雫さん。多分この子はファルサス国王の子供じゃないんです。なら、そう証明されればこの子は安全になりますし、姫様も連れて行かれずに済みます」

　ラルスがオルティアを連れて行こうとした口実は、姫がヴィエドを「自分の子」だと言った戯ざれ言ごとのせいで、彼女がファルサス直系の子供を隠匿しているという憶測に基づいてのことだ。

　もしヴィエドがラルスとは無関係と分かれば、オルティアを連行する理由はなくなる。雫はそこまで理解すると大きく頷いた。

「じゃあ、ヴィエドは……」

「そう。ファルサス側に渡した方がいいんですよ。で、証明してもらえばいいんです」

「そ、そっか……」

　雫は肯定の相槌を打ちながら、だが一抹の不安に口ごもる。

　──ファルサスにヴィエドを渡して、親子ではない証明を取る。本当にそれでいいのだろうか。

　王族に意図しない子供は存在しない、その常識をオルティアやニケが知らぬはずがないのだ。なのに彼らは、ヴィエドがファルサス直系であることを間違いないと確信しているようだった。

　セイレネはファルサス直系ではない。鍵になるのは父親の方だ。オルティアもそう言っていた。

「ひょっとして……公表されてないファルサス直系がまだいる……？」

　だとしたら全てつじつまがあうのではないか。ファルサス直系と言われるのは、歴代の王から五親等以内。かつて王族同士の内乱があったファルサスだ。密かに城の外に逃れて生きている者もいるのかもしれない。オルティアもラルスも、その存在を摑んでいるのではないか。

　そして、セイレネがロズサークの宮廷にいたということは──

「──おい！　誰かいるのか！」

　粗野な怒鳴り声と共に扉が激しく叩かれる。

　雫とユーラは跳ねるように立ち上がった。息を潜めて耳を澄ます。

　扉の向こうからは「本当にここか？」「声が聞こえた気がする」との会話が聞き取れた。転移陣の部屋前で聞いたのと同じ声に、雫は体を固くする。

　このまま諦めて行ってくれないだろうかと思ったが、男たちは鍵のかかった扉をそのままにしておくつもりはないらしい。怒声と共に向こう側から体当たりを始めた。扉が軋んで嫌な音を立てる。

「参りましたね。まったく」

　呆れたような声と共に床の剣を拾ったのはユーラだ。雫は驚いて剣を構える女官を見つめた。

「雫さん、そちらの扉から逃げててください。ちょっと時間稼ぎますから」

「ユ、ユーラ。危ないって……」

　聞こえてくる声からして、男たちは四、五人はいるだろう。一介の女官に何とかできる人数とは思えない。だがユーラは少しの恐れもない目で笑った。

「大丈夫ですって。行ってください、雫さん。言ったでしょう？　ギッタギタにしてやるって」

　激しい体当たりが一度される度に、扉の金具が歪む。突破されるのは時間の問題だ。雫はヴィエドを抱いたまま後ずさった。

「ユーラ」

「雫さん、信じてください」

　ユーラの顔から笑顔が消える。彼女はひどく静かな、真面目な貌になると剣を構えた。破られる寸前の扉に向かって対峙する。

　逃げていいのか、逃げられるのか。躊ちゅう躇ちょする雫はしかし、下から髪を引かれて目を見張った。腕の中のヴィエドを見下ろす。いつから目を覚ましていたのか青い瞳で見上げてくる赤ん坊。その小さな手は、乱れた雫の髪の一房を握っていた。稚いとけない笑顔は何も分かってはいないのだろう。愛されることを当然とするその存在、純真さに胸が痛む。

　──この子をベエルハースには渡せない。

　彼は、血の繫がった妹でさえ愛せなかった男だ。そんな人間には決して渡せない。雫は決断すると顔を上げる。

「ユーラ……危なくなったら降参して」

「分かりました。また後でお会いしましょう」

　扉の金具が悲鳴を上げた。雫はもう一つの扉から別の部屋へと駆け出す。部屋の中を走り抜け廊下へと飛び出す刹那、背後からは男のものとも女のものともつかぬ、鈍い悲鳴が聞こえた気がした。







　あれから時間がどれほど経ったのかよく分からない。ほとんど経過していない気もしたし、何十分も経った気もした。ニケは新たな構成を組みながら息を吐く。

　戦闘の場数だけでいうなら自分の方が圧倒的に上を行っている。

　だがそれ以上に、相手の揮う魔力は強大で、組んでくる構成は複雑極まりないものだった。

　普通の魔法士相手であれば構成を見ただけで効果を判断できる。攻撃がこちらへ届くよりも早く対策が打てるのだ。けれどこの相手は一つの構成に複数の効果を乗せて打ち出してくる。尋常な魔法士のすることではない。多重構造を持った構成に、ニケは常に後手に回らされていた。

　彼は素早く組み上げた構成を宙に放つ。それは相手の構成を引き寄せて相殺した。その間にニケは電撃で相手を狙い撃つ。

　ファルサスの魔法士はだが、手に持った短剣で彼の攻撃を払った。剣は魔法具らしく、放電し罅割れながらも魔力を吸いこんで光る。

「くそ！」

　このままでは一向に決着がつかない。他の人間がどうなっているか、いい加減心配だ。

　ニケは方針を変えると退却の間を計る。その時、何の気配もなく背後から肩を叩かれた。

「見ーつけた」

　悪童のような笑い混じりの声。

　それが誰のものか悟った時、彼の目前には既に避けようもない網状の構成が迫っていた。







　転移陣の部屋へ直接は向かえない。

　裏切り者がどれだけいるかは分からないが、おそらくそこは見張られているだろう。

　だが、だからといってヴィエドをファルサスに渡す決心も雫はつけられないでいた。ヴィエドがラルスの子供でなくても、ファルサス直系であるなら取り上げられてしまうかもしれない。彼女は現在地を頭の中で整理しながら、闇雲に廊下の角を曲がっていく。

　今日ここで交渉が行われていることは城の皆が知っている。いつまでも女王が戻ってこないと分かれば、彼らは不審に思って様子を見にくるだろう。それまで捕まらないよう時間を稼ぐしかない。

　雫は別れてきた人間たちの無事を祈る。遠くから聞こえてくる声を避けて、角を右に曲がった。

　真っ直ぐに伸びる廊下。その先は下り階段になっていた。雫は階段の前に立つ人影を見つけて急ブレーキをかける。

　抜き身の長剣を提げた男。愛想のない無表情は、姫に古くから仕える男のものだ。雫は味方の存在にほっと安堵する。

「ファニート！」

「……貴女か」

「どうなったの、姫は……」

　そこまで言って、雫は彼が一人であることにようやく気づいた。

　ファニートは姫と一緒であったはずなのだ。なのに何故一人でここにいるのか。

　男の暗い目が雫を見つめる。

「姫はファルサス国王に連れて行かれた」

「え……」

　ということはやはり、暗殺は未遂で終わっていたのだ。雫は満身創そう痍いの同僚を見上げて息をのむ。

「じゃあ、姫は」

「すぐには処分されない。捕らえられているうちに手を打たねば」

「分かった。一旦城に戻ろう。ティゴールさんや当主の人たちと相談する」

　もはや簡単には打開できないほど、事態は絡み合ってしまった。一度外に出て交渉しなおすしかない。転移陣の部屋には見張りがいるだろうが、ファニートと一緒ならば何とかなるだろう。

　男はけれど、その提案にすぐには頷かなかった。黙って血濡れた剣に目を落とす。

「そうだな。だが、その前にやっておくことがある」

「何？」

「子供を渡して欲しい」

　差し出された左手。血に汚れたその手に雫は眉を顰めた。ヴィエドを抱き直しながら口を曲げる。

「受け取るなら両手にしてよ。危ない」

「構わぬ。渡してくれ」

「私が構うって！　ならこのまま抱いてくよ」

「では貴女ごと斬るぞ」

　その言葉は、冗談に聞こえた。

　冗談でしかないだろう。あまりにも脈絡がない。

　だが、雫の本能はそれを否定していた。反射的に大きくファニートから距離を取って跳び退しさる。一瞬で警戒態勢に入った彼女を男は静かな目で見やった。上げかけた剣を構えなおす。

「姫は貴女を気に入っている。できるなら子供だけ処分したい」

　淡々とした事務的な言葉は、彼の口から出たものとは思えなかった。雫は慄然として聞き返す。

「何言ってるの……。正気？　赤ちゃんだよ？」

「正気だ。その子がいては姫の立場が危うくなる」

　ファニートは己の発言を証明するように雫に向かって歩を進め始めた。彼女は前を向いたまま同じだけの距離を広げようとする。

「待って。セイレネさんの子供だよ？　ずっと大事にしてたじゃない」

「私個人が大切だと思ったことはない。姫に必要だと思ったから尊んだだけだ。第一セイレネは私が処分した」

「……え？」

　人の気持ちなど分かるようでいて少しも分からない。

　表情から、行動から読み取ろうとしても、それはきっと完全ではないのだろう。

　雫は理解できない相手を前に、呆然とその両眼を見つめる。

　よく知っていると思っていた男の顔はその時、ひどく欠落だらけの歪なものと化していた。







　──初めから、彼女を見ていた。

　彼女だけを見ていた。ずっとずっと。

　全霊をかけて守ろうと思っていたのだ。自分の全ては彼女のものと言ってよかった。

　だが自分は、肝心なところで間に合わなかった。彼女は変わってしまった。

　日の下で咲き誇る花ではなく、暗闇に香る妖花になった。

　喧嘩の後、気まずそうに目を逸らして謝ってくる少女は幻の如く消え、彼女は徒に人を傷つけることで憂さを晴らすようになった。彼女を褒ほめ称たたえていた皆が声を潜め、彼女を謗る。怨嗟が城に満ちていき、悪評は他国にまで届いた。

　あまりにも変わり果てたその様を見る度、後悔に繰り返し打ちのめされる。

　何故あの日彼女から目を離してしまったのか。どうしてもっと早く助け出せなかったのか。消えない罪が常に頭の奥で自分を苛む。それでも、それだからこそ彼女に仕え続けようと決意を固めた。

　けれど、一人の人間によって少しずつ変わっていく彼女を見た時、ふと気づいてしまったのだ。

　閉ざされていた暗い部屋。自分と彼女だけの陰鬱な世界を──本当は永遠に変わらぬものとして守っていたかったのだということに。







「セイレネさんを処分したって……何で？」

「赤子を取ろうとしたら姫を悪し様に罵った。私に向かってだ。許せるはずがない」

「何言って……」

　反論しかけて雫は男の目に沈黙する。

　それは既に「越えてしまった」人間の目だ。自分の決めた道だけを進み続ける人間の目。

　まともな話の通じる状態ではない。彼女はヴィエドを抱いて後退した。いつ振り上げられるか分からぬ剣先に注意する。

「全ては姫を守るためだ。女を殺すことも、赤子を殺すことも何ということはない」

「何てことあるよ。姫はきっと怒る」

「今の姫ならそうであろうな。貴女が変えた」

　その時、ファニートの声音は苦々しいものに聞こえた。彼は、赤子というよりも雫を見据えて距離を詰めていく。感情が窺えないと思っていた男の両眼は、初めて見る強いやりきれなさと共に雫を睨んでいた。

「貴女が、姫を変えたのだ。本当ならば私がしたかったことを為した。不ふ甲が斐いなくも姫を守れなかったのは私の罪だ。だから私は姫のためにできうること全てをするつもりだった。だが結局、全てを動かしたのは貴女だ。それを思うと……正直妬ましくてならない」

　ファニートにとって特別だったのは、最初から最後までオルティアただ一人だ。彼女に残虐な行いをさせたくなかったからこそ、彼は雫を庇い、セイレネを守って赤子を育てた。

　しかし、いつの間にかオルティアは変わっていく。

　小さな昏い部屋を出て、皆の女王になっていく。

「何年お仕えしても何もできなかった。いつまでもあの日と同じだ。ただの無様な道化でしかない」

「……そんなことないよ。姫はファニートを頼ってる」

　頼っているから我儘に振舞った。甘えて詰って罵った。それは子供の部分を残すオルティアの、確かな親愛の姿であっただろう。

　雫の言葉を聞いてファニートは淋しそうな微笑を浮かべる。

　そこには過去を思う哀惜と共に、通じ合わぬことを受け入れる寂せき寥りょうがあった。




　月の下で咲く花と陽の下で咲く花。

　どちらを愛していたかと聞かれれば「どちらも」と答えただろう。

　だが、独占できたのは夜に咲く花だけだ。




「きっと、貴女には分からぬ」

　最後の通告。剣を振り上げても、雫はヴィエドを手放そうとはしなかった。より一層きつく腕の中の子を抱きしめる。

「ファニート、やめて」

「貴女はベエルハースの配下に殺されたと、姫には伝えておこう」

　異世界から来た女は、その知識でも力でもなく、ただ思いによってオルティアを変えた。自分にそれができなかったのは、オルティアを誰の手も届かぬ一室に留め続けたいと、どこかで願ってしまったためだろう。王族であることを疎む姫に「城から逃げてもいい」とはついに言えなかった。

　広い世界に出たなら彼女は、二度と自分を顧みてくれぬ気がして。







　雫は自分が泣きたいのか怒りたいのか分からなかった。ヴィエドを落さぬようしっかりと腕に力を込める。ファニートに背を向けることはできない。視線を外せばすぐさま斬り捨てられるような気がしたのだ。

　背後を確かめられぬまま雫は一歩一歩後ろに下がり続ける。このまま行けば、確か先は行き止まりになっていたはずだ。それまでの間に誰かが見つけてくれないだろうか。

　雫はあまりにも味方がいないこの状況でそんな希望を抱き、あわてて打ち消した。

　──自分で何とかするしかない。

　皆が皆、大変な思いをしているのだ。誰かに委ねることはできない。雫はそう決断すると、足に力を込めた。一瞬後、何の前触れもなくファニートに向かって走り出す。

　男はさすがに驚いたようだ。少し目を瞠って、けれど雫の頭めがけて剣を振り下ろす。

　だが雫はそれをあらかじめ予想していた。斜めに跳んで刃を避ける。避けきれなかった攻撃を守護の指輪が逸らした。

　立ち止まらない。足を止めない。

　雫はファニートの脇をすり抜け、廊下の先目指して駆け出した。

　背後を気にしない。何も考えない。

　下り階段が見えてくると、雫は何の迷いもなく前を睨む。

　そうして息を止めると……走ってきた勢いのまま、数段下の踊り場めがけて踏みきった。

　視界が開ける。

　嫌な浮遊感が全身を包む。

　雫は空中で赤子を抱えこんだ。膝を曲げて衝撃に備える。

　待っていた着地は、咄嗟のものにしては充分すぎる出来だ。

「……っ！」

　雫は足を走る痺れによろめきながらも残りの階段を駆け下りる。けれど、あと二段というところで後ろの空気が動いた。雫は転がるようにしてそれを右に避ける。

　すぐ隣を剣の刃が過ぎていく。長いスカートに切れ目が入った。

　──次は避けられない。

　雫は恐怖に体を強張らせた。次の瞬間、足を踏み外して階段の下まで滑り落ちる。

「っ、ぁ……！」

　尻餅をついた途端、足首に激痛が走る。挫いてしまったのだろう。だが蹲ってはいられない。

　雫は苦痛をのみこんで立ち上がった。けれどその時、顔のすぐ横に剣が突き出される。

「やりのこしたことはあるか？　せめて可能なものは私が引き継ごう」

　死を目前にした問い。

　雫はその刃に自分の口元が映るのを見た。小さな唇がぐっと固く引き締められる。

「やり残したことなんて全部だよ。何一つ終わってない」

　きっと多くの人間が、同じように思って死んでいくのだろう。

　そして今、自分もその列に連なる。無数にあるはずの後悔も、会いたい人の顔もすぐには思い浮かばず、現実味のないまま終わっていく。

　ファニートは雫の言葉にほんの少し沈黙した。逡巡とも言えない間。彼の吐く息の音が聞こえる。

「そうか。すまなかった」

　感情の分からぬ、訣けつ別べつの言葉。

　剣が振り上げられる。逃げられる隙はない。

　雫はぎゅっと身を折ってヴィエドの体を抱えこんだ。

　たとえ自分の首が刎はねられても、この体が少しでも長く小さな命の盾になるように。

　その間に誰かが間に合ってくれるように、願う。

　だが──その刃はいつまでも雫の首には届かなかった。

「……ぐ」

　男の呻き声が聞こえる。

「え？」

　今の声は誰のものであったのか。雫はゆっくり後ろを振り返った。

「ファニート？」

　つい一瞬前まで彼女を殺そうとしていた男。

　その彼が何故か階段に座りこんで雫を見つめていた。剣を握っていた手が力なく落ちる。

　全てが穏やかに静止していく。

　長らく淀み積み重なっていたものが、溶けて晴れて消え去っていく。

　最後に残された数秒間を、二人は相あい容いれなさと同じだけの思いを以て迎えた。男の唇が動く。

「……どうか、姫を」

　それだけを呟いて彼は首を垂れた。背中に突き立った矢が揺れる。

　男の胸から突き出した鏃。

　その先端を伝う赤さは白い階段に滴ると、やがて小さな血ち溜だまりとなって静かに冷えていった。







　突然のファニートの死に、だが雫は安堵も悲しみも覚えるわけにはいかなかった。後ずさりながら階段の上を見上げる。

　そこには短弓を手にした一人の男が立っていた。

　見たことのない端整な顔立ちは、だがどこか雫の知人に似ている。男はそのまま階段を下り始めると、雫に向かって手を差し伸べた。

「その子供を渡してもらおう」

「……ファルサスの人ですか？」

「いいや違う。俺は……その子供の父親だ」

「え？」

　驚愕する雫の目の前で男は弓を投げ捨てると、何も持っていない両手を差し伸べた。ヴィエドと同じ青い瞳が赤子を見つめる。

　戦意はなく敵意もない。むしろそこにあるのは固い何かの意志だ。

　雫は男の視線に戸惑いながらも問いかける。

「しょ、証拠はありますか……？」

「その子供は、セイレネ・エアト・ソフォナの息子であろう？　セイレネは俺の妻だった」

　雫の知らぬセイレネの本名。それを聞いて彼女は「ああ、やっぱり」と思う。

　この世界で家名を持つのは身分のある人間だけだ。セイレネもまたその一人で、だから男の正体にも見当がつく。雫は、ぽつりと口を開いた。

「あなたは、ロズサークの国王陛下でいらっしゃいますか」

　セイレネは、ロズサークの城から来た協力者だ。ニケがさっき言っていた「セイレネを知っていれば子供の父親はすぐ分かる」という言葉は「セイレネの存在を知れば、父親であるラルスはすぐに事態に勘づく」という意味ではなかった。「セイレネの存在から、芋いも蔓づる式しきに夫の存在も導き出せる」という意味だったのだ。

　身分ある女を宮廷に置いて妻にし、なおかつファルサス直系であることが隠されている人間。

　それがロズサーク王本人ではないかと思ったのは、リースヒェンが「ロズサーク王オルトヴィーンの秘密を知っている」と言っていたからだ。

　現に彼は──少しだけラルスと似ている。

　雫の問いに、男は軽く目を瞠った。わずかに困ったような表情になる。

「セイレネはお前に俺のことを何か言ったか？」

「いえ……」

　彼女は多くを秘めたまま逝ってしまった。傍に仕えていたのに、雫は彼女のことを何一つ伝えられない。ただ「ロズサークとキスクを秤にかけて高く買ってくれる方を選んだ」と言っていた彼女は、土壇場で自分の子を手放すことを嫌がった。そこに、一握の真実があるのだと思う。

　だから雫が男に渡せるものは、セイレネが守った命だけだ。

　男は、無言のまま雫の腕の中から子供を抱き取った。大きな手で、不器用に、だが宝物のように我が子を抱き上げる。

　同じ色をした二対の瞳、よく晴れた日の空に似た青が、間近で互いを映しこんだ。

　彼らの片方は不思議そうに、もう片方は愛しげにじっと相手を見つめる。声もなくただ目だけで相手を確かめ合うその様は、不思議なほど胸を打つ光景だった。雫は我知らず唇を嚙む。

　だが、いつまでもそうしてはいられない。今ここは戦場に等しいのだ。少なくとも彼がファルサス側かどうか確かめて、ヴィエドを渡すなら代わりにオルティアの身柄を請いたい。雫は意を決すると口を開いた。

「あの……──っ」

　次の瞬間、雫は悲鳴を上げてその場に崩れ落ちた。

　意志を、思考を一瞬で砕ききる激痛。耐え難い苦痛を与えるそれは、雫の体内に潜む魔法の仕業だ。彼女は腹部を押さえて悲痛な泣き声を上げる。

「あ……ぁぁあ！」

　薬を切らした。いつもならしっかりと覚えていたはずの時間を忘れてしまっていたのだ。雫は震える手でポケットを探る。

　だが、どこかで落としてしまったのかそこには何も入っていない。

　雫は涙で濁る目を開いた。男が驚いたように覗きこんでくる。




　ファニートは死んでしまった。

　姫は、ニケはどうなったのか。ユーラやウィレットは無事でいるのか。

　答えはない。自分はここで死ぬのかもしれない。

　雫は激痛の中、揺さぶられる思考を閉じていく。壊れかけた感覚を切り離す。

　意識が闇の底へと散っていく中、けれど誰かの手が自分を抱き上げたような、そんな気がした。





※






　指先が、そっと躰に触れていく。

　とても温かく優しい指。

　肌の上を滑っていくその感触に、彼女は浅い息をついた。

　不安はない。痛みも何も。

　伝わってくるのは穏やかな快さだけだ。

　体の中のものをゆっくりと動かしていく指に、雫は全てを委ねる。安心しきって身を任せる。

　そうしてくすぐるように肌をなぞる優しい指に、彼女は溜息よりも柔らかい吐息を零すと、再び浅い夢から深い眠りの中へと落ちていった。





※






　何だかよく分からない夢を見ていた気がする。

　意識を取り戻して雫がまず思ったのはそんなことだ。彼女は天井しか見えぬ視界に額を押さえる。

「あれ……？」

「雫さん！　お目覚めになったんですか！」

「……ユーラ」

　間髪をいれず目の前に飛びこんできたのは、よく見知った女官の顔だ。雫は手を伸ばして彼女の頰に触れる。

「無事、でした？　ユーラ」

「もちろんですよ！　あんなのに負けませんから」

　見ると彼女は着替えたのか、いつもとはまったく違う格好をしていた。深い紅で纏めた、どこかで見覚えのある服装。雫はそれをどこで見たのか思い出そうと上体を起こした。かけられていた掛布が体から滑り落ちる。

「あれ、また裸？」

　小さな部屋の中には自分とユーラしかいない。だからこそぼんやりとした仕草で布を引き寄せかけた雫は、しかしあることに気づいて愕然とした。まじまじと自分の体を見下ろす。

「………うそ」

　これはもしかしたら夢なのかもしれない。

　見慣れた白い腹部。そこに今朝まで確かにあった魔法紋様が、今は忽こつ然ぜんと、跡形もなく、綺麗になくなっていたのだから。

「何これえええええ！　うぐっ！」

　絶叫を上げた雫は、その途中でユーラに口を塞がれ息を止めた。ユーラは首を激しく左右に振る。

「そんな大声出したら誰か来てしまうかもしれませんよ。まず服を着てください」

　何も着ていない雫はこくこくと頷いた。ユーラの手が外れ、隣の台を指さす。

「そこに一式用意してありますから。お手伝いしましょうか？」

「あ、大丈夫です。ありがとうございます」

　雫は寝台を飛び降りると籠の中から服を手に取った。普段着ているものと似た服を手早く身につけながらユーラに問う。

「すみません、ここどこですか？」

「砦ですよ。空いてる部屋を借りたんです」

「……あの後どうなったんですか？」

「ファルサスが砦内を制圧しました。姫様とかウィレットとかみんなは無事で、でもファルサスに拘束されてます」

「あー……ごめんなさい、ユーラ」

　彼女はただの女官だ。処刑まではされないかもしれない。それでも砦に連れてきたせいでこんなことになってしまって、雫は申し訳なさに頭を垂れた。

　しかしユーラは悪戯っぽい目で笑い返す。

「あ、私は拘束対象外ですからお気になさらず。この格好見て分かりません？」

「うーん、どっかで見た気がするんですよね。どこだっけかなぁ」

「ファルサスの武官の服装ですよ」

「ああ、そうだったそうだった。女性の武官は珍しいから忘れてた、って、えええええええええ!?」

　再びの絶叫を、だが既に服を着たせいかユーラは止めない。むしろ楽しそうに笑い声を重ねる。

「私ってファルサスの密偵だったんですよ、雫さん」

「……気づかなかった」

　悪戯っぽく片目を瞑ってみせるユーラに、雫は激しい脱力感を味わう。

　ユーラがファルサスの人間だったというなら、何故ラルスがヴィエドのことを知っていたのかも分かる。彼女が全て連絡していたのだ。自分が信用して選び出した人間が、まさに敵方の人間だったということを知って、雫はもう何だか小さくなって消えてしまいたかった。消えたくなったついでに一番聞きたくなかったことを聞く。

「あのー」

「何ですか？」

「私の体の紋様、消えてますよね」

「消えてますね。綺麗になりました。雫さん綺麗な肌してますよね」

「肌はどうでもいいですから。……誰ですか、これ消したの」

　この紋様はジレドが死んでも消えなかったのだ。それがなくなっているということはすなわち、純潔が失われたということを意味するのだろう。

　非常に痛かった上に緊急事態だから仕方ないのかもしれないが、せめて起こして意志確認をして欲しかった。時間が戻ればいいのに、と本気で恨み言を呟きながら雫は決定的な答えを待つ。

　返ってきたのはまったく予想もしなかった男の名だ。

　それを聞いた雫はあまりのことに顎を落すと、五分後には猛然と部屋を飛び出していった。





※






　もう会えないと、思っていた。

　自分から彼のもとを去ったのだ。会えるはずがない。

　こんな自分は恩知らずだと、本当に薄情だと思う。

　それでも彼は──いつでも見捨てずに、困っている彼女に手を伸ばしてくれるのだ。







　長い廊下。

　その廊下が開けた先の広間に彼は立っていた。飲み物と書類を手に周囲に指示を出している。

　隣に立っているのは彼の友人だろう。ハーヴはいち早く雫に気づくと「あ」と声を上げた。その声で彼は振り返る。

　久しぶりに見るその顔。髪は切ったのか短くなっていた。右耳には大きな蒼い飾りをつけている。

「エリク！」

　綺麗な顔立ちの、けれど表情の乏しい男の名を雫は叫んだ。彼は片眉を上げて彼女をねめつける。




　本当は、ずっとずっと会いたかった。

　話をしたかった。

　助けて欲しかった、けれど。




「申し訳ございません！」

　目の前に走りこんできて凄い勢いで土下座した女。その小さな後頭部をエリクとハーヴは何とも言えない表情で見つめた。周囲にいる人間の視線もまた否応なしに集中する。

　注目を浴びないというわけにはいかないだろう。砦の魔法装置をキスク用に修復している、その最中に彼女は飛びこんできたのだ。額を床にこすりつけるほどに、というか実際床にぶつかる音がした。ハーヴは頭を上げない雫を心配して声をかける。

「し、雫さん」

「すみませんでした！」

「いやとりあえず顔上げて……」

「あわせる顔がありません！」

「君はそういうとこ相変わらずだよね」

　冷ややか、というより単に熱のない声。耳に染み入る懐かしい声に、雫はしばし聞きき惚ほれた。自然と目頭が熱くなってくる。離れている間、どれほどこの声が聞きたかったか。意識しないように努めていた弱さを示す本音に、彼女は嗚咽をのみこんだ。

　男の手が雫の頭を軽く叩く。

「とりあえず立って。君には君の立場がある。女王の片腕がこんなことしてたら不味いよ」

「ああああああ、そうだった！」

　片腕かどうかはともかく、彼女はオルティアの側近なのだ。

　あわてて立ち上がった雫は、改めてエリクをまじまじと見つめる。目の前に立っている男は記憶の中よりも気のせいか感じが変わって、少し精せい悍かんになったように彼女には思えたのだった。







　とりあえずちょうど作業にも休憩を入れたほうがいいとのことで、エリクと雫は場所を変えて話すことにした。雫は「ハーヴさんにも謝罪を！」と主張したのだが、彼はエリクに引き摺られるより早く「俺は遠慮しとく」と逃げ出してしまったのだ。

　後始末に魔法士たちが走り回る広場を上から見渡せる回廊。そこで彼は雫にもお茶を差し出す。雫はそれを受け取ると礼を言って飲み始めた。

「エリクがファルサスに仕官したって、ユーラは言ってましたけど」

「うん。正確には契約。期限付きで王妹の直属になった。今回の戦争に参加したのは王妹から陛下に貸し出されたから」

「貸し出しって……すみません」

　雫が走り書きを残してファルサスから姿を消した後、エリクは自分から申し出てレウティシアに雇われたのだという。

　誰も目撃者がいないのに雫が城の結界内から消えたのは、何かに巻きこまれたに違いない。そして行方の分からなくなった人間を探すには、個人が闇雲に探すより国に頼った方が早い。

　そのためエリクは長らく誘いを拒み続けていたファルサスへの正規雇用を受けた。カティリアーナのはからいで城を出入りしていた時もそうではなかった宮廷魔法士に、彼は自らなったのだ。

「その耳につけてるのって魔法具ですか？」

「ああ。僕はこれがないと戦闘には出られないからね。王妹の魔力を借り出してる。重いけど外すには手続きがいるから」

　あまり城や貴族のことに関わりたがらなかった彼が戦争にまで出たという事実は、雫の頭をより下げさせた。凹みすぎて床にめりこんでいきそうな彼女をエリクは呆れた目で見やる。

「なんでそんな反応なの」

「本当にすみません。色々面倒をかけて……」

「その点は別にいい。僕が勝手にやったことだからね。でも、君はいい加減その無謀を治すんだ。このままじゃいつ死んでもおかしくない。それとも、自分の命とか家族の所に戻ることとかどうでもいいと思っている？」

「……思ってません」

　いつになく厳しい声。これはひょっとしなくても怒られているのかもしれない。

　初対面の時以来エリクに怒られるという経験がなかった雫は、青ざめて頭を垂れた。

「君はどうも目の前のことに夢中になると、それしか見えなくなるみたいだね。キスクは危ないって注意したの忘れてた？」

「覚えてました……」

「なのにどうして一人で行くかな。それに逃げようと思えば逃げる機会もあっただろう？」

「何となく。逃げたら負ける気がして……」

「それで死んだら馬鹿だ。僕こそ君の親にあわせる顔がないよ」

「すみません……」

　先ほどから謝る言葉しか出てこない。何と言われても彼の言うことの方が正論なのだ。

　もっといくらでもやりようがあった。その時の雫には「これしか手段がない」と思うことでも、誰かの助けを借りて安全な道を選ぶこともできたはずなのだ。

　何だか雫はもう一度土下座したくなって深い溜息をついた。だがその時、エリクの指が伸びてきてうつむいた彼女の前髪を上げる。藍色の瞳が雫を覗きこんだ。

「とは言っても……これはあくまで僕の意見だ。そして僕は、君の思考を割合高く評価している」

「え」

　それはどういうことなのか。

　怪訝に思う雫に、エリクは微苦笑する。穏やかな目が彼女を見つめた。

「君は、君の考えで最善を尽くしている。頑ななところもあるけど、それは君のいいところだと思うよ。だから次は僕にも相談すること。あと……よく頑張ったね」




[image: ]







　大きな手が雫の頭をぽんと撫でる。

　優しい指。飾り気のない言葉。

　いつだって、走り続ける彼女を見ていてくれるのは、手を伸ばしてくれるのは彼なのだ。

　欲しいとさえ気づかなかった言葉を、彼は雫に添わせてくれる。

　その温かさに今まで何度救われてきただろう。確かなものを何も持たないこの世界において、彼こそがずっと雫のそれで在り続けてくれていたのだ。




「すみません。今まで……」

「もういいよ。この十五分で充分謝罪は聞いたから」

　エリクは肩を竦めると冷めかけたお茶に口をつけた。藍色の瞳が階下の作業を見やる。

　だが雫はそれでも足りない気分で、もう一度頭を下げた。

「あ、あと、魔法消してくれてありがとうございます」

　ごふっと、喉に何かが詰まったような音がした。彼女は驚いて顔を上げる。見るとエリクは激しくお茶にむせていた。息ができていないのではないかと思うくらい咳せきこんでいる。

「大丈夫ですか……？」

「な……んで、それ、口止め……したと……」

「え。普通にユーラが教えてくれましたけど。解呪してくれたんですよね」

　レウティシアでもなければ解けないのではないかと言われた魔法。それをエリクは、彼女が寝ている間に体内から完全に消去してくれたらしい。純潔を失って見えなくなったわけではなく、魔法自体がなくなったから紋様が消えたのだ。「さすがレウティシア様が直接勧誘なさる魔法士ですね」とユーラは感心しながら、その時のことを教えてくれた。

　エリクはひとしきり咳をしてお茶を気管から追い出してしまうと、気まずそうな顔で手を振った。

「まぁ、何もしてないから安心して」

「何もって。解呪してくれたんですよね」

「したけど。それだけ」

「はい。ありがとうございます」

　その場にはユーラも立ち会っていたというのだから、別に最初から疑っていない。裸にされたのは紋様の範囲から言って無理もないことだろう。それに関しては手術のようなものだからと既に気にしないことに決めていた。気にしだしたら多分、奇声を上げながら砦中を走り回りたくなってしまうのだから考えない方がいい。

　真剣な顔で礼を言う雫に、エリクはひどく疲れた顔になる。

　彼は残りわずかなお茶を見つめると、「もうお礼も禁止」と盛大に溜息をついた。







「オルティアに面会したい」と雫が頼んだところ、その要望はあっさり許可された。

　エリクは「陛下に頼んでみる。多分会わせてくれる」と言うと、彼女を砦内の一室に伴ったのだ。

　扉の前で待たされていた時間は三十秒もなかった。エリクの手招きを受けて雫は入室する。

　今までラルスと険悪な会話を繰り広げていたのであろうオルティアは、彼女の姿を見るなり立ち上がった。喜色を浮かべて腕を広げる。

「雫！　本当に無事であったか！」

「姫」

「無事だと俺が今まで言ってたのを聞いてなかったのか」

「こちらへ来い。何もされてないか？」

「無視するな、オルティア。賠償金を上げさせるぞ」

「王様、相変わらずですね……」

　久しぶりに会ったが、微塵も変わりがなく傲岸な男だ。ラルスは「変わってたまるか」と嘯くとエリクと共に部屋を出て行った。姫と二人きりにさせてくれるつもりなのだろう。

　オルティアと雫は並んで座りながら、交渉後に起こった混乱について整理する。

　──暗殺未遂は、やはり砦内に入りこんだベエルハースの配下が行ったものだった。

　執務室から戻る途中、その轟音を聞いたオルティアは様子を見に戻ろうとし、だがそこでベエルハースからの刺客に囲まれたらしい。応戦しながらも徐々に押され始めているとファルサスがやって来て、オルティアはラルスに猫の子のように引き摺られた。そのままどこかの部屋に放りこまれて閉じこめられている間に、砦内は元通り制圧されたのだ。

　オルティアが暗殺を仕組んだという疑いは、ユーラの証言から払拭されたらしい。雫はユーラがファルサスの密偵であったことを報告し、オルティアに平謝りした。姫は「お前は誰でも信じすぎだ」と書類を丸めたもので雫の頭を叩きながら叱ったが、「密偵についてはお互い様だからな。一人くらいはいると思った」と苦々しげに片付けた。キスクの密偵であった男にも言及する。

「ニケはあの男に捕まったらしいぞ。殺さぬよう頼んではみたが」

「え。皆、殺されるような感じなんですか!?」

「あいつだけだ。色々やっているからな。だが妾の命じたことだ。妾が責を負えばいい」

「……姫」

　オルティアは、やはり変わったと思う。前ならきっとこんなことは言わなかった。

　不器用ながらも人を大切にしようとする彼女を見ると、雫の胸は鈍痛を覚える。それは彼女をずっと守ってきた男の最期を思い出させるのだ。

「──ファニートは死んだらしいな」

　雫の沈黙が伝わったのかオルティアは低い声で呟いた。それが掠れて弱々しいものに聞こえるのは、きっと二人だけでいるからだ。不透明に沈む琥珀色の瞳に、雫は黙って頷いた。

「最後まで抵抗してファルサスの兵に殺されたと聞いた。……まったく融通のきかぬ、馬鹿な奴だ」

　おそらくそのように伝えたのはラルスだろう。本当のことを言わなかった彼の気遣いに、雫は声には出さず感謝した。オルティアは紅い唇を嚙む。

「お前は、ファニートと一緒にいたのだろう？　あれは何か言っていたか？」

　姫の震える声に潜んでいるものは、きっと彼女に残る最後の幼子だ。彼に守られて育ち、彼に甘えたままの幼いオルティア。変わっていった彼女の最後まで変わらなかった部分は、彼の死によって一人になる。そして或いは、このまま彼と共に、彼女の奥底に消えていくのかもしれなかった。

「ファニートは……姫のことを心配してましたよ……最後まで……」

　それは本当のことだ。

　彼はずっと彼女を大切に思っていた。

　いつでも、どんな時でも、他の全てを犠牲にできるほどに。

　雫は自分の膝の上をじっと見つめたまま顔を上げない。

　オルティアはおそらく泣いているところを見られたくないだろう。だからただ待った。

　たとえ全てがオルティアのためのものであったとしても、彼の気遣いに雫が助けられてきたこともまた事実だ。

　姫のために助けてくれた。

　姫のために殺そうとした。

　それが彼の真実で、だが雫は誰にも言わない。きっと死ぬまで秘しているだろう。







　無言で彼の死を悼むだけの時間。

　その終わりを告げたのは、オルティアの強く在ろうとする声だった。女王であることを選んだ女は、大きくはないが明瞭な声音で未来を描く。

「余計な邪魔は入ったが、交渉は何とかせねばならぬ。ファルサスに借りもできてしまった」

「あ、ヴィエドなんですけど、父親の方が現れて……」

「聞いた。まさか本人が来るとは思わなかったわ」

　オルティアの声音には、珍しく敗北感が滲んでいた。雫は目を丸くする。

「姫、やっぱりあの方がロズサークの王様なんですか？」

「──秘密にしとけ、人参娘。あいつはファルサスには関わりたくないらしいからな」

　そう言ったのは、エリクを連れて戻ってきたラルスだ。雫はあっさりとした答えに眉を寄せる。

「じゃあセイレネさんって……」

「側妃の一人だな。権勢欲が強い女で、自分の扱いに不満で城から消えたって話だ」

「ああ……」

　雫がオルティアを見ると、主君は苦い顔をしている。思うところはないわけではないが、当のロズサーク王が「ファルサスには関わりたくない」と言っている以上、言及するのは不躾だ。

　雫は呆あきれ顔がおでラルスを見やる。

「じゃあ王様、自分の子じゃないって分かっててあんな啖呵切ったんですか……」

「別に俺の子にしても構わなかったからな。一応父親には『要らないならもらうぞ』って言ったんだが、めちゃめちゃ怒られたあげく飛んできた」

「そりゃ怒られますよ。猫の子あげるんじゃないんですから」

「俺のせいじゃない。オルティアが悪い」

　それは事実かもしれないが、火に油を注いでいるのは間違いなくラルスだ。雫とエリクは白い目でファルサス国王を見やる。言い返せないオルティアはぷるぷると震えていたが、怒り出さないだけましだ。雫は主君の背中をさすった。

　向かいの席に戻ったラルスは、たちの悪い笑顔を見せる。

「で、オルティア。決心はついたか？　たっぷりいびってやるからファルサスに来い」

「できぬ。妾がいなくなれば城が混乱する」

「ならキスクを併合してやればいいか？」

「さ、最悪だ……」

　それでは事実上の征服と同じだ。このままでは交渉は決裂、今度は全面戦争になる可能性もある。

　雫は途中で持ち出してきた書類を机に広げると、ラルスに向けて星印のついた一項目を示した。

「これ、足しますんで退いてくれませんか」

「何だこれ」

「キスク王家所有の水晶窟です。ロスタにあります」

「雫、それは──」

　オルティアが何を言おうとしているのか、雫には分かる。

　これらの直轄地はもともと当主との交渉のため雫に一任されたもので、ファルサスに渡してしまうことは問題ない。だがその水晶窟は、王家に寄贈された時点で既にほとんど水晶が残っていないという話だったのだ。

　ファルサスに渡そうにも価値がない、そう指摘しようとする主君と、交渉相手のラルス両方に向けて、雫は補足した。

「もう水晶が残っていないというのは、必要以上に掘らせないための噓です。当時の王が命じてそう記載させました。実際はほとんどが手付かずで残っていますし、魔法具の良質な材料になります」

　水晶は一時期爆発的に需要があった時代に消費されすぎたそうだが、この水晶窟にはまだまだ天然の水晶が残っている。将来必要な時のためにと隠されていた財産を、他国に渡してしまうのは申し訳ないが、今使わなければ国が傾いてしまうかもしれないのだ。

　現在の王族も知らない、どこにも記録がないはずの事実を、いつの間にか自分の知識として得ている雫は、二人の王を見つめる。

　ラルスは頰杖をついて地図上の場所を眺めていたが、思案顔で頷いた。

「水晶か……。少しはレティの機嫌が治るな」

「じゃあ姫連れてかないでください」

「いいだろう。その代わりお前がこっちに来い」

「へ？」

　どうして彼の言うことはこう矛先が読めないのか。目を丸くした雫に代わって、オルティアが顔色を変えた。

「お前になどやれるか！　無茶を言うな！」

「無茶はどっちだ。水晶と小こ煩うるさい小娘で女王を見逃してやるというんだから大きな譲歩だろう」

「人から離れろ！　賠償金を上げればよかろう！」

　再び始まる口論に雫は頭を抱える。ラルスの後ろに控えるエリクなどは、聞いているのかいないのか平然としていた。これがレウティシアであったら王を止めてくれたかもしれないが、エリクにそんなことを求める方が無茶だ。

　オルティアは顔を真っ赤にしたまま立ち上がった。雫を庇って前に立つ。

「大体お前は雫を連れて行ったら殺すのだろう！　そういう話を聞いたぞ！」

「お前も殺そうとしたって話を聞いたけどな」

「妾はいいのだ！」

「よくないですよ……」

　誰でもいいから助けて欲しい。どうして王同士の停戦交渉が子供の喧嘩になってしまうのか。

　ラルスの要求は、雫から見ても法外ではない。むしろその程度で済むのならのむしかないだろう。

　雫は頭に血が上りきっている主君を何とか説得しようと口を開きかけた、その時涼やかな声が場に割って入る。

「女王陛下、あなたは彼女が本来どこにいた人間であるか、ご存じですか？」

　落ち着いた心地のよい男の声。今まで沈黙を保っていたエリクの言葉にオルティアは顔を上げた。

　彼女は初対面の魔法士を見やって、次に雫を見る。答えていいのかどうかを問う主君の視線に雫は頷いた。本人の許可を得て、姫は口を開く。

「……別の世界の人間だと聞いた」

「そうです。彼女は本来ならばこのような場所で国同士の揉め事に巻きこまれたり、命を危険に曝しているような人間ではありません。家族と共に暮らしながら学問を修めていく、そんな穏やかな生活をしていた人間なのです」

　男の言葉に、雫はずいぶん遠く思える過去を振り返る。淡い郷愁が胸に湧いて、ちくりと痛んだ。

「あなたが彼女を大事に思ってくださっていることは分かります。ですが、彼女はいつまでもここにいるわけではない。元の世界に帰るために今まで手段を探して苦労を重ねてきたのです。彼女の性格から言って、あなたがずっと傍にいろと頼めば彼女はそれに従うでしょう。けれどそうなれば彼女は元の世界に戻ることも、家族に再会することも諦めなければならなくなる。それでもよいとお思いですか？」

　淡々と問う男の声にオルティアは沈黙した。

　雫からは前に立つ姫の表情は見えない。白い指が震えるのが分かっただけだ。

　──正直言えば、思ってはいたのだ。このまま姫と共に生きてこの国に骨を埋めてもいいと。

　帰りたいと、家族に会いたいと願いながらも、一方でオルティアを支えたいと思った。

　偽善や同情ではない。負けず嫌いでも、もうない。ただ、オルティアが徐々に心を許してくれるのが嬉しかったから、傍にいたくなった。必要とされるのに応えて、身を尽くして、時間を捧げていく。そんな生き方をしてもいいと思ったのだ。

　だが……本当にそれでいいのだろうか。

　帰る方法も分からぬまま諦めてしまっていいのか。

　雫は目を閉じる。分からなくなった自分を見定めようとする暗闇。所在なく座る雫に聞こえたのは、主君の小さな溜息だった。オルティアはラルスに問う。

「殺さないだろうな？」

「今のところは。傷もつけない。契約違反になる」

「……分かった。雫を渡す」

　沈んだ姫の声に、雫は弾かれて顔を上げた。琥珀色の瞳と目が合う。

　今まで何度こうして見つめあっただろう。その多くが互いの意志をぶつけるためのものだった。

　だが今の二人は色の違う瞳に同じものを宿して相手を見ている。オルティアの美しい顔が歪んだ。

「姫」

「もうよい。お前は小言が多いのだ。いつもいつもうるくて敵わぬ。妾も女王になって口うるさく言う人間が増えた。一人くらい減らさねば息苦しいわ」

　オルティアはそのまま顔を背けると、部屋から出て行ってしまった。廊下にいた護衛があわてて彼女を追いかけていくのが見える。

　取り残された雫は、まるで迷子のような目をさまよわせた。立ったままのエリクと視線があう。

　何かを言わなければ、と迷ったのは一瞬だった。

　その隙に雫は、テーブルを跨またいだラルスにひょいと持ち上げられる。傍若無人な国王は、彼女を幼児のように抱えあげながら笑った。

「よし。これでお前は俺の」

「最悪です……」

「で、お前にやる」

　言うと同時に、雫は空中に放り投げられる。ぎょっとした直後、彼女はエリクに抱き止められた。彼は苦い顔で雫を床に下ろすと期限付きの主に苦言を呈する。

「物のように扱わないでください」

「約束は守ったぞ。五体満足でその娘をお前に引き渡すこと。契約通りだ」

「え？」

　ぽいぽいとあちこちにやられて何が何だか分からない。乱れた髪と頭を押さえる雫に、ラルスは「それがこいつを戦場に出す条件だったからな。戦利品」と悪びれもせず言ってのけた。





※






　失敗した、という連絡は入ってこなかった。

　だが連絡が戻ってこないということ自体、既に失敗を意味しているのだろう。ベエルハースは閉ざされた暗い部屋で自身の爪を嚙む。

「オルティア……あの小娘……」

　上手くいけば、起死回生の策になるはずだった。けれど失敗したのならまた別の手を打たねばならない。一刻も早く手を打たねばオルティアによって国が傾けられると、彼は本気で信じていた。

　かつての王は立ち上がると部屋の中をうろうろと歩き回る。

「どうすればいい……？　どうすれば……」

「どうもしなくていいと思うよ」

　軽い声は少年のものに聞こえた。

　他に誰がいるはずもない室内をベエルハースはあわてて見回す。

「誰だ！　どこにいる！」

「ここにいる。この城って本当分かりにくいよね」

　暗がりから現れた少年。その手には鈍く光る剣が握られている。それが何を意味するか分かって男は戦慄した。

「ま、待て！」

「僕としてもやっぱり仕事が失敗したっていうのは落ち着かないし。きちんとしとかないとね」

　彼は、誰の話も聞かない。聞いても理解しない。ただ綺麗な笑顔で、愉しんで人を殺す。

　ベエルハースは凶器そのものである少年の目を見て絶叫した。その刃から逃れようと鉄格子の嵌められた窓にすがりつく。

「誰か！　誰かおらぬか！」

「誰もいない。こんなところには誰も来ないよ」

「出してくれ！　頼む！　ここから出せ！」

　暗い部屋。閉ざされた部屋。男の叫びはその室内へとこだまする。

　やがて助けを求める声が悲鳴へと変わり、その声も聞こえなくなった時──暗闇にはただ、不快げな舌打ちだけが残された。





※






　ベエルハースの不審死は、停戦後の処理に追われるキスク城内にて、何ももたらさぬ些さ事じとして扱われた。その死をオルティアによる報復と疑う者もいないわけではなかったが、それ以上にベエルハースが砦内に刺客を放ち事態を混乱させたことは、皆から彼への同情を取り去るに充分な効果を持っていた。

　停戦条件はオルティアが当初提示したものとほぼ同じ条件で決した。

　変更されたのは、雫がファルサスへ引き渡されたことと水晶窟が追加されたこと、そして賠償金がなくなったことの三つだ。

　賠償金については件の水晶窟を直接視察しに行ったレウティシアが「これなら損害と相殺しても充分釣りが来る」と判断して、その項目を削ってきた。王妹はそのまま採掘を手配すると国に戻っていった。これから三年の間、水晶窟にはファルサスの人間が入ることになるらしい。





※






　荷物は決して多くない。雫は一つのバッグに纏めた自分の荷物を持ち直した。自室を出て廊下を歩きながら、初めてこの国に来た時のことを思い出す。

　確かあの時はファニートとニケと一緒だったのだ。その後、姫に対面した。まるでずっと昔のことのような思い出だ。

　この数か月のことはまるであわただしい記憶に満ちている。常に走り続けて、ほとんど休みもしなかった。疲労もあまり感じなかったのはその時その時に夢中でいたからだろう。

　雫は宿舎になっていた建物を出て、待ち合わせの場所へと向かう。

　城内の中央に位置する吹き抜けの広間には、既に迎えの人間が待っていた。

「すみません。お待たせして」

「別にいいよ。まだ時間あるし」

　エリクは苦笑すると雫のバッグを見て「持とうか？」と聞いてきた。だが大して重いものも入っていない。彼女は「ありがとうございます。平気です」と笑うと彼の背後を見やる。

「で、何で王様がいるんですか……」

「知らない。キスクの城内見てみたかったんだって」

　できれば絶対来て欲しくなかったファルサス国王は、かなり遠く、広間の奥で壁画をまじまじと見上げている。余計なことをしないで欲しいな、と願う雫の視界で、彼は近くにいた文官を呼びつけると何かを命じているようだった。

「な、何かやらかす前に行きましょうか」

「そうだね」

　エリクは頷いて詠唱を始める。

　しかし、それを遮るようにして、吹き抜けの上から「雫！」という女の声が響いた。

　見上げるとオルティアが女王の正装で階段を駆け下りてくる。雫はバッグをその場に手放すと階段の前に走り寄った。

　ニケ一人を随従させた女王は、息を切らせて雫の前に立つ。琥珀色の瞳が去っていく女を睨んだ。

「雫、お前は妾のものだった」

「ええ」

「だから、もし帰れなかったのならいつでも戻ってこい。存分に使ってやる」

　しなやかな両腕が伸ばされる。

　温かな躰、自分を抱く女王の背に、雫はそっと手を回した。唇を嚙んで別れを惜しむ。

　この国に来てよかった。彼女と出会ってよかった。

　けれどそう思えば思うほど、今この瞬間に泣きたくなる。

　自分の手の平はあまりにも小さくて、きっと多くのものを載せられない。

　だがそれでも、この手があればできることもあるだろう。
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　雫はゆっくりと体を離す。オルティアの手を取り、壊れ物を包みこむように優しく握った。

「姫、覚えていてください。私はこの世界にいる限り、あなたが呼んだらいつでも駆けつけます」

「……あわてすぎて転ぶなよ」

「頑丈ですから」

　オルティアは眉を顰めて、けれどふっと微笑む。

　彼女は雫の肩越しに広間を見やって──そこで顔色を変えた。

「な、何をしている！　やめろ！」

　血相を変えて走っていく女王。その先には、困惑する文官から塗料の壷を受け取って壁に向かおうとする男がいる。たちまち口論を始める二人を振り返って、雫は手で顔を覆うと深く息を吐いた。

「何であの人たちって、ああなのかな……」

「王族なんて程度の差こそあれ人格破綻者ばっかりだ」

　慣れているのか動じないニケの相槌に雫はかぶりを振る。彼女は数か月の間同僚であった男を見上げた。

「あんたも殺されないでよかったね」

「思い出させるな。負の海より酷いものを見たぞ」

　ラルスに「悪戯ばかりをしていた悪いやつ」として捕らえられたニケがどんな目にあったか、雫は聞いてはいない。聞きたくないし本人も言いたくないらしいので、ずっとこのまま触れないでおいた方がいいだろう。雫は幾分やつれた男の顔を、同情を持って眺めた。

「あんたも一段落したら少し休めば？」

「そうさせてもらう予定だ。一度暇をもらって師匠に会ってくる」

「師匠なんかいたんだ！」

「もう何年も会ってないけどな」

　そう答える男の声は、気のせいか以前よりも晴れている気がした。皮肉げな目が雫を見つめる。

「俺もファニートがいたなら辞めようと思っていたが……まぁいいだろう。のんびりやり直すさ」

「……うん」

　変わっていく人間がいて、去っていく人間がいる。

　留まり続けるのは人の中の記憶だけだ。

　雫も皆も、それを知っている。分かっているからこそ時を尊ぶ。

　ニケは背の低い女の頭越しに、広間の中央で彼女を待つ男を見やった。エリクの蒼い耳飾りに目を留める。

「ところで、あいつのあれは反則じゃないか？」

「あれって、レウティシア様の魔力を借り出してること？」

　ニケは、どうやら砦内でエリクとやりあったらしい。決着はつかなかったというが、そんなニケからすると、エリクが使える外付けの魔力に思うところもあるらしい。

　もともとエリクは、生来の少ない魔力を補うためにずば抜けた構成力を身に着けた人間なのだ。そんな彼に魔力が備わったら大抵の魔法士を上回ってしまう。ワイスズ砦の結界を書き換えたのもエリクだと聞いた今は、全方位に申し訳ない気分だ。

　だがニケの返した言葉は、雫の予想外のものだった。

「他人の魔力を常時借り出す魔法は強力だが、使うやつはほとんどいない。何故だか分かるか？」

「え？　か、借りるあてがないから……？」

「お前は馬鹿だ」

「いや、そっちが意地悪じゃない!?　魔法士じゃないんだから分からないよ！」

　魔法分野の常識を問われても、門外漢なのだから分からない。叫ぶ雫に、エリクは不思議そうな顔になる。ニケはおもむろに手を伸ばすと、雫の耳をきつく引っ張った。

「いたっ！」

「あの手の魔法具を装着するには、大の大人でも逃げ出すほどの激痛の施術に耐えなきゃならん。だから実用するやつはいないんだ」

「……え？」

「まあお前は馬鹿だから、言われなきゃ知らないだろうけどな」

　そんなことは聞かなかった。ただ「手続きが面倒だ」と言われただけだ。

　雫は咀嚼しきれない思いに、呆然とエリクを見つめる。

　その視線に気づいたのかエリクが二人の方を向いた。ニケはエリクと視線が合うと目を細める。

「ニケ？」

「じゃあ、俺はもう行く。仕事があるからな」

「あ、元気でね。色々ありがと」

「もう戻ってくるなよ。馬鹿女」

　どういう挨拶だ、と文句を言おうとした時、ひょいと顎を摑まれた。男の顔が近づく。

　──目は閉じなかった。

　何をされたのか分からなかったので。

「じゃあな」

　ニケは軽く手を振ると踵を返した。そのまま階段を上がっていく。

　一度も振り向かない男の姿が階上に消えた頃、いつまでも動かない雫にエリクが声をかけた。

「そろそろ行くよ。忘れ物ない？」

「あ……」

「あ？」

「あああ穴があったら入りたいいいいいいいい！！」

　赤面する顔を押さえて絶叫する女。

　その叫びを広間の隅で聞き取った王は、頭上に掲げた塗料の壷に飛びつこうとするオルティアを真面目な顔で見下ろした。大げさに首を傾げて見せる。

「ほら、墓穴が欲しいと言ってるぞ」

「そのようなことがあるか！」




　どうしようもない王と、悶絶する連れの女。

　両者のちょうど間に立つエリクは無言でバッグを拾い上げると転移門を開き始める。

　まったく騒がしい終わりと始まり。

　だがこれはこれで平和のうちなのだろうと、軽く諦めながら。








あとがき






　いつもお世話になっております、古ふる宮みや九く時じです。

　この度は『Babel』三巻をお手に取ってくださりありがとうございます！

　異世界言語の真実の片鱗が見えてきた第二巻から心機一転して、この巻では雫が新天地で孤軍奮闘することになります。本作のヒロインと言われるオルティアもようやく第三巻から登場です。

　相反する二人の話を、どうぞお楽しみください。




　この新文芸版『Babel』は二〇一六年に電撃文庫から出た旧版に比べて、おおよそ二倍にボリュームアップしているのですが（展開的には文庫の一巻がそのまま新文芸の一巻に相当しているので、単純に事件の量が二倍になっています）、増量分を無視すると、文庫二巻の続きが、この新文芸の三巻にあたります。ので、文庫からそのままこの巻に移行しても大して問題はないです。ただ文庫ですと雫が冒頭から持っている謎の本が、新文芸ではこの巻の途中で入手することになっています。もとのweb版に準拠した形ですが、その旨ご了承の上、お読みください。




　さて、あちこち転々と旅をして大分鍛えられてきた雫ですが、いよいよ次が最終巻となります。

　異世界での言語問題と、等身大の無力な主人公のお話。場所を移動する度に考え方の違いで様々な人間と衝突してきた雫は、最終巻でもその例に漏れず、歴史を変革する人物と対峙することになります。どうぞ最後までお付き合いください。

　並行して刊行している『Unnamed Memory』も、次の六巻が最終巻です。『Babel』から見て三百年前のお話、どちらから読んでも、また片方だけ読んでも大丈夫なようになっていますのでよろしくお願いいたします！　引き続き頑張って作業してまいります！




　最後に謝辞を。

「今回は分厚くならないだろう！」と思いながら、分厚い原稿を出してすみません、の担当様方、いつもありがとうございます！　文庫の続きにあたるここまで刊行できたのはお二方のおかげです。最後まで走り抜けられるように引き続き頑張ります！

　そして今回も美しいイラストをつけてくださった森もり沢さわ晴はる行ゆき先生、ありがとうございます！　妖姫の名にぴったりなオルティアの美しいイラスト、この巻を象徴する鉄鎖の表紙に大感激です。本当にありがとうございました！

　そしていつもお付き合いくださる読者様方、ありがとうございます。皆様が雫の旅路を追ってくださることこそが幸運だと思っております。どうぞこの変わり種の話が、皆様に楽しんで頂けますように。

　それではまた、どこかの時代で！　ありがとうございました！


古宮　九時










章外：面倒事









「退屈だな」

　長椅子に寝そべるオルティアのそんな呟きに、雫は眉をぴくりと動かした。

　城の私室に引きこもっている主人は、普段から退屈をこじらせている。本当はオルティアには国を動かすための執務がそこそこ舞いこんできて忙しいはずなのだが、それらをさっさと終わらせては「退屈だ」と言って憚らない。その度に他の人間が彼女の退屈を拭うために奔走させられるのが常だが、今日はどうなるのか、雫は藪やぶ蛇へびにならないよう無言で続きを待った。

　オルティアは頰杖をついて、棚を整理している雫を見る。

「お前の国には何か面白い話がないのか？」

「議題が幅広いですね……。もうちょっと絞ってくださった方がありがたいんですが」

「知るか。お前が考えろ」

「えー……？」

　雫は少し悩んだ結果、自国の歴史を話すことにした。「受験の時に覚えただけですから、大雑把だし間違ってたらすみません」と前置いて、ざっと古代史から現代史までを大まかに説明する。

　決して短くはない話だ。途中で止められるかもと思ったが、意外なことにオルティアは最後まで聞いていた。途中で差し挟まれる質問は、すぐに答えられることもあれば、雫には分からないこともある。異世界の歴史と政治について、為政者であるオルティアも一抹の興味があるのだろう。

　オルティアは全てを聴き終わると、あっけらかんとした感想を述べる。

「ところどころ面白いな。島国というものはそういう感じか」

「この大陸、島国ありませんもんね」

　今まで旅をした所感では、この大陸は日本よりずっと広いが、元の世界全部よりは大分小さい、気がする。時々転移で移動していたのでやっぱりよく分からない。

　ただ、広い世界の全てが地続きとはどんな感じなのか。雫は大陸の歴史に思いを馳せた。オルティアは興味がなさそうに付け足す。

「ここ以外の大陸もあるぞ。東の大陸とは交易があるし、それ以外の大陸から漂流者が来たという記録もある」

「ああ、全部で五つあるんでしたっけ。大陸分割神話ですね」

「神話などただの与太話だ。……まあ、東の大陸はともかく、それ以外の大陸とそう関係がないというのは面倒事が減ってよいな」

「面倒事ですか？　うちの国とか、輸入に頼ってるところも大きいですよ」

「そんなもの、今のキスクも状況は変わらぬわ。ただお前の国も、今のようになる以前は、海の向こうから持ちこまれた知識で変革を余儀なくされたのであろう？」

「あー……」

「地続きの国であれば、そこまで激しい文化の断絶は起こりにくい。断絶があるとしても、異文化の存在を伝え聞く機会も多いからな。寝ているところに水をぶちまけられるようなことにはならなかろうよ」

「この世界は転移魔法もありますしね。あんまり距離由来の断絶ってないんでしょうね」

　転移をするには座標が必要になるが、それでも一度目的地に到達してしまえば、行き来は格段に楽になる。元の世界とこの世界で、一番異なる要素がこれら魔法なのだ。

　オルティアはさして面白くもないように続けた。

「見知らぬ外から持ちこまれたものを、良しとする者もそうでない者もいるだろうが、仮に外からの接触がなければ、お前の国は今とはもっと違う在り方になっていたのではないか？　当時の政務に関わっていた者たちも、さぞや苦労したであろうよ」

　確かに似て非なることをエリクにも言われたことがある。異文化の急激な流入は、それに対応する人にとっては希望でもあり、面倒事でもあるのだろう。オルティアなどはきっと後者だ。彼女は有能な政務家ではあるが、勤勉ではない。「最低限問題のないところ」を実現するよう采配をとっている。

「姫が私の世界の技術についてあんまり聞いてこないのって、それが原因なんですかね」

「いや？　単に胡散臭いと思っているだけだ」

「はっきり言われた……」

「第一、妾は東の大陸と交易があるのもあまりよくは思っておらぬ。今は大人しくしておるが、昔はこちらに侵略を仕掛けてきたこともあったぞ。あれだけ距離があるのに強欲なことだ」

「侵略って初耳です。それどうなったんですか？」

「ファルサスが追い返した。攻めこまれたのは最東端の小国だったが、ちょうどそこの王女がファルサスの王に嫁いでいた時期だったからな。救援に来たファルサスにしたたかにやり返されたそうだぞ。その時共倒れになっておればよかったのに」

「それはそれで面倒事になりませんか？」

　オルティアがファルサスを嫌っているらしいのは知っているが、大陸一の国家が侵略で滅んでは、今の大陸情勢はまったく別のものになっていただろう。

　長椅子の上に腹ばいになっている姫は、手を伸ばすとテーブルの果物鉢から赤い実を一粒取る。

「妾は今、次々持ってこられる案件だけで充分に忙しい。よそから我が物顔にやってきて面倒事を増やす輩など不要だ。来るとしても大人しくしていろ」

「遠まわしに私に言ってます？　それ」

「言ってない」

　オルティアは果物を食べ終わると、小さく欠伸をする。

「まあ、ちょっとは面白かったぞ。また機会があれば続きを聞く」

「現代史まで話しちゃったんでこれの続きはないんですけど、代わりに何か考えときます」

　主君の退屈を拭う四方よも山やま話ばなし。それはまだまだ続きそうだ。
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